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茨城県土浦市は,筑波研究学園都市の表玄関でもあり, 日本第 2位

の面積を誇る湖,霞 ヶ浦が所在しています。この豊富な水量を利用し

て,県民の生活向上に役立てるべ く「霞ヶ浦用水建設事業」が,水資

源開発公団の手によって進められております。事業地内である土浦市

手野町には,埋蔵文化財包蔵地である「五斗落遺跡・大儘遺跡・弁ノ

内遺跡・原ノ内遺跡・ゴリン山遺跡・真木ノ内遺跡」の合計 6遺跡が

所在してお ります。これに伴い,財団法人茨城県教育財団は,水資源

開発公団と埋蔵文化財の発掘調査について委託契約を締結し,昭和61

年 4月 から10月 まで, 6遺跡の発掘調査を実施いたしました。その後 ,

出土品等の整理を実施 し,こ の度,「霞ヶ浦用水建設事業地内埋蔵文化

財調査報告書」 として刊行の運びとなりました。

本書が記録保存 としての役割だけでなく,教育及び研究の資料 とし

て, また,郷上の歴史の理解を深めるために,広 く活用されますこと

を希望いたします。

最後に,発掘調査及び整理に当たり,水資源開発公団・茨城県教育

委員会・土浦市教育委員会をはじめ,関係諸機関並びに関係各位の御

指導,御協力に対 しまして,衷心より感謝の意を表します。

昭和62年 3月

財団法人 茨城県教育財団

理事長 川 又 友二郎



例   言

1 本書は,水資源開発公団の委託により,財団法人茨城県教育財団が,昭和61年度に実施 した

土浦市に所在する五斗落遺跡ほか 5遺跡の発掘調査報告書である。

2 五斗落遺跡ほか 5遺跡の調査・整理に関する当教育財団の組織は,次のとおりである。

理 事 長 川 又 友二郎 昭和61年 4月 ～

副 理 事 長 儀  田   勇 昭和61年 4月 ～

常 務 理 事 滑 川 貞 雄 昭和61年 4月 ～

事 務 局 長 堀 井 昭 生 昭和60年 4月 ～

調 査 課 長 青 木 義 夫 昭和59年 4月 ～

企
画
管
理
班

班 長

主任調査員

係 長

主 事

北 畠   健

山 本 静 男

田 所 多佳男

山 崎 初 雄

大 部   章

昭和60年 4月 ～

昭和61年 4月 ～

昭和60年 4月 ～

昭和60年 4月 ～

昭和61年 4月 ～

調
査
第
二
班

班 長

主任調査員

〃

石 井

柴

毅

正

中 根 節 男

昭和61年度

昭和61年度調査・整理・執筆

昭和61年度調査・整理・執筆

整 理 班 長 加 藤 雅 美 昭和61年度

3 本書は,大儘遺跡,弁ノ内遺跡,原ノ内遺跡,真木ノ内遺跡を柴 正が,五斗落遺跡,ゴ リ

ン山遺跡を中根節男が分担して執筆,編集 した。

4 発掘調査にあたっては,市原市埋蔵文化財センター主幹石田広美氏の御指導を得た。また,

本書の作成にあたり,石質鑑定は,茨城県立上郷高等学校教頭蜂須紀夫氏の御指導を得た。

5 本書に使用 した記号等については,第 3章遺構 。遺物の記載方法を参照されたい。

6 発掘調査及び出土遺物の整理等に際 して,御指導・御協力を賜った関係各機関及び各位に対

し,感謝の意を表 します。
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第 1章 緯

第 1節 調査に至る経過

茨城の県西地区は,平年降水量が少な く, しか も降雨分布が不均―なため,畑地は粗放で不安

な生産体系 となっている。水田は地区内河川による水源が不安定で, しばしば用水不足を生ずる

ほか,土地基盤の悪条件から土地生産性が低下 している。これらの深刻な用水不足を解消 し, ま

た,筑波工業団地等の工業用水の需要増に対応するため,茨城県は,「県西用水事業計画」を樹立

した。これにより,水資源開発公団 (以下・水資源公団 と言う)は ,農業用水はもとより,工業

用水をも含めた総合用水計画を策定し,霞 ヶ浦か ら県西地区に向けて,鬼怒川に至る全長約51km

を「霞ヶ浦用水開発事業」の一環 として施工することとなった。

このため,土浦市手野町の台地に送水管埋設工事が実施 される事にな り,それに伴って水資源

公団は,昭和58年 8月 に土浦市教育委員会に対 し,建設用地内における埋蔵文化財の有無につい

て照会を求めた。土浦市教育委員会は,同年 10月 に埋蔵文化財の所在することを回答した。更に

水資源公団は,茨城県教育委員会に対 し建設用地内の埋蔵文化財の有無について照会を求めた。

茨城県教育委員会は,同 59年 6月 に上浦市教育委員会 と連絡 を取 り,建設用地内に五斗落遺跡

(1706∬ )・ 大儘遺跡 (1559∬ )。 弁 ノ内遺跡 (946m2)。 原ノ内遺跡 (442∬ )・ ゴリン山遺跡

(774∬ )・ 真木ノ内遺跡 (548m2)の 合計 6遺跡 (5975m2)が 所在することを回答 した。そこで ,

水資源公団は,茨城県教育委員会 と建設用地内の埋蔵文化財の取 り扱いについて協議 した結果 ,

現状保存が困難であるため,発掘調査による記録保存の措置を講ずることとなった。

これにより,水資源公団は財団法人茨城県教育財団 (以下・県教育財団と言う)と 詳細な調整

を行い,建設用地内の 6遺跡について,昭和61年 4月 1日 から同年 9月 30日 までの期間で,埋蔵

文化財発掘調査 を実施することで業務委託を締結 した。教育財団は,調査体制を整え,同年 4月

から調査に着手したが,途中において,五斗落遺跡か ら多数の遺構が検出されたため,同年 7月

2日 に県教育委員会,水資源公団,県教育財団との三者協議を行い,調査面積304m2(遺跡内農道

分)の追加 と, lヶ 月間の調査期間延長で話 し合いが一致 した。これにより,調査は同年 10月 31

日まで実施 し, 6遺跡の発掘調査が終了した。さらに同年 11月 1日 から昭和62年 3月 31日 までの

5ヶ 月間にわたって,出土遺物等の整理 を実施 し, ここに本報告書を刊行する運びとなった。

※ なお五斗落遺跡については,農道部が追加 され,最終的な調査面積は,2010∬ となった。

経調

-1-



第 2節 調査方法

1 地区設定

五斗落遺跡他 5遺跡の地区設定は, 日本平面

直角座標 。第Ⅸ座標系,X軸 (南北 ),Y軸 (東

西)を 基準線 として,40m四 方の大調査区に分  A

割 し,さ らに大調査区内を4m四方の小調査区

に細分割 した。調査区の名称は,ア ルファベ ッ  B

卜と算用数字を用い,大調査区においては北か

ら南へA・ BoC,西 か ら東へ 1・ 2・ 3・ 4  c

とし,「Al区」,「 B2区」のように日子称 した。

大調査区内の小調査区は北から南へ a・ boc
・……・j, 西か ら東へ 1 ・ 2 ・ 3・ ―̈・0と し, /Jヽ    D

調査区の名称は大調査区の名称を冠 し「Alb2」 ,

「 B2e殉 のように呼称 した。

各遺跡における基準点は次のとお りである。

(1)五斗落遺跡………x軸 (南北)-11,200,00 m Y軸 (東西)+36,080.00m

(2)大儘遺跡・…………X軸 (南北)-11,160.00 m Y軸 (東西)+36,360.00m

(3)弁 ノ内遺跡………x軸 (南北)-11,040,00 m Y軸 (東西)+36,560.00m

14)原 ノ内遺跡………X軸 (南北)-10,960.00 m Y軸 (東西)+36,800.00m

(5)ゴ リン山遺跡……X軸 (南北)-10,840,00 m Y軸 (東西)+37,280.00m

(6)真木ノ内遺跡……X軸 (南北)-10,760,00 m Y軸 (東西)+37,520.00m

2 基本層序

6遺跡は手野台地縁辺部の最北端部に位置し,台地の西から東へ五半落遺跡・大儘遺跡・弁ノ

内遺跡・原ノ内遺跡・ゴリン山遺跡 。真木ノ内遺跡の順に所在し,台地の北側にある谷津との比

高差や台地から谷津までの距離等は, 6遺跡ともほぼ同様である。しかし, ゴリン山遺跡につい

ては,遺跡の北側から西側さらに南側へと支谷が入り込んでいるため小規模な舌状台地を呈して

おり,他の遺跡 とは若千地形及び基本層序にちがいが見られる。基本層序では砂層が特に多く,

全層に砂が含まれている。他の 5遺跡の基本層序に見られる共通点は,おおよそ,次の様な事が

上げられる。第 1～ 3層 は褐色ローム層, 4～ 6層 はハー ドローム層, 7層 以下は粘土層へ と移

つている。以下各遺跡の基本層序のモデル区を記述すると次の通 りである。

第 1図 五斗落他 5遣 LTl大調査区・
小調査区名称図

-2-



五斗落遺跡「B4g8」 ,大儘遺跡

ン山遺跡「B2b2」 ,真木 ノ内遺跡

6遺跡の基本層序柱状図

-2“ 4m

第 2図 五斗落遺跡土層柱状図

――‐26.lm

第 3図 大儘遺跡土層柱状図

「 C3b2」 ,弁 ノ内遺跡 「 B2g8」 ,原 ノ内遺跡 「 Al g6」 ,ゴ リ

「 B2c9」 。

l Hue 7.5YR 5/6 明褐色   ローム粒子多量含み締まり有り

2 Hue 75YR % 明褐色   ローム粒子多量含み硬く締まり有り

3 Hue 75YR 4/6 褐色    ローム粒子多量含み硬い

4 Hue 75YR % にぶい褐色 ローム粒子多量含み硬い

5 Hue 10YR 4/6 褐色    ローム粒子多量含み硬い

6 Hue 75YR % 褐色    ローム粒子多量含み硬く粘り有り

7 Hue 10YR % にぶい黄褐色 ローム粒子多量含み硬く粘り有り

8 Hue 10Y R % 明黄桐色  粘り有る粘上

1

2

3

4

5

6

7

8

Hue 7.5YR

Hue 7.5YR

Hue 75YR

Hue 7.5YR

Hue 10Y R

Hue 7.5YR

Hue 10YR

Hue 10YR

% 暗褐色

5/6 明褐色

% にぶい褐色

% 明褐色

4/6 褐色

5/6 明褐色

% 褐色

6/6 明責禍色

ローム粒子少量含み締まり有 り

ローム粒子多量含み締まり有り

ローム粒子多量含み締まり有 り

ローム粒子多量含み硬く締まり有り

ローム粒子多量含み硬い

ローム粒子多量含み硬く締まり有り

ローム粒子多量含み硬い

粘り有る粘土

-3-



-25.Om

第 4図 弁 ノ内遺跡土層柱状 図

―-24.7m                      ――

23.7

第 5図 原 ノ内遺跡土層柱状 図

-23.2m               _

22.2

4/6 褐色

% 明褐色

S/6 明褐色

% 褐色

6/8 橙色

% 浅黄色

ローユ粒子多量含み軟らかい

ローム粒子多量含み締まり有り

ローム粒子多量含み硬く締まり有り

ローム粒子多量含み硬い

ローム粒子多量,粘土少量含み硬い

粘上で締まり有り

% 暗褐色 ローム粒子,山砂少量含み締まり有り
4/3 褐色  山砂|ローム粒子極少量含み締まり有り
% 明褐色 ローム粒子多量,山砂少量含み硬い極

少量
笏 にぶい褐色 ローム粒子・山砂多量 粘土粒子
% 黒褐色 山砂・砂礫少量含み硬い

% 明褐色 山砂・ローム粒子多量,砂礫少量含み
締まり有り

% にぶい褐色 山砂多量,粘土粒子極少量含み硬
く締まり有り

4/6 
褐色  山砂多量,粘土粒子極少量含み硬く締

まり有り
% 橙色  山砂多量,砂礫極少量含み硬く締まり有り
% 橙色  山砂 。砂礫多量,粘土小ブロック少量

含み硬い

務 にぶい黄褐色 山砂多量,砂礫少量含み硬く締
まり有り

% 黄ネB色 山砂・砂礫多量、粘土大ブロック少量
含み硬い

% にぶい黄褐色 山砂多量,粘上小ブロック極少
量含み硬い

l Hue 75YR

2 Hue 75YR

3 Hue 75YR

4 Hue 75YR

5 Hue 10YR

6 Hue 10YR

7 Hue 子.5YR

%

%

%
5/6

4/6

%

%

8 Hue 10YR %

9 Hue 10YR %

褐色   ローム粒子極少量含み締まり有り

黒褐色  ローム粒子少量含み締まり有り

明禍色  ローム粒子多量含み締まり有り

明褐色  ローム粒子多量含み硬く締まり有り

褐色   ローム粒子多量含み硬い

黄褐色  ローム粒子多量含み硬い

橙色   ローム粒子多量,粘土ブロック少

量含み榎い

責褐色  ローム粒子少量,粘土多量含み硬

く粘 り有り

にぶい黄橙色 粘土で硬 く粘 り有 り

l Hue 7.5YR

2 Hue 75YR

3 Hue 75YR

4 Hue 7.5YR

5 Hue 7.5YR

6 Hue 25Y

l Hue 7.5YR
2 Hue 7.5YR
3 Hue 7.5YR

4 Hue 7.5YR
5 Hue 5YR
6 Hue 75YR

7 Hue 75YR

8 Hue 10Y R

9 Hue 75YR
10 Hue 7.5YR

ll Hue 10Y R

12 Hue 10Y R

13 Hue 10YR

第 6図  ゴリン山遺跡土層柱状図
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-25.8 rn l Hue 7.5YR

2 Hue 7.5YR

3 Hue 75YR

4 Hue 75YR

5 Huc 7.5YR

%
4/6

6 Hue 75YR 5/6

7 Hue 7.5YR 4/6

8 Hue 10Y R 4/6

9 Hue 10YR %

10 Hue 10YR 4/6

暗褐色 ローム粒子を極少量含み軟らかい

褐色  ローム粒子多量,焼土粒子少量含み軟

らかい

褐色  ローム粒子多量,焼土粒子極少量含み

軟らかい

褐色  ローム粒子多量含み締まり有り

明褐色 ローム粒子多量,黒色粒子極少量含み

締まり有り

明褐色 ローム粒子多量含み硬 く締まり有り

褐色  ローム粒子多量含み硬 く締まり有 り

褐色  ローム粒子多量含み硬い

黄褐色 ローム中・小ブロック多量含む

褐色  砂粒極少量含む

％

％

第 7図 真木ノ内追跡土層柱状図

3 遺構確認

6遺跡 とも調査エ リアの幅が12mと ぃう狭い範囲であるため,各遺跡の左端に幅 lmの トレン

チを入れ,遺構の確認調査を実施 した。その結果,原 ノ内遺跡を除 く5遺跡からは竪穴住居跡 ,

土坑,溝等の遺構が検出されたため,重機による表土除去を実施 し,ロ ーム層上面で遺構の確認

をした。五斗落遺跡からは,遺跡の中央部から西部にかけて,遺構の切 り合いが解 らない程の状

態で,12m幅いっぱいに竪穴住居跡等の遺構が検出された。大儘遺跡は, トレンチャーによる撹

乱を受けていたが,遺跡全体か ら竪穴住居跡等の遺構が検出された。弁 ノ内遺跡,真木ノ内遺跡

からも竪穴住居跡,土坑,溝等の遺構が検出された。ゴリン山遺跡からは,中世の上坑,原 ノ内

遺跡か らは,屋外炉が検出された。

4 遺構調査

遺構の調査方法は,次のようにして実施した。

竪穴住居跡は,平面プラン確認後,南北方向と東西方向の十字に土層観察用ベル トを設定し,

ベル トによって区画された四つの区画を床面まで掘 り下げることを原則とした。区画の名称は,

北東部を始まりに時計回りに 1～ 4区 と呼称した

土坑は,平面プラン確認後長径方向で二分し,先ず南または東側を掘 り込み,土層観察後残 り

の 2分の 1を 掘 り込むことを原則とした。

溝は,適宜な位置に上層観察用のベル トを残し,底面まで掘 り込んだ。

土層観察は,色相,含有物の種類と量,粘性等を観察した。色相の判定は「新版標準土色帖」
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(小 山正忠 。竹原秀雄編著 日本色研事業株式会社)を使用した。

遺物は,柱状に残して出上位置を保ち,遺構の掘 り下げ終了後,遺構平面 と共に図化 し, レベ

ルを測定後,取 り上げた。

遺構平面図は,水糸方眼地張測量によって,20分の 1の縮尺で図化 した。

記録の過程は,土層断面写真撮影→土層断面図作成→遺物出土状況写真撮影→遺物出土状況平

面図作成→遺構平面写真撮影→遺構断面図作成→遺構平面図作成の順 を基本 とした。図面,写真

等に記録できない事項については,遺構カー ドに記録 した。

第 3節 調査経過

五斗落遺跡・大儘遺跡・弁 ノ内遺跡 。原ノ内遺跡・ゴリン山遺跡・真木ノ内遺跡の合計 6遺跡

における発掘調査は,昭和61年 4月 1日 から昭和61年 10月 31日 までの 7か 月の間に渡って実施 し,

これらの遺跡における発掘調査の経過については,以下のとお りである。

4  月  事務所及び発掘調査に必要な現場倉庫設置,調査器材,器具等の搬入を行 う。

5  月  2日 ,真木ノ内遺跡に於いて作業の安全を願い,鍬入式を挙行する。 6日 から16日

まで,五斗落遺跡他 5遺跡の発掘調査前全景写真撮影 と幅 lmの トレンチ試掘を実施

する。その結果,原 ノ内遺跡からは縄文時代前期に比定する土器片が微量 と,屋外炉

と思われるファイヤーピットが 2基検出され,ゴ リン山遺跡か らも縄文時代早・前期

の上器片少量と土坑 1基が検出された。他の 4遺跡からは,それぞれ竪穴住居跡等の

遺構が検出されたため,原ノ内遺跡を除 く5遺跡を22日 から27日 まで重機により遺構

確認面までの表土除去を行 う。

6  月  2日 から五斗落遺跡の第 1号住居跡から発掘調査を開始する。五斗落遺跡中央部か

ら西部にかけて,多数の遺構が検出される。

7  月  五斗落遺跡から分数の遺構が検出されたため, 2日 に茨城県教育委員会 と水資源開

発公団及び茨城県教育財団による三者協議が行われ, lヶ 月の調査期間延長 と調査面

積304m2を 追加する事で一致する。 8日 。9日 ,追加面積の表土除去を行う。

8  月  7日 から五斗落遺跡と並行して,大儘遺跡の発掘調査を開始する。18日 ,五斗落遺

跡の遺構分布が濃厚なため調査の進展を図る必要からステレオ写真測量を行う。19日

から26日 まで五斗落遺跡の補足調査を行う。27日 ,五斗落遺跡発掘調査後全景航空写

真撮影を行い,五斗落遺跡の発掘調査を終了する。28日 ,水資源開発公団へ五斗落遺

跡の引き渡しを行う。
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1日 から大儘遺跡 と並行 して弁 ノ内遺跡の発掘調査を開始する。19日 ,大儘遺跡他

4遺跡の航空写真撮影 を行い,20日 ,五斗落遺跡 。大儘遺跡・弁 ノ内遺跡の現地説明

会を実施する。22日 か ら大儘遺跡・弁ノ内遺跡の補足調査に入 り,並行 してゴリン山

遺跡の発掘調査 を開始する。25日 に大儘遺跡,29日 に弁 ノ内遺跡の発掘調査を終了す

る。30日 ,水資源開発公団へ大儘遺跡・弁ノ内遺跡の引き渡 しを行 う。

1日 ,真木ノ内遺跡を, 9日 に原ノ内遺跡の発掘調査を開始する。22日 に原ノ内遺

跡及びゴリン山遺跡,23日 には,真木ノ内遺跡の発掘調査がそれぞれ終了する。31日 ,

水資源開発公団へ原ノ内遺跡・ゴリン山遺跡・真木ノ内遺跡の引き渡しを行い, 6遺

跡における発掘調査の全てを終了した。
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第 2章 位 置 と 環 境

第 1節 地理的環境

五斗落遺跡他 5遺跡は,土浦市手野町字五斗落4,674ほ かに所在する。土浦市は,茨城県の中央

部よりやや南寄 りに位置し,北は新治郡千代田村,東は同郡出島村に接するとともに,更に霞 ヶ

浦の土浦入に面 し,南は稲敷郡阿見町,牛久市,南西は筑波郡谷田部町,西は新治郡桜村,北西

は同郡新治村に接する。市域は,東西約9,9km,南北12.5km,面 積約92 km2で,人 口は120,477人 ,

(昭和61年 11月 1日 現在)を数える。市街地は,桜川が霞ヶ浦に注 ぐ河口付近に形成 されたデル

タ上に首 まれてお り,国鉄常磐線土浦駅付近 を中心にして東西・南北約1.4kmの 幅で広がって い

る。近年,桜川河回の埋立事業に伴い市街地が広がっているが,他は水田となってお り稲や蓮根

の栽培が行われている。上浦市は,首都東京から60km圏 内に位置することから,周辺の牛久市等

とともに東京のべ ッヽトタウン化が進み, また,首都圏衛星都市の工業生産都市 として大企業等の

工場進出をみるに至っている。更に現在建設が進められている筑波研究学園都市の玄関口として,

また,周辺町村のショッピングセンター としてこれまで以上に発展することが予想されている。

土浦市の周辺地形は,西茨城郡岩瀬町の鏡池に源を発 して筑波山の西側 を南流して霞 ヶ浦の土

浦入に注 ぐ桜川による沖積低地によって,新治台地 と呼ばれる北部の台地 と,筑波稲敷台地 と呼

ばれる南部の台地 とに分けられる。新治台地は,筑波山塊の東方に延び,標高25～ 27m,筑波稲

敷台地はやや低 く24m前後の洪積台地である。地質は,成田層群上部を主体 とし,そ の上に灰 白

色の常総粘土,更にその上を厚さ2.3mほ どの関東ロームが不整合に覆っている。五斗落遺跡他 5

遺跡は,こ の新治台地の南端で,手野町下郷から東側に延びた幅0.5km,標高24m前後の台地の北

側,東西約1.6knに わたって所在 している。当遺跡の北側は,桜川の北東側 を流れる境川の支流に

沿って手野町下郷から白鳥町にかけて支谷が入 り込んで急斜面を呈 し,南側は,急傾斜 をしなが

ら霞ヶ浦沿岸の沖積低地へ と続いている。

五斗落遺跡他 5遺跡の調査面積は,6,279m2で ,五斗落遺跡は2,0101t12,大儘遺跡は1,559m2,弁

ノ内遺跡は946m2,原 ノ内遺跡は442m2, ゴリン山遺跡は774∬ ,真木ノ内遺跡は548m2で ある。調

査前の現況は,五斗落遺跡,大儘遺跡,弁 ノ内遺跡は畑,原ノ内遺跡, ゴリン山遺跡,真木ノ内

遺跡は山林である。
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第 2節 歴史的環境

茨城県南部, とりわけ霞ヶ浦沿岸 を中心に利根川下流域は,古 くから人々の絶好の居住地で,

数分くの遺跡が所在 している。県内で発見された縄文時代の貝塚は350か所ほどであるが,なかで

も霞ヶ浦周辺か らは集中して発見され,明 治12年に飯島魁・佐々木忠次郎博士によって調査され

た陸平貝塚 (美浦村 )を筆頭に安食平貝塚 (出島村),若海貝塚 (玉造町),椎 塚貝塚 (江戸崎

町),上高津貝塚 (土浦市 )等は早 くか ら知 られた著名な遺跡である。 とりわけ国指定史跡の上

高津貝塚は,古 くは明治39年 に江見水蔭により調査されたのを初め とし,近年の調査の成果から

縄文時代の後・晩期にわたって馬蹄形状に形成された,ヤマ トシジミを主 とす る貝塚遺跡である

ことが判明している。このように霞 ヶ浦周辺は,縄文時代 を中心 とした遺跡の宝庫である。

さて,五斗落遺跡他 5遺跡は,土浦市の東部,新治台地の南端に位置 してお り,当遺跡の周辺

は,沖積低地 と洪積台地が複雑に入 りくみ,海の幸・山の幸に恵まれた自然環境 を有 しているた

め生活に好条件を備えていたことと思われる。原始時代には平地林や波静かな入江を利用して狩

猟 。採集・漁扮活動が営 まれ,古代になると沖積低地を利用しての水稲耕作が行なわれ多くの遺

跡が残されている。

先土器時代の遺跡は,県内において90遺跡ほど報 じられているが,土浦市内においては発掘調

査はなされておらず,わずかに「土浦の遺跡」の中で,先土器時代の可能性があると思われる石

器 6点が報告 されているのみである。

縄文時代になると,前述の上高津貝塚 を含めて早期か ら晩期にかけての遺跡が146か所確認され

ている。早期の遺跡は「土浦の遺跡」によると花輪台式上器片が出上している座王遺跡や今回調

査 したゴリン山遺跡 〈42〉 ,原 ノ内遺跡 〈39〉 ,真木ノ内遺跡 〈43〉 等である。前期か ら中期に

かけては遺跡数 も増加 し,当遺跡周辺でも同様の傾向がみられる。前期の遺跡では,花積下層式

土器を出土する下ノ山遺跡,浮島式上器が出土 している清水遺跡 〈57〉 やゴリン山遺跡がある。

中期の遺跡は,加 曽利 E式上器や阿玉台式土器の散乱 している上縄遺跡,加曽利 E式上器主体の

(1か

神立遺跡 (3〉 等である。後・晩期になると遺跡数は激減し,富士塚遺跡 (後期 )く 41〉 ,加曽

利 B式土器等が出土している上高津貝塚 (後・晩期 )等である。

弥生時代の遺跡は少な く,永国遺跡や今回調査 した弁 ノ内遺跡 〈28〉 等があげられるが,弥生

時代単独のものではな く,前者は,縄文から古墳時代にかけて,後者は,弥生 と平安時代の複合

遺跡である。

古墳時代の遺跡 としては,愛宕山古墳群,市指定の王塚古墳 〈59〉 ,后塚古墳 〈58〉 と今回調

査 して複合遺跡であることが判明した五斗落遺跡 〈25〉 ,大儘遺跡 〈26〉 等がある。この他に調

査された遺跡 としては,昭和47～ 49年度に茨城県住宅供給公社の開発に伴って調査 された鳥山遺
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跡群や,昭和54年度に土浦市教育委員会により調査 された池の台遺跡がある。前者か らは,勾玉・

管玉が多量に出土 した工房跡や土師器,須恵器等を伴 う遺構が多数検出されている。

時代が進んで律令制下の奈良・平安時代の土浦市は,茨城郡大津郷,筑波郡清水・佐野郷,信

太郡高来・島津・阿弥郷,河内郡大村郷に所属 していたようである。この時代の遺跡は,発掘調

査された鳥山遺跡群,永国遺跡の他に五斗落遺跡,大儘遺跡等も含まれる。特に,平安時代になる

と集落が増加 していることが遺跡の分布調査で確認されている。

中世の城館跡 としては,大鼓櫓,鐘楼が現存し,昭和60年度土浦市教育委員会によ り調査 され

た土浦城の他に,木田余城,今泉城,神立館等が所在している。

以上のように上浦市内の洪積台地及び沖積低地上には原始,古代から中世の各時代にわた り多

くの遺跡が点在 してお り,古代文化の繁栄が推察される。

註

(1)I,H」 IMA,AND C.SASAKI,「 OKADAIRA SEELL MOUNDS AT HITACHI」 (『 T⑤KYO

DAIGAKU.SCIENCE DEPARTMENT』 MEWIOIR VOL.1,PARTl)TOKYO DAIGAKU明 治16年

(2〉 (3】 催)茨城県教育委員会『茨城県遺跡地図』 茨城県教育委員会 昭和52年

(5)「土浦市史」 土浦市史縄さん委員会 昭和50年

(0 茨城県史料 考古資料編先土器・縄文時代

(D 「土浦の遺跡」 土浦市教育委員会 1984

(8)～ (10(7)に 同じ

90 「土浦市鳥山遺跡群」 茨城県住宅供給公社 昭和50年

90 「池の台遺跡調査報告」 土浦市教育委員会 昭和56年

9動 (5)に 同じ

90(7)に 同じ

90～ 90(5)に 同じ
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蔵
地

●
女
臣

塚
逗

跡
包

蔵
地

0
●

セ
イ

ベ
イ

山
遺

跡
包

蔵
地

●
ド

ン
ド

ン
塚

古
墳

跡
古

墳
跡

●

神
一 立

遺
跡

包
蔵

地
●

0
上

大
津

西
小

学
校

前
遺

跡
包

蔵
地

0
●

松
山

】 退
跡

包
蔵

地
●

●
34

平
外

遺
跡

包
蔵

地
●

一
丁

田
台

遺
跡

包
蔵

地
0

久
保

上
遺

跡
包

蔵
地

●
●

前
神

田
遺

跡
包

蔵
地

●
長

堀
退

跡
包

蔵
地

●

中
道

遺
跡

亀
蔵

地
●

●
薬

自 雨
退

跡
包

蔵
地

●

8
八

幡
連 退

跡
包

蔵
地

●
●

Ｑ ０
薬

自 師
塚

塚
  

跡

目
木

壇 退
跡

包
蔵

地
●

原
ノ

内
遺

跡
包

蔵
地

○
●

天
神

平
遺

跡
包

蔵
地

0
●

40
中

台
西

遺
跡

包
蔵

地
●

坪
内

退
跡

包
蔵

地
●

41
富

士
塚

遺
跡

包
蔵

地
●

●

蟹
久

保
遺

跡
包

蔵
地

●
・

42
ゴ

リ
ン

山
遺

跡
包

蔵
地

○
○

花
輪

題
跡

包
蔵

地
●

43
真

木
ノ

内
遺

跡
集

落
跡

○
○

14
宮

崎
退

跡
包

蔵
地

0
44

天
王

後
遺

跡
包

蔵
地

●

宮
脇

】 退
跡

包
蔵

地
●

45
坂

の
上

遺
跡

包
蔵

地
●

宝
積

迫 退
跡

包
蔵

地
●

●
●

●
46

天
王

前
遺

跡
包

蔵
地

●
●

●

粗
買

場
遺

跡
包

蔵
地

●
●

７ ′
刀 仕

八
坂

東
遺

跡
包

蔵
地

0

18
八

坂
前

遺
跡

包
蔵

地
0

0
Ｏ Ｏ

刀 仕
井

戸
山

遺
跡

井
戸

跡

牲
田

堂 退
跡

包
蔵

地
0

49
宿

後
退

跡
包

蔵
地

●

20
根

本
西

遺
跡

包
蔵

地
●

●
天

王
場

遺
跡

貝
  

塚
●

根
本

東
遺

跡
包

蔵
地

●
手

野
原

口
遺

跡
包

蔵
地

●
●

前
原

北
遺

跡
伍

蔵
地

●
●

成
開

供
養

塚
塚
  

跡

不
動

塚
塚
  

跡
手

野
・

天
神

遺
跡

包
蔵

地
●

0
●

24
一 副

原
退

塚
包

蔵
地

●
54

平
迫 退

跡
包

蔵
地

0
0

五
斗

落
遺

跡
集

落
跡

●
○

○
士

池
退

跡
包

蔵
地

0

大
儘

遺
跡

集
落

跡
●

〇
O

向
原

還
跡

包
蔵

地
●

羽
田

亦
遺

跡
包

蔵
地

●
●

ラ イ
清

水
連 退

跡
包

蔵
地

●

０ ０
弁

ノ
内

遺
跡

包
蔵

地
○

○
58

后
塚

古
墳

古
  

墳
●

一 立
淳 退

跡
包

蔵
地

●
●

王
古

墳
塚

古
  

墳
●

手
野

宮
脇

遺
跡

包
蔵

地
●

●
○
印

は
,今

回
発

掘
調

査
し
た

遺
跡

で
あ

る



第 3章 遺構・遺物の記載方法

第 1節 遺構の記載方法

本書における遺構の記載方法は,下記の要領で統一 した。

使用記号

竪穴住居跡―SI 土坑―SK  濤一SD  屋外炉一FP ピットーP

2 遺構に伴う施設等の表示方法

3 土層の分類

土層観察は,『新版標準土色帖』 (小山忠正・竹原秀雄編著 日本色研事業株式会社)を使用

し,整理の段階で上層を次のように分類記号化し,図 中にその記号をもって載せた。

"屯

化本オ

番号 土 色 名 色相    明度/彩度 含  有  物

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

色

弾

中

弾

色

中

騨

弾

色

騨

弾

勘

色

弾

騨

韓

韓

申

榊

韓

黒

黒

極

暗

褐

灰

に

明

橙

黄

暗

に

褐

責

に

明

赤

極

暗

暗

Hue 7.5YR %
Huc 7.5YR 3/2
Hue 7.5YR 2/3
Hue 7.5YR 笏

Hue 7.5YR 4/6
Hue 7.5YR %
Huc 7.5YR %
Hue 7.51FR %
Hue 7.5YR 6/8
Hue 7.5YR 7/8
Hue 10YR 髪

Hue 10YR %
Hue  10YR  4/6

Hue 10YR ・5/6

Hue 10YR %
Hue 10YR 7/6
Hue 10R  %
Hue 10R  2/3
Hue 10R  3/3
Hue 10R  3/6

%2/2

％

％

銘

％

％

％

％

　

％

　

銘

％

％

　

％

％

ローム粒子多量
ローム粒子中量
ローム粒子少量
ローム粒子極少量
ローム小ブロック多量
ローム小ブロック中量
ローム小ブロック少量
ローム小ブロック極少量
ローム中ブロック多量
ローム中ブロック中量
ローム中ブロック少量
ローム中ブロック極少量
ローム大ブロック多量
ローム大ブロック中量
ローム大ブロック少量
ローム大ブロック極少量
焼土粒子多量
焼土粒子中量
焼上粒子少量
焼土粒子極少量
焼土ブロック多量
焼土ブロック中量
焼土ブロック少量
焼土ブロック極少量

a

a
a

a

b
b
b
b
C

C
ｃ

ｃ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ

-15-



番号 土 色 名 色相    明度/彩度 含  有  物

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

黒

］

辮

灰

赤

褐

辮

韓

褐

］

辮

褐

勘

褐

紳

紳

　

黄

”

赤

赤

極

暗

赤

灰

赤

明

に

黒

極

暗

灰

に

赤

明

に

橙

浅

灰

Hue  10R   4/8
Hue 2.5YR %
Hue 2.5YR % %
Hue 2.5YR % 3/6
Hue  2.51FR %
Hue  2 5YR 5/2
Hue  2.5YR 4/6 4/8
Hue 2.5YR 5/8 %
Hue 2.5YR %
Hue 5YR  % %
Hue 5YR  % %
Hue 5YR  斃 %
Hue 5YR  % 4/2
Hue 5YR  % %
Hue  5YR   4/8 4/6
Hue 5YR  % %
Hue 5YR  %
Hue 5YR  % 6/8
Hue 2.5Y  %
Hue 5Y   5/3

2/3

% %

3/63/3

g・ 炭化粒子多量
g 炭化粒子中量
g′ 炭化粒子少量
g″ 炭化粒子極少量
h・ 炭化物多量
h 炭化物中量
h' 炭化物少量
h″ 炭化物極少量
i・ 粘土夕量
i 粘土中量
i′ 粘土少量
i″ 粘土極少量
i・ 砂粒多量
i 砂粒中量
i′  砂粒少量
i″ 砂粒極少量
k・ 灰多量
k 灰中量
k′ 灰少量
k″ 灰極少量
l・ 砂礫 多量
l 砂礫中量
1' 砂礫少量
l″ 砂礫極少量
m ソフ トローム
n  撹舌し

4 遺構実測図 と作成方法

本書における遺構実測図の作成方法は,次のとお りである。

住居跡              国三豆□ 溝

――― 推定プラン

ーⅢ…エリア外
キ第一̈ ―貼り床
柱穴

ポィンゥ′
′スЭ

~i｀
｀
|

・住居跡は,縮尺%の原図をトレースして版組みし,それをさらに大きさに応じて,%・ %に

縮小して掲載した。

・土坑は,縮尺所の原図をトレースして版組みし,それをさらに%に縮小して掲載した。

・炉・カマ ドは,縮尺%の原図をトレースして版組みし,それをさらに大きさに応じて,%。

端
　
端

上
　
下

釧
　
喘
　
一

/4」
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%に縮小して掲載した。

・溝は,縮尺‰の原図をトレースして版組みし,それをさらに%に縮小して掲載した。

・遺構からの出土遺物は,遺構平面図及び断面図に出上位置を下記のドットで表示し,接合で

きた土器は実線で結んだ。出土遺物に付したP呑号は,遺物実測図の番号を指す。

●―土器片

。遺構実測図の掲載については,遺構番号順にした。

5 -覧 表の見方について

(1)住居跡一覧表

・住居跡番号は,調査途中で住居跡 と認め られず調査 を中止したものについては表か ら削除し

た。

・位置は,遺構が占める面積の割合が量 も大 きい小調査区名をもって表示 した。

・主軸方向 (長軸方向)は ,座標北 と主 (長 )軸のなす角度で示 した。

・平面形は,掘 り込み上面の形状 を記 した。

・規模の長軸×短軸は上面の計測値,壁高は残存壁高の計測値 を記し,推定値については( )

を付 した。なお,規模の欄で,長軸・短軸のいずれであるか不明のものは中央に記 した。

・床面は,「 平坦」,「凹凸」,「緩い起伏」に分類 して表記 した。

・ピット数は,そ の住居跡に伴 うと考えられるピット数 を記 した。

・炉 とカマ ドは,その種類を記し,検出されない住居跡については「一一」を付 した。

・覆土は,堆積の状態が自然堆積の場合は「自然」,人為堆積の場合は「人為」,撹乱 を受けて

いる場合は「撹乱」,不明の場合は「不明」 と記した。

・出土遺物は,出土量や主な遺物名を記した。

・時期は,出土遺物から時期判定の可能な範囲で,土器型式によって記した。

・備考は,重複関係等について記した。

第 2節 遺物の記載方法

遺跡によって遺物の出土量は異なるが,可能なかぎり復元,実測,拓本等をして,で きるだけ

多く掲載した。

主軸方向
(長軸方向) 長軸×短軸(m) 壁高 (Cm)

-17-



1 実測図の作成方法 と掲載方法

(1)作成方法

・土器は,四分割法を用い,中心線を挟んで左側に外面,右側に内面及び断面を実測した。

・石器,石製品は展開図法を基本 とした。

・上記以外の遺物については,効果的と思われる方法で実測した。

(2)掲載方法

。実測図の掲載にあたっては,%・ %に縮小したものを掲載の基準としたが,大きさによりそ

れ以外の縮尺を使用して掲載した図版もある。

。実測図中の%・ %の表示は原寸に対しての縮尺である。

・土器拓影図は,右側に断面を載せ,縮尺%で掲載した。なお,繊維を混入するものについて

は,断面に′ミを付加した。

・敲きの範囲は,←ロロ→ (一 ― ―)で表し,磨 りの範囲は,← ○○→ (― ―)で表した。

2 出土遺物解説表について

遺構ごとの遺物を次のような表にまとめた。なお,遺物解説にあたっては,下記のような名称

を用いて解説した。

甕 土 玉

Ｔ
　
長
さ

一

部

　
部

縁
　
　
　
合

口
　
　
　
接

　
脚

下
Ｉ

Ｌ

Ｉ

土

輔　　　脚　　　劇

高 堺

「

  口 径   引

T
器

局

上

O蜘

引

１径
　
　
　
径

＝

　
　

ロ

囲

ト

穿子し者Б

(1)出土土器観察表

。図版番号は,実測図中の番号と同じものである。

・法量は, A― 口径,B一 器高, C―底径・裾部径, D― 高台径 とし,単位はcmでぁる。なお,

ト ロ 径  引

卜 幅  引

法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成
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A・ C・ Dの ( )は推定値であり,Bの ( )は 残存高である。

・胎土・色調・焼成の欄は,上から胎土,色調,焼成のlllaで記した。色調については,前節の

上層の分類と同じ土色帖を使用した。焼成については,良好,普通,不良に分類し,焼 き締ま

って硬いものは良好,焼成があまく手でこすると器面が崇J落するものを不良とし,その中間

のものを普通とした。

・備考は,土器の完存率や土器の台帳番号 (P番号)等を表示した。

(2)球状土錘・管状土錘・土製品・石製品 。石器一覧表

・球状土錘・管状土錘一覧表

土製品・石製品一覧表

石器一覧表

。図版番号は,実測図中の番号である。

・名称は,遺物の種類名を表示 した。

・台帳番号は,遺物の個別番号である。

・出土地点は,出上 した遺構あるいは小調査区名を記した。

・大きさの欄の長さ・幅・厚さは,そ れぞれ最大長・最大幅・最大厚の計測値である。また,

大きさ,重量の欄の( )内数値は欠損した球状土錘・管状土錘・土製品・石製品・石器の残

存値である。

・石質の欄は,そ の石器 を作る母岩の岩石名を表示 した。

・備考の欄は,完存率等を表示 した。

図版番号 名  称 台 帳 番 号 長さX幅 (Cm) 孔径 (Cm) 重 量(g) 備   考

重 量 (g)
き さ (Cm)

子し 径(Cm)

重 量(g)

-19-
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第10図 五斗落遺跡他う遺跡全体図
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第 4章 遺跡の調査結果

第 1節 五斗落遺跡

1 遺跡の概観

当遺跡は,茨城県土浦市大字手野町字五斗落4,674ほ かに所在し,調査面積は2,010m2である。

現況は平坦な畑である。遺跡は,台地の北西端部に位置し,東方約70mに 大儘遺跡が存在する。

遺構は,調査区域全体から古墳時代,奈良・平安時代に比定される竪穴住居跡42軒,土坑 4基 ,

溝 1条が検出された。特に遺跡の中央部から西側部にかけて重複する住居跡が多く検出された。

遺物は,土師器や須恵器が主で,甕形土器,壺形土器,不形土器,高台付不形土器,盤形土器,

提瓶等が出上し,そ の他の遺物としては,土製品,磨製石斧,紡錘車,鉄鏃等が住居跡及び遺構外か

ら出上した。土坑及び溝に伴 う遺物は出上しなかった。

2 遺構 と遺物

(1)竪穴住居跡

第 1号住居跡 (第 11図 )

本跡は,調査区の北西部Blb5区を中心に確認された住居跡で,第 2号住居跡の北西イ貝」13.lmに

位置している。

平面形は,長軸3.56m。 短軸30mの 隅丸長方形を呈し,主軸方向はN-48生 Wを指している。

壁は,締 まりのあるロームで,ほぼ垂直に立ち上がり,壁高は 5年 1lCmである。床面は,全体的

に平坦で,カ マ ドの前面及び中央部は硬 く踏み固められている。ピットは,西 コーナー部寄 りに

長径26cm。 短径21cm・ 深さ23cmの規模を有するものが 1か所検出されただけである。カマ ドは,

北西壁のほぼ中央部に付設されていたが崩れており,天丼部・袖部の構造等は不明である。長さ

は1100m,幅 73Cmである。掘 り方は,壁 を幅56cmで 48cmほ ど切 り込んでいる。火床は,長径34

cm。 短径28cmの楕円形を呈し,床面を7 cmほ ど掘 り込んでいる。

覆土は 2層から成り,上層はローム粒子を少量含む褐色土,下層はローム粒子を多量,焼土粒

子を極少量含む褐色上が凹レンズ状に自然堆積 している。

遺物は,全体にまばらに散らばって,覆上下層から床面にかけて土師器片22点が出上しただけ

である。

本跡は,出土遺物や規模・形状及びカマ ドを有することなどから古墳時代の鬼高期以降に比定

されるものと思われる。
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第11図 第 1号住居跡実測図

第12図 第 1号住居跡出土遺物実測図

第 1号住居跡出土土器観察表

0              10cm

B'

0               1m

図版
番号

器   種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第12図

1

甕 形 上 器

土 師 器

A(292)

B(33)
口縁部は外反して立ち上がる。 内・外面積ナデ。 砂粒・石央・雲母

灰褐色

普通

％

１

-24-



第 2号住居Ltt(第 14図 )

本跡は,調査区の西部 Ble3区 を中心に確認された住居跡で,第 1号住居跡の南東側13.lmlこ位

置している。

本跡は,南西側がエ リア外にかかっているため,平面形 。規模等の詳細は不明である。

調査 した部分から推定すると,平面形は,長方形を呈 し,北東壁の長さは3.75mで,主軸方向

はN-33生 wを指 しているものと思われる。壁は,締 まりのあるロームで,北西壁 。北東壁はほ

ぼ垂直に,南東壁は外傾 して立ち上がっている。壁高は, 8｀ 13cmで ある。壁下には,壁溝が北

西壁から北東壁にかけて,上幅23～ 31cm,深 さ 7～ 8 cmの規模で周回している。床面は,中央部

に多少凹凸がみられ,ロームが硬 く踏み固められている。ピットは, 5か所検出された。P5は ,

長径95cm・ 短径 82cm・ 深さ64cmの 規模 を有 し,位置か ら主柱穴の一部 と思われる。 Pl～ P4は ,長

径24～ 29cm,短 径 19～ 27Cm,深 さ14～ 27Cmの規模 を有 し,壁際に位置するピットで,補助柱穴的

なものと思われる。カマ ドは,北西壁の西コーナー寄 りに付設されていたが,崩 れてお り,天丼

部・袖部の構造等は不明である。規模 を推定すると,長 さ120cm・ 幅76cmほ どである。掘 り方は,

壁を幅65cmで,22cmほ ど丸 く切 り込んでいる。火床は,長径40Cm・ 短径24cmほ どの楕円形を呈 し,

床面を12cmほ ど掘 り込んでいる。

覆土は 2層 か らなり,上層にローム粒子・焼土粒子 を極少量含む暗褐色土が,下層にローム粒

子 を少量含む褐色上が自然堆積 している。

遺物は,上師器片 105点,須恵器片 2点が出上している。これ

らの上器片は,カマ ドの北東側のほぼ床面及びPlの 覆土内から大

半が出土 している。

本跡は,出土遺物か ら古墳時代の鬼高期に比定されるものと思

われる。

第 13図 第 2号住居跡出土遺

物実測図

第2号住居跡出土土器観察表

図版
器

器  種 法量(Cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第13図

1

器

器疵
師

郭
土

A(110)
B 44

底部は丸底で,体部は内彎しながら

大きく開いて立ち上がり,口縁部は

外反気味に立ち上がる。

口縁部内・外面横ナえ 体部

外面ヘラ削り,体部内面ナえ

砂粒

によい赤褐色

普通

30%
P2
内面黒色処理

-25-
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第 3号住居跡 (第 15図 )

本跡は,調査区の西郡 B2f2区に確認された住居跡で,第 5号住居跡の南十民101mに 位置 してい

る。

平面形は,長軸3,10m・ 短軸2.85mの不整長方形を呈 し,主軸方向は,N-93生 wを指 してい

る。壁は,締まりのあるロームで,ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は浅 く3～ 5 Cmで ある。

床面は,全体的に平坦で,比較的良 く踏み固められている。ピットは,北壁際から壁外にかけて

2か所検出されてお り,直径はいずれも24cm・ 深さ27cmの規模 を有している。カマ ドは,西壁の

やや北西ヨーナー寄 りに付設されているが,崩れてお り,天丼部・袖部の構造等は不明である。

規模 を推定す ると,長 さは88cm。 幅63cmほ どである。掘 り方は,壁 を幅54Cmで74cmほ ど切 り込

んでいる。火床は,長径38cm・ 短径20cmほ どの楕円形を呈 し,床面を18cmほ ど掘 り込んでいる。

覆土は 2層からなり,上層にローム粒子・焼土粒子 。炭化粒子を極少量含む暗褐色土が,下層

にローム粒子 を多量含む明褐色土がレンズ状に自然堆積 している。本跡は,ほぼ中央部の覆上下

層から床面にかけて少量の焼土粒子 と炭化材が検出されていることから焼失家屋 と考えられる。

遺物は少な く,わずかに土師器片10点,土製品 1点が出土 しているだけである。

本跡は,時期判定する出土遺物がないが,形状・規模及びカマ ドを有することなどから古墳時

代の鬼高期以降に比定されるものと思われる。

第 4号住居跡 (第 17図 )

本跡は,調査区の北西部Bl■o区 を中心に確認された住居跡で,第 5号住居跡の北西側65mに

位置している。本跡は,北西側が農道建設時に削平されて失われているため,平面形 。規模等の

詳細は不明である。

平面形は,調査 した部分から推定すると,長軸4.01m・ 短軸3.16mの長方形を呈 し,主軸方向

はN-46生 wを指 していると思われる。壁は北西部が削平されているため不明であるが,一部残

っている南西壁及び北東壁 。南東壁は締まりのあるロームで,ほぼ垂直に立ち上がっている。壁

高は12～ 42cmである。床面は,全体的に平坦で,ロ ームが硬 く踏み固められている。ピットは,

やや東コーナー寄 りに 1か所検出されただけで,長径44cm。 短径40cm・ 深さ48cmの規模 を有 して

いる。カマ ドは,前述 したように北西側が削平されているために検出できなかった。

覆土は 3層からなり,上層にローム粒子 。焼土粒子 を極少量含む褐色上が,中層から下層 もロ

ーム粒子 を少量含む褐色土が自然堆積 している。

遺物は,土師器片 157′ミ,縄文式上器片 2点が出上 している。縄文式上器片は,周囲からの流

れ込みと思われ,本跡に伴 う土師器片は,住居跡の中央部より若千西側寄 りの覆上下層から床面

にかけて出上している。大形の甕形土器 (第 18図 1)が,中央部よりやや南側の床面より若千浮

-27-



いて出土している。

本跡は,出土遺物から古墳時代の鬼高期に比定されるものと思われる。
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第15図 第 3号住居跡実測図
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第 3号住居跡出土土製品解説表

図版番号 名 称 台帳番号 長 さ×幅 (cm) 孔径 (cm) 重量 (g) 備 考

第 16図
■ 球状土錘 DP2 3.4× 2.2 0.8 23 100ワ笞

両方穿孔

-28-



LI

A
一―-25.8m

o             2m

第17図

第 5号住居FTI(第 19図 )

本跡は,調査区の西部B2e2区を中心に確認された住居跡で,第 10号住居跡の北西側1.2mに位

置している。

平面形は,一辺3.02mの 方形を呈し,主軸方向はN-33生 wを指 している。壁は,締まりのあ

るロームで,ほば垂直に立ち上がっている。壁高は,12～ 27Cmである。壁溝は,上幅17～ 27cm・

深さ3～ 5 Cmで ヵマ ドを除いて全周している。床面は,東 コーナー側がやや低 くなっているが,

ほぼ平坦で,カマ ドの手前部分から中央部にかけては特に硬 く踏み国められている。ピットは,

北東壁 。南西壁際のほぼ中央部に 2か所検出され,長径24・ 27Cm・ 短径21・ 24cm・ 深さ20・ 28cm

の規模を有している。カマ ドは,北西壁のほぼ中央部に付設されているが崩れており,天丼部 。

袖部の構造等は不明である。規模を推定すると,長さ66cm。 幅52cmほ どである。掘 り方は,壁を

幅42cmで1lCmほ ど切 り込み,奥壁を煙道にしている。火床は,床面を 2 cmほ ど掘 り込んでいる。

覆土は, 自然堆積の様相を呈している。上層にローム粒子を少量含む褐色上が,下層にローム

粒子 。ローム小ブロックを少量含む暗褐色土が堆積している。

遺物は少なく,上師器片 4点,石 1点が点在して出土している。中央部からやや東側寄 りの床

Ｅ

∞
．
ゆ
劇
Ｉ
Ｉ

Ｉ

ｍ

A'
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面から不形土器 (第20図 1)が,東コーナー部寄 りの床面から若千浮いた状態で不形土器 (第 20

図 2)が出上 している。

本跡は,、 出土遺物か ら古墳時代の鬼高期に比定されるものと思われる。

0             10Cm

第18図 第 4号住居跡出土造物実測図

①

Φ ４

％

第 4号住居跡出土土器観察表

図版
器

器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上 。色調・ 焼成 備   考

第18図

1

甕 形 土 器

土 師 器

A(230)
B 327
C 74

底部 は平底で,胴部 は長胴を呈 し,

胴部 中位 に最大径 を有す る。 日縁

部 は外反 して立 ち上が る。

日縁部内 。外面横ナデ,胴部

内・外面ナデ,胴部外面下位

斜位のヘラ磨き。

砂粒・長石・雲母

暗赤褐色

普通

％

３

７０

Ｐ

器

器殊
師

甕

土

A(212)
B(5.3)

口縁部は外反して立ち上がる。 回縁部内・外面横ナデ。 砂粒・長石・婁母

黒褐色

普通

％

４

５

Ｐ

3

器

器疵
師

甕

土

B(6.4)
C(86)

底部は平底で,胴部は内彎しなが

ら外上方へ立ち上がる。

胴部外面は縦位のヘラ磨き,

内面はヘラナデ。

砂粒・長石・婁母

褐灰色

普通

％

５

Ю

Ｐ

第 4号住居跡出土土製品解説表

図版番号 名 称 台帳番号 長さ×幅 (cm) 孔径 (cm) 重量(g) 備  考

第 18図
4 球状土錘 DP3 2.0× 2.5 10

100ワろ
一方穿孔
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第 5号住居跡出土土器観察表

棚

▼
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Ｅ
Ｏ
．０
ミ

剖
「

A
―-26.0呻

21●・  13are'',

図版
番号

器  種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備 考

第20図

1

不 形 土 器

土 師 器

A 12.0

B 3.7
底部は九底で,体部は内彎しなが

ら大きく開いて立ち上がり,日縁

部は直立する。口縁部と体部の境

に稜を有する。

口縁部内・外面積ナデ,体部

外面ヘラ削り,内面積ナデ。

粒

色

通

砂

栓

普

％
一

６

９５
一
Ｐ

2

不 形 土 器

土 師 器

A(105)

B(35)
底部は九底で,体部は内管しなが

ら大きく開いて立ち上がり,日縁

部は短 く直立する。

日縁部内・外面横ナデ,体部

外面ヘラ削り,内面積ナデ。

砂粒

明褐灰色

普通

85%

P7
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0           10Cm

第20図 第 5号住居跡出土遺

物実測図

2

第 6号住居跡 (第 21図 )

本跡は,調査区の東部 B4g4区 を中心に確認された住居跡で,

第19号住居跡の東側4.lmに 位置している。

平面形は,長軸475m・ 短軸472mの 隅丸方形を呈 し,長軸

方向はN-59生 Eを指 している。壁は,締まりのあるロームで ,

南西壁は外傾 して立ち上がってお り,そ の他の壁はほぼ垂直に

立ち上がっている。壁高は17～ 34cmである。床面は, 多少凹凸

がみられ,中央部に向かってやや低 くなり,皿状を呈 している。

炉の東側及び中央部はロームが極めて硬 く踏み固められている。

炉は,中央から西側に位置し,平面形は,長径83cm。 短径71cm

の楕円形を呈 し,床面を深さ10cmほ ど皿状に掘 りくばめた地床炉である。炉の北東側から南西側

にかけての周囲は, 5～ 10cmの幅で,高さ 2～ 3 cmほ どの帯状の高まりがみられる。炉内には,

焼土粒子・焼土ブロックが多量に堆積 し,炉床は,ロ ームが熱を受け,レ ンガ状に赤化 している。

ピットは,東 。南・西ヨーナーに接 して 3か所検出されてお り,規模や配列からいずれも主柱穴

と考えられる。主柱穴は,長径26～ 29cm・ 短径22～ 28cm・ 深さ26～ 39cmの規模 を有 している。

覆土は,上層にローム粒子を少量含む褐色上が,下層にローム粒子を少量含む暗褐色上が自然

堆積 している。また,やや西コーナー寄 りの床面から覆土中層にかけて分量の焼土 と,少量の炭

化材が検出されてお り焼失家屋 と考えられる。

遺物は,土師器片107′ミ,須恵器片11フミが出上 している。須恵器片は,覆土上層から出上 してお

り,周囲からの流れ込みと思われる。本跡に伴 う土師器片は,壁際の覆土上層か ら下層にかけて

出上 している。南コーナー部の覆土中層から完形の器台形土器 (第 23図 8)が,西 コーナー部の

覆土中層から底部を欠いた甕形土器 (第 23図 2),半 完形に近い簑形土器 (第 23図 1),器 台形

土器 (第 23図 9)の脚部が出土 している。

本跡は,出土遺物から古墳時代の五領期に比定されたものと思われる。

第 6号住居跡出土上器観察表

版
号 器   種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・娩成 備    考

図２３
　
‐

第 甕 形 土 器

土 師 器

A(162)
B(194)

胴部 は扁平な球形 を呈 し,日縁部

は「 く」の字状 を呈す る頸部か ら

外反 しなが ら開 く。

口縁 部 内・ 外 面 横 ナ デ,胴
部外面斜位 のハケ ロ,内面ヘ

ラナデ。

粒

色

通

砂

橙

普

％

９

４０
　

Ｐ
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第22図 第 6号住居跡出土土器接合関係図

0             2m

図版
番号

器   種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図２３

２

第 蓑 形 土 器

上 師 器

A 154
B(147)

胴部はほぼ球形を呈し,日縁部は

「く」の字状を呈する頸部より外

反しながら立ち上がる。

日縁部 外面横ナデ,内面ヘ ラ

ナデ,胴部外面ヘ ラナデ,胴
部 内面ナデ。

砂粒

明赤褐色

普通

％

８

７０

Ｐ

甕 形 土 器

土 師 器

A(167)
B(7.6)

胴部は九く張り,国 縁部は「くコ

の字状に開き,端部は九い。

口縁部内・外面横ナデ,胴部

外面ハケロ,内面ナデ。 色
蜘
翻
魏

5%
P ll

4

甕 形 土 器

土 師 器

A(17.0)

B(58)
日縁部は「く」の字状を呈する頸

部よりほぼ外傾して立ち上がる。

口縁部内・外面横ナ几 胴部

外面斜位のハケ ロ,胴部 内面

積ナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

5%
P10

5

娩 形 土 器

土 師 器

B(47)
C 41

底部は平底で,体部は内管しなが

ら外上方へ立ち上がる。

内・外面ヘ ラナデ。 砂粒

褐灰色

普通

％

‐６

４０

Ｐ

6
高郭形土器

土 師 器

B(4.5) 孫底部は内彎 しなが ら大 きく開い

て立 ち上が り,体部は外傾 して立

ち上が る。 日縁部は横に開 く。

j7h部 内・外面横ナデ。 石英 。長石

におい赤褐色

普通

％

・４

４０

Ｐ
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器   種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調・焼成 備 考

第23図

7

高郭形上器

土 師 器

B(46) 体部は内彎 しなが ら大 き く開いて

立 ち上が る。

内・外面横位のヘ ラナデ。 砂粒

にぶい橙色

普通

50%
P12

器台形土器

土 師 器

A 89
B 71
D 91

脚と肘よ「ハ」の争快に開き,機 Vよ 外

傾 して立ち上がる。脚部上位 3か開 こ

子♭娑 たれ 接合部に中期 防 あヾる。

器受部内・外面雑な横位のヘ

ラ磨き,脚部外面縦位のヘラ磨

き,脚部内面積位の雑なハケロ。

砂粒

明赤褐色

普通

100%
P15

9

器 台形土器

土  師 器

B(59)
D (12 6)

脚部裾部は大 き く開いている。脚

部下位 には直径 1 2cmほ どの孔が

3か 所に穿たれている。

脚部 内・外面ナデ。 砂粒

にない橙色

普通

40%
P13

【茎グ ( |_…
Ⅲ!五【:ヶヶケケケチチチ||

＼＼

0

18

猪  1。 cm

第23図  第 6号住居跡出土遣物実測図
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第 6号住居跡出土土製品解説表

図版番号 名  称 台帳番号 長さX幅 (cm) 孔径 (cm) 重量(g) 備   考

第 23図
10 球状土錘 DP4 3.4× (2.0) 0.6 (18)

50ワろ
一方穿孔

第 7号住居跡 (第25図 )

本跡は,調査区の東部 B4gO区 を中心に確認された住居跡で,第42号住居跡の南東側3.5mに位

置している。本跡は,北側で第 3号土坑,南側で第4号土坑により切 られている。

本跡は,南側の 3分の 1程度がエリア外にかかっているため推定であるが,平面形は,長方形

を呈し,北壁の長さ2.84mで ,主軸方向はN-73生 Eを指しているものと思われる。壁は,締ま

りのあるロームで,外傾 して立ち上がっている。壁高は 6～ 9 cmで ある。床面は,残存する中央

部が若千低 くなり多少凹凸がみられ,ロ ームが硬 く踏み固められている。ピットは,北西コーナ

ー部に 1か 所検出され,長径36cm。 短径47cm。 深さ39Cmの 規模を有している。カマ ドは,東壁

のほぼ中央部と思われるところに付設され,天丼部,袖部は崩れているため規模 。構造等の詳細

は不明である。長さ129cm・ 幅98cmで,掘 り方は,壁 を幅102cmで 78cmほ ど切 り込んでいる。

覆土は, 自然堆積の様相を呈し,上層にはローム粒子・焼土粒子を極少量含む暗褐色上が,下

層にはローム粒子・焼土粒子・炭化粒子を少量含む褐色上が堆積 している。

遺物は少なく,土師器片25点,須恵器片 7点が出上している。

本跡は,出土遺物から平安時代の10世紀初頭に比定されるものと思われる。

第 7号住居跡出土土器観察表

図版
器

器  種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図２４

１

第 高 台付郭 形

土   器

土 師 器

B(26)
D 78

高台は「ハ」の字状に外下方への

しドる。

高台は貼り付け,高台水挽き。砂粒

にぶい橙色

普通

％

Ｖ

３。

Ｐ

2≡≡≡王三二Iミ I

0              10cm

第24図 第 7号住居跡出土遺

物実測図

第 8号住居跡 (第26図 )

本跡は,調査区の東部 B5fl区 を中心に確認された住居跡で ,

第 7号住居跡の北側2.7mに位置 している。

平面形は,長軸4.6m・ 短軸4.5mの 隅九方形を呈 し,長軸方

向はN-39生 Wを指 している。壁は,締まりのあるロームで,

ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は13～ 24cmでぁる。床面は,

ピットの内側に多少凹凸がみられ,ロ ームが硬 く踏み固められ

てお り,特に,炉の周囲は堅緻である。ピットは,11か所検出

-36-
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第25図 第 7号住居跡実測図
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されている。 P2・ P4・ P8・ P■は, PHの深さが 9 cmと 浅いが, ほぼ方形状に酉己ア1さ れているこ

とや規模などから主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は,長径30～ 57cm・ 短径25～ 47cm・ 深さ 9

～32cmである。炉は,中央から北東側に 2基検出されている。tt aは ,北東壁寄 りに位置し,平

面形は,長径42cm・ 短径40cmの 不定形を呈 し,床面を 5 Cmほ ど皿状に掘 りくばめた地床炉である。

炉内には中量の焼土粒子を含む明褐色上が堆積 している。炉床は,ロ ームが熱を受けて赤 く焼け

ている。炉 bは ,炉 aの南西側,住居跡のほぼ中央部に位置し,平面形は,長径55cm・ 短径39cm

の楕円形を呈 し,床面を 8 cmほ ど皿状に掘 りくばめた地床炉である。炉内には焼土粒子を多量に

含んだ暗赤褐色土が堆積 している。炉床は,炉 aょ りもレンガ状に焼けてお り,使用頻度が高か

ったものと思われる。

覆土は,凹 レンズ状に自然堆積しており,ローム粒子を中量,焼土粒子・炭化粒子を極少量含んでいる。

上層には極暗褐色土が,下層には黒褐色土が,壁際には暗褐色土がそれぞれ締まりをおびて堆積

している。

遺物は,弥生式土器片 6点,土師器片113点,須恵器片11点出土 している。須恵器片は,覆土上

層から出土 してお り,周 囲か らの流れ込み と思われる。頸部を欠いた土師器の壺形土器 (第 27図

4-A・ B)が住居跡の東側 と南西側の床面から出土 している。中央部よりやや西コーナー部寄 り

のほぼ床面から器台形土器の脚部 (第 27図 7・ 9)が,北 ヨーナー部のほぼ床面から小形の甕形

土器 (第27図 3)が出上 している。

本跡は,出土遺物か ら古墳時代の五領期に比定されるものと思われる。

第 8号住居跡出土土器観察表

唖
器

器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

霜27図

1

器

器腔
師

甕

土

A 151
B(175)

胴部 は扁平 な球形 を呈 し,日 縁部

は外反 しなが ら立 ち上が る。

口縁部か ら胴部外面斜位のハ

ケ垣,日縁部 内面横位 のハケ

目,胴部内面ヘ ラナデ。

砂粒・雲母

に景い橙色

普通

％

‐８

６５

Ｐ

2

器

器疵
師

甕

土

A 149
B (14 7)

胴部 はほぼ球形 を呈 し,日縁部 は

「 く」の字状 を呈す る頸部か ら外

傾 して立 ち上が る。

口縁部か ら胴部外面斜位のハ

ケロ,日縁部 内面横ナデ,胴
部内面ヘ ラナデ。

朔
髄
魏

％

‐９

７０

Ｐ

器

器殊
師

甕

土

13 0

(124)
胴部は扁平な球形を呈し,口 縁部
|よ 「く」の字状を呈する頸部より
外反気味に立ち上がる。

口縁部か ら胴部外面斜位 のハ

ケロ, 日縁部 内面積位のハ ケ

目,胴部内面ヘ ラナデ。

砂粒

浅黄橙色

普通

％

２０

７０

Ｐ

4A・ B

器

器殊
師

士霊
土

Ａ

Ｃ

底言Ыよ平底で,胴部は ソロバ ン玉

状 を呈 して立 ち上が り,胴部中位

よ りやや上位 に最大径 を有す る。

口縁音Ⅲま内彎気味に外上方へ立 ち

上が る。

日縁部外面 LRの 縄文 を横位

に施文,そ の下に RLの 縄文

を横位に施文 し,羽状縄文 と

なっている。 日唇部 に RL縄
文 を施文 , 日縁部下端 に絡条

体 をス リッ ト状に押圧。 日縁

部内面横ナデ。胴部上位 外面

に結飾回転文が施文,以下ハ

ケ ロの後縦位のヘ ラ磨 き,内
面ナデ。

砂粒 。長石

明赤褐色

普通

70%
P23-A・ B
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第26図 第 3号住居跡実測図
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第27図 第 8号住居跡出土遺物実測図
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版
号

図
番 器  種 法量 (c“ ) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図２７

５

第 器

器激
師

簑

土

B(73)
C 96

底部は平底■ 胴部は内彎しなが

ら外上方へ立ち上がる。

胴部外面雑なハケロの後ヘラ

ナデ,胴部内面雑なハケロ。

砂粒・長石

橙色

普通

％

２．

２０

Ｐ

6

器

器疵
師

甕

土

B(37)
C 45

底部は平底 で,胴部は内彎 しなが

ら外上方へ立 ち上が る。

胴部内・外面斜位のハケロ。 砂粒

黒褐色

普通

％

２２

Ю

Ｐ

7

器台形土器

土 師 器

B(65)
D 104

脚部は「ハ」の字状に開き,上位

に3孔が穿たれている。

脚部外面縦位のヘラ磨き,脚
部内面積ナデ。

砂粒

浅責橙色

普通

％

２４

６０

Ｐ

8

器台形土器

土 師 器

B(62)
D 105

脚部は「ハ」の字状に開き,脚部

中位に3孔,接合部に中央孔が穿

たれている。

脚部外面部分的にヘラ磨き,

脚部内面積ナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

％

２５

６０

Ｐ

9

器 台形土器

土 師 器

B(57)
D 105

脚部は「ハ」の字状に開き,脚部

上位に 3孔が穿たれている。

脚部外面縦位のヘラ磨き,脚
部内面横ナデ。

砂粒

浅黄橙色

普通

％

２６

∞

Ｐ

B

I     I

第28図 第 8号住居FTl出 土土器接合関係図
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第 10号住居跡 (第29図 )

本跡は,調査区の西部 B2f3区 を中心に確認された住居跡で,第11-A号住層跡の西側1.lmに

位置している。

平面形は,長軸5,98m・ 短軸5,84mの 不整隅九方形を呈 し,主軸方向はN-39生 wを指 してい

る。壁は,締まりのあるロームで,南西壁は外傾 して立ち上が り,そ の他の壁はほtF垂直に立ち

上がっている。壁高は10～ 38cmである。床面は, よく踏み固められて硬 く,多少凹凸がみられる。

特に,南東壁際のほぼ中央部のP3と P5の 間の床面は若千高 く盛 り上がっている。貯蔵穴は,やや

東コーナー寄 りの南東壁際に検出され, P4に 接 している。平面形は,長軸 103cm・ 短軸71cmの 隅

丸長方形を呈 し,床面を55cm掘 り込んで構築 されている。壁は,ほぼ垂直に立ち上が り,底面は,

ほぼ平坦で硬い。覆土は,上層に暗褐色土,下層に褐色上が堆積 している。ピットは, 6か所検

出されてお り,規模や配列からPl・ P3・ P5・ P6の 4か所が主柱穴 と考えられる。主柱穴は,長
径38～ 42cm。 短径36～ 41cm・ 深さ19～ 30cmの規模 を有 している。出入回は,カマ ドの位置や ピッ

トの配列等か ら南東壁側のP4と P5の 間が考えられる。カマ ドは,北西壁のほぼ中央部に付設さ

れている。天丼部は崩れているが,袖部は少量の礫 を含む粘土で構築され,内側は熱 を受けてレ

ンガ状に焼けている。長さ106cm。 幅96cm・ 焚口部幅38cmである。掘 り方は,壁 を幅 22cmで 12cm

ほど切 り込んでいる。火床は,長径39cm・ 短径28cmの楕円形を呈 し,床面を 5 cmほ ど掘 りこんで

いる。

覆土は,上層にローム粒子・ローム小ブロックを少量含む極暗褐色土が,下層にローム粒子中

量,焼土粒子 を極少量含む暗褐色上が自然堆積 している。

遺物は,土師器片385′ミ,須恵器片 4点,土製品 5″ミ,石 2′ミが出土 している。貯蔵穴近 くのほ

ぼ床面から土師器のJ7N形土器 (第30図 9)が,貯蔵穴内壁際より杯形土器 (第30図 8)が出上 し

ている。南コーナー部の床面より若千浮いた状態です不形土器 (第 30図 10)が,カ マ ドの袖部に接

してほぼ床面から郭形土器 (第 30図 11)が,ま た,カマ ド内覆土から郭形土器 (第 30図 12)が出

上している。

本跡は,出土遺物から古墳時代の鬼高期に比定されるものと思われる。

第 10号住居跡出土土器観察表

図版
番号

器   種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第30図

1

甕 形 土 器

土 師 器

A(204)
B(59)

口縁音卜は「 コ」の字状 を呈す る。 内・外面横ナデ。 砂粒・長石

にぶい橙 色

普通

％

２８

2

甕 形 土 器

土 師 器

A(112)
B(63)

口縁著Ыま外反 して立 ち上 が る。 口縁部 内・外面積ナデ。 砂粒

明赤褐色

普通

％

２９



図版
番号

器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調・焼成 備   考

第30図

3

坑 形 土 器

土 師 器

A(100)
B(84)

体部 は扁平な球形 を呈す る。 口縁部内・外面横ナデ,体部

外面ヘ ラ削 り,体部 内面ナ元

砂 位

黒褐色

普通

％

３．

３０

Ｐ

4

不 形 土 器

土 師 器

A(■ 0)

B(41)
底部は丸底で,体部は内彎しなが

ら大きく開いて立ち上がる。日縁

部はほぼ直立する。日縁部と体部

の境の外面に稜を有する。

口縁部内・外面積位 のヘ ラ磨

き,体部外面ヘ ラ削 り,体部

内面ヘ ラ磨 き。

色赤

粒

ぶ

通

砂

に

普

％

３９

３５

Ｐ

不 形 土 器

土 師 器

A l1 9
B 46

底部は九底 で,体部 は内彎 しなが

ら大 きく開いて立 ち上が り,日 縁

著Ыま内傾す る。 日縁部 と体部の境

の外面に明瞭な稜 を有す る。

日縁部内・外面積ナデ,体部

外面ヘ ラ削 り,内 面ヘ ラ磨 き。

砂弓位

にない赤褐色

普通

80%
P35

内・外面IJ離

がみられる。

6

J7N形 上 器

土 師 器

A(126)
B 40

底部は九底で,体部は内彎気味に

開いて立ち上がり,口縁部は外反

して立ち上がる。口縁音hと 体言卜の

境の外面に稜を有する。

口縁部内・外面積位のヘラ磨

き,体都外面ヘラ削り,内面
ヘラ磨き。

砂粒  雲母

灰褐色

普通

％

３７

６０

Ｐ

7

不 形 土 器

土 師 器

A(■ 1)

B  39
底言騨ま九底で,体部は内瞥気味に

大きく開いて立ち上がり,口縁部

はわずかに内傾する。日縁部と体

部の境の外面に稜を有する。

日縁部 内・外面横ナデ,体部

外面ヘラ削 り,内面ヘラ磨 き。

砂粒

暗褐色

普通

％

４

４０

Ｐ

8

邪 形 土 器

土 師 器

A 125
B  5 2

底部は丸底で,体部は内彎しなが

ら大きく開いて立ち上がり,日縁

部は内傾する。口縁部と体部の境

の外面に稜を有する。

口縁部内・外面積位のヘラ磨

き,体部外面ヘラ削り,体部

内面ヘラ磨き。

砂粒

にない橙色

普通

％

３２

９０

Ｐ

9

郭 形 土 器

土 師 器

A ■ 2

B 45
底部は丸底で,内彎しながら大き

く開いて立ち上がり,日縁部は内

傾する。日縁部と体部の境の外面

に突出した明瞭な稜を有する。

日縁部内・外面横位のヘラ磨

き,体部外面ヘラ肖1り ,体部

内面放射状のヘラ磨き。

砂地 ・雲母

黒褐色

普通

％

３３

９５

Ｐ

不 形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

13 1

53
底部は九底で,体部は肉彎 しなが

ら立 ち上が り, 日縁部 はほぼ直立

して立 ち上が る。 日縁部 と体部の

境の外面に稜 を有す る。

日縁部内・外面積位 のヘ ラ磨

き,体部外面ヘ ラ削 りの後ヘ

ラ磨 き。

砂粒

にぶい橙色

普通

％

４２

８０

Ｐ

不 形 上 器

土 師 器

Ａ

一Ｂ

底部は九底 で,体部は内彎 しなが

ら大 き く開いて立 ち上が り, 日縁

部 は外反 して立 ち上が る。 日縁部

と体部の境の外面に稜 を有す る。

日縁部外面積ナデ,内面横位

のヘラ磨き,体部外面ヘラ削

り,体部内面放射状の丁寧な

ヘラ磨き。

砂粒

にぶい赤褐色

普通

％

３４

８０

Ｐ

lTh形 土 器

土 師 器

(139)
56

陰部は九底で,体部は内彎しなが

ら立ち上がり, 日縁部は内傾する。

口縁部と体部の境の外面に明瞭な

稜を有する。

日縁部内・外面横ナデ。体部

外面ヘ ラ削 り,内面ヘ ラ磨 き。
蠅
絶
魏

％

８６

７０

Ｐ

13

lTh形 土 器

上 師 器

Ａ

一８

110
43

底部 は九底 で,体部は内管 しなが

ら大 きく開いて立 ち上が り,口 縁

部 は内傾す る。 日縁部 と体部の境

の外面に明瞭な稜 を有す る。

日縁部 内・外面横位 のヘ ラ磨

き,体部外面ヘ ラ削 りの後へ

ラ磨 き,内面ヘ ラ磨 き。

色軸
部
範

％

３８

５５

Ｐ

器

器疵
師

邦

上

A(146)
B 46

底部は九底で,体部は内彎しなが

ら大きく開いて立ち上がり,口縁

部は短く直立する。

日縁部内・外面積ナデ,体部

外面ヘラ削り,体部内面横ナ

T。

砂粒

黒褐色

普通

％

４０

４０

Ｐ

甕 形 土 器

土 師 器

B(94)
C 73

底部は平底で,胴音Ыよ内彎 しなが

ら外上方へ立 ち上がる。

胴部外面ナデ,内面ヘ ラナえ 砂粒・石英 。長石

暗赤褐色

普通

％

３０

２０

Ｐ
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第 10号住居跡出土上製品解説表

図版番号 名  称 台帳番号 長 さ×幅 (cm) 孔径 (cm) 重量(g) 備   考

16 球状土錘 DP6 2.9× 3.4 0.7
両

DP7 2.5× 3.2 0.7
ｌ Ｃ

一 了

18 DP8 2.4× 2.9 0,7 1

DP9 2.5× 2.6 0.7 17
1

20 D P10 2.5× 3.0 0.8

第11-A号住居Ltt(第 31図 )

本跡は,調査区の西部 B2f5区 を中心に確認された住居跡で,第 10号住居跡の東側 1.2mに 位

置している。北側で第11-B号住居跡に切 られ,南側では第29号住居跡のカマ ドが本跡の床面上

に構築されていることから,本跡の方が古い。更に南東側では第28-A。 28-B号住居跡 ともそ

れぞれ重複 しているが,出土遺物から本跡の方が古い遺構 と判断される。

本跡は,北側がエ リア外にかかっているため平面形・規模等の詳細は不明である。平面形は,

推定で不整隅丸方形を呈 し,東西軸長6.12mで ,主軸方向はN-22生 Wを指す ものと思われる。

壁は,東壁の南偵Jが耕作による撹乱のため, また,南壁は重複のためそれぞれ検出できなかった。

西壁及び残存している東壁は,締 まりのあるロームで,ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は,

東壁が34～ 50cm,西壁が低 くな り10～ 22cmで ある。床面は,南北に トレンチャーによる撹乱を激

しく受けているが,一部残っている部分は硬 く,ロ ームが踏み固められている。ピットは, 3か

所検出されている。本跡に伴 うピットは, P2・ P3の 2か所 と思われ,P2・ P3の規模は,長径30・

36cm・ 短径 29。 32cm・ 深 さ44・ 52cmである。 Plは ,重復 している第11-B号住居跡に伴 うもの

と思われる。カマ ドは,当遺跡から検出された他の住居跡のカマ ドの位置から推定するとエ リア

外に付設されていると思われ,検出できなかった。

覆土は,大半が第28-B号住居跡に切 られた り撹乱されているが,上層にローム粒子・ローム

小ブロックを少量含む褐色上が,下層にローム粒子を少量含む褐色土が自然堆積 している。

遺物は多く,重複している第■―B号住居跡 と合せて土師器片 593点 ,須恵器片21′ミ,石 1点

が出土 している。

本跡は,出土遺物か ら古墳時代の鬼高期に比定されるものと思われる。

第11-B号住居跡 (第 31図 )

本跡は,調査区の西部 B2f5区 を中心に確認された住居跡で,第 10号住居跡の東側2.5mに位置

している。本跡は,第11-A号住居跡の中央部から北側にかけての床面を切 って構築されている。
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第31図 第 11-A・ B号住居跡実測図

本跡は,北側がエ リア外にかかっているため平面形・規模等の詳細は不明である。平面形は,

推定で方形を呈 し,東西軸長4.21mで ,主軸方向はN-0° を指 していると思われる。壁は, トレ

ンチャーによる撹乱を受けているため東壁か ら南壁の大半を検出できなかったが,残存 している

南壁 と西壁は,締まったロームでほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は 6～ 15cmで ある。床面は

全体的に平坦で,撹乱をうけていない部分は硬く踏み固められている。ピットは,本跡内に 2か

所検出されているが,本跡に伴うピットは,位置からPlのみと思われ,直径24cm・ 深さ30cmの規

模を有している。カマドは,検出することができなかった。

覆土は, 3層からなり,上層にローム粒子を少量含む暗褐色土,中層にローム粒子・焼土粒子。
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夢I

炭化粒子 を極少量含む暗褐色土 ,

下層にローム粒子・炭化粒子を極少

量含む黒褐色土が自然堆積 している。

遺物は,重複 している第11-A号

住居跡 と合せて土師器片593点 ,須恵

器片21点,石 1点が出上 している。

本跡に伴 う遺物は,住居跡中央部よ

り北東側のほぼ床面から土師器の甕

形土器の胴下半部 (第33図 2)及び

口縁部片 (第33図 1)が, また,北

西側の覆土から琢形土器 (第33図 4

・ 5)の破片が出上 している。

::::'ヶ
サ;' 3

0              10Cm

第32図 第11-A号住居跡出土遺物実測図

本跡は,出土遺物から古墳時代の鬼高期に比定されるものと思われる。

第11-A号住居跡出土土器観察表

版
号

図
番 器   種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第32図

1

孫 形 土 器

上 師 器

A(150)

B(30)
体部は内脅しながら大きく開いて

立ち上がり, 日縁部は外傾する。

口縁部と体部の境の外面に稜を有

する。

口縁部内・外面積ナデ,体

部外面ヘラ削り,体部内面積

ナデ。

砂粒

暗赤灰色

普通

5%
P50

2

郭 形 土 器

土 師 器

B(36)
C(118)

底部は平底で,胴部下位は内管し

ながら外上方へ立ち上がる。

胴部 内・外面ナデ。 砂粒・石英

褐灰色

普通

5%
P45

3

琢 形 土 器

土 師 器

A(138)

B(42)
体部は内彎しながら大きく開いて

立ち上がり,口縁部は外傾する。

口縁部と体部の境外面に稜を有す

る。

口縁 部 内・ 外面 横 ナ デl体

部外面ヘ ラ削 り,体部 内面横

ナデ。

砂粒

明褐灰色

普通

5%
P49

鉄製品 (第32図 )

4は刀子で,両端部は欠損する。

長10.3cm・ 刀幅 1.lcm。 身幅 0。 3cm

刀の側に区を有し,刀身部が折れ曲がっている。法量は現存

・重さ22.lgで ある。
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第33図 第11-B号住居跡出土遺物実測図

第11-B号住居Ltt出 土上器観察表

ン 研

図版
番号

器   種 法 量 (CIn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備   考

図３３

１

第 器

器魔
師

甕

土

A(250)
B(133)

据Π部は長胴 を呈 し,口縁部 は外反

して立 ち上が る。

口縁部内・外面積ナデ,胴部

内・外面ヘラナデ。

砂粒・雲母

橙色

普通

％

４４

Ю

Ｐ

2

器

器燐
師

甕

土

B(211)
C 100

底部は平底で,胴部 は内彎 しなが

ら外上方へ立 ち上が る。

胴部 外面縦位 のヘ ラ磨 き,胴
部 内面ヘ ラナデ。 色恥

跡
魏

％

４３

３。

Ｐ

-49-



図版
番号

器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図３３

３

第 IITh形 土 器

土 師 器

A(148)
B 27

体部は内管しながら大きく開いて

立ち上がり,日縁部は短くほぼ直

立する。

口縁部内・外面積ナデ,体部

外面ヘ ラ削 り,体部内面横ナ

|テ
゛
。

蝋
絶
鈍

％

４７

‐Ｏ

Ｐ

4

不 形 土 器

土 師 器

A(122)
B(38)

体部は内腎しながら外上方へ立ち

上がり,日縁部は直立する。日縁部

と体部の境の外面に稜を有する。

日縁部内・外面積ナデ,体部

外面ヘラ削り,体部内面積ナ

T。

砂粒

にない責橙色

普通

％

４６

３０

Ｐ

5

器

器疵
師

不

土

A(123)
B(26)

体部は内管しながら大きく開いて

立ち上がり,日縁菩団よ短く直立す

る。

日縁部内・外面横ナλ 体部

外面ヘラ削り,体部内面横ナ
:テ・。

色

粒

褐

通

砂

黒

普

％

４８

Ю

Ｐ

第 12号住居跡 (第34図 )

本跡は,調査区の中央部よりやや西側 B2f9区 を中心に確認された住居跡で,第 ■―A号住居跡

の東側10.5mに 位置している。本跡は,東側で第21号住居跡 と重複 しているが新旧関係は不明で

あり,ま た,西側では第33号住居跡に切 られている。

本跡は,重複や トレンチャーによる撹乱のため平面形・規模等の詳細は不明であるが,調査 し

た部分から推定すると,一辺4.34mほ どの方形を呈 し,主軸方向はN-58生 wを指す もの と思わ

れる。壁は,北東壁のみしか残存せず,締 まりのあるロームで,外傾 して立ち上がっている。壁

高は46～ 54cmである。床面は,全体的に凹凸が激しく,全面にわた り約50cmの 間隔で井桁状に ト

レンチャエによる撹乱を受けている。本跡に伴うピットは,P6～ P9の 4か所検出されている。

主柱穴は,規模や配列からp6・ P8・ P9の 3か所と思われ,長径30～ 40cm。 短径26～ 28cm。 深さ

26～ 36cmでぁる。P7は,長径38cm・ 短径33cm・ 深さ24cmで,ゃや中央部に位置していることから

補助柱穴と考えられる。

覆土は,撹乱が著しく,堆積状況は不明である。

遺物は,重複している第33号住居跡と合せて土師器片 858点 ,須恵器片50点,土製品 2点が出

土している。

本跡は,出土遺物から古墳時代の鬼高期に比定されるものと思われる。

第12号住居跡出土土器観察表

版
号

図
番 器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図３５

１

第 杯 形 土 器

土 師 器

A(ユ4.2)

B(31)
体部は内彎しながら大きく開いて立ち上

がり,日 縁部は外反気味に立ち上がる。

外面の日縁部と体部の境に稜を有する。

日縁部内・外面積ナえ 体部

外面ヘラ削り,体部内面横ナ
→

「
。

蠅
絶
魏

10%
P52

2

杯 形 上 器

土 師 器

A(13.0)
B(28)

体部は内彎 しなが ら大 き く開いて

立ち上がる。

口縁部内・外面横ナえ 体部

外面ヘラ削り,体部内面積ナ
T。

色

粒

褐

通

砂

黒

普

％

５３
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第 12号住居跡出土土製品解説表

2,7×  2,7

2.3×  2.5

t 〔::::::::::::::::::!― ―
|―

―!:::::::::::::::::ニオ;l

ン 2

0           10Cm

第35図 第12号住居跡出土遣物実測図

第13号住居財 (第 36図 )

本跡は,調査区のやや西部

B2hO区 を中心に確認された

住居跡で,第 22号住居跡の西

側11.9mに 位置 している。本

跡は,西側で第14号住居跡 と,

北側で第21号住居跡 とそれぞ

れ重複 している。本跡 との新旧関係については,本跡が,第 14号住居跡により床面を切 られてい

ることと出土遺物等から本跡の方が古 く, また,第 21号住居跡の床面より約40cm上面に本跡の貼

り床が明瞭に検出され,更に本跡のカマ ドも構築されていることから本跡の方が新 しい遺構 と判

断される。

平面形は,推定で長軸3.66m・ 短軸3.54mの 隅丸方形を呈 し,主軸方向はN-25生Wを指す も

のと思われる。壁は,北東・南西壁の一部 と南東壁が締まりのあるロームで,外傾 して立ち上が

つているが,他の壁は重複のため不明である。壁高は25～ 32cmで ある。前述 した壁下には,上幅

12～ 20cm。 深さ 3～ 8 cmの壁溝が周回している。床面は,第21号住居跡の覆土上にみ られる貼 り

床で,ロ ームとロームブロックが硬 く踏み固め られてお り,こ の貼 り床の部分はそうでない南東

壁側の床面に比べ若干低 くなっている。南東壁側は平坦でロームが締まっている。本跡に伴 うピ

ットは検出されなかった。貯蔵穴は,南東壁際のほぼ中央部に検出されている。平面形は,長径

72cm・ 短径66Cmの 楕円形を呈 し,床面から底面 までの深さは42cmほ どである。貯蔵穴の覆土は,上

層に暗褐色土が,下層に明褐色土が自然堆積 している。カマ ドは,北西壁のほぼ中央部 と思われ

る所に付設されている力寺 東側半分は耕作による撹乱を受けているため天丼部 と東側の袖部は不明

である。残存する西側の袖部は粘上で構築されている。規模は,長さ78cm・ 幅48cm。 焚 田部幅27

Cmであり,火床は,長径37cm・ 短径23cmの楕円形を呈 し,床面を 8 cmほ ど掘 りくばめている。

覆土は,上層にローム粒子・焼土粒子 を極少量含む暗褐色土が,下層にはローム粒子・ローム

小ブロック・焼土粒子を極少量含む暗褐色上が 自然堆積 している。

遺物は破片が多く,土師器片565点 ,須恵器片44′点が住居跡の全域から出上 している。

本跡は,出土跡物から平安時代の 9世紀前半に比定されるものと思われる。
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第14号住居跡 (第38図 )

本跡は,調査区の西部 B2h9区 を中心に確認された住居跡で,第 22号住居跡の西側5.5mに

位置している。本跡は北東側で第13・ 21号住居跡,西側で第15号住居跡 と重複 している。本跡は,

第13号住居跡の床面を切っており,更に本跡の床面が,第 15号住居跡の床面上約25cm,第 21号住

居跡の床面上25～ 30cmの ところに明瞭な貼 り床 として検出されていることや出土遺物等から,本

跡は,第 13・ 15・ 21号住居跡のいずれよりも新しい遺構と判断される。

Ｅ
鋼
．●
゛

コ
引∬

一

0             2m

第36図 第 13号住居跡実測図
0         1m
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第13号住居跡出土土器観察表

版
号

図
香 器   種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調・焼成 備   考

図３７

１

第 甕

須 恵 器

A(257)
B(45)

日縁部は内彎気味に立 ち上が る。 口縁部 内・外面積ナデ,胴部

外面平行 叩 き,胴部 内面ナ民

砂粒 。写母

褐灰色

普通

％

５７

2

器

器

土

顧

形

Ｅ

甕

土

B(21)
C(76)

底部は平底 で,胴部 は内彎気味に

外上方へ立 ち上が る。

内・ 外面ナデ。 砂粒

にぶい橙色

普通

％

５６

器

器

土

層

形

自

嚢

土

B(33)
C(58)

BΠ部はほぼ直線的に外上方へ立ち

上がる。

胴部 内 ,外面ナデ,外面の胴

部下端 に指圧痕有 り。

砂粒

にぶい責橙色

普通

％

５５

＼_|∠′ ヽ
0             10cm

ところで本跡は,当遣跡の

中で重複が激 しい遺構のひ と

つのため南東壁の一部 しか立

ち上が りを検出することがで

きなかったが,カ マ ドと本跡

の東側半分にわたって壁溝 を

検出することができたので ,

平面形を推定することができ

た。平面形は,長軸3.24m・

短軸3.15mの方形を呈す るも

第37図 第 13号住居跡出土遺物実測図

のと思われ,主軸方向はN-21生 Wを指 している。壁は,南東壁の一部がほぼ垂直に立ち上が り,

壁高は 7 cmほ どである。壁溝は,本跡のほぼ東側半分にわたって上幅 9～ 19cm。 深さ 5～ 8 cmで

周回している。床面は,前述 したとお り大半が貼 り床の部分で,ロ ーム及びロームブロックが硬

く踏み固められてお り,南側の貼 り床でない部分はロームが硬 く踏み固められている。ピッ トは ,

南東コーナー寄 り及び南東壁のやや南西ヨーナー寄 りにそれぞれ 2か所ずつ検出され,直径18～

23cm・ 深 さ10～ 38cmの 規模 を有 している。カマ ドは北西壁のほぼ中央部に付設され,袖部は,砂

質粘上で構築されていたが,天丼部及び袖部の一部は崩れている。長さ122 cm・ 幅110cm・ 焚 口部

幅44cmでぁる。掘 り方は,壁 を幅29cmで37cmほ ど切 り込んでいる。火床は,床面を13cmほ ど掘 り

込んでいる。

覆土は,撹乱を受けている部分 も夕いが,上層か ら下層にかけてローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子 を極少量含む暗褐色上が自然堆積 している。

遺物は,土師器片84点,須恵器片24点が出上 している。カマ ド内の覆土 と北東及び南側のほぼ

床面上か ら土師器の甕形土器 (第 40図 1-A・ B),北東ヨーナー部寄 りのほぼ床面か らほ,F完形
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第38図 第14号住居跡実測図

の須恵器の不 (第40図 6)が正位で,南東壁際のほぼ中央部の床面から半完形の不 (第 40図 4),

完形の不 (第40図 5)が正位で出上している。

本跡は,出土遺物から平安時代の 9世紀後半に比定されるものと思われる。
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第30図 第14号住居跡出土土器接合関係図

0               2m

第14号住居跡出土土器観察表

図版
番号

器   種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第40図

―A・ B
甕 形 土 器

土 師 器

A(173)
B(299)
C(50)

胴部は長胴を呈し, 日縁部は外反

しながら開き,端部をわずかに外

上方につまみ出している。

口縁部内・外面横ナえ 胴部

外面ナデ,下位縦位ヘラ磨き,

胴部内面ナデ。

砂粒・礫・長石・

雲母

褐色

普通

30%
P58-A・ B

甕 形 土 器

土 師 器

( 胴部は内管しながら外上方へ立ち

上がり,頸部に至る。

胴部 内・ 外面ナデ。 砂粒・石英・雲母

にな い赤褐色

普通

％

６０

５

Ｐ

3

器

器雅
師

甕

土

B(7.4)
C(73)

底部は平底で,胴部は内腎しなが

ら外上方へ立ち上がる。

胴部外面ヘラ削り,胴部内面

ナデ。

砂粒 。石英・婁母

灰責褐色

普通

30%
P59

底部に木葉痕

4

不

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

13 1

4.6

65

底部は平底で,体部はほぼ直線的

に外上方へのび, 日縁部は外反気

鳴こ立ち上がる。日縁端部は丸い。

底部回転ヘラ切り,体部水挽

き。

砂粒・雲母

にない黄禍色

普通

％

６３

４０

Ｐ

5

不

須 恵 器

A 139
B 4.4
C 69

底部は平底で,体部はほぼ直線的
に外上方へ立ち上がる。

底部手持ちヘラ削り,体部水
挽き。体部下端手持ヘラ削り。

砂粒・_F母

灰黄褐色

普通

％

６‐

９５

Ｐ

6

杯

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

13 8

4.2

6.1

底部は平底で,体部は外反しなが

ら外上方へのび,日縁端部1ま 九い。

底部手持ちヘラ削り,体部水

挽き,体部下端手持ちヘラ削

り。

砂粒・雲母

に鎌い褐色

普通

％

６２

９０

Ｐ

7

蓋

須 恵 器

B(2,7) 天丼部は弧状 を呈 し,つまみは扁

平 で,上部 は平坦 である。

天丼部回転ヘラ削り,天丼部

内・外面水挽き,ロ クロ回転

方向は右。

砂粒・石英

黄灰色

普通

％

６５

８０

Ｐ
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器  種 法量(Cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第40図

8

不

器鮒
恵

高

須

B(22)
D 86

高台は外下方へのび る。 高台は貼り付け,高台内・外

面横ナデ

砂粒・長石

灰 自色

普通

％

６４

２０

Ｐ

2

第40図 第 14号住居Ltl出 土遺物実測図

堪 ___生 三 三 罫 U″ 8

0              10Cm

第15号住居跡 (第41図 )

本跡は,調査区の西部B2h9区に確認された住居跡で,第 33号住居跡の北側1.7mに 位置している。
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第41図 第15号住居跡実測図
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本跡は,北側で第32号住居跡,北東側で第14。 21号住居跡,西側で第30号住居跡とそれぞれ重

複している。本跡の大半は, トレンチャー等による撹乱を受けていたため重複している他の住居

跡との新旧関係を上層断面から把握することは難かしかったが,出土遺物,カマ ドの位置,貼 り

床の状況等から検討すると次のとおりである。本跡と第14号住居跡については,本跡の西側の床

面上25cmほ どに第14号住居跡が明瞭な貼 り床をして構築されていたことから本跡の方が古い。次

いで,本跡と第21・ 32号住居跡については,出土遺物を検討した結果,本跡の方が新しく,同 じく

第30号住居跡については,本跡のカマ ドが第30号住居跡のほぼ中央部に構築されて残っていること

から,本跡の方が新しい。

本跡は,南側がエ リア外にかかっているため,平面形・規模等の詳細は不明である。調査した

部分から推定すると,平面形は,方形を呈するものと思われる。北東壁の長さは5,75mで ,主軸

方向はN-60° 一Wを 指 している。壁は トレンチャーによる主党乱のため北西壁の一部及び北東壁

の立ち上が りは不明であるが,そ の他の壁はほげ垂直に立ち上がっている。壁高は,北西壁が約

50cm,南東壁が25～ 29cmである。壁溝は,上幅 7～ 30cm・ 深さ7～ 12cmで ヵマ ドを除いて周回し

ている。床面は,住居跡全域にわたって トレンチャーによる撹乱を30cmほ どの間隔で帯状に受け

ており,ま た,中央部はやや高 く,凹 凸が激しいが,ピ ットに囲まれた内側の携乱を受けていな

い部分は硬 く踏み固められている。ピットは, 5か所検出され, Pl・ P3・ P5は ,長径35～ 42cm・

短径30～ 36cm・ 深さ19～ 37cmの 規模を有し,配列からいずれも主柱穴と考えられる。カマ ドは,

北西壁のほぼ中央部 と思われるところに付設されていたが,撹乱を受けて崩れているため天丼部・

袖部は不明であり,わずかに袖部の痕跡と思われる膵占上の塊 りが一部残存するだけである。長さ

99cm。 幅96cmほ どである。掘 り方は,壁 を幅96Cmで44cmほ ど切 り込んでいる。火床は,床面を

20cmほ ど掘 り込んでいる。

覆土は,全面にわたり撹乱を受けていて,堆積状況は不明である。

遺物は,破片が多く土師器片186′ミ,須恵器片45′点が出土している。

本跡は,出土遺物から平安時代の 8世紀末～ 9世紀初頭に比定されるものと思われる。

第15号住居跡出土土器観察表

版
号

図
番 器   種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調  焼成 備   考

第42図

1

褻

須 恵 器

A(205)
B(43)

日縁部 は外反 して立 ち上が る。 日縁部内・外面横ナデ 砂粒・長万・雲母

褐 灰色

普通

％

６７

2 器昔
咎

不

須

B(31)
C(78)

底部 は平底 で,体部 は外傾 して外

上方へ立 ち上が る。

底部ヘ ラ削 り,体部水挽 き,

体部下端手持ヘ ラ削 り。

砂粒 ・長石・多母

にぶい褐色

普通

％

６８

‐Ｏ

Ｐ
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版
号

図
番 器   種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第42図

3

ミニチュア

土器

土 師 器

B(35)
C(34)

底部は平底で,胴部 は内彎気味に

外上方へ立 ち上が る。

胴部 内・外面ヘ ラナデ。 砂粒・雲母

にぶい赤褐色

普通

％

６６

３０

Ｐ

4

盤

須 恵 器

A(207)
B(44)
D 105

体吉Ыよ直線的に外上方へ立 ち上が

り, 日縁部 は外傾 し,端部 は丸い。

高台は外下方へのびる。

底部 回転ヘ ラ削 りの後高台貼

り付け,体部水挽 き。

砂粒 ・長石 ・雲母

褐灰色

普通

％

６９

３０

Ｐ

図版番号 名  称 台帳番号 長さ×幅0→ 孔 径 C→ 重 量 (D 備  考

5 球状土錘 D P13 3.0× 3.3 28
1001
-チ

第 15号住居蘇出土土製品解説表

＼
と 呼 遡

0              10cm

―

坤
第42図 第 15号住居跡出土遺物実測図

第16号住居跡 (第 43図 )

本跡は,調査区のほぼ中央部 B3f3区を中心に確認された住居跡で,第 24号住居跡の西側 0.5m

に位置している。

本跡は,北西側がエ リア外に延びているため,平面形は,推定で長方形を呈 し,南東壁の長さ

は2.75m,主軸方向はN-17生 wを指 しているものと思われる。壁は北東壁の大半が トレンチャ

ー等による撹乱のため不明である。なお,残存する南東 。南西壁は,締まりのあるロームで,外

傾 して立ち上がっている。壁高は22～ 30cmである。床面は,全体的に平坦で,ほぼ中央部の直径

約1.8mの 円形の範囲内はロームが硬 く踏み固められている。ピットは,南東壁寄 りのほぼ中央

部に 1か所検出され,長径50cm・ 短径46cm。 深さ12cmの規模 を有しているが,主柱穴 とは判聯で

きなかった。なお,中央部よりやや北側の床面上に厚 さ 8 cmほ どの山砂 を少量含んだ焼土が堆積
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していたので,カ マ ドを想定して調査を進めたが,カマ ドの痕跡は確認できなかった。

覆土は,上層に極暗褐色土,下層に暗褐色上がローム粒子・焼土粒子・炭化粒子を少量含み,

自然)御蹟している。

遺物は破片が多く,土師器片160点,須恵器片25点が覆土から出上している。

本跡は,出上遺物から平安時代の 9世紀中頃に比定されるものと思われる。
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第 16号住居跡出土土器観察表

版
号 器  種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第44図

1

器

器疵
師

不

土

A(144)
B 39
C 63

底部 は平底 で,体部 は内彎 しなが

ら大 き く開いて立 ち上が る。 日縁

都は外反 し,端部 は九い。

底部回転ヘラ切 り,体部水挽

き。

砂粒

にぶい橙色

普通

％

７０

３０

Ｐ

不

須 恵 器

B(36)
C(96)

底部 は平底 で,体部 は外傾 して外

上方へ立 ち上が る。

底部回転ヘラ削り,体部水挽

き。 色

粒

白

通

砂

灰

普

10%
P71
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版
号 器   種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 焼成 備   考

第44図

3

不

器鮒
恵

高

須

B(31)
D(72)

体部は内彎しながら外上方へ立ち

上がり,高台は外下方へ伸びる。

体部水挽き,高 台は貼り付け,

高台内・外面積ナデ 色卵
顛
魏

％

７２

第 16号住居跡出土土製品解説表

図版番号 名   称 台帳香号 長 さ×幅0→ 子し径 0い 重 塁 備   考

第 44図
4 管状土錘 D P14 5.5× 2.5 90ワち

両 方 穿 孔

◎

プ

ゝ 正 三 圭 ≡ fノ |。 10Cm

第44図 第16号住居跡出土遺物実測図

第 17号住居跡 (第45図 )

本跡は,調査区の中央部よりやや東寄 りB3fO区 を中心に確認された住居跡で,第18-A号住

居跡の西側1.2mに位置している。

平面形は,長軸6.82m・ 短軸6.62mの方形を呈 し,主軸方向はN-18生 wを指 している。なお,

本跡の北東コーナーは一部エ リア外にかかっている。壁は,締まりのあるロームで,垂直に立ち

上がってお り,壁高は53～ 65cmで ある。壁下には,上幅17～ 22cm・ 深さ 6～ 9 cmの壁溝がカマ ド

を除いて全周している。床面は平坦で,カ マ ドの手前部分及びピットに囲まれた内側は農家の土

間のように硬 く踏み固められている。貯蔵穴は,北西壁際の北東コーナー寄 りに検出され,平面

形は,長径 117cm・ 短径63甲 の楕円形を呈 し,床面から底面までの深さは40cmで ,覆土は,暗褐色土 ,

褐色上の順に自然堆積 している。 P3の 南側に接 して検出された落ち込みは,規模や位置から貯

蔵穴的な機能をもつ ものと思われる。平面形は,長径84cm・ 短径63cmの 不整楕円形を呈し,底面

の東側は36cm,西側はやや浅 く24cmほ どす り鉢状に掘 り込まれている。ピットは, 5か所検出さ
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第45図 第 17号住居跡実測図 (1)
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れ,主柱穴は,規模や配列からPl・ P2・ P4・ P5の 4か所 と思われ る。これらの主柱穴は,長径

5o～ 73cm。 短径41～ 67cm。 深さ60～ 74cmの規模 を有 している。 P3は ,長径44cm・ 短径41cm・ 深さ

22cmの 規模で,位置からすれば出入口施設に関するピットと考えられる。カマ ドは,北西壁のやや

北西コーナー寄 りに付設され,袖部は褐色で山砂 と粘土で構築され,火熱をうけて焼土化 してい

たが,天丼部及び袖部の前方部は崩れていた。長さは146cm。 幅95cm・ 焚田部幅70cmである。掘 り方

は,壁を幅42cmで26cmほ ど切 り込んでいる。火床は,直径70cmほ どの不整円形を呈 し,床面を深

さ 6 cmほ ど掘 り込んでいる。

覆土は,上層には黒褐色土,中層には極暗褐色土,下層には暗褐色上の順で自然堆積 している。

覆土には焼土粒子・炭化粒子がかな り含まれてお り,ま た,床面上からも焼土粒子や少量の炭化

材が検出されていることから,本跡は焼失家屋 と考えられる。

遺物は,上師器片969点 ,須恵器片12点が出土|し ている。カマ ドの東側ほぼ床面か ら完形に近い

卍の 引
土師器の不形土器 (第 47図 3)が

,

中央部より東側寄 りの覆土から完形

の不形土器 (第47図 1)と 須恵器の

提瓶 (第47図 8)が出上 している。

南狽Jの ほぼ床面か ら完形の上師器の

不形土器 (第47図 4),半完形の不形

土器 (第47図 6),西側の床面から半

完形の郭形土器 (第47図 7)が出土

している。

本跡は,出土遺物から古墳時代の

鬼高期に比定されるものと思われる。

A

A26.3m

1。と,f「
~ ~~ 9          1m

…

―

第46図 第17号住居跡カマ ド実測E2)

Ｅ
Ｗ

ｏ
Ｒ

お
Ｉ

Ч

第17号住居跡出土土器観察表

版
号

図
番 器   種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調・焼成 備  考

第47F'郭 形 土 器

1 土 師 器

157
54

底部は丸底で,体部は内彎しなが

ら大きく開いて立ち上がり, 日縁

部は短く直立する。

口縁部内 ,外面横ナデ,体部

外面ヘラ削り,体部内面積ナ
T。

砂粒

赤黒色

普通

100%
P73
内面黒色処理

2

器

器腔
師

不

土

15 4

4 6

底部は九底で,体部は内警 しなが

ら大 きく開いて立 ち上が る。

口縁部 内・外面積ナデ,体部

外面ヘ ラ削 り,体部 内面積ナ

|テ・ 。

砂粒

黒褐色

普通

％

７６

７０

Ｐ
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版
号

図
番 器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第47図

3

不 形 土 器

土 師 器

A 147
B  50

底吉Ⅲよ丸底で,体部 は内彎 しなが

ら大 き く開 いて立 ち上が る。

日縁部 内・外面積ナデ,体部

外面ヘ ラ削 り,体部内面横ナ

|テ
い
。

砂粒

1夷 黄橙色

普通

％

７７

８０

Ｐ

4

邪 形 土 器

土  師  器

Ａ

Ｂ

13 6

49
底著Ыよ九底で,体音Ⅲま内彎しなが

ら大きく開いて立ち上が り, 日縁

部は直立する。外面の口縁部と体

部の境に明瞭な稜を有する。

口縁部 内 外面横ナデ,体部

外面ヘ ラ削 り,体部 内面横ナ

IΓ。

砂粒

にぶ い赤褐色

普通

％

７４

９。

Ｐ

5

邪 形 土 器

土 師 器

A 145
B 45

底部は九底 で,体部 は内彎 しなが

ら大 き く開 いて立 ち上が り,日 縁

部 は内管気味に立 ち上が る。

日縁部内・外面横ナデ,体部

外面ヘラ削り,体部内面横ナ

7。

色

粒

褐

通

砂

黒

普

％

７５

９５

Ｐ

6

不 形 土 器

土 師 器

A 140
B 41

底言μま九底 で,体部 は内彎 しなが

ら大 き く開 いて立 ち上が る。 口縁

部 は短 く直立す る。

回縁部内・外面積ナデ。体部

外面ヘラ削り,体部内面横ナ

I「 。
嚇醜魏

％

７８

６。

Ｐ

7

不 形 土 器

土 師 器

A(131)
B 43

底部は丸底で,体部は内管しなが

ら大きく開いて立ち上がる。口縁

音Ⅲよほぼ直立する。外面の日縁部

と体部の境に稜を有する。

口縁部 内・外面横ナλ 体部

外面ヘ ラ削 り,体部内面横ナ

T。

砂粒

にぶい褐色

普通

％

７９

７０

Ｐ

8

瓶

器恵

提

須

B 183 体部前面は丸 い膨 らみ をもち,体
部背面は平 らであ る。 口縁部 は外

反気味に立 ち上が る。

口縁部 内・外面横ナデ,外面

上位 に櫛描波状文 を施文,体
部外面 カキロ調整,体部 内面

ナデ。

砂粒・長石

灰色

良好

％

８０

６０

Ｐ

第 18-A号住居跡 (第48図 )

本跡は,調査区の東部 B4el区を中心に確認された住居跡で, 第17号住居跡の東側1.2mに 位置 し

ている。本跡は,北東側で第18-B号住居跡 と重複 しているが,土層断面図や出上遺物 を検討 し

た結果,本跡の方が新 しい遺構 と判断される。

本跡は,北 ヨーナー部がエ リア外にかかってお り,ま た,前述したように第18-B号住居跡 と

重複 していることか ら平面形は推定であるが,長軸4.35m・ 短軸4,25mの方形を呈す るものと思

われる。主軸方向はN-34生 wでぁる。壁は,締 まりのあるロームで,ほぼ垂直に立 ち上がって

お り,壁高は,29～ 46cmで ある。壁下には,上幅13～ 15cm。 深さ 6～ 8 cmの壁溝がカマ ドを除い

て周回している。床面は平坦で, ロームが硬 く踏み固め られている。ピットは, 3か 所検出され,

規模や配列か ら主柱穴 と思われる。主柱穴の規模は,長径36～ 53cm・ 短径35～ 48cm・ 深 さ30～ 71

Cmである。カマ ドは,北西壁のほぼ中央部に付設されているが,煙道部がエ リア外にかかってい

るため規模等は不明である。天丼部は崩れているが,袖部は,山砂 と粘土に少量の礫 を混ぜて構

築 されてお り,内側は焼けて赤化 している。幅 122cm・ 焚口部幅60cmほ どで,掘 り方は,壁を幅50

Cmほ ど切っているが前述したように煙道部は不明である。火床は,長径41cm。 短径30cmの楕円形

を呈 し,床面を 7 Cmほ ど掘 り込んでいる。

覆土は, 2層 からなリローム粒子・焼土粒子 を極少量含む暗褐色土が 自然堆積 している。
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0             1ocm

第47図 第17号住居跡出土遺物実測図

遺物は破片が多く,土師器片466′ミ,須恵器片11点,縄文式上器片15点,土製品 4点が出土して

いる。縄文式上器片は,覆土上層から出土しており,周囲からの流れ込みと思われる。本跡に伴

う土師器片,須恵器片は,住居跡全域の覆上下層から床面にかけて出土している。

本跡は,出土遺物から奈良時代の 8世紀前半に比定されるものと思われる。
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第18-A号住居Ltl出 土土器観察表

図版
番号

器  種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第49図

1

不 形 土 器

土 師 器

A(150)
B(31)

体部は内脅気味に大きく開いて立

ち上がる。

口縁部内・外面横ナデ,体部

外両ヘラ削り,体部内面積ナ

1声。

砂粒

灰褐色

普通

5%
P84

邪 形 土 器

土 師 器

A(145)
B 30

体部は内彎 しなが ら大 き く開いて

立 ち上が り,日縁部は外傾 して立

ち上が る。

口縁部内・外面積ナデ,体部

外面ヘラ削り,体部内面積ナ

|「。

砂粒

赤褐色

普通

10%

P85
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版
号

図
番 器  種 法量(cm) 器 種 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図４９

３

第 器

器雅
師

杯

上

(140)
23

体部は内彎 しなが ら大 き く開いて

立 ち上が る。

口縁部 内・外面横ナデ,体部

外面ヘ ラ削 り,体部内面ナ∴

砂粒

にぶ い橙色

普通

％

８３

4

Jf7h形 土 器

須 恵 器

B(27)
C(95)

底部は平底で,体部は内脅 しなが

ら大 き く開いて立 ち上が る。

底都 はヘ ラ削 り,体部水挽 き。 英石眺
庭
魏

％

８８

‐Ｏ

Ｐ

5

蓋

須 忘 器

Ａ

Ｂ

(186)
(20)

天丼部は外下方へなだらかにの哄
口縁部は外反気味に開く。口縁部
には rか ぇり」がみられる。

天丼部 内・外面水挽 き。 砂粒・雲母

灰 白色

普通

5%
P87

6

器

器

土

市

形

自

甕

土

B(61)
C(72)

底部は平底 で,胴部は内彎 して外

上方へ立 ち上が る。

胴部内・外面ナデ。 砂粒・石英・雲母

にない赤褐色

普通

％

８２

第18-A号住居跡出土土製品解説表

図版番号 名 称 台帳番号 長 さ×幅0→ 子し徴 い 重量(0 備 考

球状土錘 D P17 2.0×  2.5 0,7 ■OOツろ
両 方 穿 了

8 D P15 2.1×  2.8 0.7 翌鋲7入 ,

〃 D P16 2.6)く  2.4 0.4 (15)
10 管状土錘 D P18 (5.5)× 2.8 0.9 (26)

YI ン 3 ツ

く≦≡≡≡董≡≡茸土 ===≦ ≧≧≧難ヵ 5 ⑤
‐徊
μ

碑

Ｑ

◎
Ｑ

⑨
０

0               5cm
0              1ocm

第49図 第18-A号住居跡出土遺物実測図
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第18-B号住居跡 (第48図 )

本跡は,調査区の東部 B4e2区を中心 に確認された住居跡で,第19号住居跡の北側 2mに位置し

ている。本跡は,南西側で第18-A号住居跡 と重複しているが,上層断面図や出土遺物から本跡

の方が古 く, また,本跡の大半は,北側のエ リア外に延びているため規模等は不明である。

平方形は,推定で方形かまたは長方形を呈するもの と思われる。壁は,締まりのあるロームで

ほぼ垂直に立ち上がっている。残存する壁は,南東壁が50～ 54cm,南 西壁は第18-A号住居跡 と

重複 しているため低 く10～ 13cmである。床面は,全体的に平坦で,ロ ームが硬 く踏み固められて

いる。ピットは,南 コーナー部に 1か所のみ検出され,長径32cm・ 短径 31cm・ 深さ47Cmの 規模 を

有 していることと位置か ら主柱穴の一部 と思われる。

覆土は,上層にローム粒子・焼土粒子 を極少量含む暗褐色上が,下層にロー ム粒子 を少量含む

褐色上が堆積 している。

遺物は少な く,土師器片24点,須恵器片 2点が覆土から出上 している。

本跡は,出土遺物か ら古墳時代の鬼高期に比定されるもの と思われる。

第18-B号住居跡出土土器観察表

版
号

器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 争 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備  考

図５０

１

第 器

器疵
師

一霊
土

A(108)
B(47)

日縁部はほl.‐ 直立気味に立ち上が

る。

日縁部 内 外面横ナデ。

色伽
縮
魏

％

８‐

2

器

器ぬ
師

不

土

A(139)
B(30)

体部 は内彎 しなが ら大 き く開いて

立 ち上が り,日 縁部 は外反気味に

立 ち上が る。外面の 口縁部 と体部

の境 に稜 を有す る。

回縁部 内・外面横ナデ,体部

外面ナデ,体部 内面積ナデ。

砂粒,雲母

明赤褐色

普通

％

８６

５

Ｐ

∩

Ｈ

亭

0                1ocm

第50図 第18-B号住居跡出土遺物

実測図
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第 19号住居跡 (第51図 )

本跡は,調査区の西部 B4g2区 を中心に確認された住唇跡で,第 17号住居跡の南東側17mに位

置している。

平面形は,長軸55m・ 短軸5,45mの 方形を呈 し,主軸方向はN-24生 wを指 している。壁は,

締まりのあるロームで,各壁 ともほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は52～ 66cmで,当遺跡の中

では比較的深い掘 り込みである。壁下には,上幅13～ 20cm・ 深さ 6～ 10cmの 壁溝がカマ ドを除い

て全周している。床面は平坦で,カ マ ドの前方部,Pl～ P5に 囲まれた内側及び P2と P3,P3と

P4の 間は硬 く踏み固められている。ピットは, 5か所検出され,規模や配列からPl o P2・ P4・

P5の 4か所が主柱穴 と考えられる。主柱穴は,直径51～ 78cm・ 深さ40～ 49cmの規模 を有 し,ほ

ぼ方形状に規則的に酉融列されている。出入口としては,ピ ットの配列や,床面の踏み固められて

いる状態から,P2と P3或いは P3と P4の 間が考えられる。カマ ドは,北西壁のほぼ中央部に付

設され,天丼部は崩れているが,袖部は山砂・粘上に礫 を少量混ぜて構築されてお り,内側は熱

を受けて赤化 している。長 さ145cm。 幅118cm・ 焚口部幅50cmで ある。掘 り方は,壁を幅30cmで ,

18cmほ ど切 り込み,奥壁を煙道 としている。火床は長径60cm・ 短径30cmの 不整楕円形を呈 し,床

面を12cnほ ど掘 り込んでいる。カマ ド内の煙道部近 くからlTh形 土器 (第 53図 7)を 入れた大形甕

形土器 (第53図 3)と 小形甕形土器 (第53図 1)が ともに正位で火床 よ り若千浮いた状態 で ,

また右袖部前方から,粘土 を固めて製作 した支脚が出土している。

覆土は,上層にローム粒子・焼土粒子を極少量含む極暗褐色上が,中層か ら下層にかけてはロ

ーム粒子・焼土粒子を少量含む暗褐色上が自然堆積 している。本跡は,覆土に少量の焼土粒子が

含まれていることや南東壁寄 りの床面上に多量の焼土粒子や少量の炭化材が検出されていること

から焼失家屋 と考えられる。

遺物は,土師器片463点,須恵器片14点 ,縄文式上器片45点が出土 している。縄文式上器片は周

囲からの流れ込み と思われ覆土上層から出土 している。住居跡の中央部 と北東壁寄 りの破片が床

面より若千浮いた状態で出上 して接合 した土師器の甕形土器 (第53図 2)が出上 している。中央

部 と南東壁際の覆土か ら出土 した破片が接合 した不形土器 (第 54図 10)が出上 している。南西壁

寄 りのほぼ中央の床面から不形土器 (第53図 8)が ,】ヒ西コーナー部の覆土か ら簑形土器 (第53

図 6)が出上している。

本跡は,出土遺物か ら古墳時代の鬼高期に比定されるものと思われる。

第 19号住居 LII出 上土器観察表

備   考

第53図

1

％

０

・Ｏ

Ｐ

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成

底部は平底 で,胴部は長胴 を呈し,

胴部上位 に最大径 を有す る。 日縁

部は外反 しなが ら立 ち上が る。

口縁部内・外面横ナデ,胴部

外面 ナ デ 後下 位 は維 位 のヘ

ラ磨 き,胴部内面ヘ ラナデ。

砂粒・ 石 英・雲母

にな い橙 色

普通
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第51図 第 19号住居跡実測図
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第52図 第 19号住居跡出土土器接合関係図

図版
番号

器   種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備  考

第53図

2

器

器

土

碩

形

白

甕

土

A 197
B  343
C 75

底部 は平底で,胴部は長胴 を呈 し,

胴部 中位 に最大径 を有す る。 口縁

部は外反 して立 ち上が る。

日縁部内・外面横ナデ,胴部

内・外面ナデ。

砂粒・長石・雲母

にな い赤褐色

不良

80%
P91

3

器

器恥
師

簑

上

A 214
B 355
C 82

底部 は平底 で,胴部は長胴 を呈 し,

胴部中位 よ りやや上 に最大径 を有

す る。日縁部 は外反 して立ち上がる。

回縁部内・外面積ナデ,胴部

外面ナデ後中位か ら下位に

維位のヘラ磨き,内 面ナデ。

砂粒・長石・雲母

にな い赤褐色

普通

100%

P89

4

器

器疵
師

甕

土

A(170)
B(■ 8)

胴部は丸く張り,口縁部は外反し

ながら立ち上がる。

口縁部 内・外面積ナデ,胴部

内・外面ナデ。

砂 位・石英・雲母

にな い褐色

普通

％

９４

Ю

Ｐ

5

器

器疵
師

甕

土

(166)

(10 6)

胴部は長胴を呈し, 日縁部は外反

しながら立ち上がる。

口縁部内・外面積ナ几 胴部

内・外面ナデ。

砂粒・長石・婁母

にぶ い褐色

普通

20%
P93

6

蓑 形 土 器

土 師 器

A(208)
B(9_0)

打同部は九 く張 り, 日縁部は外反 し

なが ら立 ち上が り,端部 は丸 い。

口縁部内・外面積ナデ,胴部

内・外面ナデむ

砂粒・ スコ リア・

石英・雲母

にない黄橙色

普通

％

９２

２０

Ｐ
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皮

第53図 第 19号住居LIt出 土遺物実測図 (1)
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0               10cm第54図 第19号住居LI出土遺物実測図 (2)

図版
番号

器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・ 焼土 備   考

第53図

7

不 形 土 器

上 師 器

A 14.2

B 42
底部は九底で,体部は内彎しなが

ら大きく開いて立ち上がり,日 縁

部は短く直立する。

口縁部内・外面積ナデ,体部

外面ヘラ削り,体部内面横ナ

デ。

砂粒

にない赤褐色

普通

100%

P96

8

不 形 土 器

土 師 器

A 13,1

B 45
底部は九底で,体部は内腎しなが

ら大きく開いて立ち上がり,日 縁

部は内傾する。外面の口縁部と体

都の境に稜を有する。

口縁部 内 ,外面横ナデ,体部

外面ヘ ラ削 り,体部 内面横ナ

|テ
r。

砂粒・石英

にない赤褐色

普通

95%

P97

9

rTh形 土 器

土 師 器

A(146)

B 89
底部は九底 で,体部は内彎 しなが

ら大 き く開いて立 ち上が る。

口縁部内・外面積ナデ,体部

外面ヘラ削り,内面積ナデ。 蠅
髄
魏

20%

P99

第54図

10

不 形 土 器

土 師 器

A(17.0)

B(55)
底部は九底で,体部は内管しなが

ら大きく開いて立ち上がり,日縁

部はほぼ直立する。外面の口縁部

と体部の境に稜を有する。

口縁部内・外面横ナ几 胴部

外面ヘラ削り,胴部内面積ナ

|テ'。

色
出
恥
魏

30%

P98

杯 形 土 器

土  師 器

A(143)
B(30)

底部は九底全 体部は内脅しなが

ら大きく開いて立ち上がり,日縁

部は外傾する。外面の口縁部と休

部の境に稜を有する。

回縁部内・外面横ナえ 体部

外面ヘラ削り,体部内面積ナ

デ。

スコリア・婁母

に輩い褐色

普通

10%

P100
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図版
番号 器  種 法量(Cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第54図

12

器

器騰
師

甕

土

B(228)
C 87

底部は平底で,胴部は内脅して外

上方へ立ち上がる。

胴部外面縦位のヘラ磨き,胴
部内面ヘラナデ。 色蜘

騨
魏 離ま

％

９５

面

２０

Ｐ

外

第 19号住居跡出土土製品解説表

図版番号 名  称 台帳番号 長さ×幅0→ 子し准登0→ 重量(g) 備   考

第 54図
■3 支   脚 D P38 (18.5)× 7.6 ( 872) 60ワ笞

14 土  板 D P19 3.2× 2.5XO.9 0.3
90%
両 方 穿 孔

第20号住居跡 (第55図 )

本跡は,調査区の東部 B4h2区を中心に確認された住居跡で,第 19号住居跡の南東側0.7mに位

置している。大部分が調査エリア外にあるため,平面形・規模等の詳細は不明であるが,1ヒ側に

コーナーを認めることができることから方形または長方形を呈するものと思われる。調査 した部

分の壁は,締 まりのあるロームで,ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は 7～ 15cmである。床面

は,ロ ームが硬 く締まっている。ピットは, 1か所のみ検出され,長径18cm・ 短径16cm・ 深さ13

cmの規模を有している。

覆土は,上層にローム粒子を少量含む暗褐色上が,下層にローム粒子を少量含む褐色上が 自然

堆積 している。

遺物はわずかに上師器片 5点,須恵器片 2点が検出されただけである。

A 26.5m

B 26.Sm

0              2m

∞

ウ

□

／
シ

第55図 第20号住居跡実測図
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第21号住居跡 (第 56図 )

本跡は,調査区の中央部よりやや西寄 りの B2g。 区 を中心に確認された住居跡で,第 16号住居

跡の西側 5。 4mに 位置 している。本跡は,当遺跡の中でも最 も重複の激しい住居跡の一つで,東側

で第22号住居跡,南側で第13号住居跡,南西コーナーで第14。 15号住居跡,西側で第32号住居跡 ,

北西コーナーで第12号住居跡 とそれぞれ重複 している。本跡 と第13・ 14号住居跡 との新旧関係に

ついては,本跡の床面上25～ 40cmに 第13。 14号住居跡の明瞭な貼 り床が検出され,出土遺物か ら

も本跡の方が古 く,第 15号住居跡についても,出土遺物か ら本跡の方が古い遺構 と判断される。

更に本跡は,第 22号住居跡の床面 とカマ ドを切 っていることから,ま た,炉だけ検出された第32

号住居跡 とは,出土遺物か ら,本跡の方がそれぞれ新 しい遺構 と判断されるが,第 12号住居跡 と

については不明である。

平面形は,長軸8.Om。 短軸7.86mの方形を呈 し,当遺跡から検出された遺構の中でも最大の住

居跡である。主軸方向はN-8生 wを指 している。壁は,北壁に トレンチャーによる部分的な携

乱がみられるほかは締まりのあるロームで,ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は,北壁が57～

61cm,東 壁は第22号住居跡 と重複 している部分が18om前後で,そ の他は45～ 48cm,南壁は28～ 41

Cm,西壁は低 く3～ 6 cmで ある。壁下には,上幅 9～ 19cm・ 深さ 3～ 16cmの規模 を有する壁溝が

カマ ドを除いて周回している。床面は,全体的に平坦で,カ マ ドの手前部分及びピットに囲まれ

た内側はロームが硬 く踏み固められてお り, ピットの外側 もよく踏み締められている。ピットは,

9か所検出され,そ の中で P2・ P3'P7・ P9が規模や配列か ら主柱穴 と思われる。主柱穴は ,

直径64～ 85cmの ほぼ円形を呈 し,深さ73～ 98cmの規模である。 P4～ P6は ,長径41～ 73cm。 短径

28～ 56cm・ 深さ17～ 26cmで,規模や配列から出入口施設に関するピットと思われる。なお,Pl・

P8は ,位置から補助柱穴と思われ,前者は,直径 50cm・ 深さ15cm,後者は,長径64cm・ 短径51cm。

深さ74cmの 規模 をそれぞれ有 している。カマ ドは,北壁のほぼ中央部に付設され,天丼部は崩れ

て不明であるが,袖部は,少量の礫 を含む粘土により構築 され,内側は熱を受けて赤化 している。

長さ110cm。 幅 106cm・ 焚口部幅50cmほ どである。掘 り方は,壁を幅55Cmで43cmほ ど切 り込んでい

る。火床は,長径55Cm・ 短径50Cmの楕円形を呈 し,床面 を 7 cmほ ど掘 り込んでいる。火床は,長

期間使われたものと思われ,ロ ームが火熱を受けて焼土ブロック化 している。

覆土は, 自然堆積の様相を呈 し,上層に極暗褐色土,下層に黒褐色上が, ローム粒子・ローム

小ブロック・焼土粒子・炭化粒子 を少量含み堆積 している。

遺物は,上師器片1,573点 ,須恵器片56点,縄文式上器片 13′ミ,弥生式上器片10点が出上 している。

縄文式上器片 と弥生式上器片は,周 囲からの流れ込み と思われ覆土上層から出土 している。本跡

に伴 う土師器片は,破片が多く覆土中層から下層にかけて出土 している。住居跡の中央部 よりや

や北西側の床面より若千浮いた状態で,甕形土器 (第58図 2)の 回縁部片が出上している。
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第56図 第21号住居跡実測図 (1)
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本跡は,出土遺物か ら古墳時代の鬼高期に比定されるものと思われる。

A25.9m

Sa""          0              1m

第57図 第21号住居跡カマ ド実測図 (2)

第21号住居跡出土上器観察表

・士

馬

・Ｅ

ｗ
　
Ｅ

Ｏ
Ｓ

Ｎ

図版
番号

器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼土 備  考

図５８

１

第 器

器魔
師

甕

土

Ａ

Ｂ

(261)
72

胴部は九く張り,日縁部は外反し
て立ち上がる。

口縁部内・外面横ナえ 胴部

内・外面ナデ。

砂粒・石美・雲母

にぶい橙色

普通

5%
P101

2

器

器疵
師

甕

土

Ａ

Ｂ

(252)
(113)

胴部は丸く張り,日縁部は外反し

ながら立ち上がり,端部はややお

き_Lが る。

口縁部内・外面積ナデ,胴部

内・外面ナデ。

砂粒・石英・雲母

灰褐色

普通

％

Ю

Ю

Ｐ

3

器

器胸
師

甕

土

A(29,4)
B(92)

胴部 はわずかに張 り,口 縁部 は大

き く外反 しなが ら立 ち上が る。1

口縁部内・外面横ナR胴 部

内・外面ナデ。

砂粒

灰褐色

普通

％

１０

4

器

器疵
師

甕

土

Ａ

Ｂ

(29 8)

(7.0)

口縁部 は外反 しながら立 ち上が り,

端部 はつ まみ上げ られてい る。

日縁部内・外面積ナデ。 砂粒・長石

に漆い橙色

普通

％

Ю

5

器

器殊
師

甕

土

Ａ

Ｂ

(220)
(55)

口縁部は外反しながら立ち上がり,

端部は上方につまみ出されている。

口縁部内・外面横ナデ。 砂粒 。長石 。婁母

淡橙色

普通

％

Ю

6

器

器腔
師

費

土

Ｂ

Ｃ

底部は平底■ 胴部は丸く張る。 胴部外面ヘラナデ,胴部内面

ナデ。

砂粒・長石・雲母

にぶい褐色

普通

20%
P106

7

器

器雄
師

甕

土

B(26)
C 90

底部 は平底 で,胴部は内彎気味に

外上方へ立 ち上が る。

胴部内・外面横ナデ。 砂粒・長石・スコ

リア・害母

にない褐色

普通

％

Ю
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版
号

図
番 器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図５９

８

第 器

器

上

昴

形

―

不

土

A 124
B 40

底部 は九底 で,体吉Ыま内彎 しなが

ら大 き く開 いて立 ち上が り,口縁

部はほぼ直立す る。外面の 日縁部

と体部の境 に稜 を有す る。

口縁部 内・外面横ナデ,体部

外面ヘ ラ削 り,体部 内面積ナ

T。

色蠅
廟
魏

90%
P108

内 ,外面争」離

9

器

器陛
師

不

土

Ａ

Ｂ

底音団ま丸底 で,体部は内彎 しなが

ら大 き く開 いて立 ち上が り,日 縁

部は短 く直立す る。

口縁部 内・外面横ナデ,体部

外面ヘ ラ削 り,体部 内面横ナ

|テ`。

砂粒

にぶい赤褐 色

普通

80%
P109

内 ,外面剰離

器

器疵
師

不

土

A(130)
B(40)

体部は内彎しながら大きく開いて

立ち上がり, 日縁部はほぼ直立す
る。

口縁部内・外面積ナデ,体部

外面ヘラ削り,体部内面横ナ
|だ。

色出
鶏
魏

5%
P l15

11

器

器疵
師

不

土

(136)
46

底部 は九底 で,体部 は内彎 しなが

ら大 き く開 いて立 ち上が り,日 縁

部はほぼ直立す る。

口縁部 内 外面積ナデ,体部

外面ヘ ラ削 り,体部 内面横ナ

1声。

砂粒・雲母

灰褐色

普通

40%
P lll

器

器疵
師

不

土

A(146)
B(39)

体著焉は内彎 しなが ら大 き く開いて

立 ち上が り, 口縁音騨まほtF直立す

る。

口縁部 内・外面横ナデ,体部

外面ヘ ラ削 り,体部内面ナえ

粒

色

通

砂

橙

普

30%
P l12

器

器

土

市

形

冑

不

土

(132)

(38)
体部は内彎 しなが ら大 き く開いて

立 ち上が り, 日縁部 は外傾す る。

外面の 口縁部 と体部 の境 に稜 を有

す る。

口縁部 内・ 外面横ナデ,体部

外面ヘ ラ削 り,体部内面ナえ

砂粒

赤灰色

普通

10%
P l14

器

器肌
師

不

土

(132)
(4.4)

体部は内脅しながら大きく開いて

立ち上がり,口 縁部は直立する。

外面の口縁部と体部の境に稜を有

する。

日縁部 内 ,外面積ナデ,体部

外面ヘ ラ削 り。体部内面ナ汎

砂粒

灰褐色

普通

5%
P l13
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第21号住居跡出土上製品解説表

図版番号 名 称 台帳番号 長 さ×幅en 子し径ω 重量 (gl 備   考

第 59図
15 球状土錘 DP5 2.4× 25 (13)

70ワ必
――プデ隻F子

D P20 2.4X30 0.8
100ワリ
ー 方 穿 孔

D P21 3.0× 2.8 06 100ワろ
一 方 穿 孔

18 D P22 2.5× 2.7
100尿ち
戸三ヴテ多F了 し

第22号住居跡 (第60図 )

本跡は,調査区の中央部 B3g2区を中心に確認された住居跡で,第23号住居跡の北西側0.5mに位

置している。本跡は西側で第21号住居跡により切 られていることから本跡の方が古い。

平面形は,一辺が5.47mの方形を呈 し,主軸方向はN-38生 wを指 している。壁は,北西 。南

西壁の西コーナー側が第21号住居跡に切 られていて不明であるが,そ の他の壁は,締まりのある

ロームでほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は25～ 31cmである。床面は,平坦で,カマ ドの手前

部分及びピットに囲まれた内側が農家の上間のように硬 く踏み固められている。 Plの南東側0.2

mに 接する落ち込みは,平面形が長径84cm・ 短径73cmの不整楕円形を呈 し,深さは30cmほ どで,

鍋状に掘 り込まれてお り,規模や位置から,貯蔵穴 と思われる。ピットは, 3か所検出され,長

径45～ 55cm。 短径40～ 48cm・ 深さ45～ 57cmの規模 を有 し,配列からいずれも主柱穴 と思われる。

カマ ドは,北西壁のほぼ中央部に付設されているが,前述 したように南東側袖部の一部を除いて

大半が切 られているため規模等は不明である。残存する袖部は,山砂 と粘上に少量の礫 を混ぜて

構築 されている。

覆土は, 自然堆積の様相を呈 している。中央部は,上層から下層にかけてローム粒子を極少量

含む極暗褐色上が,中央部以外の上層にはローム粒子中量・炭化粒子を極少量含む暗褐色上が,

下層にはローム粒子多量・焼土粒子少量含む褐色土が堆積 している。

遺物は,土師器片462点 ,須 恵器片29点,縄文式上器片15点,弥生式上器片10点,土製品 1点が

出上 している。縄文式土器片,弥生式上器片は,覆土上層から出上 してお り,周 囲か らの流れ込

み と思われる。大半の上師器片も覆土上層から出上しているが,本跡に伴 う土師器片は,覆上下

層及び床面か ら少量出上 している。北コーナー部のほぼ床面から,土師器の甕形土器 (第61図 1)

の口縁部 と,中央部からやや南側の床面から甕形土器 (第61図 2)の 口縁部片が出土 している。

南コーナー部の床面か ら不形土器 (第61図 5)の 17h部 片が出土 している。

本跡は,出土遺物か ら古墳時代の鬼高期に比定されるものと思われる。
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図版
番号

器  種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第61図

1

器

器ぬ
師

甕

上

A(156)
B(61)

日縁部 は外反 しなが ら立 ち上が る 口縁部内・外面積ナデ。 砂粒・石英・雲母

によい褐色

普通

10%
P■ 7

2

器

器疵
師

甕

土

Ａ

Ｂ

(162)
(68)

胴部は九く張り,日縁部は折り返

し口縁で,外反しながら立ち上が

る。

口縁部内 ,外面横ナデ,胴部

内 ,外面ナデ。

砂粒・長石・雲母

浅黄橙色

普通

％

ｎ

3

器

器疵
師

不

上

(12_4)

35
底部は丸底で,体部は内彎気味に

大きく開いて立ち上がり,日 縁部

はほぼ直立する。外面の回縁部と

体部の境に稜を有する。

口縁部内・外面積ナデ,体部

外面ヘラ削り,体部内面横ナ
|「。

砂粒

によい橙色

普通

50%
P l10

4

杯

須  恵 器

B(18)
c 57

底部は平底で,体部は内彎しなが

ら外上方へ立ち上がる。

底部手持ちヘラ削り,体部水

挽き,体部下端手持ちヘラ削

り。

砂粒・石英・雲母

灰色

普通

10%
P120

器

器ぬ
師

不

土

A(130)
B(30)

体部は内彎しながら大きく開いて

立ち上がる。

口縁部内・外面積ナデ,体部

外面ヘラ削り,体部内面積ナ
1声。

色颯
熱
範

5%
P l19

第22号住居跡出土土器観察表

Ц

ぷ1/
て
ヽ
①
ф

0              10Cm

６

‐／
狗

第22号住居跡出土土製品解説表

図版番号 名 称 台帳番号 長さX幅 (Cm) 子と宅登 (Cm) 重量 (g) 備 考

葬 61図
6 球状土錘 D P24 1.9× 2.6 0,7 10

■O09/9
-― プテ多F子 し

第61図 第22号住居跡出土遺物実測図
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第23号住居跡 (第62図 )

本跡は,調査区のほぼ中央部 B3h2区 を中心 に確認された住居跡 で,第 22号住居跡の南東側

03mに位置している。

平面形は,本跡の南イ貝」の一部がエ リア外にかかっているため,調査 した部分から推定すると,

長軸4.32m・ 短軸3,74mの方形を呈するものと思われる。主軸方向はN-26生 wを指 している。

壁は,東コーナー付近 を除いた南東壁から南西壁の半分ほどにかけて,前述 したようにエ リア外

にかかっているため検出できなかったが,他の壁は,締まりのあるロームで垂直に立ち上がって

いる。壁高は34～ 40cmである。壁下には,壁溝が北東壁の P4に 近い場所か らカマ ドを除いた北

西壁及び南西壁にかけて検出され,上幅21～ 33cm・ 深さ 6 cmほ どの規模 を有 している。床面は,

全体的に平坦で,カ マ ドの手前部分及び住居跡の中央部は農家の土間のように硬 く踏み固められ

ている。規模や位置から貯蔵穴 と思われる施設が東(a)と 西コーナー寄 り(b)|こ 2か所検出され

た。貯蔵穴 aの平面形は,長径92Cm・ 短径81cmの楕円形を呈 し,床画から底面までの深さは22cm

である。覆土は,上層に褐色土が,下層に明褐色土が堆積 している。貯蔵穴 bの平面形は,長径

96cm・ 短径87Cmの楕円形を呈し,床面から底面までの深さは24cmで,覆土は, 1層 で暗褐色土で

ある。ピットは, 6か所検出されているが,規模や配列か ら主柱穴は, P3・ P5・ P6の 3か所

と思われる。主柱穴の規模は,長径34～ 44cm・ 短径26～ 35Cm。 深さ20～ 51Cmである。カマ ドは,

北西壁のほぼ中央部に付設されているが崩れてお り,天丼部 。袖部の構造等は不明である。規模

を推定すると長さは114Cm・ 幅70cmほ どである。掘 り方は,壁を幅75Cmで 34cmほ ど切 り込み,奥

壁を煙道 としている。火床は,床面を16cmほ ど掘 り込んでいる。

覆土は,上層に黒褐色土,下層に暗褐色上が自然堆積 している。覆上には,少量のローム粒子・

ローム小ブロック,極少量の焼土粒子・炭化粒子を含み締まっている。

遺物は,土師器片303点 ,須 恵器片60点が住居跡中央部の覆土から出土 している。土師器の甕形

土器 (第63図 1)力羽ヒ東コーナー部床面から,須恵器の蓋 (第63図 4)が中央部の覆土から出土

している。

本跡は,出土遺物から奈良時代の 8世紀後半に比定されるものと思われる。
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第62図 第23号住居跡実測図

第23号住居Ltl出 土土器観察表
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版
号

図
番 器  種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第63図

1

甕 形 土 器

土 師 器

A(198)
B(175)

胴言Ыま長胴を呈し,日縁部は外反

しながら立ち上がる。端言騨ま上方

へつまみ上げられている。

口縁部内・外面横ナデ,胴部

外面ナデ,胴部内面ヘラナデ

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

20%

P121

2

不 形 上 器

上  師 器

A(124)

B(51)
体部は内管しながら大きく開いて

立ち上がる。

口縁部 内・外面横ナデ,体部

外面ヘ ラ削 り,体部 内面ナデ

砂粒・雲母

に B.・ い褐色

普通

10%

P122
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図版
番号

器  種 法量(cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図６３

３

第 17N

須 恵 器

B(25)
C(96)

底部 は平底で,体部 は内彎気味に

外上方へ立 ち上が る。

底部 回転ヘ ラ削 り,体部水挽

き。体部下端 回転ヘ ラ削 り。

砂粒 雲母

灰色

普通

％

‐２

Ю

Ｐ

霊

須 恵 器

B(28) 天丼音blよ 内彎気味にひろが り,天
井中央部 に扁平 なボタン状のつ ま

みが付 く。

天丼部内・外面水挽 き。 砂粒 ・長石・雲母

にぶい黄橙色

普通

％

‐２

３０

Ｐ

高 台付 j7N

須 恵 器

B(17)
D(84)

高台は外下方へのびる。 高台は貼り付け,高台内・外

面積ナデ。

砂粒

暗オ リー ブ灰色

普通

％

‐２

４０

Ｐ

/イ
J¬

≡ 士 三 ミ 4

5

第63図 第23号住居跡出土遣物実測図

0              10Cm

第24号住居跡 (第 64図 )

本跡は,調査区の中央部 B3f4区 を中心に確認された住居跡で,第 16号住居跡の東側0.4mに 位

置している。本跡は,東側で第25号住居跡を切ってお り,ま た,南側でも第26号住居跡 と重複 し

ているが出土遺物か ら本跡の方が新 しい遺構である。

平面形は,長軸6.03m。 短軸5.87mの方形を呈 し,主軸方向はN-19生 wを指 している。壁は,

一部横活しを受けている部分 もあるが,締まりのあるロームで,南西壁の一部に外傾 して立ち上が

つている部分 もみられるが,そ の他はほぼ垂直に立ち上がっている。北西壁は,カ マ ドの北東側

が手覚乱され,更に第25号住居跡 と重複 しているため立ち上が りは不明であるが,北西側の壁高は

25Cm前後である。北東壁から南東壁の東コーナー寄 りは重複のため浅 く5～ 14omで ある。南西壁

は25～ 65Cmである。壁溝は,北西壁のカマ ド北東側から北東壁下にかけて周回してお り,上幅 10

～15cm・ 深さ 3～ 5 Cmの規模 を有 している。床面は,中央部か ら東側にかけて多少凹凸がみられ
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0               2m

第65図 第24号住居跡出土土器接合関係図

るが,ピ ットに囲まれた内側は,農家の上間のようにロームが硬 く踏み固められている。ビット

は, 7か所検出されているが,規模や配列から本跡に伴 うピットはPl・ P3・ P6・ P7の 4か所

で,いずれも主柱穴と思われる。これらの主柱穴は,直径52～ 87cm・ 深さ78～ 89Cmの 規模を有し

ている。カマ ドは,当遺跡の中で最大規模を有し,北西壁の中央部に付設されているが,天丼部

は崩れている。袖部は,山砂により構築されており,内側は熱を長期間受けたため赤化し,覆土

からは多量の焼土粒子が検出されている。長さ168cm。 幅168cm・ 焚口部幅40cmほ どである。掘 り

方は,壁 を幅64cmで 75cmほ ど切 り込んでいる。火床は,長径92cm・ 短径41omの楕円形を呈し,

床面を深さ23cmほ ど掘 り込んでいる。

覆土は, 3層からなり,凹 レンズ状に自然堆積している。上層には暗褐色土が,中層にも暗褐

色土が,下層には褐色上がローム粒子・焼土粒子を極少量含み,壁際にはローム粒子を少量含む

褐色土が堆積 している。

遺物は多く,土師器片1,104点 ,須恵器片265′ミ,縄文式上器片 3点,土製品 4点が出土してい
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る。縄文式上器片は,周 囲からの流れ込みと思われ,本跡に伴 う土師器片は,住居跡全域の覆土

下層から床面にかけて出上している。住居跡のほぼ中央部 と北西側の覆土から土師器の不形土器

(第67図12)が,更に南東側床面より浮いた状態で須恵器の壷 (第 67図 23)が 出上している。

本跡は,出土遺物から平安時代の 9世紀後半に比定されるものと思われる。

第24号住居跡出土土器観察表

器   種 法量 (m) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備   考

第66図

1

器

器疵
師

甕

土

A(248)
B(74)

胴部は丸 く張り,口縁言Ыま外反し

ながら立ち上がる。口縁端吉Ыよ上

方につまみ出されている。

口縁部内・ 外面横ナデ,胴部

内・外面ナデ。

英石石長粒

色

通

砂

橙

普

5%
P127

2

器

器

土

昴

形

冑

簑

土

A(240)
B 59

口縁部は外反しながら立ち上がり

端部は上方につまみ出されている

口縁部内・ 外面横ナデ。 砂粒 長石・雲母

にぶい橙色

普通

5%
P128

3

甕 形 土 器

土 師 器

A 195
B(51)

口縁部 は外反 しなが ら立 ち上が り

端部 を上方へつ まみ出 している。

口縁部 内・外面横ナデ。 砂粒・石央 雲母

によい褐色

普通

10%
P144

4

甕 形 土 器

上 師 器

A(208)
B(51)

口縁吉Ыよ外反 しなが ら立 ち上が り,

端著Ыま上方 につ まみ出されている (

日縁部内・外面横ナデ。 母雲石長粒

色

通

砂

橙

普

5%
P126

5

甕

須 恵 器

A(338)
B(83)

胴部は丸く張り, 日縁苫Ыよ外反し

て立ち上がる。日縁端部外面に稜

を有し,日唇著Ыよ平らである。

日縁部内・外面横ナデ,胴部

水挽き,内面横ナデ。

砂粒・ 雲母

灰黄褐色

普通

5%
P140

6

甕

須 恵 器

A(250)
B(76)

胴部 は長胴 を呈 し, 日縁部 は外反

しなが ら立 ち上が り,端部 は上方

につ まみ出されている。

口縁部内・外面積ナデ,胴部

外面斜位の平行 叩 き,胴部 内

面ナデ。

砂粒・雲母

灰白色

普通

5%
P154

甕

須 恵 器

A(299)
B(148)

胴部 は内彎気味に外上方へ立 ち上

が り, 日縁部は外反す る。 口縁端

部 は上方につ まみ出されている。

日縁部 内・外面横ナデ,胴部

外面斜位 の平行 叩き,胴部 内

面ナデ。

砂粒 。長石・雲母

灰責色

普通

20%
P139

第67図

8

器

器肌
師

不

土

A(144)
B(34)

体著卜は内彎 しなが ら大 き く開いて

立 ち上が り,日縁部は外反す る。

体部水挽 き。 砂粒・雲母

明褐灰色

普通

10%
P242

内面黒色処理

不 形 土 器

土 師 器

A 143
B 42
C 62

底部は平底で,体部は内彎しなが

ら外上方へ立ち上がり口縁部はわ

ずかに外反する。

底部手持 ちヘ ラ削 り,体部水

挽 き,体部下端手持 ちヘ ラ削

り。

砂粒・雲母

にぶい褐色

普通

65%
P149

内面黒色処理

10

17N形 土 器

土 師 器

A(141)
B  45
C 52

底部 は平底 で,体部は内彎 しなが

ら外上方へ立 ち上がる。

底部手持 ちヘ ラ肖Jり ,体部水

挽 き,体部下端手持 ちヘ ラ削

り。

砂粒・雲母

灰赤色

普通

50%
P148

内面黒色処理

不 形 土 器

土 師 器

A(136)
B 40
C(58)

底部 は平底 で,体部は内彎 しなが

ら大 き く開いて立 ち上が る。

底部手持 ちヘ ラ肖Jり ,体部水

挽 き,体部下端手持 ちヘ ラ削

り。

砂粒・雲母

にぶ い澄 色

普通

30%
P138

内面黒色処理

17N形 土 器

土 師 器

A 136
B 42
c 66

底部は平底で,体部は内彎しなが

ら大きく開いて立ち上がり,日縁

端部はやや外反する。

底部回転ヘラ切 り,体部水挽

き。

砂粒 ・石 英・雲母

におい橙 色

普通

80%
P136

内面黒色処理
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版
号

図
番 器  種 法量(Cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 色調 焼 成 備   考

第67図

13

不 形 土 器

土 師 器

B(13)
C 74

底部 は平底で,体部は内彎 しなが

ら外上方へ立 ち上が る。

底部手持ちヘラ削り,体部水

挽き。

砂粒・雲母

にぶい褐色

普通

20%
P153

内面黒色処理

17N

須 恵 器

A 138
B 41
C 76

底部は平底で,体郡 は内彎 しなが

ら大 きく開いて立 ち上が り,日縁

部はやや 外反す る。

底部回転ヘラ切 り,体部水挽

き。

砂粒・雲母

灰黄褐色

普通

50%
P141

器

器

土

雨

形

冑

不

上

A(128)
B 21
C(61)

底部は平底で,体部はほぼ直線的

に外上方へ立ち上がり,端著騨ま丸

底部回転ヘラ切 り,体部水挽

き。

ス コ リア・雲母

に景い橙色

普通

40%
P151

器

器

土

昴

形

Ｒ

不

土

B(21)
C 66

底部は平底で,体部は内彎しなが

ら外上方へ立ち上がる。

底部手持ちヘラ削り,体部水

挽き,体部下端手持ちヘラ削

り。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

20%
P243

内面黒色処理

底菩卜に「+」の線刻

17

17h

須 恵 器

A(136)
B 43
C(76)

底部は平底で,体部は内彎気味に

外上方へ立ち上がり,口縁部はわ

ずかに外反する。

底部回転ヘラ切 り,体部水挽

き。

砂粒

褐灰色

普通

15%
P156

17N形 土 器

土 師 器

A(150)
B 36
C 72

底部 は平底で,体部 は内彎 しなか

ら外上方へ立 ち上が り,日 縁音Ыよ

わずかに外反す る。

広部手持ちヘラ削り,体部水

挽き,横ナデ,体部下端手持

ちヘラ削り。

砂粒・雲母

明褐灰色

普通

30%
P150

内面黒色処理

高 台 付 不

灰 釉 陶 器

B(21)
D(74)

体部 は内彎 しなが ら立 ち上が り,

高 台は短 く「ハ」の字状に 開いて

いる。

体部 内・外面水挽 き。 砂粒

灰 白色

良好

10%
P143

内面 に施釉

不 形 土 器

土 師 器

B(22)
C 70

底部は平底で,体部 は内彎気味に

外上方へ立 ち上が る。

底言Ыま手持 ちヘ ラ削 り,体部

水挽 き,体部下端手持ヘ ラ削

り。

母と
言石長粒

色

通

砂

橙

普

20%
P244

内面黒色辺理

ITh

須 恵 器

B(27)
C(76)

底部は平底で,体部はほぼ直線的

に外上方へ立ち上がる。

底部回転ヘラ切り,体部水挽

き。

砂粒・石英

灰責褐色

普通

25%
P137

不

須 恵 器

B(29)
C 59

底部 は平底で,体著Ыよ内彎 しなが

ら外上方へ立 ち上がる。

底部 回転ヘ ラ削 り,体部水挽

き,体部下端 回転ヘ ラ削 り。

砂粒 。長憑・雲母

灰 白色

普通

40%
P142

須 恵 器

B(133)
C 105

体部は内彎 しなが ら外上方へ立 ち

上が り,底部が突出 している。

胴部面・外面横ナデ。 砂粒・石英・長石

灰褐色

普通

20%
P130

器

器

土

市

形

自

甕

土

(72)
(136)

底部 は平底で,胴部 は内彎 しなが

ら外上方へ立 ち上がる。

胴部外面ヘラ削り,胴部内面

ナデ。

砂粒 ・看英・雲母

赤褐色

普通

10%
P129

第68図

25

高台付不形

土器

上 師 器

B(19)
D 83

高台は外下方へのびる。 高 台は貼 り付け,高台内・外

面横ナデ。

砂粒・雲母

にぶい橙 色

普通

40%
P131

内面黒色処理

高 台付不形

土器

上  師 器

B(32)
D 71

体部は内彎しながら外上方へ立ち

上がり,高台は外下方へのびる。

体部水挽 き,高台貼 り付け ,

高台内・外面積ナデ。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

30%
P134

内面黒色処理

高台付 lTN形

土器

土 師 器

B(18)
D 59

高台は外下方へ のびる。 高台貼 り付け,高 台内・外面

横ナデ。

砂粒・スコリア

灰褐色

普通

20%
P133

-90-



3 4

D              10Cm

７
ヽ
＝
６

第66図 第24号住居跡出土遣物実測図 (1)
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第67図 第24号住居跡出土遺物実測図 (2)
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図版
番号

器   種 法畳 (C聡 ) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 焼成 備   考

第68図

28

高 台付杯形

土器

土 師 器

B(23)
D 88

体部は内彎 しなが ら外上方へ立 ち

上が り,高台は外下方へのび る。

体部水挽き,高台は貼り付け

高台内・外面横ナデ。

砂粒・雲母

明褐灰色

普通

40%
P135

内面黒色処理

高台付不形

土器

土 師 器

B(30)
D 74

体部は内瞥気味に外上方へ立ち上

がり,高台は外下方へのびる。

体部水挽 き,高台貼 り付 け ,

高台内・外面横ナデ。

砂粒・石英 ・長石

雲母

橙色

普通

40%
P132

高 台付不形

土器

土  師 器

A(126)
B(22)

体音Ⅲま外反 しなが ら大 きく開いて

立 ち上が る。

体部水挽 き。 砂粒 ・石英

淡橙 色

普通

40%
P241

内面黒色処理

第24号住居跡出土土製品解説表

図版番号 名 称 台帳番号 長さ×幅0→ 孔 径 lcn 重量 (g) 備 考

第 68図
管状土錘 D P27 6.6)(2.6 0。 7

，
′

100
雨 サ

つ
々 D P28 6.2× 29 0.5

もυン

球状土錘 D P25 2.7X3.0 0.9
上υυ

,

一 サ

D P26 2.8X2.8 0.7
100
-→

＼ ⑥
‐Ｑ

＼

③
〔
―――ｌ
ｕ

⑥
〔
暇
一

o           5cm

⑥

Ｑ

0             10Cm

第68図 第24号住居跡出土遺物実測図 (3)

第25号住居跡 (第69図 )

本跡は,調査区の B315区 を中心に確認された住居跡で,第 27号住居跡の北側 2.5mに 位置 し

ている。本跡は,北東側で第41号住居跡 と西側では第24号住居跡 と重複 しているが,いずれも本

跡の床面が切 られていることと出土遺物か ら本跡の方が古い遺構である。
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平面形は,本跡の北側がエ リア外にかかっているため推定 となるが,長方形を呈し,南壁の長

さ4.75mで ,主軸方向はN-12生 wを指すものと思われる。壁は,前述したように他の遺構 との

重複とエリア外にかかっているため東壁の南側部分から南壁しか明確にできなかった。東壁・南

壁は締まりのあるロームで,垂直に立ち上がっている。壁高は45～ 48cmである。壁下には,壁溝

が上幅11～ 14cm・ 深さ5～ 8 cmの規模で周回している。床面は,東側 と西側の一部が,前述した

ように,重複のため切 られているが,残存する床面は,ロ ームが硬 く踏み固められており,農家

の上間のように硬い。ピットは,11か所検出されているが,本跡に伴 うピットは, Pl～ P9の 9

A 26.4m

B 26.4m

C-26.4m

D               2m

Ｅ
守
．Ｃ
Ｎ
Ｉ

Ⅶ
Ｉ

第69図 第25号住居lj実測図
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か所で,PЮ ・ Pllは ,重複する第24号住居跡のピットである。P2° P8° P9は ,配列や規模か

ら主柱穴と思われ,長径36～ 70cm・ 短径31～ 47Cmの規模を有している。P3～ P7は ,長径28～ 40

cm・ 短径25～ 31cm。 深さ14～ 32cmで,規模や配列から補助柱穴と思われる。中央部からやや東側

に位置するPlは ,「 長径80Cm・ 短径64 Cm・ 深さ57Cmで,本跡内でも最大規模を有するピットである

が性格は不明である。

覆土は, 2層 からなり,上層にローム粒子・焼土粒子・炭化粒子を極少量含む暗褐色上が,下

層にローム粒子・ローム小ブロックを極少量含む褐色上が自然堆積 している。

遺物は破片が多く,土師器片710点 ,須恵器片150点,鉄製品 1点,土製品 2点が出上している。

本跡の南東コーナー菩るの床面から土師器の甕形土器 (第70図 1)の口縁部片と不形土器 (第70図

3)が出土している。

本跡は,出土遺物から古墳時代の鬼高期に比定されるものと思われる。

て

く

o           10Cm

第70図 第25号住居Lti出 土遺物実測図

o               5cm
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図版
番号

器   種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備  考

第70図

1

甕 形 上 器

土 師 器

A(230)
B(80)

胴部は九く張り, 口縁部は外反す

る。

口縁部 内・外面横ナデ,胴部

内・ 外面ナデ。

砂粒・雲母

浅黄橙色

普通

5%
P145

2

甕 形 土 器

土 師 器

A(230)
B(61)

口縁部 は外反 して立 ち上が る。 日縁部内・外面横ナデ。 砂粒・ 雲母

灰褐色

普通

5%
P146

3

j7h形 土 器

土 師 器

A(123)
B 36

底部は九底全 体部は内彎しながら大き

く開いて立ち上がり,日 縁部は内傾する。

外面の日縁部と体部の境に後を有する。

口縁部内・外面横ナデ,体部

外面ヘラ削り,体部内面積ナ

:テ
゛
。

砂粒・_T母

にぶい橙色

普通

45%
P147

4

甕 形 土 器

土 師 器

B(51) 口縁部 は外反 して立 ち上が る。 口縁部 内・外面横 ナデ。 砂粒・長石・婁母

浅黄橙色

普通

5%
P246

5

士空

器

頸

恵

長

須

B(77) 頸部は外反しながら外上方へ立ち

上がり日縁部へ至る。

頸部水挽 き。 砂粒

灰色

普通

5%
P155

6

FFN形 土 器

土 師 器

A(150)
B(40)

体部 は槽 しながら大きく開き,日縁

部は外反気味に立 ち上が る。外面

の 口縁部 と体部の境に稜 を有するぞ

口縁部内・外面横ナえ 体部

外面ヘラ削り,体部内面積ナ

デ。

砂粒

褐灰色

普通

Ю%
P247

7

ITh形 土 器

土 師 器

A(12.2)

B(36)
体吉辟ま内彎しながら大きく開いて立ち

上がり,日綴細ますよt遵 する。外面

の日縁部と体剖∽場に稜を有する。

口縁部内 ,外面横ナえ 体部

外面ヘラ削り,体部内面積ナ

デ。

砂粒

黒褐色

普通

10%

P152

第25号住居跡出土土器観察表

第25号住居跡出土土製品解説表

図版番号 名 称 台帳番号 長さ×幅 (cm) 孔径 (cm) 重量 (g) 備 考

第 70図
8 管状土錘 D P30 (3.5)× 2.5 0.5 (24) 40%

9 球状土錘 D P29 1.6× ユ 0.7 100%
一 方 穿 孔

鉄製品 (第70図 )

10は鏃 で,茎部及び穂の下部は欠損 している。法量は現存長7.8Cm。重さ18.5gで ある。

第26号住居跡 (第71図 )

本跡は,調査区の中央部 B3g4区 を中心に確認された住居跡で,第 23号住居跡の北東側3.7m

に位置 している。本跡は,東コーナー部で第27号住居跡と,北側で第24号住居跡 と重複 している。

本跡 との新旧関係については,出土遺物や土層断面図を検討 した結果,いずれも本跡の方が古い

遺構 と判断される。
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第71図 第26号住居跡実測図
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マ      s
0               10cm

第72図 第26号住居跡出上遺物実渕図 (1)
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0            5cm

司 プ

o              10Cm

第73図 第26号住居 LTl出 土遺物実測図 (2)

平面形は,長軸4.04m・ 短軸3.92mの方形を呈 し,主軸方向はN-18生 wを指 している。壁は,

締まりのあるロームで,ほぼ垂直に立ち上がっている。北東壁 。南東壁の一部は,前述 したよう

に第27号住居跡 と重複 してお り,そ の部分の壁高は36～ 39Cm,そ の他の北東壁から南東壁,更に

南西壁は53～ 56Cmである。北西壁は,第24号住居跡 と重複 しているため検出できなかった,壁下

には,上幅14～ 40om。 深さ 6～ 14cmの壁溝が全周 している。床面は,全体的に平坦で, ピットに

囲まれた内側はロームが硬 く踏み固められている。ピットは, 4か所検出され,長径43～ 55Cm。

短径36～ 45Cm。 深さ31～ 44cmの 規模 を有している。 P4は ,やや カマ ド寄 りに位置しているが ,

Pユ ～ P4は,規模や配列か ら,いずれも主柱穴 と思われる。カマ ドは,北西壁のほぼ中央部に付

設されていたが,天丼部・袖部は調査時には崩れてお り,規模等は不明である。規模 を推定する

と,長さは110Cm・ 幅 77cmで ある。火床は,長径79cm。 短径43cmの 不整楕円形 を呈し,床面を深

さ19cmほ ど掘 り込んでいる。

覆土は, 3層か らな り,凹 レンズ状に自然堆積 している。上層には焼土粒子 を極少量含む黒

褐色土が,中層にはローム粒子を極少量含む暗褐色上が,下層にはローム粒子少量・焼土粒子極

少量含む暗褐色上が堆積 している。
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遺物は,土師器片614点 ,須恵器片216点 ,土製品 2点,縄文式上器片 5点,弥生式上器片 2点

が出上している。縄文式土器片,弥生式土器片は周囲からの流れ込みと思われ,覆土上層から出

土しており,本跡に伴 う土器片は,壁寄 りの覆土下層から床面にかけて出土している。

本跡は,出土遺物から平安時代の 9世紀中頃に比定されるものと思われる。

第26号住居跡出土土器観察表

版
号

図
番 器  種 法量(cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図７２

１

第 器

器肌
師

甕

土

19 7

(308)

胴言Ыよ長 胴 を呈 し,胴部上位 に最

大径 を有す る。 日縁音Ыよ外反 して

立 ち上が り, 日縁端著Ыよ上方 につ

まみ出 されている。

口縁部内・外面横 ナデ,胴部

外面ナデ。下位縦位 のヘ ラ磨

き,胴部内面ヘ ラナデ。

砂粒 ・石 英・長石

雲母

暗赤褐 色

普通

40%
P157

3

器

器肌
師

蓑

土

A(217)
B 86

月同部 は九 く張 り, 国縁部は「 く」

の字状に開 き,日 縁端部 を上方に

つ まみ 出 している。

口縁部内・外面横ナデ,胴部

内・外面ナデ。

砂 粒・石 英・雲母

にぶい橙色

普通

5%
P16]

4

器

器

土

雨

形

宮

甕

土

A(210)
B(79)

】同部は九 く張り, 日縁部は 「く」

の字状に開く。

日縁部内・外面積ナデ。胴部

内・外面ナデ。

母雲石長粒

色

通

砂

橙

普

10%
P158

41
器

器疵
師

甕

土

A(134)
B(106)

胴部 は九 く張 り,口 縁部は「 く」

の字状 に開 き,端言Ыよ上方につ ま

み出 されている。

口縁部内・外面横ナデ。胴部

内・外面ナデ。

砂粒・長石・雲母

灰赤色

普通

15%
P160

5

高 台 付 不

陶   器

B(19)
D(81)

体部 は内彎 して外上方へ立 ち上が

る。高 台は外下方へのびる。

体部水挽き。高台は貼り付け

高台内・外面横ナデ。

砂粒

にぶい橙 色

良好

10%
P169

蓋

須 恵 器

A(146)
B(19)

天丼部 は 口縁部 に向か ってなだ ら

か に下降 し,日 縁部 は外下方に屈

曲す る。

天丼部回転ヘラ削り,内・外

面水挽き,ロ クロ回転は右。

砂粒・雲母

灰黄褐色

普通

20%
P165

第73図

7

甕 形 土 器

土 師 器

A(212)
B(66)

胴部 は丸 く張 り,口 縁部 は外反 し

なが ら立 ち上が り,日縁端部 を上

方へつ まみ 出 している。

口縁部内・外面積ナデ,胴部

内・外面ナデ。

砂粒・雲母

明赤褐 色

普通

5%
P159

杯

須  恵 器

A(145)
B(37)

体部 は内管気味に外上方へ立 ち上

が り, 日縁部 はわずかに外反す る

体部水挽 き。 砂粒・石英・雲母

明褐灰色

普通

30%
P162

9

邪

須  志 器

A(120)
B 38
C 61

底部 は平底 で,体部はほぼ直線的

に外上方へ立 ち上が り,日縁部は

わずか に外反す る。

底部は手持 ちヘ ラ肖Jり ,体部

は水挽 き。体部下端手持 ちへ

ラ肖」り。

砂粒 。長石・雲母

褐灰色

普通

40%
P166

簑

須 恵 器

A(250)
B(58)

胴部 はほぼ直線的に外上方へ立 ち

上が り,日 縁部 は横 に開 く。

口縁部内・外面積ナデ,胴部

外面維位の平行 叩 き,胴部 内

面ナデ。

石長粒

色

通

砂

灰

普

・雲母 5%
P163

11

ITN

須 恵 器

A(122)
B  44
C(51)

底部は平底で,体音隅ま直線的に外

上方へ立ち上がる。日縁部はわず

かに外反する。

底部手持ちヘラ削り,体部水

挽き。

砂粒・長石

褐灰色

普通

20%
P168

j7h

須 恵 器

A(142)
B 40
C(80)

底部 は平底 で,体部は直線的に外

上方へ立 ち上が る。

底部手持 ちヘ ラ削 り,体部水

挽 き。体部下端手持 ちヘ ラ削

り。

砂粒・雲母

明褐灰色

普通

40%
P167
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図版
番号

器  種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第73図

13

高 台付 不

須 恵 器

A(104)
B 41
D(74)

体言μま直線的に外上方へ立 ち上が

る。高台は外下方へのびる。

体部水挽き,高台貼り付け,

高台内・外面積ナデ。

砂粒・石英 。長石

灰色

普通

％

‐６

３０

Ｐ

第26号住居跡出土土製品解説表

図版番号 名  称 台帳番号 長さ×幅 (Cm) 孔径 (Cm) 重量 (g) 備  考

第 73図
14 管状土錘 D P31 6.4× 2.5 0.5

100ワろ
一方穿 孔

D P32 (4.3)× 2.7 0,7 (23) 30夕ろ

第27号住居跡 (第74図 )

本跡は,調査区の中央部 B3h5区 を中心に確認された住居跡で,第34号住居跡の西側 0.5mに

位置している。本跡は,北西コーナーで第26号住居跡 と重複 しているが,上層断面図や出土遺物

を検討 した結果,本跡の方が新 しい遺構 と判断される。

平面形は,本跡の中央部から南側半分がエ リア外にかかっているため不明確であるが,推定で

方形を呈し,東西の長さは6.03mで ,主軸方向はN-15生 Wを指す ものと思われる。壁は,締ま

りのあるロームで,東壁はほぼ垂直に,北・西壁は外傾 して立ち上がっている。壁高は35～ 43cmで

ある。壁下には,上幅17～ 22cm・ 深さ 7～ 15Cmの壁溝がカマ ド及び北壁のカマ ドの左側 を除いて

周回している。床面は,ややゆるやかな起伏がみられ,カ マ ドの手前部分及びピットに囲まれた

内側はロームが硬 く踏み固められている。ピットは, 3か 所検出され, P2・ P3が規模や配列か

ら主柱穴の一部 と思われる。主柱穴は,長径 52・ 57Cm。 短径43・ 52cm・ 深さ33・ 51Cmの規模であ

る。 Plは ,長径 36cm。 短径艶cm.深さ15cmの規模 を有し,補助柱穴 と思われる。カマ ドは,北

壁のほぼ中央部に付設され,天丼部は崩れているが,袖部は,粘土に山砂 を混ぜて構築し,更に

土師器片を補強に使用 している。袖部の内側はよく焼けて焼土化 している。長さ207Cm。 幅 126Cm・

焚口部幅54cmほ どで,掘 り方は,壁 を幅50Cmで89読 ほ ど切 っている。火床は,熱 を受けて赤化

してお り,長径87Cm・ 短径37Cmの楕円形を呈し,床面を18Cmほ ど掘 り込んでいる。

覆土は,上層か ら下層にかけてローム粒子・焼土粒子・炭化粒子を極少量含む暗褐色上が自然

堆積 している。

遺物は,土師器片524点 ,須恵器片217点が住居跡全域の覆土か ら出上 している。カマ ド内から

土師器の甕形土器 (第75図 1),(第 75図 2)が出上している。

本跡は,出土遺物か ら平安時代の 9世紀後半に比定されるものと思われる。
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第27号住居跡出土土器観察表

図版
番号

器  種 法量(Cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第75図

1

器

器腔
師

甕

土

A 207
B(186)

胴部 は丸 く張 り,日縁部は外反 し

て立 ち上が る。 口縁端言Ыよ上方へ

つ まみ出されている。

口縁部内・外面横ナデ,胴部

内・外面ナデ。

砂粒 ・長看・雲母

にぶい橙色

普通

50%
P170

器

器

土

Ｆ

形

旨

甕

土

A(144)
B(110)

胴部は九 く張 り, 日縁部 は外反 し

なが ら立 ち上が り,端部 を上方 に

つ まみ出 している。

口縁部内 ,外面横ナデ,胴部

内・外面ナデ。

粒

色

通

砂

橙

普

・雲母 25%
P171

3

甕

須 恵 器

Ａ

Ｂ

(270)

(16 5)

胴部 は内彎 しなが ら外上方へ立 ち

上が る。 日縁部は横に短 く開 き,

端部 を内側 に折 り返 している。

口縁部 内・外面横ナデ,胴部

外面叩 き目,下位横位 のヘ ラ

削 り,内 面横ナデ,輪積痕 。

砂粒 。長石 ・雲母

灰褐色

普通

40%
P174

4 器歯
い

甕

須

A(259)
B(62)

胴部はほぼ長胴を呈し, 日縁著卜は

横に開き,外側に面を有する。

口縁部 内 ,外面積ナデ,胴部

外面縦位の平行叩 き,胴部 内

面横ナデ。

砂粒・石英・雲母

灰黄褐色

普通

5%
P175

5

不

須  恵 器

A 138
B 43
C(80)

底部 は平底で,体部は内彎気味に

外上方へ立 ち上が る。

底部 回転ヘ ラ切 り。体部水挽

き,横ナデ。

砂粒・長石・雲母

にぶい黄橙色

普通

50%
P177

6

高台付不形

土器

土 師 器

A  137
B 34
D 58

底部は平底で,高台は外下方への

びる。体部は内彎しながら大きく

開いて立ち上がり,日縁部はわず

かに外反する。

体部水挽き,体部内面ヘラ磨

き,高台は貼り付け,高台内
・外面積ナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

80%
P172

内面黒色処理

7

高台付不形

土器

土 師 器

B(29)
D(63)

底部 は平底 で,高台は外下方への

びる。体部 は内彎 しなが ら大 き く

開いて立 ち上が る。

体部水挽き,高台は貼り付け

高台内・外面積すデ。

砂粒・長石・雲母

にぶい黄橙色

普通

40%
P173

8

高台付j7N

須 恵 器

B(27)
D  76

体都は内彎気味に外上方へ立ち上

がり,高台は外下方へのびる。

体部水挽き,高台は貼り付け

高台内・外面横ナデ。

砂粒・雲母

灰黄褐色

普通

40%
P176

第76図

9

不

須 恵 器

A(132)
B 58
C(56)

体部 は内彎気味に外上方へ立 ち上

が り,日 縁言卜はわずかに外反す る。

底部手持 ちヘ ラ肖Jり ,体部水

挽 き,日 縁部横ナデ,体部下

端手持 ちヘ ラ削 り。

砂粒 。長石

暗灰責色

普通

20%
P245

不

須 恵 器

A(138)
B   39
C(53)

底部は平底で,体部はほぼ直線的

に外上方へ立 ち上が る。

底部手持ちヘラ削り,体部水

挽き,体部下端手持ちヘラ削

り。

石長・
色

粒

灰

通

砂

褐

普

・石英 40%
P238

17N形 土 器

土 師 器

B(30)
C(62)

底部 は平底 で,体部はほぼ直線的

に外上方へ立ち上が る。

底部手持 ちヘ ラ削 り,体部水

挽 き,体部下端手持 ちヘ ラ削

り。

砂粒・石 英

にぶい褐色

普通

30%
P239

jTh

須 恵 器

A(148)
B 40
C(80)

医部 は平底 で,体部 は直線的に外

上方へ立 ち上が り, 日縁部 はわず

かに外反す る。

底部 回転ヘ ラ切 りの後手持 ち

ヘ ラ削 り,体部水挽 き,体部

下端手持 ちヘ ラ削 り。

粒

色

通

砂

灰

普

・石 夫・長石 20%
P178

不

須  恵 器

B(35)
C 71

底部は平底で,体部はほぼ直線的

に外上方へ立 ち上が る。

底部 回転ヘ ラ切 り,体部水挽

き,体部下端手持 ちヘ ラ削 り

粒

色

通

砂

灰

普

石英・長石 30%
P179

lTh

灰 釉 陶 器

A(164)
B(43)

体部は内彎気味に外上方へ立 ち上

が り, 日縁端部 はわずかに外反す

る。

体部水挽 き。 砂粒

灰 白色

普通

10%
P180

内面に施釉
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第76図 第27号住居跡出土遺物実測図 (2)

第27号住居 Ltl出 土土製品解説表

図版番号 名  称 台帳番号 長さX幅 (Cm) 子し牟登 (cm) 重量 (g) 備  考

紡 錘 車 D P39 (6.6)× 1.4 (0.8) (24)
須 恵器

第28-A号住居跡 (第77図 )

本跡は,調査区の西部 B2g6区 を中心に確認された住居跡で,第 10号住居跡の東側4.6mに 位

置 している。本跡は,当遺跡の中でも重複の激 しい住居跡の一つで,東側で第28-B号住居跡 ,

南西側で第29号住居跡の床面を切 っていることか ら,本跡の方が新 しく,北西側でも第11-A号

住居跡 と重複 しているが,出土遺物から本跡の方が新 しい遺構 と判断される。

平面形は,長軸3.96m・ 短軸3.86mの方形を呈 し,主軸方向はN-0° を指 している。壁は,締

まりのあるロームで,ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は,北壁が25Cm前後で,そ の他の壁は

若干低 く5～ 15cmである。床面は平坦で,特に,ピ ットに囲まれた内側はロームが硬 く踏み固め

られている。ピットは, 5か所検出され, Pl・ P2・ P4・ P5は ,ほ ぼ方形状に配列され,規模

か らも主柱穴と考えられる。主柱穴は,長径24～ 32cm・ 短径 23～ 31cm。 深さ24～ 49cmの 規模 を有

している。 P3は ,長径凱cm・ 短徹 8cm・ 深さ36cmの 規模で,位置から出入口施設に関するピット

と思われる。カマ ドは,北壁のほぼ中央部に付設されていたと思われるが, トレンチャー等の撹

乱のため山砂・焼土粒子が少量残っているだけで,規模等については不明である。確認できた長

さは65cm・ 幅48cmである。

覆土は,ロ ーム粒子少量,焼土粒子・炭化粒子極少量含む黒褐色上が堆積 している。本跡は,

覆上中層から下層にかけて焼土粒子・炭化材が少量検出されていることから焼失家屋 と考えられる。
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形の不形土器 (第78図 4)が出土している。

本跡は,出土遺物から古墳時代の鬼高期に比定されるものと思われる。

第28-A号住居LII出 土土器観察表

第28-B号住居跡 (第77図 )

本跡は,調査区の西部 B2g6区 を中心に確認された住居跡で,第30号住居跡の北西側 1.3mに

位置している。本跡は,西側で第28-A号住居跡に切 られている。更に南西側で第29号住居跡 ,

北西側で第11-A号住居跡 とも重複しているが,出土遺物か ら本跡の方が新 しい遺構 と判断され

る。

平面形は,推定で長軸516m・ 短軸5.05mの方形を呈 し,主軸方向はN-28生 wを指す ものと

思われる。壁は,北西壁の北東コーナー部側,北東壁・南東壁が締まりのあるロームでほぼ垂直

に立ち上がっているが,そ の他の壁は,重複や撹乱のため不明である。壁高は25～ 40cmである。

床面は, トレンチャーによる撹乱を南北に30Cmほ どの間隔で受けているが,撹乱されていない床

面は,多少凹凸がみられ,ロ ームが硬 く踏み固められている。本跡に伴 うピットは, 3か 所検出

版
号

図
番 器  種 法量(Cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図７８

１

第 器

器殊
師

甕

上

A(218)
B 366
C 100

底部は平底で,胴部は内彎しなが

ら外上方へ立ち上がり上位から内

傾する。口縁部は「コ」の字状を

呈する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部

内・外面ナデ。

砂粒 。長石

にない橙色

普通

70%
P182

磨滅気味

2

甑 形 土 器

土 師 器

A 250
B 292
C 109

胴部 は内彎気味に外上方へ立 ち上

が り,日縁部は外反 しなが ら立 ち

上が る。底部は正 円状 に抜けてい

る。

口縁部内・外面積ナデ,胴部

外面ナデ後縦位のヘラ磨き,

胴部内面ナデ。

砂粒 。長石・石英・

雲母

浅黄橙色

普通

％

‐８

９５

Ｐ

3

甕 形 土 器

土 師 器

B(229)
C(90)

底苫Ыよ平底で,胴部は丸く張り,

最大径は胴部中位よりやや上にあ

る。日縁部は外反して立ち上がる。

日縁部内・外面横ナデ,胴部

内・外面ナデ。

砂粒 。長石・雲母

にぶい橙 色

普通

70%
P181

磨滅気味

4

邪 形 土 器

土  師 器

Ａ

Ｂ

84
45

底部は九底で,体部は内彎しなが

ら大きく開いて立ち上がり,日縁

部は内傾する。外面の回縁部と体

部の境に稜を有する。

日縁部内・外面積ナデ,体部

外面ヘラ削り,体部内面横ナ

|「。

砂粒・雲母

明赤褐色

普通

％

‐８

９５

Ｐ

5

器

器雅
師

甕

土

(156)

(111)

底部 は平底 で,胴部は内彎 しなが

ら外上方へ立 ち上がる。

胴部外面針位のヘラ磨き,胴
部内面ナデ。

砂粒・石英・ 長石

灰褐色

普通

％

‐８

２０

Ｐ

第28-A号住居跡出土土製品解説表

図版番号 名  称 台帳番号 長さ×幅 (Cm) 孔径 (Cm) 重量 (g) 備  考

第 78図
6 球状土錘 D P33 2.3× 3.0 0.6 (17)

９５

一
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され,配列や規模か らP6° P7が主柱穴 と考えられる。主柱穴は長径 31・ 59Cm。 短径 29・ 46Cm・

深さ31・ 57Cmの 規模 を有 している。

覆土は, 自然堆積の様相 を呈 している。ローム粒子 を少量,焼土粒子・炭化粒子 を極少量含む

黒褐色上を主体に,壁際にはローム粒子 を少量含む褐色上が堆積 している。

遺物は少な く,土師器片24点が出上 しただけで,中央部からやや北側 コーナー部寄 りの床面か

ら土師器の不形土器 (第79図 3)が出上 している。

本跡は,出土遺物から古墳時代の鬼高期に比定されるものと思われる。

第28-B号住居跡出土土器観察表

版
号

図
番 器  種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・ 色詞・ 焼成 備  考

第79図

1

器

器殊
師

甕

土

Ａ

Ｂ

(218)

(10 4)

胴部は丸 く張り,日 縁部は外反し

て立ち上がる。

口縁部内・外面積ナデ,胴部

内・外面ナデ。

砂粒・長石

灰褐色

普通

20%
P186

器

器殊
師

不

上

Ａ

Ｂ

(153)

(40)
体部は内彎気味に大きく開いて立

ち上がり,日縁部は短 く直立する

日縁部内・外面横ナデ,体部

外面ヘラ肖Jり ,体部内面横ナ

|ド。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

20%
P189

3

ITN形 土 器

土 師 器

A(138)
B 42

底部は九底で,体部は内彎しなが

ら大きく開いて立ち上がり,日縁

部は短くほぼ直立する。

口縁部内・外面横ナデ,体部

外面ヘラ削り,体部内面ナデ

砂粒・雲母

にぶい赤褐色

普通

80%
P187

4

不 形 上 器

土 師 器

B(49) 底部は九底で,体部は内彎しなが

ら大きく開いて立ち上がる。

体部外面ヘラ削り,体部内面

横ナデ。

砂粒・雲母

にぶい赤褐色

普通

60%
P188

0             10cm

第79図 第28-B号住居跡出土遺物実測図
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第29号住居跡 (第81図 )

本跡は,調査区の西部 B2g5区 を中心に確認された住居跡で,第 10号住居跡の南東側 2.3mに

位置している。本跡のカマ ドが第11-A号住居跡の南側に構築 されていることから本跡の方が新

しい。更に本跡の北東側が第28-A号住居跡に切 られていることから,本跡の方が古 く, また
,

同じ北東根」で第28-B号住居跡 とも重複 しているが,出土遺物か ら,本跡の方が古い遺構 と判断

される。

調査 した部分から推定すると,平面形は,方形 を呈するもの と思われ,南西壁の長 さ4.53mで ,

主軸方向はN-23生 wを指 している。壁は, トレンチャーにより撹乱されている部分が多いが ,

それ以外は締まりのあるロームで,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。壁高は23～ 27Cmである。床面

は,全体的に撹乱されている部分が多く,凹 凸がみられるが,協乱されずに残存する床面は硬 く

踏み固められている。ピットは, 5か所検出されている。 P2がやや南東壁寄 りであるが, P3・

P5と ともに主柱穴と思われ,長径24～ 40cm・ 短径 23～ 34cm・ 深さ38～ 46cmの規模 を有 している。

P4は,直鶴 ∝m。 深さ54cmの規模 を有 しているが,位置から補助柱穴 と思われる。住居跡中央部

の Plは ,長傲 雛m。 短径 34 cm・ 深さ53cmの 規模 を有 しているが性格は不明である。カマ ドは,北

西壁のほぼ中央部に付設され,天丼部は崩れている。袖部は,一部崩れているが,山砂に礫 を少

量混入させて構築し,内側は,熱を受けて焼土化 して硬 く,一部炭化材 も検出されている。規模

は,長 さ120cm・ 幅97cm・ 焚口郡幅41cmである。掘 り方は,壁を幅33cmで 25cmほ ど切 り込んでいる。

火床は,床面を20cmほ ど掘 り込んでいる。

覆土は, 2層 か らなり,上層にローム粒子少量,焼土粒子・炭化粒子を極少量含む黒褐色上が ,

下層に焼土粒子中量,山砂・ローム粒子極少量を含む暗褐色土が 自然堆積 している。

遺物は,土師器片153点,弥生式上器片 2点が覆土か ら出上 している。

本跡は,出土遺物から古墳時代の鬼高期に比定 されるものと思われる。

第29号住居跡出土土器観察表

版
号

図
番 器  種 法量 (CIn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図８０

１

第 器

器疵
師

不

土

A(150)
B(26)

体部は内彎 しなが ら大 き く開いて

立ち上が り,日 縁部 は内彎気味に

外上方へ立 ち上が る。

口縁部内・外面横ナデ,体部

外面ヘラ削り,体部内面積ナ
IF。

粒

色

通

砂

橙

普

スコリア ％

‐９

Ю

Ｐ

フ
I

0             10Cm

第80図 第29号住居跡出土遺物実測図
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第81国 第29号住居跡実測図

第30号住居跡 (第83図 )

本跡は,調査区の中央部よりやや西側の B2h8区 を中心に確認された住居跡で,第28-B号住

居跡の南東側1,3mに位置している。本跡は,南東側で第15号住居跡 と重複 しているが,本跡の床

面上に第15号住居跡の統乱を受けたカマ ドが検出されていることか ら本跡の方が古い遺構 と判断

される。

本跡の平面形は,重複 とトレンチャーによる撹乱のため推定 となるが,方形を呈 し,北西壁の

長さが5.22mで ,主軸方向はN-32生 wを指す ものと思われる。壁は,撹乱などを受けている部

―-26.Om
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分が分く,北 コーナー部か ら北西壁及び南西壁にかけてしか確認できなかった。壁は,ほ ば垂直

に立ち上が り,壁高は19～ 23cmである。床面は, 多少凹凸がみられ,撹乱を受けていない部分は

比較的硬 く踏み固められている。ピットは, 6か所検出されているが,本跡に伴 うピットは,Pl・

P4・ P6の 3か 所 と思われ,長径24～ 38cm・ 短径24～ 36Cm・ 深さ24～ 68cmの 規模 を有 している。

カマ ドは,北西壁のほぼ中央部に付設され,天丼部は崩れているが,袖部は,少量の山砂 を含む

粘土で構築されている。長 さ140cn・ 幅118cm。 焚 口部幅 58cmで ある。掘 り方は,壁を幅68cmで

33cmほ ど切 り込んでいる。火床は,床面を13cmほ ど掘 り込んでいる。

覆土は,撹乱 を受けている部分がみられるが, 自然堆積の様相 を呈 している。上層にはローム

粒子・焼土粒子 を極少量含む暗褐色上が,下層にはローム粒子・焼土粒子 を極少量含む黒褐色土

が
'佐

積 している。

遺物は破片が多く,土師器片 144′ミ,須 恵器片43点,陶器片 1点,土製品 1点が覆土から出土 し

ている。

本跡は,規模やカマ ドが付設されていることか ら古墳時代の鬼高期以降 と思われる。

0              10cm

第82図 第30号住居跡出土遺物実測図

第30号住居跡出土土器観察表

図版
番号

器   種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図８２

１

第 器

器雅
師

甕

土

B(51)
C(69)

底部 は平底 で,胴部は内彎 しなが

ら外上方へ立 ち上が る。

胴都外面ヘラ削り,胴部内面

ナデ。

砂粒 。長石・雲母

赤褐色

普通

109う

P191

底部に木葉痕

2

簑 形 上 器

土 師 器

B(30)
C(70)

区部 は平底 で,胴部は内腎気味に

外上方へ立 ち上がる。

胴部外面ヘラ肖Jり 。胴部内面

ナデ。

砂粒・雲母

にない橙色

普通

5%
P192

底部に木棄痕

第30号住居跡出上土製品解説表

図版番号 名  称 台帳番号 長 さ×幅(cm)1孔径 (cm) 重量 (g) 備 考

第 82図
3 球状土錘 D P34 2.9× 3.0 07

９５

一
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0              1m

第83図 第30号住居跡実測図

B'

B'

0              2m

第32号住居跡 (第84図 )

本跡は,調査区の中央部か らやや西側の B

2g9区 を中心に確認された住居跡である。本

跡は,北東側で第21号住居跡,東側で第13号

住居眺 南東側で第14号住居眺 南西側で第15号

住居跡 とそれぞれ重複 してお り,出土遺物か

ら,本跡はいずれの住居跡よりも古い遺構で

あると判断される。

本跡は,こ れらの重複のため壁は不明で,

ピットも検出されず,炉が検出されているだ

けで,平面形・規模等は不明である。炉は,

南側の一部が第15号住居跡により切 られてい
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るが,平面形は,推定で長径92Cm・ 短径58cmの不整楕円形 を呈 し,床面を深さ13cmほ ど皿状に掘

りくばめ,炉の中央部には土師器片を半円形状に二重か ら二重に廻 らした『土器片囲い炉』であ

る。炉内には,上層に焼土粒子 。焼土小ブロックを少量含む暗褐色土が,下層に焼土粒子 を多量

含む明赤褐色上が堆積 している。炉床は,ロ ームが熱を受けて焼土ブロック化 してお り,炉壁も

赤化 している。

なお,本跡は,炉だけしか確認できなかったが,出土遺物か ら時期等を判別することができた

B 25.8m       二

第84図  第32号住居跡炉実測図

ため住居跡 とした。

遺物は,炉内から上師器片

23点が出上 している。これら

の上師器片は,いずれも『土

器片囲い炉』に使用された土

師器の大形甕形土器 (第85図

1)の胴部片である。

本跡は,出土遺物か ら古墳

時代の五領期に比定されるも

の と思われる。

0               1m

いく

Ｅ

∞
．
め
劇
Ｉ
Ｉ

Ｉ

く

Cm

第85図  第32号住居跡出土遺物実測図

第32号住居跡出土土器観察表

版
号

図
番 器  種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

第85図

1

甕 形 土 器

土 師 器

胴部は九 く張る。 胴部外面斜位のハケロ,胴部

内面ナデ。

砂粒

浅責橙 色

普通

Ю%
P193
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第33号住居跡 (第34図 )

本跡は,調査区の中央部よりやや西寄 りのB2f8区 を中心に確認された住居跡で,第30号住居

跡の北側0.8mに 位置している。本跡の東側には,第 12号住居跡が重複している。

平面形は,推定で,長軸5.09m・ 短軸4.92mの方形を呈し,主軸方向はN-0°を指している。

壁は,締まりのあるロームで,大半が トレンチャー等による撹乱を受けているが,北壁及び西壁

から南壁の南西コーナー部は比較的原形を保っており,外傾 して立ち上がっている。壁高は,北

壁が36cm前 後,西壁及び南西コーナー部は21～ 36cmである。また,東壁及び南壁の大半は,前述

したように第12号住居跡と重複しているため明確にできなかった。床面は,全体的に凹凸がみら

れ,住居跡全域にわたりほぼ50cm間 隔で井桁状に撹乱されている。撹乱を受けない床面は,明瞭

にロームが硬 く踏み固められている。本跡に伴うピットは, 5か所検出され,P3はやや規模が

大きいが, Pl～ P3・ P5t謝難碁翻己列から主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は,長径27～ 75Cm・

短径26～ 62cm。 深さ22～ 74cmである。カマ ドは,北壁のほぼ中央部に付設されていた。天丼部・

袖部は砂質粘上で構築 された と思われるが,崩 れて規模・形状等の詳細は不明である。長さ102

Cm・ 幅65Cmで,掘 り方は,壁を幅30cmで29Cmほ ど切 り込んでいる。火床は,床面を4 cmほ ど掘 り

込んでおり,ロームが熱を受けて焼土ブロック化している。

覆土は,撹乱されているため堆積状況は不明で,ロ ーム大・小ブロックが多量に混じり,やわ

らかい状態である。

遺物は,重複している第12号住居跡と合せて土師器片858点,須恵器片50点が覆土から出上して

いる。また,カマ ド内の覆土から土師器の邪形土器|(第 86図 1)が出土している。

本跡は,出土遺物から古墳時代の鬼高期に比定されるものと思われる。

て ,多
0               10Cm

第86図 第33号住居 LTl出 土遺物実測図

第33号住居跡出土土器観察表

図版
番号

器   種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・焼成 備  考

図８６

１

第 不 形 上 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

(120)

(36)
体部 は内彎 しなが ら大 きく開いて

立 ち上が り,日縁部は外傾す る。

外面の 口縁部 と体部の境に稜 を有

す る。

回縁部内・外面積ナデ,体部

外面ヘラ削り,体部内面ナデ

砂粒

にない赤褐色

普通

％

‐９

２０

Ｐ

2

不 形 土 器

土 師 器

B(41) 底部は丸底で,体部は内彎しなが

ら大きく開いて立ち上がる。

体部外面ヘ ラ削 り,体部 内面

横ナデ。

砂粒・ 雲母

橙色

普通

％

‐９

３０

Ｐ
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図版
番号

器   種 法量(Cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

図８６

３

第 17N形 土 器

土 師 器

A(102)
B(33)

体部は内瞥しながら大きく開いて

立ち上がり, 日縁端部は九い。

日縁部内・外面横ナデ,体部

外面ヘ ラ削 り,体部 内面ナデ

後維位のヘ ラ磨 き。

砂粒

にぶ い赤褐色

普通

％

‐９

３０

Ｐ

第34号住居跡 (第87図 )

本跡は,調査区のほぼ中央部 B3g7区 を中心に確認された住居跡で,第27号住居跡の北東イ貝!0.5m

に位置している。本跡の中央部か ら北西コーナー部にかけての約45Cm床面上には,第40号住居跡

がほぼ重なるように重複 している。本跡は,覆土上層に第40号住居跡の貼 り床が一部検出され,

また,本跡のカマ ド直上に同住居跡のカマ ドが構築されていることから本跡の方が古い遺構 と判

明した。

本跡は,南西コーナー部を含む南側の一部がエ リア外に延びているが,平面形は,一辺が5,74

mの方形を呈するもの と思われ,主軸方向はN-19生 Wを指 している。壁は,締まりのあるロー

ムで,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。壁高は,北東壁が38～ 71cm,北 西壁か ら南西壁及び南東壁

の一部が54～ 72cmである。壁下には,上幅13～ 22cm・ 深さ 3～ 7 Cmの 壁溝がカマ ドを除いて周回

している。床面は平坦で,特に, ピットに囲まれた内側はロームが硬 く踏み固められている。ピ

ットは, 5か所検出され,配列や規模か らPl・ P2・ P4・ P5が主柱穴 と考えられる。主柱穴は ,

長径36～ 47Cm。 短径33～ 36cm。 深さ30～ 51cmの規模である。 P4は ,直径31cm・ 深さ33Cmの 規模 を

有し,位置などから出入口施設に関連するピットと考えられる。カマ ドは,北西壁のほぼ中央部

に付設されていたが,前述 したように本跡のカマ ドの上部に第40号の住居跡のカマ ドが構築され

ていたため,天丼部は崩れている。袖部は,山砂 を多量に含む粘上で構築 され,内側はよく焼け

て焼土粒子や焼土小ブロックが多量に付着 している。長さ146Cm。 幅 129cm・ 焚口部幅72cmである。

掘 り方は,壁を幅49cmで50Cmほ ど切 り込んでいる。火床は,直径42cmほ どの円形を呈し,床面を

7 Cmほ ど掘 り込んでいる。

覆土は, 3層 か らな り凹レンズ状に自然堆積 している。上層にはローム粒子・焼土粒子 を少量

含み,中層にはローム粒子 。ローム少ブロックを少量含む暗褐色上が,下層にはローム粒子中量・

ローム小ブロックを極少量含む褐色上がそれぞれ堆積 している。

遺物は,住居跡全域から土師器片422′t,須恵器片31′ミ,縄文式上器片 5ィミが出上 している。

縄文式土器片は,周 囲からの流れ込みと思われ,覆土上層か ら出土 している。本跡に伴 う土師器

片・須恵器片は,覆土中層か ら下層にかけて出上 している。カマ ド内か ら土師器の不形土器 (第

88図 7)が,カ マ ドの南東側の覆土から破砕された状態令甑形土器 (第88図 3)が,中央部より

南側覆土から高lTh形 土器 (第88図 8)が出土している。

本跡は,出土遺物から古墳時代の鬼高期に比定されるものと思われる。
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第87図 第34号住居跡実測図
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第88図 第34号住居跡出土遺物実測図

第34号住居跡出上上器観察表

0              10Cm

∩

出

Ｈ

ｕ

蹴

版
号

図
番 器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調 。焼成 備  考

第88図

1

甕 形 土 器

土 師 器

A(24.0)
B 6.8

口縁部は外反して立ち上がる。 口縁部内・外面横ナデと 砂粒 。婁母

にない橙色

普通

5%
P197

2

甕 形 土 器

土 師 器

A(242)
B(5,1)

口縁部は直立気味に立ち上がり,

外反して開く。

口縁部内・外面積ナデ。 砂粒・雲母・スコ

リア

浅責橙色

普通

5%
P198

3

甑 形 上 器

土 師 器

A 30.0
B 20.9
C(11.0)

胴部は内彎気味に外上方へ立ち上

がり,胴部上位でほぼ直立する。

口擁部は外反して立ち上がる。患

部は正円状に抜けている。

口縁部内・外面ナデ。胴部外

面ナデ後部分的に縦位のヘラ

磨き,胴部内面ナデ。

砂粒 。石美 。長石

灰赤色

普通

80%
P200
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版
号

図
番 器  種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第88図

4

器

器

土

昴

形

自

甕

土
(107)
(12 0)

底部 は平底 で,体部 は内聟 しなが

ら外上方へ立 ち上が る。

底部ヘ ラ削 り,胴郡 外面ヘ ラ

削 り,胴部 内面ヘ ラナデ。

砂粒・石英・字母

橙 色

普通

％

”

5

器
器附

師
不

土

A(106)
B(26)

体部は内彎しながら大きく開いて

立ち上がり,日縁部はわずかに外
反する。

口縁部 内・ 外面積 ナデ,体部

外面ヘ ラ削 り,体部 内面横ナ

f。

砂粒

にぶい橙色

普通

％

２０

6

器
器駐

師
杯

土

A(127)
B 43

体部 は内聟 しなが ら大 き く開いて

立 ち上が り,日 縁部 は外反気味に

開 く。外面の日縁部 と体部の境 に

稜 を有す る。

口縁部 内・ 外面横ナデ,体部

外面はヘ ラ削 り,体部内面横

ナデ。

砂粒 ・雲母

黒褐 色

普通

％

２０

３０

Ｐ

7

器

器

土

顧

形

自

不

土

Ａ

Ｂ

底部 は丸底 で,体言Ыよ内彎 しなが

ら大 き く開 いて立 ち上が り,日 縁

音Ⅲよ直立す る。外面の口縁部 と体

部の境に稜 を有す る。

日縁部内・外面横ナデ,体部

外面ヘ ラ削 り,体部内面積ナ

|「。

砂粒

明褐灰色

普通

％

２０

８０

Ｐ

8

高杯形土器
土 師 器

A(145)
B 69
D 100

脚部 はラ ッパ状に開 き,体著Ыよ内

彎 しなが ら大 き く開いて立 ち上が

る。口縁音騨ま外反 して開 く。日縁部

と体部外面の境に稜 を有す る。

口縁部内・外面横ナデ,体部

外面ヘ ラ削 り,体部 内面横ナ

デ,脚部 内・外面ナデ。

砂粒・スコリア
黒褐色

普通

％

２０

６０

Ｐ

鉄製品 (第88図 )

9は 刀子で,カマ ド内覆土から出土し,柄部 を欠損 している。法量は現存長 11.6cm。 刀幅 1.1

Cm。 身幅0.4cm。 重 さ17.4gで ある。

第35号住居跡 (第89図 )

本跡は,調査区の東部 B4e7区 を中心に確認された住居跡で,第 42号住居跡の北西側3.7mに位

置している。

本跡は,北側がエ リア外にかかっているため,平面形・規模等の詳細は不明である。平面形は

調査 した部分か ら推定すると,長方形を呈 し,南壁の長 さ3.27mで,主軸方向はN-11° 一Wを

指す もの と思われる。壁は,締 まりのあるロームで,東壁は外傾 して立ち上が り,南壁・西壁は

ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は17～ 22cmである。壁溝は,南壁の貯蔵穴の部分 を除いて,

東・南・西壁下に検出され,上幅 12～ 32cm・ 深さ 8～ 10cmの 規模 を有 している。床面は,中央部

に多少凹凸がみられるが,そ の他は平担で,ロ ームが硬 く踏み固められている。貯蔵穴は,南壁

のほぼ中央部 を切 って検出され,平面形は,直径82Cm・ 深さ25cmの 円形を呈 し,鍋状に堀 り込ま

れている。覆土は,上層から下層にかけてローム粒子 。ロームブロックを少量含む暗褐色土・褐

色土・明褐色土の順に自然堆積 している。ピットは, 3か所検出され,配列や規模か らPl・ P2

が主柱穴 と思われる。主柱穴は,長径 27。 29Cm・ 短径22。 24Cm・ 深さ23・ 27Cmの 規模である。住

居跡のほぼ中央部に位置するP3は ,長径60Cm・ 短径55cm・ 深さ45Cmの 規模 を有 しているが性格は

不明である。カマ ドは,検出できなかった。しか し,北側のほぼ中央部エ リア外際の床面上に少

一■9-



量の焼上粒子・山砂が検出されてお り,カマ ドは,北側のエ リア外に構築されているものと思わ

れる。

覆土は, 2層 か らな り,上層にはローム粒子・焼土粒子 を極少量含む極暗褐色上が,下層には

ローム粒子を極少量含む暗褐色上が 自然堆積 している。

遺物は,住居跡全域か ら点在 して上師器片98点,土製品1点が出上 している。住居跡中央部より

やや南側のほぼ床面か ら土師器の高台付不形土器 (第90図 3)ん 出ヾ上 している。

本跡は,出土遺物か ら平安時代の 9世紀後半に比定されるもの と思われる。

だ
一
ゞ
一

Ｅ

せ
ど

劇
―

引

Ｉ

01

A26.4m                       
止

D 26.4m

B
――…26.4m

B'

0             2m

第89図 第35号住居跡実測図
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第35号住居跡出土土器観察表

第35号住居跡出土土製品解説表

図版
番号

器   種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

図９０

１

第 器

器

土

雨

形

告

不

土

A(142)
B(40)

体部は内彎しながら大きく開いて

立ち上がり,日縁部はわずかに外
反する。

体部水挽 き。 砂粒・石英・雲母

明褐色

普通

％

２０

・Ｏ

Ｐ

2

高台付
j7N形

土器

土 師 器

B(30)
D  70

底部は平底で,高台は短 く外下方
へのび,体部は内彎 しなが ら大 き

く開 く。

体部水挽き,高台は貼り付け

高台内・外面横ナデ。

砂粒・雲母

灰 白色

普通

10%
P207
内面黒色処理

3

高 台仕 杯形

土器

土 師 器

B(23)
D  79

高台は外下方へのびる。 高台貼り付け,高 台内外面横
ナデ。

砂粒・雲母

にぶい褐色

普通

％

２０

４０

Ｐ

図版番号 名  称 台帳番号 長 さ×幅 (Cm) 孔径 (cm) 重量 (g) 備   考

第 90図
4 球状土錘 D P36 1.7× (1.7) 0.5 (6.4)

50ワ必
両方穿孔

/＼垂室
3    

°Cm

第90図 第35号住居跡出土遣物実測図

第36号住居跡 (第91図 )

本跡は,調査区の中央部やや東寄 りB3h9区 を中心に確認された住居跡で, 第34号住居跡の東

側 2mに位置している。

平面形は,本跡の南側寄 りがエ リア外にかかっているため,調査 した部分から推定すると,方

形を呈 し,北西壁の長さは3.44mで ,主軸方向はN-17° 一Wを指す ものと思われる。壁は,締 ま

りのあるロームで,外傾 して立ち上が り,壁高は22～ 56cmである。床面は,北東・南西壁に向っ

てやや低 く傾斜 しているが,全体的に平担でロームがよく踏み固められている。ピットは, 2か

所検出され,いずれの位置もやや中央寄 りであるが,主柱穴の一部 と思われ,直径 17。 18cm・ 深

さ11。 20cmの 規模 を有 している。カマ ドは,北西壁のほぼ中央部に付設され,天丼部は崩れてい

るが袖部は,山砂 と少量の礫 を混ぜて構築 し,内側は熱を受けて焼土粒子 を多量に含み赤化 して

いる。長さ104cm。 幅102cm。 焚田部幅40Cmである。掘 り方は,壁 を幅77cmで locmほ ど切 り込み,

奥壁を煙道 としている。火床は,長径35Cm・ 短径19cmの不整長楕円形を呈 し,床面を12cmほ ど掘

〔
）
Ｇ ４

フカ
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第91図 第36号住居跡実測図



り込んでいる。

覆土は, 自然堆積の様相を呈しており,上層にローム粒子・焼土粒子・炭化粒子を極少量含む

褐色上が,下層にローム粒子・焼土粒子を極少量含む暗褐色上が堆積 している。

遺物は破片が多く,上師器片143点 ,須 恵器片30点,縄文式上器片 1点が出上している。縄文式

上器片は,覆土上層から出土しており,周囲から流れ込んだものと思われる。カマ ド内袖部から

須恵器の不 (第92図 3)が出上している。

本跡は,出土遺物から平安時代の 9世紀中頃に比定されるものと思われる。

第36号住居跡出土土器観察表

版
号

図
番 器  種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図９２
　
１

第 甑

須 恵 器

B(31)
C(160)

胴部は内彎しながら外上方へ立ち
上がる。

胴部外面ヘラ削り,胴部内面
ナデ。

砂粒・雲母

灰黄褐色

普通

％

２。

2

17h

須 恵 器

A(138)
B 19
C(60)

底部は平底で,体部は内脅気味に

大きく開き,日縁部はわずかに外
反する。

底部は回転ヘラ削り,体部水
挽き,体部下端回転ヘラ削り。

砂 粒 。長石・雲母

灰 色

普 通

20%
P209
体部にヘラ書

3

rTN

須 恵 器

B(32)
C(65)

区部は平底で,胴部は外上方へ立
ち上がる。

底部 回転ヘ ラ切 りの後手持へ

ラ削 り,体部水挽 き,体部下

端手持ヘ ラ削 り。

砂 粒・長石

灰黄褐色

普 通

％

２‐

Ю

Ｐ

10Cm

3トーーーーー封一一―一―引

第92図 第36号住居跡出土遺物実測図

第39号住居LII(第93図 )

本跡は,調査区のほぼ中央部 B3f6区 を中心に確認された住居跡で,第 34号住居跡の北西側 1.0

mに位置している。本跡は,北西側で第41号住居跡 と,南側では第43号住居跡 と重複 している。

本跡 との新 I日 関係については,本跡が,第41号住居跡に切 られてお り, また,本跡の床面から約

20cm上層に第43号住居跡のカマ ドが構築されていることから,本跡はいずれの住居跡よりも古い

遺構である。

平面形は,本跡の北西側がエ リア外に延びているため推定 となるが,方形か長方形を呈 し,南

東壁の長さ5.71mで ,主軸方向は N-14° 一Wを指 しているものと思われる。壁は,締まりのある
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-26.4m

0                2m

第98図 第39号住居跡実測図

ロームで,ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は42～ 47Cmである。壁下には,上幅 7～ 21cm・ 深

さ 2～ 8 cmの壁溝が,第41号住居跡に切 られている南西壁の一部 を除いて周回している。床面は,

中央部より北側に トレンチャーによる撹乱がみられるが,全体的に平担で,ロ ームが硬 く踏み固

められている。 ピットは, 4か所検出され, P2・ P31よ , 長径43・ 38cm。 ,最径 36・ 37Cm・ 深さ25。

31 cmの 規模 を有 し,配列か ら主柱穴の一部 と思われる。Pl・ P41ま ,長径 33・ 32cm・ 短径 25・

30cm・ 深さ25。 27cmの規模 を有 し,酉己列か ら補助柱穴 と思われる。

覆土は,撹乱を受けているが, 自然堆積の様相 を呈 している。上層にはローム粒子・ローム小

ブロックを極少量含む暗褐色上が,中層から下層にかけてはローム粒子・ロームブロックを少量

含む褐色上が堆積 している。

遺物は,土師器片310点 ,須恵器片39点,石製品 1点出土している。中央部のほぼ床面か ら完形

に近い土師器の不形土器 (第95図 6)が,中央部からやや南側寄 りのほぼ床面か ら半完形の大形

の甕形土器 (第95図 3)と 紡錘車 (第95図 9)が出土 している。南東壁際のやや東 コーナー部寄

りの床面から不形土器 (第95図 8)が,同 じく南東壁際のほぼ中央部の床面か ら大形の甕形土器

(第95図 4)の胴部下半が出上 している。
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本跡,出土遺物から古墳時代の鬼高期に比定されるものと思われる。

B 26.5m

第94図 第39号住居跡出土土器接合関係図

第39号住居跡出土土器観察表

0               2m

版
号

図
香 器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図９５

１

第 器

器

土

雨

形

Ｒ

甕

土

Ａ

Ｂ

(227)

(119)

胴部は九く張り, 日縁部は外反し

ながら立ち上がる。

口縁部内・外面積ナえ 胴都

内・外面ナデ。

砂粒

明赤灰色

普通

20%
P212

2

甕 形 土 器

土 師 器

A(109)
B(70)

口縁部は外反して立ち上がり,端
部は外上方へつまみ出されている

日縁部 内・ 外面横ナデ。 砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

10%
P213

3

器

器

土

雨

形

宮

甕

上

Ａ

Ｂ

(208)

(34 5)

胴部は長胴を呈し,胴部上位に最

大径を有する。日縁部は外反しな

がら立ち上がる。

口縁部 内・外面横ナデ,胴部

外面ナデ後ヘ ラ磨 き,胴部 内

面ナデ。

砂粒・長石・雲 母

にぶい橙 色

普通

70%
P2H

4

甕 形 土 器

土 師 器

(128)
77

底部 は平底 で,胴部 は内管 しなが

ら外上方へ立 ち上が る。

胴部外面縦位のヘラ磨き,胴
部内面横ナデ。

砂粒・石英・長石・

雲母

赤色

普通

％

２．

２０

Ｐ
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第95図 第39号住居跡出土遺物実測図

0              10Cm
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版
号

図
番 器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図９５

５

第 器

器

土

輌

形

自

甕

土

Ａ

Ｂ

(273)

(25 0)

胴言Ыよ丸く張り, 日縁部は外反し

て立ち上がる。

口縁部内・外面横ナデ,胴部

内・外面ナデ。

砂粒・長石・石英

雲母

褐色

普通

％

２‐

２０

Ｐ

不 形 土 器

土 師 器

A 138
B 49

体部は内彎しながら大きく開いて

立ち上がり,日縁部はほぼ直立す

る。

回縁部内・外面横ナデ,体部

外面ヘラ削り,体部内面積ナ

|「。

砂粒・雲母

黒色

普通

％

２．

９０

Ｐ

7

器

器

土

下

形

富

不

土

A(254)
B(55)

体部 は内管 しなが ら大 きく開いて

立 ち上が り,日縁端部は上方へつ

まみ出されている。

口縁部横ナデ,体部外面ヘラ

肖Jり ,体部内面ナデ。

粒

色

通

砂

黒

普

％

２‐

Ю

Ｐ

器

器殊
師

不

土

Ａ

Ｂ

Ｃ

144
41
5 1

底部 は平底 で,体部は内彎 しなが

ら大 きく開いて立 ち上が る。 口縁

部は短 くほぼ直立す る。

口縁部内・外面横ナデ,体部

外面ヘ ラ削 り,体部内面横ナ

デ,底部ヘ ラ削 り。

粒

色

通

砂

橙

普

％

２‐

９０

Ｐ

第39号住居跡出土石製品解説表

図版番号 名  称 台帳番号 直径×厚 さlCnl 孔径 (Cm) 重量 (g) 備  考

安著95
紡 錘 車 Q5 43× 09 (21) 滑   石

第40号住居跡 (第96図 )

本跡は,調査区のほぼ中央部 B3g7区 を中心に確認された住居跡で,第 27号住居跡の北東側0.5

mに位置している。本跡は,第34号住居跡の調査中に検出されたもので,同住居跡の床面から約

45cm上層に貼 り床 をし,更に同住居跡のカマ ド直上に本跡のカマ ドが構築されていた。従って ,

新旧関係は本跡の方が新 しい。調査は,第34号住居跡か ら先に調査を行 ったので,本跡の南側の

大半については十分な観察はできなかった。

平面形は,調査 した部分から推定すると方形を呈し,北西壁の長さ4.07mで ,主軸方向はN―

13生 wを指 しているものと思われる。残存する壁は,締まりのあるロームで,ほぼ垂直に立ち上

が り,壁高は16～ 18cnlである。壁下には,上幅約15Cm・ 深さ約10Cmの壁溝が北西壁のカマ ドの北

西側から南西壁にかけて周回している。確認された床面は平担で,ロ ーム粒子・ローム小ブロッ

ク混 じりの褐色上が硬 く踏み回められている貼 り床である。ピットは検出できなかった。カマ ド

は,北西壁のほぼ中央部に付設されているが,袖部は崩れてお り規模・構造等の詳細は不明であ

る。長さは89cm・ 幅51Cmで,掘 り方は,壁 を幅48Cmで49cm切 り込んでいる。火床は,床面を15

Cmほ ど掘 り込んでいる6

覆土は,重複により不明瞭で,明確には把握できなかった。

遺物は少な く,土師器片57点,須恵器片 3点,石 1点が出土 している。

本跡は,出土遺物か ら平安時代の 9世紀後半に比定されるものと思われる。
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第01図 第40号住居跡実測図

-128-



第40号住居跡出土土器観察表

図版
番号

器   種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図９７

１

第 器

器

土

頭

形

自

甕

土

A(195)
B(50)

口縁著Ыま外反しながら開く 口縁部 内・外面横ナデ。 砂粒 ・石英

赤橙色

普通

5%
P220

2

署

器殊
師

不

土

A(160)
B(46)

体部 は内彎 しなが ら外上方へ立 ち

上が り,日縁部は外反す る。

体部水挽 き。 砂粒・雲母

にない橙色

普通

％

２２

Ю

Ｐ

3

高 台付 邪形

土器

土 師 器

B(22)
D(69)

体書騨ま内彎気味に外上方へ立ち上

がり,高台は外下方へのびる。

体部水挽き,高台は貼り付け

高台内・外面横ナデ。

砂粒

浅葺橙色

普通

20%
P221

内面黒色処理

《I

第41号住居跡 (第98図 )

本跡は,調査区のほぼ中央IB3f6

区を中心に確認された住居跡で,第

34号住居跡の北西側4.lmに位置 し

と一一一―十一十一ニギ
Cm  

三哲易[曇摯:弓悟貨:桑a冴努兵
第97図 第40号住居跡出土遺物実測図

古い遺構 と判断される。

平面形は,中央部か ら北西側にかけてエ リア外にかかっているために推定 となるが,方形か長

方形を呈 し,南東壁の長さ4,14mで ,主軸方向はN-21生 wを指 しているものと思われる。壁は ,

一部 トレンチャー等による撹乱を受けているが,締 まりのあるロームで,北東壁は外傾 して立ち

上がってお り,南東壁,南西壁はほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は,北東壁か ら南東壁にか

けては25～ 27Cmであるが,南西壁はやや浅 く12cm前後である。床面は,全体的に平坦で中央部か

ら北側に 4条の トレンチャーによる携乱が50cmほ どの間隔でみられる他は,農家の上間のように

硬 く踏み固め られてお り,壁際は,ロ ームがよく締まっている。ピットは,3か所検出され,Pュ・

P3は ,主柱穴の一部 と思われ,長径40・ 55cm・ 短径 36・ 53Cm。 深さ11・ 32Cmの規模 を有している。

P2は ,直径器On.深 さ14cmの規模で,位置か ら出入口施設に関するピットと考えられる。

覆土は,ロ ーム粒子・焼土粒子・炭化粒子 を少量含み締まりのある暗褐色土が堆積 している。

遺物は,土師器片565点 ,須恵器片58点,縄文式上器片 1点が住居跡の全域から出土 している。

縄文式土器片は覆土上層から出土 してお り,周 囲か らの流れ込み と思われる。南東壁寄 りの床面

より若千浮いた状態で土師器の甕形土器 (第 100図 3)の大形破片が,南側寄 りの床面より半完形
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の須恵器のJ7L(第10o図 5)が出上している。

本跡は,出土遺物から奈―良1時代の8世紀後半に比定されるものと思われる。
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卜滓/P22S/酵8

0             2m

第99図 第41号住居ltl出 土土器接合関係図

第41号住居Ltl出 土土器観察表

図版
番号

器   種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備  考

図０〇

一

１

第 甕 形 上 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

(20 2)

(26 5)

胴部は長胴を呈し,胴部上位に最

大径を有する。日縁部は外反しな

がら立ち上がり,日縁端部を上方

につまみ出している。

日縁部内・外面横ナデ,胴部

外面ナデ,胴下半部維位のヘ

ラ磨き,胴部内面ナデ。

砂粒・長石・雲母

にない赤褐色

普通

30%
P224

2

器

器腔
師

甕

土

Ａ

Ｂ

(22 0)

(113)

胴部は九く張り,日縁部は横に開

く。口縁端部を上方につまみ出し

ている。

日縁部内・外面積すデ,胴部

内・外面ナデ。

砂粒・石英・婁母

にぶい褐色

普通

％

２２

Ю

Ｐ

3

甕 形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

(22_8)

(30 0)

胴部は長胴を呈し, 口縁部は外反

しながら立ち上がり,日縁端部を

上方へつまみ出している。

口縁部内・外面積ナデ,胴部

外面ナデ,胴下半部縦位のヘ

ラ磨き,胴部内面ナデ。

砂粒・石美・長石

にぶい赤褐色

普通

30%
P223

4

器

器腔
師

甕

土

Ａ

Ｂ

(228)

(13 0)

胴部は九く張り,日縁部はほぼ直

立気味に立ち上がった後横に開く

口縁端部はわずかに上方につまみ

出されている。

口縁部 内・外面積 ナデ,胴部

内・外面ナデ。

砂粒・石英・長石・

雲母

明褐色

普通

％

２２

Ю

Ｐ

5

不

須 恵 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

(150)
39
92

底部は平底で,体部はほぼ直線的

に外上方へ立ち上がる。

底部回転ヘラ削り,体部水挽

き,体部下端回転ヘラ削り。

砂粒 。長石・石英・

婁母

黄灰色

普通

55%
P227
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図版
番号

器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・焼成 偏   考

第ЮO図

6

不

須 恵 器

B(25)
C 84

底部 は平底 で,体部はほぼ直線的

に外上方へ 立 ち上が る。

底部回転ヘラ切りの後回転へ

ラ削り,体部水挽き,横ナデ

砂粒・長石・雲母

灰黄褐色

普通

％

２２

３。

Ｐ

7

不

須 恵 器

B(30)
C(90)

底部は平底全 体部は内脅気味に

外上方へ立ち上がる。

底部回転ヘラ切り,体部水挽

き。

砂粒・長石

褐灰色

普通

％

２２

‐Ｏ

Ｐ

4

＼＼
こ ノ

爪

測

Ｈ

咽

0              10Cm

第 100図  第41号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 名  称 台帳番号 長さ×幅 (cm) 孔径 (Cm) 重量(g) 備  考

第 100図
8 紡 錘 車 （

Ｗ (3.6)× (0.7) (0.8) 滑  石

第41号住居跡出土石製品解説表

第42号住居跡 (第 101図 )

本跡は,調査区の東部 B4g9区 を中心に確認された住居跡で,第35号住居跡の南東側37mに

位置している。

平面形は,長軸3.50m・ 短軸3.46mの方形を呈 し,主軸方向は,N-73生 Eである。壁は,締

まりのあるロームで,東・南壁はほぼ垂直に,西・北壁は外傾 して立ち上がっている。壁高は,

12～ 22Cmで比較的浅い。床面は,中央部に多小凹凸がみられるが全体的に平坦で,特にピットに

囲まれた内側はロームが踏み固められて堅緻である。ピットは, 6か所検出されているが,規模

や配ア1か らPl～ P4が主柱穴 と思われる。主柱穴は,長径21～ 31Cm・ 短径20～ 31Cm・ 深さ10～ 27

Cmの規模 を有 している。P5° P6は配列か ら補助柱穴 と思われ,長径 17・ 24Cm・ 短径 14・ 23cm。

深さ11・ 13cmの規模である。カマ ドは,東壁のほぼ中央部に付設され,袖部は,山砂混 じりの粘

上で構築され,内側はよく焼けて焼土化 しているが,袖部の大半 と天丼部は崩れている。長さ99

cm・ 幅80Cm・ 焚口部幅58cmである◎掘 り方は,壁を幅57Cmで26cmほ ど切 り込んでいる。火床は,

長径29cm・ 短径25Cmの楕円形を呈 し,床面を 9 Cmほ ど掘 り込んでいる。

覆土は, 2層 からな り,上層には極暗褐色土,下層には暗褐色土が,ロ ーム粒子を中量・焼土

粒子 。炭火粒子・山砂 を極少量含み, 自然堆積 している。

遺物は破片が多く,土師器片107点,須恵器片28点,縄文式上器片 2点,石 2点が覆土から出

上 している。縄文式上器片は,覆土上層から出土してお り周囲からの流れ込みと思われる。中央

部からやや南側寄 りの床面か ら須恵器の邪 (第 102図 3)が出上 している。

本跡は,出土遺物から平安時代の10世紀初頭に比定されるものと思われる。

-133-



Θ

B'

0               1m

0               2m

睫
げ

困

日

脆

腑

勝

封
ｄ
刊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
η
Φ
劇
―
引
―

く
|

01

A
--26.3m

-134-

第 101図 第42号住居跡実測図



第42号住居跡出土土器観察表

版
号

図
番 器   種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第102図

1

甕 形 土 器

土 師 器

A(166)
B(61)

胴部は長胴を呈し, 日縁部は外傾

しながら立ち上がり,日 縁端部が

わずかにつまみ出されている。

口縁部 内 外面横ナデ,胴都

内・ 外面ナデ。

砂粒・石央

にぶい褐色

普通

5%
P230

2

j7N形 土 器

土 師 器

A(125)
B 40
C 52

底部は平底 で,体部 は内脅 しなが

ら大 き く開いて立 ち上が る。

底部手持 ちヘ ラ削 り,体部水

挽 き,体部下端手持ヘ ラ削 り

砂粒・石英・雲母

にぶい褐色

普通

40%
P233

3

邪

須  恵 器

A(128)
B 30
C 69

底部 は平底 で,体部 は内管 しなが

ら大 き く開 いて立 ち上が る。

底都 回転ヘラ切 り後手持 ちへ

ラ削 り,体部水挽 き,体都下

端手持 ちヘ ラ削 り。

砂粒・雲母

にない橙色

普通

80%
P232

4

rTN形 土 器

土 師 器

B(17)
C 75

底部 は平底 で,体者Ыよ内腎 しなが

ら大 き く開いて立 ち上が る。

底部手持ちヘラ削り,体部水

挽き,体部下端手持ちヘラ削

り。

母奎
〓

英・石

色

粒

褐

通

砂

灰

誓

30%
P234

5

高台付邪形

土 器

土 師 器

B(18)
D(83)

高台は外下方へ のび る。 高台は貼り付け,高台内・外

面横ナデ。

母雲粒

色

通

砂

橙

普

20%
P231

第42号住居跡出土土製品解説表

図版番号 名 称 台帳番号 長さ×幅 (Cm) 孔径 (Cm) 重量 (g) 備 考

第 102図
6 球状土錘 D P37 1.9× 2.2 0.6 8.5 10095

-方穿孔

０

６

0             10Cm

―
LA 5

６

レ
η

第102図 第42号住居跡出土遺物実測図

-135-



第43号住居跡 (第 103図 )

本跡は,調査区のほぼ中央部 B3f6区を中心に確認された住居跡で,第34号住居跡の北西側0.1

mに位置 している。本跡は,南側の一部 を残 して北側の大半が第39号住居跡の床面か ら30～ 35cm

上層に覆土を掘 り込んで構築 されていたもので,本跡の方が新 しい遺構である。本跡は,第 39号

住居跡を調査中に検出された遺構のため,カマ ドを除いた北側部分はプランを明確にできなか っ

た。

平面形は,調査 した部分から推定すると,方形か長方形を呈 し,南東壁の長さは3.57mで,主

軸方向はN-66生 Eを指 しているもの と思われる。壁は,締まりのあるロームで,ほぼ垂直に立

ち上がっている。壁高は14～ 18cmで ,壁下には,上幅 14～ 19cm・ 深さ 6～ 10cmの壁溝が周回して

いる。カマ ドは,北東壁のやや東コーナー寄 りに付設されていたが,天丼部・袖部は崩れている

ため規模等は不明である。長さ114cm。 幅124cmである。火床は,床面を13cmほ ど掘 り込んでいる。

覆土は,重複 していた第39号住居跡の覆土 を観察すると暗褐色上が堆積 していたと思われる。

遺物は破片が多く,土師器片61点,須恵器片 1′く,灰釉陶器 1点,縄文式土器片 1点,石 1点

が出土 している。縄文式上器片は,覆土上層から出上 してお り,周囲からの流れ込み と思われ る。

A
-26.lm

Ｅ

Ｐ

Ｏ
「
―

―∞

A'

A
――-26.4m

0              2m

第103図 第43号住居跡実測図

0               1m
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版
号

図
番 器  種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備  考

第104図

1 灰 釉 陶 器

B(40)
C(170)

底部は平底で,胴部は内彎気味に

外上方へ立ち上がる。

底部回転ヘラ削り,胴部水挽

き。

砂粒・長石

灰白色

普通

10%
P237

底部内面施釉

2

邪

須  恵 器

B(22)
C(58)

底部は平底で,体部は内管気味に

外上方へ立ち上がる。

底部手持ちヘラ削り,体部水

挽き。

砂粒・ 長石・石英・

雲母

黒褐色

普通

％

２３

‐Ｏ

Ｐ

3

高台付不形

土器

土  師 器

B(22)
D(87)

高台は外下方へのびる。 高台は貼り付け,高台内 。外

面積ナデ。

砂粒・婁母

にない橙色

普通

40%
P285

内画黒色辺理

0           10Cm

第 104図  第43号住居跡出土遺物実測図

121 土坑

第 1号土坑 (第 105図 )

本跡は,調査区の中央部からやや東側のB3ho区を中心に確認された土坑で,第 2号土坑の西

側2.3mに位置している。

平面形は,長径1.31m・ 短径1.21mの円形を呈 し,長径方向はN-69生 wを指 している。遺構

確認面から坑底までの深さは,38cmほ どである。壁は,東側が外傾 して立ち上がっているが,他

の壁はほぼ垂直に立ち上がっている。底面は,多少凹凸がみられる。ロームがよく締まっている。

覆土は, 自然堆積の様相を呈 してお り,上層から下層にかけてローム粒子 を少量含む褐色上が ,

壁際には,ロ ーム粒子を多量含む明褐色上が堆積 している。

遺物は,出土していない。

本跡は,出土遺物から平安時代の 9世紀後半に比定されるものと思われる。

第43号住居跡出土土器観察表
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第 2号土坑 (第 105図 )

本跡は,調査区の中央部からやや東側の B3ho区を中心に確認された土坑で,第 1号土坑の東

側2.3mに位置 している。

平面形は,長径1.25m・ 短径1.08mの不整楕円形を呈 し,長径方向はN-37生 Eを指 している。

遺構確認面か ら坑底までの深さは,17cmほ どである。壁は,北東側は外傾 して立ち上がっている

が,他の壁はほぼ垂直に立ち上がっている。底面は,全体的に平坦で,ロ ームがよく締まってい

る。

覆土は, 2層か らなり,上層にローム粒子 を少量含む褐色上が,下層にはローム粒子を多量含

む明褐色上が自然堆積 している。

遺物は,出土 していない。

第 3号上坑 (第 105図 )

本跡は,調査区の西部 B480区を中心に確認された土坑である。本跡は,平安時代の第 7号住

居跡内の北側床面を切 って重複 していることから,本跡の方が新 しい遺構である。

平面形は,長径2.04m・ 短径1.43mの不整楕円形を呈 し,長径方向はN-45生 Eを指 している。

坑底は段差がみ られ,遺構確認面から坑底までの深さは,北東側が34cmほ どで,南西側がやや浅

く29cmほ どである。壁は,外傾 して立ち上がっている。底面は,ほぼ平坦で,ロ ームがよく締ま

っている。

覆土は,自 然堆積の様相を呈 してお り,ロ ーム粒子 を少量,ロ ーム小ブロック・焼土粒子を極少量

含む暗褐色土を主体に,壁際にはローム粒子を多量含む明褐色上が堆積 している。

遺物は,出上 していない。

第 4号土坑 (第 105図 )

本跡は,調査区の西部 B5hl区 を中心に確認された土坑である。本跡は,平安時代の第 7号住

屋跡内の南側床面 を切 ってお り,更に南側はエ リア外に延びている。

平面形は,推定で方形か長方形を呈 し,東西の長さ2.36mである。遺構確認面から坑底までの

深さは,東側が17Cm,西側が深 くなり33Cmほ どである。壁は,外傾 して立ち上がっている。底面

は,ほぼ平坦で,ロ ームがよく締まっている。

覆土は,ロ ーム粒子・ローム小ブロックを少量含む褐色土が堆積 している。

遺物は,出上 していない。
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第105図 第 1・ 2・ 3・ 4号土坑実測図
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(3)溝

第 1号溝 (第 106図 )

本跡は,調査区の西部 B5区に確認された溝で,第 8号住居跡の東側12.6mに 位置している。

検出された長さは, B5e4区からB5h5区迄の約12mで,主軸方向は N-9° 一Wを指し,ほ ぼ直

線的に南北に延びており,両端 とも調査区外へ延びている。上幅83～ 184cm・ 下幅74～ 163cm・ 深

さ8～ 18cmで,底面のレベル差はほとんどなく,断面は,「― 」形を呈している。

覆上は, 1層 でローム粒子を極少量含む暗褐色上が堆積 している。

遺物は,出土していない。
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第106図 第 1号溝実測図
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(4)その他の遺物

当遺跡からは,表採や トレンチ試掘中に縄文式土器片49点,弥生式土器片20点,石器 4点が出

上している。縄文式土器片は,縄文時代前期か ら後期に,弥生式上器片は,弥生時代後期に比定さ

れるものである。これらの上器のうち摩耗が著 しかった り,細片などのために図示できない土器

片を除いた57点 を 6群に分類 して説明を加えた。

●上器

第 1群土器 〔縄文時代早期に比定される土器群〕 (第 107図 )

1・ 2は三戸式に比定される胴部片で,細沈線が斜格子目状に施されている。

3～ 5は 田戸下層式に比定される胴部片で, 3・ 4は彫亥1刀 のようなものでえぐりとられたよ

うな太い凹線が横位に, 5は斜位に施されている。

第 2群土器 〔縄文時代前期に比定される土器群〕 (第 107図 )

6～ 13は花積下層式に比定される土器片で,いずれも胎土に繊維が含まれている。6は 口縁部片

で,日唇部に棒状工具による押圧,口 縁部にはハイガイの腹縁による押引施文がみられる。 7～

13は 胴部片である。 7は綾杉状の刺突文, 8は 縄文原体が押圧されている間にキザ ミロを付した

隆帯と綾杉状の刺突文が施されている。 9は低い隆帯上にキザ ミロが密に施されている。10は 縄

文原体が押圧されている間にキザ ミロを付した隆帯が横位に巡る。11～ 13は 縄文が施されている。

14・ 15は 関山式に比定される土器片で,胎土には繊維が含まれている。14は 口縁部片で,日 縁

部には瘤状突起が付されている。15は 胴部片で,縄文が施されている。

16～ 32は 黒浜式に比定される土器片で,いずれも胎土に繊維が含まれている。16～ 20は 口縁部

片で,16は 無節縄文,17は単節縄文RL,18は 単節縄文 LRが施されている。19は 縦位の短い細

沈線直下に数条の沈線が横位に, また,20は 多条沈線が横位に施されている。21～ 32は 胴部片で

ある。21は 3条の沈線が波状に,22は 沈線が縦位・斜位に,23は 爪形文が施されている。24は 縄

文地文上に半裁竹管による平行沈線が,25は 無節の縄文地文上に沈線が斜位に施されている。26

は単節縄文 LRが押圧されている。27・ 28は 単節縄文LRが,29は 単節縄文RLが,30は 縄文が

施されている。31・ 32は 無節縄文が施されている。

第 3群上器 〔縄文時代中期に比定される土器群〕 (第 107図 )

33～ 35は 阿玉台式に比定される胴部片である。33は 波状沈線が横位に,34は 隆帯に沿って一列

の結節沈線文が施されている。35は 隆帯に沿って波状沈線が施されている。
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第107図 グリッド出土遺物拓影図 (1)
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第 4群土器 〔縄文時代後期に比定される土器群〕 (第 107図 )

36～ 38は 称名寺式に比定される土器片である。36は 口縁部片で,沈線による区画文が描かれ,

区画内には縄文が施されている。37・ 38は胴部片で,37は 沈線による曲線的モチーフが描かれ,

区画内には縄文が施されている。38は 刺突文が施されている。

39は加曽利B式に比定される胴部片で,粗い単節縄文 RLが施されている。

第 5群 〔弥生時代後期に比定される土器群〕 (第 107・ 108図 )

40～ 56は 弥生式土器である。40は鉢形土器の口縁部片で, 口唇部から口縁部にかけて撚糸文が

施されている。41は壷形土器の頸部から胴部にかけての破片で,頸部には多条櫛目文が横位に,

胴部には撚糸文が施されている。42～ 54は胴部片である。42・ 43はヘラ状工具によって縦区画を

し,区画内に斜格子文を施している。44は 多条櫛目文が波状に施されている。45。 46は羽状縄文

が施されている。47～ 54は撚糸文が施されている。55・ 56は底部片で,胴部に撚糸文が施され,

底部には木葉痕がみられる。

第 6群土器 〔古墳時代前期に比定される土器群〕 (第 108図 )

57は 胴部の大破片で,胴部上位に S字状結節文が施され,以下ハケロ調整が斜位に,内面はヘ

ラナデが施されている。

磯 |ノ

0               10Cm

第108図 グリッ ド出土遣物拓影図 (2)
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●石器

表 2 石器一覧表

0             1ocm

酒
舒

４

姶

図版番号 名  称 台帳番号 出土地点
大  き さ (cm)

重量 lgl 石  質
長 さ 。甲昌・ 厚 さ

109屁コ
■ 高貨   石 Q3 B2f6 (12.0)× 5.2× 4.8 ( 393) 流 紋 岩

祗   石 Ql B2f2 (13.5)× 7.5× 3.2 (228) 粘 板 岩

磨製石斧 Q2 B2f9 5.3× 3,7× 1.8 43 砂  岩

4 石  皿 Q7 B4g9 (17.8)× (12.1)× 3.0 (2404) 雲母片岩

第109図 石器実測図
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3ま と め

五斗落遺跡からは,竪穴住居跡42軒,上坑 4基,溝 1条が検出され,遺物は,上師器,須恵器 ,

土製品,石製品,鉄製品などが出上 している。これらの遺物は,古墳時代前期の五領期か ら平安

時代にかけてのものであるが,ほ とんどが住居跡か ら出上した土器である①以下調査によって明

らかになったことを遺構や遺物ごとに分けてまとめることにする。

(1)竪穴住居跡について

竪穴住居跡は42軒 で,出上 した土器などをもとにして時期判定のできた住居跡は38軒 である。

時期不明の 4軒 を除き住居跡の形態 。配置などを各時期ごとに検討 を加 え,集落の変遷 をたどる。

五領期に比定される竪穴住居跡は,調査区の東部に第 6・ 8号住居跡の 2軒 とやや西側寄 りに

炉だけが検出された第32号住居跡の合わせて 3軒が検出されており,こ れらの住居跡を出土遺物

から下記の 2期 に分けることができる。

I期 五領 I式に比定される住居跡 (第 8号住居跡 )

Ⅱ期 五領Ⅱ式に比定される住居跡 (第 6号住居跡 )

なお,第 32号住居跡については,炉だけで出土遺物 も甕形土器の胴部片だけであることか ら五

領期のいずれに属するかは不明である。

I期の住居跡は,調査区の中央部か らやや東側に位置し,コ 期の住居跡は, I期 より更に北東

側約19mに位置している。平面形状及び規模については, I期 の住居跡は長軸が475m,H期 が

46mのいずれも隅丸方形を呈し,ほIF同一規模である。長軸方向は, I期力司ヒ西,H期カヨヒ東を指して

いる。主柱穴は, I期では 4か所,H期 では 3か所検出されているが,特に,H期 の主柱穴はコ

ーナー部から検出されている。炉についてみると, I期の住居跡は,中央部 と北東寄 りに 2か所

の地床炉を,H期 の住居跡は,やや西寄 りに 1か所の地床炉を有している。

以上のことか ら I・ H期の五領期の住居

跡は,出土遺物から時期差は認められるが ,

形状・規模等については,差異がな く両者

とも当時の一般的な住居跡 と考えられる。
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古墳時代後期 (鬼高期 )

該期の住居跡は19軒で,調査区の中央部か ら西側にかけて検出されてお り,そ のうち約68%に

あたる13軒が同時期あるいは奈良 。平安時代の住居跡 と重複 している。これらの住居跡を出土遺

物から下記の 3期に分けた。なお,H・ Ⅲ期は切 り合いなどか ら更に細分されるものと思われる

が,当 遺跡では同一時期の範疇に入れることに した。

I期 鬼高 I式に比定される住居跡 (第 10・ 22号住居跡 )

H期  鬼高 H式に比定される住居跡 (第 5,11-A・ 18-B。 25・ 29。 34号住居跡 )

III期  鬼高Ⅲ式に比定される住居跡 (第 2・ 4・ 11-B。 12。 17・ 19。 21・ 28-A・ 28-B・

33・ 39号住居跡 )

住居跡分布 (第 119図 )をみると, I期の住居跡は,当 遺跡の中央部から西側寄 りに第22号住

居跡,更に同住居跡から約26m離れた西側部に第10号住居跡の合わせて 2軒が検出されている。

H期になると6軒の住居跡がほぼ 2つのグループに分かれて検出され, I期 の第10号住居跡 を挟

むように 3軒,同 じくI期の第22号住居跡の東側に 3軒がそれぞれ検出されている。なお,前者

のグループに属する第11-A・ 29号住居跡の 2軒は,重複 していることから少なくとも 2期 に分

かれることは確実である。Ⅲ期になると,住居跡数は,更に増えて11軒 となり,西側端部か らほ

ぼ遺跡全域にわたって検出されている。m期においても同期の住居跡同士の重複が第28-A・ 28

-B号住居跡 と第12・ 21・ 33号住居跡の 2か所においてみられ,H期 同様に更に細分される。

以上のことから,東西に細長い当遺跡の調査区域か らすると,集落の変遷については困難であ

るが,該期の集落は,時期が下がるほど隆盛 となる傾向がみられる。

平面形状及び規模については,住居跡一覧表 (表 3)でも明らかのとお り, I期の住居跡は ,

不整隅九方形 と方形を呈 し,長軸は,5.Om以上6.Om未満の中に入る。■期の 6軒については規

模・形状不明の 1軒 を除いて,不整隅丸方形の第11-A号住居跡を含めた第 5。 29。 34号住居跡

の合わせて 4軒が方形を呈 してお り,長方形を呈するものは,わずかに 1軒のみである。長軸 (一

辺 )は ,前記した不明の 1軒 を除 くと,35m未 満 1軒,4.5m以 上5,Om未満,5.5m以 上65m未

満が各々 2軒ずつである。Ⅲ期は,11軒の住居跡中,第 2・ 4号住居跡が長方形,第 39号住居跡

が方形か長方形か判明していないが,他の 8軒は方形を呈 している。長軸 (一辺 )は ,3.5m以

上4.5m未満が 5軒 ,5.5m以上6.Om未満が 4軒,6.5m以上の大形住居跡は 2軒である。特に ,

第21号住居跡は長軸が8.Omで,当遺跡では最大の住居跡である。主軸方向は, I・ H・ Ⅲ期の住

居跡いずれも北あるいは北西を指 している。これらのことから平面形状では,エ リア外に延 びい

いて方形か長方形か不明の 2軒 を除 くと,74%の 14軒が方形を呈している。規模については, I

期では同規模の中形の住居跡であるが, H期では,3.5m未満の小形住居跡が 1軒検出されている。

Ⅲ期になると,3.5m以上45m未満の比較的小形の住居跡が 5軒 と6.5m以上の大形の住居跡が
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2軒検出され,同期の住居跡規模に大・小がみられるようになり,同等の規模 を有す る五領期の

住居跡の様相 とは異ってきている。

次に柱穴について観察 してみると,I期の第10号住居跡の主柱穴は,4か所検出されている。他

の第22号住居跡 も,本来は 4か所の主柱穴を有するもの と思われるが,本跡は,Ⅲ期の第21号倒唇跡

との重複により北西狽1の 1か所は消滅 し, 3か所 しか検出されなかった。 H期の主柱穴は,第 34

号住居跡か ら4か所検出され,他の住居跡の主柱穴については,重複やエ リア外に遺構が延びて

いるため 1～ 3か所 しか検出できなかった。Ⅲ期の主柱穴は,第 17。 19・ 21・ 28-A・ 33号住居

跡から4か所検出されてお り,他の住居跡か らはH期 同様重複などのため 1～ 3か所がそれぞれ

検出されている。特に,H期 の第34号住居跡 とIII期 の第17・ 19号住居跡については,南側に配列

されている 2か所の主柱穴間に出入口施設に関すると思われるピットが 1か所検出されている点

で, 3軒の住居跡のピットとも配列には共通性が認め られる。

貯蔵穴は, I期の住居跡 2軒 とⅢ期の第17号住居跡 1軒からしか検出されなかった。

壁溝は, I期の住居跡には検出されず, H期 の第 5・ 25。 34号住居跡 と,Ⅲ期の第 2・ 17・ 19・

21・ 39号住居跡の 8軒から検出されてお り, H・ Ⅲ期の約半数が壁溝を有 している。

カマ ドは,11軒の住居跡が北壁や北西壁に付設されていたが,他の住居跡のカマ ドについては

前記したように重複が激しく消失 した り,遺構がエ リア外に延びているため検出できなかった。

第111図 古墳時代住居跡 (鬼高 I)主軸方向

なお,焼失家屋については,m期 の第 17・ 19・

28-A号住居跡の 3軒が検出されている。

以上,鬼高期の竪穴住居跡について概述

してきたが,平面形状は大半が方形を呈 し,

規模では長軸の最少が3.02m・ 最大が8,0

m,平均5。 12mで,後記する奈良 。平安時

代の住居跡よりは比較的大 きいものがみら
(〕

れる。県内においても竜 ヶ崎市外八代遺跡,

2)             ●)

同屋代 B遺跡,千代田村中佐谷 A遺跡,石

岡市餓鬼塚遺跡,東海村小沢野遺跡などで

調査が行われ,鬼高期の住居跡が分数検出

されている。外八代遺跡では長軸の最小

368m・ 最大8.27m,平均 5。 7m。 屋代 B遺

跡では長軸の尿小3.9m・ 最大6.4m,平均

5.6m。 中佐屋 A遺跡では長軸の最小485m・

最大8.3m,平均 5.9m。 餓鬼塚 遺跡では第112図 古墳時代住居跡 (鬼高Ⅱ)主軸方向
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第113図 古墳時代住居跡 (鬼高Ⅲ)主軸方向

長軸の最小4.2m・ 最大8,8m,平均5,9m。

小沢野遺跡では長軸の最小3.8m。 最大8.3

m,平均5.6mである。当遺跡の住居跡の規

模で比べてみると,長軸の平均では, これ

らの遺跡の中では最 も小 さく,中佐谷 A遺

跡や餓鬼塚遺跡 とは約08mの 差が認め ら

れるが,そ の中でも小沢野遺跡 とは比較的

類似 していることが窺える。

奈良時代

奈良時代に比定される住居跡は,調査区の中央部に 2軒,やや東側寄 りに 1軒が検出されてい

る。これら3軒の住居跡は,出土遺物などから2期に分けることができる。

I期  8世期前半に比定される住居跡

II期  8世紀後半に比定される住居跡

(第 18-A号住居跡 )

(第 23・ 41号住居跡 )

住居跡分布 (第 119図 )を みると,I期の住居跡は 1軒で,当遺跡の中央部からやや東側に位置

し,古墳時代の住居跡と重複して検出されている。H期の住居跡は 2軒で,当遺跡のほぼ中央部

に位置し, I期の住居跡の西佃Jに 存在している。第23号住居跡は単独で,第 41号住居跡は古墳時

代の住居跡と重複して検出されている。

平面形状及び規模についてみると, I期の住居跡は,長軸4.35mの 方形を呈し,主軸方向はN

-34° 一Wを指し,壁下には壁溝が周回している。H期の住居跡は,前記した通 り2軒で,長軸 (一

辺)4.14・ 432mの 方形と方形か長方形を呈しており,主軸方向はN-26° 一W・ N-21° 一Wを

指し,第 23号住居跡が壁溝を有している。

主柱穴は,重複やエ リア外に遺構がかかっているためにH期の第41号住居跡からは 2か所,他

の住居跡からはいずれも3か所検出されている。

カマ ドは, I期の住居跡 とH期の第23号

住居跡の北西壁のほぼ中央部に付設されて

お り,H期 の第41号住居跡については検出

されなかったが,北西側がエ リア外にかか

っていることと本期の住居跡形態から考 え

て同方向にカマ ドが付設されているもの と
E

思われ る。

第114図 奈良時代住居跡主軸方向
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平安時代

I・ H期の住居跡は,ほぼ同じような平面形状及び規模などであり,主軸方向についても北西

を指している。隣接する大儘遺跡や総和町北新田A遺跡などで検出された同時期の住居跡 と比べ

てみてもそれほどの差はなく,全体的には鬼高期の住居跡 と比べ小形化する傾向がみられる。

竪穴住居跡は,調査区のほぼ中央部から東側に延びるように13軒検出されている。これ らの住

居跡は,出土遺物か ら 8世紀末か ら10世紀初頭に比定され,下記のように 5期 に分けることが可

能である。

I期  8世紀末か ら 9世紀初頭に比定される住居跡 (第 15号住居跡 )

H期  9世紀前半に比定される住居跡 (第 13号住居跡 )

Ⅲ期 9世紀中頃に比定される住居跡 (第 16・ 26・ 36号住居跡 )

Ⅳ期 9世紀後半に比定される住居跡 (第 14・ 24・ 27・ 35,40・ 43号住居跡 )

V期  10世紀初頭に比定される住居跡 (第 7・ 42号住居跡 )

住居跡分布 (第 119図 )を みると,I期の住居跡は 1軒だけで,平安時代に比定される住居跡の

中では量も調査区の西側に存在し,中央部からやや西側に位置している。H期の住居跡 も 1軒で,

I期の住居跡の東側にほぼ接するように位置している。Ⅲ期になると住居跡は 3軒 とな り,H期

の住居跡より更に東側,調査区のほぼ中央部に弧形を描 くように位置している。Ⅳ期の住居跡は

6軒 と多く,Ⅲ期の住居跡に囲まれるように 4軒 と,他の 2軒については,こ れらの中の第43号

住居跡から東側約40mと 西側26mに それぞれ位置している。V期の住居跡は 2軒 と減 り,平安時

代の住居跡の中では最も東側に位置している。

該期の住居跡の平面形状及び規模等についてみるとI期の第15号住居跡は,長軸5,75mの方形

を呈し,主軸方向はN-60° 一Wを指す中形の住居跡である。H期の第13号住居跡は,長軸3.66m

の隅丸方形を呈し,主軸方向はN-25° 一Wを指す小形の住居跡である。Ⅲ期の住居跡は,第 16。

26・ 36号の 3軒で,長軸 (一辺)がそれぞれ2.75・ 344・ 4.04mで ,第 16号住居跡は,長方形

を呈し,他は,方形を呈している。主軸方向はいずれもN-17° ～18° 一Wで,ほぼ同一方向を指

し,H期同様に小形の住居跡である。Ⅳ期の住居跡は,第 14・ 24。 27・ 35。 40・ 43号の 6軒 と増

加 し,長軸 (一辺)が324～ 404mの小形の住居跡が 4軒,長軸がともに6.03mの 大形の住居跡

が 2軒である。Ⅳ期のうち第14。 24。 27・ 40号住居跡の 4軒が方形を呈し,他の2軒は長方形1軒 と

長方形と思われるもの 1軒である。主軸方向はN-11° ～21° 一Wの範囲に 5軒が入るが,第43号

住居跡はN-66° 一Eを 指している。V期の住居跡は 2軒で,長軸 (一 辺 )2.84・ 3.50mの長方

形と方形を呈し,主軸方向がいずれもN-73° 一Eを指している小形の住居跡である。

主柱穴は,Ⅲ期の第26号住居跡やⅣ期の第24号住居跡にみられるように基本的には 4か所と思
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われるが,重複や耕作による撹乱及び遺構の一部がエ リア外に延びているため, 1～ 2か所 しか

検出できなかったものが多い。なお,H期 の小形の第13号住居跡はピットが 1か所 も検出されず ,

他の住居跡 とは異っている。

貯蔵穴については,検出された住居跡は少な く,H期 の第13号住居跡 とⅣ期の第35号住居跡の

2軒のみであ り,いずれも円形を呈 している。

壁溝は,約70%の 9軒の住居跡から検出されてお り, I・ H・ Ⅳ期は全ての住居跡から検出さ

れている。Ⅲ期は,第26号住居跡 1軒から検出されているが,V期 の住居跡からは検出されなか

った。

カマ ドは,第 16・ 35号住居跡の 2軒からは,遺構の北側がエ リア外に延びているため検出でき

なかったが,他の11軒からは検出された。 I期か らⅣ期の第43号住居跡を除いた 9軒のカマ ドは,

いずれも北・北西壁に付設されていたが,前記 したⅣ期の 1軒 とV期の 2軒の住居跡のカマ ドに

ついては,北東 。東壁に付設されてお り,こ れまでの住居跡が全て北・北西壁に付設されている

ことを考え合せ ると大きく異な り,更に周辺地域の調査によっては本期の集落構成を考える一つ

の手がか りに なるものと考えられる。

第115図 平安時代住居LII(I・ H)主軸方向  第116図 平安時代住居跡 (Ⅲ )主軸方向

第118図 平安時代住居跡 (V)主軸方向
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以上のことから,平安時代における各期の住居跡の位置関係は,時代が新 しくなるに従い調査

区の西側か ら東側に次第に移動 している傾向が窺 える。平面形状及び規模についてみると,平面

形状は,大半の 9軒が方形を呈 し,主軸方向は,W期 の 1軒 とV期の 2軒が北東を指 しているの

を除 くと,他は全ての住居跡が北西を指 している。規模については,前記したようにⅣ期の大形

に近い 2軒 と I期 の中形の 1軒の他は,大半が 3～ 4m前後の小形の住居跡である。これら打ヽ形

の住居跡は,今回調査 した隣接する大儘遺跡,弁ノ内遺跡の他に県内においては,水戸市松原遺

跡,東海村石神外宿 A遺跡,豊里町大境遺跡,総和町北新田A遺跡,大洗町長峯遺跡,笠間市石

井台遺跡などで検出されているが,こ れらと比べてみると,当遺跡のものもほぼ同じような傾向

の規模 を有する住居跡 と思われる。

なお,本項において当遺跡から検出された住居跡の中で,時代不明の 4軒 を除いた住居跡の形

状・規模等 と,そ れらの集落の変遷についてたどってみたが,調査区域が幅約12m,長 さ170m

という東西に細長い,vヽ わゆる線上の調査のために集落 を面 としてとらえることができなかった。

表3 古墳時代前・後期住居LTI一 覧表

跡
号

居住
番 位  置

主軸方向
(長 軸方向 )

平 面 形
規 模

床面 ツ
数

ピ
ト

炉
カマド 覆上 出 土 遺 物 時  期 傭 考

長軸×短軸(m) 壁高にけ

-8 B5fl N-39生 W 隅 丸 方 形 46× 13～ 24 少
凸

多
凹

11 炉 自然
土師器片113,須 恵器片11

弥生式上器片 6
五領 I

B4g4 N-5げ―E 隅 丸 方 形 475× 472 17～ 34 夕少
凹凸

3 炉 自然
土師器片107
須恵器片 11

五領 J 焼失家屋

B2g9 炉 不明
土師器片23

五  領 SI-13141521

B2f3 N-39‐ W 不   整
隅 九 方 形

598× 584 10～ 38 多少
凹凸

カマド 自然
土師器片384,石 2
須恵器片 4,上製品 5

鬼高 I 貯蔵穴

B3g2 N-3♂―W 方 形 547× 547 25～ 31 平 坦 3 カマド 自然 墾竪蕃年筆作
1年 課垂兵霊器片10 鬼高 I 貯蔵穴 Sl-21

82e2 N-33と W 万 形 302X302  12～ 27 平坦 カマド 自然
土師器片 4,石 1

須恵器片 3 鬼高 H 溝

B2f5 (N-22と Wり (籠丸方諺) 6 12 東34～ 50

西10～ 22
多少
凹凸

3 自然
SI-1lBと 合わせて,土 師器片
593,須 恵器片21,石 1

鬼高コ
SI― ■828-A
謝―B"

B4e2 方形又は
長 方 形

再栞50～ 54

南西10～ 13
平 坦 不 明

土師器片24
須恵器片 2

鬼高コ
焼失家屋
-18-A

B3f5 (N-12生 W (長 形 ) 45-ヤ 48 平 坦 9 自然
土師器片710,土製品 2

須忘器片148 鬼高 II
溝
SI-2439

82a5 N-23生 W (万 形 ) 4 53 23-マ 27 凹 凸 5 カマド 自然
土師器片153
弥生式上恭片 2 鬼高Ⅱ

sI-11-AI・
28-A・ 28-B

B3a7 N-19生 w 方 形 574× 574 北貢37～ 71

北西54～ 72
平坦 5 カマド 自然

土師器片422,須恵器片31

縄文式土器片 5
鬼高H 溝,SI-40

Bl e8 N-33生 w (長 方 形 ) 3 75 多少
凹凸

5 カマド 自然
土師器片105
須恵器片 2 鬼高皿 溝

4 BI dO (N-46生 硼 (長 方 形 ) 401× 316 12～ 42 平坦 自然
土師器片157
縄文式上器片 2

鬼高ⅡI

B2f5 (N-0° ) (方 形 ) (421) 6～ 15 平埋 2 自然
SI-1lAと 合わせて土師器片
593,須 恵器片21,石 1

鬼高ⅡI SI-1l A

B2f9 (N-58生w (方 形 ) 434)× (434 46^-54 凹 凸 4 饒乱
SI弔 3と合わせて土師器片8鶏

須恵器片50,上製品 2
鬼高皿 SI-33

B3fO N-18生 w 方 形 53～ 65 平坦 カマド 自然
土師器片969
須恵器片12 鬼高Ш 濤,貯蔵穴 ,

焼失家屋

B4g2 N-24生 w 方 形 55× 545 52^-66 平坦 5 カマド 自然
上師器片463,須恵器片 14

縄文式上器片45 鬼高m 溝,焼失家屋

B2gO N-8生 W 方 杉 80× 786 北57～ 61

南28～ 41
平坦 9 カマド 鉄

〔

上師器片 1,574,須恵器片56

縄文式上器片13 鬼高Ⅲ 溝,SI B‖
152232

B2g6 N-0° 方 形 396× 386 北2割 前後
その他5～

平坦 カマド 自然 墾壷蕃年評
告β雲垂長翌叢斤 鬼高Ⅲ

SI-11-A閉―B

B286 N-28生 w 方 形 25～ 40 多少
凹凸

3 自然
上師器片24

鬼高Ш
SI-11-A
23-A, 29

B2f8 N-0° (方 形 〕 509× (492 】[36
西21～ 36

凹 凸 携舌し
SI■2合わせて土師潮キ858
須恵器片50,上製品 2

鬼高皿 I -12

83f6 (N-14生 れつ 方形又は
長 方 形

571 42～ 47 平坦 自然
土師器片422,須恵器片31
縄文式上器片 5

鬼高m 溝,SI-41
43
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表 4 奈良時代住居跡一覧表

跡
号

居住
番 位  置 主軸方向 平 面 形

規 模
床 面

ツ
数

ピ
ト

炉・
カマド 覆土 出 上 遺 物 時 期 備 考

長軸 ×短軸(m) 壁高側

SI-18A N-34生 W (方   形 ) 435× 425 平坦 カマド 自然 走奨霙星筆粋1算重範負Y 奈良 I 溝,SI-18

B3h2 N-2♂―W 方 形 432× 374 34～ 40 平坦 6 カマド 鉄
【

土師器片303
須恵器片60 奈良 H 溝

41 B3f N-21生 W は
形廠方

方
長 4 14 陳  藤,薙

2ヽ7,再 室熟
`

平埋 3 自然
土師器片565,須 恵器片58
縄文式土器片 1

奈良 H SI-25 39

表 5 平安時代住居跡一覧表

住居跡
番号

位  置 主軸方向 平 面 形 床 面 ツ
数

炉
カマド 覆 土 出 土 遺 物 時 期 備 考

-15 B2h9 N-60生 w (方 形 ) 5 75 凹 凸 5 !党舌し
土師器片186
須恵器片45 平安 I

浦, SI-14
20  30

B2hO N-2S― W (隅 丸方形 ) 366× (354) 35～ 32 平坦 カマド 自然
土師器片565
須恵器片44 平安 H 溝,貯蔵穴

SI-21 14

B3fa N-17生 W (長 方 形 ) 2 75 22-30 平坦 1 自然
土師器片160
須恵器片25 平安 ΠI

B3g4 N-1『―�V 方 形 404× 392 36-56 平坦 4 自然 平安Ⅲ 溝,SJ-24
27

B3h9 N-17生 w (方 形 ) 3 44 22-56 平坦 2 自 然
土師器片143,須 恵器片30

縄文式上器片 1
平安Ⅲ

B2hO N-21生 w (方   形 ) (324)× 315 平坦 カマド 自然
土師器片84
須恵器片24

平安Ⅳ 濤,SI-15,

B3f4 N-1げ―W 方 形 603× 587 に西衛蒟苔ヽ い
多少
凹凸

鉄
〔

表怒韓打:挑 :♀

4上
麓驚】 平安Ⅳ 溝,SI―

N-11生 w 長 方 形 3 27 17-22 平坦 3 自恭
土師器片98
土玉 1

平安Ⅳ 薦,貯蔵穴

B3h5 N-15生 w (方  形 ) 85～ 43
少
凸

多
凹

3 自然
土師器片524
須恵器片217 平安 W 溝】SI-26

N-13と W (方   形 ) (407) 平lH 力く′ド 不 明
土師器片57,石 1

須恵器片 3
平安 IV 溝 ,SI-34

B3f6 N-6♂―E 方 形 又 は
3 57 14～ 18 かく?ド 不明 平安 W 溝 ,SI-39

B4gO N-7♂―E (長 方 形 ) 234 6～ 9 多少
凹凸

1 カマド 娯
〔

土師器片25
須恵器片 7

平安 V SK-3 4

B4g0 N-73L E 方 形 350× 346 2-22 平JH カマド 娯
〔

土師器片107,須 恵器片28

縄文式上器片 2,石 2
平安 V

表 6 時期不明住居跡一覧表

跡
号

唇住
番 位  置 主軸方向 平 面 形

規 模
床 面

ツ
数

ピ

ト
炉
ル

覆土 出 土 遺 物 時  期 備  考
壁嵩に

'
SI-1 Bib5 N-48生 w 隅丸長方形 356× 30 5～ 11 平坦 1 カマド 自然

土師器片22
鬼高以降

B2f2 N-93ヒ W 不整長方形 310× 285 3～ 5 平 坦 カマト 自然
土師器片10
土製品 1

鬼高以降

N-324W (方 形 ) 19～ 23 多少
凹凸

カマド 自然
土師器片ユ44,陶器片 1

須恵器片43,土製品 1
鬼高以降 SI-15

B4h2
は
形

又形
方

方
長 7～ 15 平坦 自然

土師器片 5

須恵器片 2
不  明

(2)土器について

五斗落遺跡か ら出上 した上器は,大半が土師器で,そ のほか須恵器及び少量の縄文式上器 と弥

生式上器である。土師器は,古墳時代の前期 。後期か ら奈良・平安時代にかけてのもので,各住

居跡から多量に出土 している。遺構に伴 う須恵器は,古墳時代後期の鬼高期以降の住居跡から出

上 している。ここでは,当遺跡から出上した土師器や須恵器について型式や整形技法及び住居跡

の重複関係などを考慮 して大きく4群に分け,そ の概略を述べることにする。なお,各群の個々
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の上器については,各遺構ごとに掲載した実測図及び出土土器観察表を参照されたい。

中

第 1群土器は,古墳時代前期の五領式に比定される土器群である。出上量は少ないが,器種は,

甕形土器,三形上器,器台形土器,高台付不形土器,鉢形土器などがある。甕形土器をみると,

五領式の特徴である日縁部が「く」の字状に開 くものや胴部が扁平な球形を呈するものがみられ

る。整形技法としては,甕形土器には「ハケロ」整形が施されているものがほとんどである。こ

れらの上器を器形や整形技法などで 2類に分けて概略を説明することにする。

第 1類 〔五領 I式に比定される土器群〕

本類は,第 8号住居跡出土土器をもとに構成される。

甕形土器 (第 27図 1)は ,胴部が扁平な球形を呈し, 口縁部は外反しながら立ち上がるものと,

第27図 2の ように胴部がほぼ球形を呈 し, 口縁部は「 くJの字状を呈する頸部から外傾 して

立ち上がるものなどがみられる。いずれも口縁部内・外面,胴部外面にハケロ整形が施されてい

る。その他に器台形土器があげられ,裾部が「ハ」の字状に開くもの (第27図 7・ 9)と 裾部が

大きく開 くもの (第 27図 8)があり,いずれも脚部のみで,外面にはわずかに縦位のヘラ磨 きが

施されている。また,弥生式上器の特徴を残す壺形土器で,第 27図 4-A・ Bは ,胴部がソロ

バン玉状を呈し,複合口縁で,口 縁部に羽条縄文が施され,胴部上位には結節回転文が数条施さ

れている。更に胴部は,ハケロ整形後に縦位の丁寧なヘラ磨きが施されており,当遺跡では注目

される土器の 1つである。

第 2類 〔五領H式に比定される土器群〕

本類は,第 6号住居跡出土土器をもって構成される。

甕形上器 (第23図 1)は ,胴部が扁平な球形を呈し, 口縁部が「く」の字状に開く。口縁部内。

外面横ナデ,胴部外面にはハケロ整形が施 されている。また,第 23図の 2の甕形土器は,胴

部がほぼ球形を呈し, 日縁部が外反して立ち上がるが,胴部外面にはヘラナデが施されていてハ

ケロ整形がみられない。高不形土器 (第 23図 6)は ,不部のみで,体部が外傾して立ち上が り,

口縁部がやや上方に向けて開いており,器形としては珍 しい土器の 1つ と思われる。器台形土器

(第23図 8)は,第 8号住居跡のものと比べると脚部が直線的に開 く傾向を示している。

第 2群上器

第 2群土器は,古墳時代後期の鬼高式に比定される土器群で,出土土器も多くなり,本群の時

期に属する須恵器もわずかながら伴出している。器種は,上師器の甕形土器,壺形土器,甑形土

器,不形土器,高不形土器,須恵器の甕,壺,甑,不,高台付不,提瓶などである。土師器をみ
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ると,須恵器の不を模倣したlTh形 土器や胴部が長胴を呈する甕形土器が出土している。これらの

上器を器形や整形技法及び住居跡の重複関係などを考慮して 3類にわけて概略を説明することに

する。

第 1類 〔鬼高 I式に比定される土器群〕

本類は,第 10・ 22号住居跡のわずか 2軒からの出土土器によったが,中でも前者からは完形に

近い不形土器の出上が多く,良好な資料である。器種は少なく,土師器の不形土器を中心に甕形

土器が少量出土している。

土師器の甕形土器は,口 縁部が第61図 1の ように外反 して立ち上がるものと,第 61図 2

のようにわずかに折 り返しが残るものがみられ,胴部外面はナデが施されている。不形土器は,

第30図 9。 8の ようにいわゆる須恵器の模倣不が主で,日 縁部 と体部外面の境に明瞭な稜を

有し,口縁部そのものの幅も後記する第 2類よりも大きく,全体的にシャープである。また,第

30図 14の ように口縁部 と体部外面の境に稜力Hよ とんどみられず,口 縁部がわずかに短 く内傾するも

のが 1点だけ出土している。整形技法としては,第 30図 8・ 13の ように体部外面はヘラ削り,

内面にはヘラ磨き, 口縁部内・外面にもヘラ磨きが施されているものが多く,本類の特徴の 1つ

である。

第 2類 〔鬼高H式に比定される土器群〕

本類は,第 5。 11-A。 18-B・ 25・ 29・ 34号住居跡出土土器によった。出土土器も少なく,

器種は,土師器の甕形土器・不形土器のほかに高不形土器がある。

大形の甕形土器は,長胴を呈し, 口縁部が外反して立ち上がるものが多い。胴下半部には,第

18図 1の ように斜位のヘ ラ磨 きが施されており, また,口縁端部がわずかに上方へつまみ出さ

れている。高不形土器 (第 88図 8)は ,脚部がラッパ状に開き,体部は内鸞しながら大きく開き,

日縁部 と体部外面の境に明瞭な稜を有している。日縁部内・外面及び体部内面には横ナデ,体部

外面にヘラ削りが施されている。不形土器は,口 縁部と体部外面の境に稜を有しているが,第 70

図 3の ように口縁部の幅が前記した第1類 より若千狭くなる傾向があり,更 に口縁情ЬIが 1第悟8

図 6。 7の ように外傾気味に立ち上がるものがみられる。整形技法としては,体部外面ヘラ削

り,内面ナデ,日縁部内・外面積ナデである。

第 3類 〔鬼高Ⅲ式に比定される土器群〕

本類は,第 2・ 4・ 11-B。 12・ 17・ 19。 21。 28-A・ 28-B。 33・ 39号住居跡出土土器によ

った。第 2群土器を出土する住居跡の中では,最 も数が多く,出土土器も他類よりは多い。器種

は,土師器の甕形土器,甑形土器,不形土器などがあり,第 17号住居跡からは須恵器のほぼ器形

の窺える提瓶 1点が出土している。

土師器の大形の甕形土器 (第53図 3。 第79図 1)は ,長胴を呈し,口 縁部は「コ」の字状を呈
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するか,外反して立ち上がり, 口縁端部が上方へつまみ出されている。胴下半部には,第 2類同

様に縦位のヘラ磨 きが施され,小形の甕形土器 (第 53図 1)や甑形土器 (第78図 2)に も同様の

手法が施されている。ところで,鬼高期の甕形土器で維位のヘラ磨きが認められる類例を県内に
10        1→         00            00

求めてみると,竜ヶ崎市外八代遺跡,同屋代 A遺跡,同屋代 B遺跡,谷田部町ツバタ遺跡,千代

田村中佐谷A遺跡,石岡市餓鬼塚遺跡など,県南部を中心 とした遺跡の出土土器にみやれる。従

って,こ れらに共通する縦位のヘラ磨きを施す という整形技法は,当遺跡の例にもあてはまり,

1つの共通 した整形手法を示すものと考えられる。不形土器 (第95図 6)は 口縁部 と体部外面の

境に稜を有し,口縁部はほぼ直立するが,口 縁部に第 1類でみられたようなシて―プさが失われ

てきている。更に第53図 7・ 第79図 3の ように口縁部 と体部外面の境の稜が消失 し,日縁部が

体部から短 く直立するものが多くなる。整形技法については第 2類 と差はみられず,体部外面は

ヘ ラ削 り,内面は横ナデ,日 縁部内・外面には横ナデが施されている。また,第47図 1の よう

に体部内面に一種の黒色処理が施されているものも特徴の1つである。須恵器の提瓶 (第47図 8)は,体

部前面が九い膨らみをもち,体部背面は平らである。口縁部は外反気味に立ち上がる。整形技法

は,口 縁部外面に櫛描波状文が施され,休部外面にはカキロ調整がみられる。

第 3群土器は,奈良時代の所産 と考えられる土器群で,当遺跡から検出された該期の住居跡は

3軒 であり出土土器も少ない。器種は,土師器の甕形土器,辱形土器,須恵器の不,高台付不,

蓋である。これらの上器を器形や整形技法などをもとに 2類に分類して概略を述べることにする。

第 1類 〔奈良時代前半に比定される土器群〕

本類は,第18-A号住居跡出土土器と一部第24。 25号住居跡出土土器によって構成される。

土師器の不形土器 (第49図 2・ 3)は ,鬼高期の特徴を残しているもので,口 縁部と体部外面

の境の稜は不明瞭である。整形技法については,口 縁部内・外面は横ナデ,休部外面はヘラ削 り,

内面は横ナデが施されている。須恵器の不 (第49図 4)は ,破片で体部下半に九味を持ち,切 り

離 し手法は不明である。第67図 14は ,体部が内鸞 しなが ら大きく開き,第75図 5は体部が外

傾 しながら立ち上がり,底部はいずれも回転ヘラ切 りのままである。須恵器の蓋 (第49図 5)は

破片で,天丼部は外下方へなだらかにのび, 口縁部は外反気味に開いている。

第 2類 〔奈良時代後半に比定される土器群〕

本類は,第 23・ 41号住居跡出土土器によって構成される。

土師器の甕形土器 (第 100図 4)は ,口 縁部が水平に開き,第 100図 3は , 口縁部が短 く水平に

開いている。胴部は長胴形を呈し,胴上位に最大径を有し,胴下半部は,第 2群土器の第 3類土

器同様に縦位のヘラ磨きが施されている。不形土器 (第 63図 2)は ,口 径12.4cmの 小形の九底で,
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鬼高期の手法がまだ残ってお り,第 1類同様に口縁部 と体部外面の境の稜はな くな り,口縁部は

休部からそのまま立ち上がっている。須恵器の不(第 100図 5)は,体部がほぼ直線的に外上方へ

立ち上が り,口径は推定で15Cm,底径は9.2cmで底部 は回転ヘ ラ削 りである。他の第63図 3・

第100図 6も 同様の調整方法が認められる。

第4群土器は,平安時代の 8世紀末から10世紀初頭に属すると考えられる土器群で,須恵器の

伴出は,第 2・ 3群土器よりも多くなる。器種は,土師器の甕形土器,不形土器,高台付不形土

器,須恵器の蓑,不,高台付不,蓋,盤などである。これらの上器を器形や整形技法をもとに 5

類に分けて概略を説明することにする。

第 1類 〔8世紀末～ 9世紀初頭に比定される土器群〕

本類は,第 15号住居跡出土土器によったが,遺構そのものが他時期の遺構との重複や耕作によ

る撹乱を受けているため良好な資料が乏しい。須恵器の甕,不,盤の他に土師器のミニチュア土

器などがある。

須恵器の不 (第42図 2)は破片で,体部は外傾して外上方へ立ち上がり,底部は手持ちのヘラ

削り,体部下端にも手持ちのヘラ削りがなされている。盤 (第42図 4)は ,体部が直線的に外上

方へ立ち上がり,日 縁部は外傾 している。底部は回転ヘラ削 りの後に高台が貼 り付けられている。

土師器のミニチュア土器 (第42図 3)は ,平底の底部で,胴部は内鸞気味に外上方へ立ち上がる。

胴部内・外面にヘラナデが施されている。

第 2類 〔9世紀前半に比定される土器群〕

本類は,第 13号住居跡出土土器によったが,図示できる良好な資料が少なく明確にはできない

が,ほぼこの時期 と思われる。

土師器の甕形土器 (第 37図 2)は ,平底の底部片であり,須恵器の甕 (第 37図 1)は 口縁部片

で,日 縁部は内彎気味に立ち上がり,胴部外面には平行叩きがなされている。

第 3類 〔9世紀中頃に比定される土器群〕

本類は,第 16・ 26・ 36号住居跡出土土器によった。全体的に出土土器は破片が多く,図示でき

る資料が少ない。器種は,土師器では,甕形土器,不形土器があり,須恵器では甑,不,高台付

不,蓋などがある。他に灰釉陶器の高台付不が若千みられる。

土師器の甕形上器 (第 72図 1)は ,長胴を呈し,胴部上位に最大径を有し, 日縁部は外反して

立ち上が り, 口縁端部が上方につまみ出されている。整形技法としては,胴部下位に縦位のヘラ

磨きがみられる。不形土器 (第44図 1)は ,体部は内彎しながら大きく開き,口 縁部が外反する。

底部は回転ヘラ切 りがなされ,口径 (14.4)cm。 器高3.9cm。 底径6.3cmである。須恵器の不 (第
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奈 良 時 代

2   4   6   8   10 cm(底 径 )

土師器・須恵器の法量分布図

平安時代 3類

locm(底 径 )

平安時代 5類

10 cm(底 径 )

平 安 時 代 第 3類

※但し,奈良時代の17Nの 平均値は,(第 100図 5),(第 67

図14),(第 75図 5)の 3個に限った。
土師器……0,須恵器……Oで表示した。

●土師器
。須恵器

0

第 120図

表 7 土師器 。須恵器の法量分布一覧表

奈  良  時  代

時 代 類平

4     6

土形
ス

不
の

の
果

器

盲
師
妬

土

異
口  径

`cm)

岳  F
(cm)

磯  そ
(cm) 岳矮∽

O第 63図 3 (25)
○第 100図 6 (2.5)

○第100図 5 5.0)

O第 67図 14

O第 75図 5 (80) 57.9

平  均  値

土師器の不形土
果 麺 童 果 の ス

径
cm)

器 高
(cm)

底 径
(cm)

底径
物

0第 44図 1 43.8

O第 73図 9

0第73図 12 (8,0)

○第92図 2 (60)
平  均  値

土師器の不形土
器須恵器の 17h

口  径

(cm)
器 高
(cm)

底 径
tcm)

底径
∽

。第67図 ■ (58)
0第 67凶 12 48.5

○第76図 10

○第40図 4 ( 31)
O第 40図 5

O第40図 6

平  均  値 42

平 安 時 代 第 5類
土師器の不形土
果 箔 吉 果 の ス

径

cm)
器 高
(cm)

底 径
(cm) 驚∽

0第 102図 2

O第 102図 3

平  均  値 2.7
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73図 9。 12)は ,体部がほぼ直線的に外上方へ立ち上が り,底部はいずれも手持ちヘ ラ削 りが施

され,そ れぞれ口径 (12.0)。 (142)cm・ 器高3.8・ 4.Ocm・ 底径6.1。 (8.0)Cmである。更に

第92図 2は , 口径 (13.8)cm・ 器高 1.9Cm。 底径 (6.0)cmで ,体部は内彎気味に大 きく開き,

底部は回転ヘラ削 りされている。特に,体部に「中」 とヘラ書きされてお り注 目される土器の 1

つである。また,こ れらの上師器の写形土器や須恵器の不は,底径が口径の 2分の 1前後になり,

資料は少ないが第 3群土器に含 まれる不の底径が約 5分の 3であることから,本類の不は口径に

比して底径がやや狭 くなる傾向が認め られる (表 7)。 蓋 (第72図 6)は ,天丼部が 口縁部に向か

ってなだらかに下降し,口 縁部は外下方へ届曲している。

第 4類 〔9世紀後半に比定される土器群〕

本類は,第 14・ 24・ 27・ 35。 40・ 43号住居跡出土土器によった。器種は,上師器の甕形土器,

不形土器,高台付郭形土器,須恵器の甕,壺,不があり,他に灰釉陶器のlThな どがあげられる。

本類は,底径が口径の 2分の 1よ り小さくなる傾向を示す土師器の不形土器や須恵器の邪に代表

される (表 7)。

土師器の甕形土器 (第 40図 1-A・ B)は ,長胴を呈し,国 縁端部が外上方へわずかにつまみ出

され,胴部下位には縦位のヘラ磨 きが施されている。不形土器 (第 67図 11・ 12)は ,体部が内彎

しながら大きく開いて立ち上が り,底部は,前者が手持ちヘラ削り,後者が回転ヘ ラ切 りで,内

面は黒色処理がされている。高台付 lTh形 土器 (第75図 6)は ,体部内面にヘラ磨 きと黒色処理が

みられるが,第 68図 29の ように体部が水挽きのままのものもみられる。須恵器の甕は,胴部が

内鸞気味に外上方へ立ち上が り,口 縁端部は外上方へつまみ出されている。胴部外面には斜位の

平行叩きがなされている。写 (第40図 5・ 6)は ,体部がほぼ直線的にあるいは外反しながら立

ち上がり,い ずれも底部は切 り離しの後手持ちヘラ削りが施され,体部下端にも手持ちヘラ削りが

加えられている。また,第 40図 4の ように底部が回転ヘラ切 りのままで,調整が行われていな

いのもみられる。前記した土師器の不形土器やこれらの須恵器の不は,口径(13.1)～ 13.9cm・ 器高

3 9Cm～ 4 6cm・ 底径5,3cm～ 6.9Cmで , 口径に比 して底径は,第 3類 の底径 と比べ るとやや

小さくなる傾向がみられる。高台付郭 (第40図 8)は ,土師器のものと作 りも整形技法もほとん

ど変わらない。蓋 (第40図 7)は ,天丼部が弧状を呈し,扁平なつまみで上部が平坦である。

第 5類 〔10世紀初頭に比定される土器群〕

本類は,当遺跡における最も新 しい時期に位置づけられ,第 7・ 42号住居跡出土土器によった。

図示できる資料はきわめて少なく,土師器の甕形土器,不形土器,高台付郭形土器,須恵器の邪

などである。

土師器の甕形土器は,口 縁部が外傾 して立ち上が り,口 縁端部がわずかにつまみ出されている。

高台付不形土器 (第 24図 1)は ,高 台が「ハ」の字状に開き,第 2・ 3類の高台部 と比べる
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とやや高 くなっている。不形土器 (第 102図 2)は ,体部が内彎 しながら立ち上が り,底部 と休部

下端は手持ちヘラ削 りされている。口径 (12.5)Cm・ 器高4 0Cm・ 底径5.2cmで ,底径は,第 4類

よりやや小さくなっている。須恵器の邪 (第 102図 3)は ,体部が内彎 しなが ら立ち上がる。底部

は,回転ヘ ラ切 りの後体部下端 とともに手持ちヘ ラ削 りされている。口径 (12.8)cm・ 器高 3.0

Cm。 底径6.9Cmで,器高が第 3・ 4類 と比べ ると低 くなる傾向がみられる。また,本類の上師器の

郭形土器や須恵器の写の器肉は全体的に薄 くなっているように思われる。

以上,五斗落遺跡の住居跡出土土器を古いものから順に 4群に区分 し,更に各群については第

1群-2類 ,第 2群 -3類 ,第 3群 -2類 ,第 4群 -5類 にそれぞれ細分 して各類の土器の形態 ,

技法の特徴などを記 してきた。これ らの上器の中には第 1群第 1類にみられる壷形土器が弥生式

上器の手法を残す ものとして, また,古墳時代後期の鬼高期になると甕形土器や甑形土器の外面

の胴部下半に縦位のヘ ラ磨 きがみられることは注目されることである。上師器の不形土器や須恵

器の界は,底径が奈良時代では 2分の 1よ りも若千大きく,平安時代になると 2分の 1前後か ら

更に小さくなる傾向がみられる。整形技法ではこれら上師器の不形土器や須恵器の底部が奈良時

代には回転ヘラ削 り調整が,平安時代には手持ちヘラ削 り調整が一般的になるものと考えられる。

更に出土土器は完形品及びそれに近い状態の出土は少なく,ま た,土師器と須恵器が伴出している。 これ

らの破片の比率 をみると,当遺跡全体 としては土師器が90%,須恵器は10%であ り,平安時代に

限ってみると,土師器は80%,須 恵器は20%と なる。特にⅣ期の第27号住居跡の須恵器の出土割

り合いが29%と 当遺跡では最 も高い出土率である。

最後に,こ れらの上器群の分類は他地域の編年資料などを参考にして,住居跡 ごとに一括出土

したものを検討 したものである。個々の上器によっては若千時期が前後す る場合 も考えられるが ,

隣接する大儘遺跡などを含めた周辺地域の資料の増加 とともに再分析されることを期待 して今回

のまとめを終えることにする。
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第 2節 大儘遺跡

遺跡の概観

当遺跡は,茨城県土浦市大字手野町字羽黒4625ほ かに所在し,調査面積は1,559∬ である。現況

は平坦な畑である。当遺跡の西方約70mに 五斗落遺跡,東方約110mに 弁 ノ内遺跡が所在す る。

遺跡全体が トレンチャーにより地下約15m位まで撹乱を受けていたが,古墳時代・奈良・平安時

代に比定される竪穴住居跡21軒 ,土坑 6基が検出された。遺物は,土師式土器や須恵器が主で,甕形

土器,壷形土器,不形土器,及び筑形土器が出上 し,その他の遺物 として,土玉,勾玉,鉄鏃 ,

紡錘車が住居跡内より出上 した。土坑内からは土師式土器片が出上 した。当遺跡は,五斗落遺跡同様

に遺跡の周囲には数多くの遺構,遺物が遺存 しているものと思われる。

2 遺構 と遺物

(1)竪穴住居 lMI

第 1号住居跡 (第 121図 )

本跡は,調査区の西部 Al,5区 を中心に確認された住居跡で,重複 している第 3・ 4・ 7号住

居跡の北側1.7mに位置し,本跡の北側 2分の 1は ,第 2号住居跡の南側 と重複 している。床面を

精査 した結果,第 2号住居跡の上面に粘土,山砂等を使用 して硬 く踏み固められた本跡の貼 り床

が明際に検出された。したがって,本跡は,第 2号住居跡よりも新 しい遺構である。

本跡の平面形は,長軸3.80m・ 短軸3.10mの隅九長方形を呈 し,主軸方向は,N-29生 wを指 して

いる。壁は,締 まりのあるロームで,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。壁高は, 8～ 18cmで ある。

床面は,東側から西側にかけてやや傾斜 してお り,中央部を中心にほぼ全域が硬 く踏み固められ

ている。ピットは, 3か所検出され,規模や配列からいずれも主柱穴であると思われる。 Plは ,

直径26Cmの 円刃移を互三し¥程 さ28cm, P2は , 1罠径26cm。 ,豆径25cm, ィ朱さ32cm, P3イ ま, 1昆密:28om。 ,豆

径25Cm,深 さ24cmの規模 を有する。カマ ドは,北側壁のほぼ中央部に付設されてお り,遺存状態

は悪 く,袖部,天丼部は消減している。規模は,長さ11lCm。 幅85Cmである。掘 り方は,壁を幅80

cmで,71Cmほ ど外側に切 り込んでいる。火床は,長径50cm・ 短径35cmの 楕円形を呈 し,床面を10

cmほ ど掘 り込んでいる。

覆上は,ロ ーム粒子 を主体に,焼土粒子・炭火粒子を微量含む褐色上が自然堆積 の状態を呈 し

ている。

遺物は,土師式上器片80点,須恵器片16点,周囲からの流れ込みと思われる縄文式上器片16点が

出上 している。完形の遺物は無かった。第122図 1は ,南東コーナー郡付近の壁際の床面から,正
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位の状態で出上 した土師式土器の甕口縁片である。第122図 2は ,北側壁中央部からやや東寄 りの

床面から,正位の状態で出土した上師式土器の甕口縁片である。第122図 3は ,床中央から約 120

cm南の床面から,正位の状態で出土した土師式土器の筑口縁片である。第122図 4・ 5は ,カ マ ド

内の覆土から出上した土師式土器の不口縁片である。

本跡は,出土遺物から9世紀後半の平安時代前期に比定される遺構であると思われる。

‐
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第 121図 第 1号住居跡実測図
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第 122図  第 1号住居跡出土遺物実測図

0              10Cm

第 2号住居Ltl(第 123図 )

本跡は,調査区の西部 Ali5・ Ali6区 を中心に確認された住居跡で,第 8号住居跡の北西約

14mに位置し,本跡の南側は第 1号住居跡の北側と重複している。土層断面を検討 した結果,本

跡の上面に当る層から第 1号住居跡の貼 り床が明瞭に検出された。出土遺物からも本跡は,第 1

第 1号住居跡出土土器観察表

図版
番号

器  種 法量 (CIn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第 122図

1

簑 形 土 器

土 師 器

A(21,0)
B(5.0)

口縁部は大きく外反して外上方に

開き,端部に面をなす。

口縁部内・外面積ナデ。 砂粒 。長石

橙色

普通

6%
Pl

2

甕 形 土 器

土 師 器

A(■ 2)

B(4.7)
日縁部は大きく外反し外上方に開

き,短い。

口縁部内・外面積ナデ。 砂粒・石英・雲母

にない赤褐色

普通

％

２

５

Ｐ

3

器

器燐
師

境

土

A(116)
B(38)

日縁部はやや外反気味に外上方に

立ち上がる。

口縁部内・外面横位のヘラ磨

き。

砂粒

にない赤褐色

普通

％

３

５

Ｐ

4

不 形 土 器

土 師 器

A(■ 4)

B(40)
体部は内腎 しなが ら外上方 に立 ち

上が り,日 縁部 はほぼ直立す る。

口縁部内・外面横ナデ。体部

内面ナデ,外面ヘラ削り。

砂粒・石英・長看

1に よい橙色

普通

％

４

Ю

Ｐ

5

邪 形 土 器

土 師 器

A(9.3)
B(19)

底部は丸底全 体部は内彎しなが

ら大きく開いて立ち上がる。口縁

部は外傾して立ち上がり,短い。

口縁部内・外面積ナデ。底部

内面,体部内面ナデ。底部外

面,体部外面ヘラ削り。

砂粒 。雲母

黒褐色

普通

％

６

５

Ｐ

6

不 形 土 器

上 師 器

(168)

(3.8)

体部は内彎気味に外上方に立ち上

がり,口縁部に至る。

水挽き痕あり。 砂粒・婁母

に h・ い褐色

普通

％

５

５

Ｐ
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号住居跡より‐も古い遺構である。また,本跡は,北西側 と南東側で,第 1・ 2号土坑 と重複 して

いる。

本跡は,北東側約 2分の 1が調査エ リア外になっているため,平面形,規模等の詳細は不明で

ある。平面形は,調査 した部分から推定すると,一辺が5,20m程 の方形を呈 し,主軸方向は, N

-47生 wを指 しているもの と思われる。壁は,締まりのあるロームで,ほぼ垂直に立ち上がって

いる。壁高は,10～ 40cmである。壁下には,幅 10～ 25Cm,深 さ 5～ 20cmの 壁溝が検出され,現状

から推定すると,全周していると思われる。床面は,全体的に平坦で,硬 く踏み固められている。

ピットは, 4か所検出され,主柱穴は,規模や酉己列等か らPl・ P3と 思われる。Pュ は,直径38Cmの

円形を呈 し,深さ26cm, P3は ,長径30cm・ 短径20cm,深 さ19Cmの規模 を有 している。カマ ドは ,

検出されないがエ リア外の未調査部に付設されているものと思われる。

覆土は,ロ ーム粒子 を多量に含む褐色または暗褐色土が自然堆積の状態を呈 している。

遺物は,土師式上器片51点,須恵器片16点,流れ込みと思われる縄文式上器片 4点が出土 してい

る。完形の遺物は,本跡のほぼ中央部に位置する未調査区域 との境の床面か ら第124図の 1の勾玉

が 1点,横位の状態で出上 した。第124図 2は ,勾玉 とほぼ同じ位置の床面から横位の状態で出土

した支脚の下半である。第124図 3は ,本跡の中央部か ら西部にかけて散在 していた土師式土器の

甕胴部片である。第124図 4は ,南西の壁寄 りの覆土か ら正位の状態で出土 した土師式上器の lTh口 縁

部片である。 01

B B'

▽
A26.Om

Ｅ

Ｑ
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o             2m

第123図 第 2号住居跡実測図

ば
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り 4

第 124図 第 2号住居Ltl出 土遣物実測図

第 2号住居跡出土上器観察表

第 2号住居跡出土土製品解説表

第 124図
2

本跡は,出土遺物から古墳時代後期の鬼高Ⅲ式期に比定される遺構であると思われる。

0             1ocm

【蝶・⑥　中”

版
号

図
番 器  種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第認4図

3

器

器燐
師

甕

土

B (151) 胴部は内彎しながらゆるやかに

立ち上がる。

胴部内面ナデ。外面維位のへ

ラ磨き。

砂粒・ 雲母・石英・

1長 石・砂礫

褐灰色

普通

15%
P7

4

器

器殊
師

不

上

A(146)
B(2.1)

日縁部は短く,直立する。 口縁部内・外面積ナデ。 砂粒 。長石・雲母

黒褐色

普通

％

‐３

長 さ×幅(cm) 重量 (g)

(10,7)× (10.0)

第 2号住居跡出土石製品解説表

図版番号 名  称 台帳香号 長さXttX厚さ(Cn) (Cm)孔径 重量 (g) 備   考

第 124図
■ 勾  玉 Ql 2.6× 1.1× 0.8 4.1 メノウ
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第 3号住居跡 (第 125図 )

本跡は,調査区の西部 Blb6区 を中心に確認された住居跡で,第 1号住居跡の南側約 4m,第

5号住居跡の北西側4.5mに 位置し,本跡の西側は,第 4号住居跡の東側 と重複 している。床面を

精査 した結果,第 4号住居跡の東部上面に山砂混 じりの本跡の貼 り床が明瞭に検出された。した

がって,本跡は,第 4号住居跡よりも新 しい遺構である。本跡の南側部は耕作のための撹乱を受

ており,西側,北側の壁も不明確であるため,正確な平面形は検出できなかった。

平面形は,調査 した部分から推定すると,一辺が2.70mの方形を呈 し,主軸方向は,N-85° 一

Eを指す小形の住居跡 と思われる。壁は,東側が明瞭に検出され,締まりのあるロームで,ほぼ

垂直に立ち上がっている。壁高は,18cmで ある。床面は,ほぼ平坦で中央からカマ ドに向かって

硬 く踏み固め られている。 ピッ トは, 3か所検 出され,主柱穴は規模等か ら, Pl,P3と

思われる。 Plは ,直径30cmの 円形を呈 し,深さ25cm, P31ま ,長径38cm・ 短径 33cm。 深 さ17cmの

規模 を有 している。カマ ドは,東壁の中央部に付設されている。東側の袖部は消滅 しているが西

側の袖部はほぼ遺存 してお り,壁から内側に30Cmほ ど突き出している。カマ ドは,少量の礫を含

④
刊

C26.増 m

D26河m

Ｃ
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憔
邸

脚

帷

昨

凰

Ｈ

ド
Ｅ
劇
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冽
引

0               1m0               2m

第 125図 第 3号住居跡実測図
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む砂質粘上で構築 されている。内側は熱を受けてレンガ状に焼けている。規模は,長さ95cm,幅

70cm,焚 口部幅55Cmである。掘 り方は壁を30cm幅 で,65Cmほ ど外側に掘 り込んでいる。火床は,長

径58cm。 短径39cmの 楕円形を呈 し,床面を 8 cmほ ど掘 り込んでいる。

覆土は,撹乱部を除きローム粒子を主体に焼土粒子 。炭化粒子 を微量含む暗褐色上が自然堆積

している。

遺物は,土師式上器片19点,須恵器片 2点が出上 している。第126図 1は ,カ マ ド内より出上 し

た土師式上器片 9点 を接合 した高台付娩で,完存率は約40%で ある。第126図 2・ 3は ,カ マ ド内

より出上した土師式土器の不口縁部である。第126図 4は ,カ マ ド内か ら出上 した土師式上器の高

台付不片である。

本跡は,出土遺物か ら10世紀初頭の平安時代中期に比定される遺構であると思われる。

0              10cm

第126図 第 3号住居跡出土遺物実測図

第 3号出土土器観察表

図版
番号

器  種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図淋
一　
１

第 高台付 不形

土器

土 師 器

A(154)
B  78
D(72)
E(25)

体部は内彎 しなが ら外上方へ立 ち

上が り,口 縁部 はやや外反す る。

高台は外下方へ 「ハ」の字状にの

び,高い。

水挽 き整形後内面ヘ ラ磨 き。

高台は貼 り付け。高台内・外

面横ナデ。

砂粒・長石・雲母

にない橙色

普通

％

８

５。

Ｐ

2

TTN形 土 器

土 師 器

A(150)
B(37)

体部は内管気味に外上方へ立 ち上

が り,口 縁部 はわずかに外反 して

いる。

水挽 き整形後 内面ヘ ラ磨 き。 砂粒・雲母・石夫・

スコリア

におい褐色

普通

％

‐２

７

Ｐ

3

器

器殊
師

不

土

A(146)
B(33)

体著Бは内彎しながら大きく開いて

立ち上がり,日縁部はわずかに外

反している。

水挽 き整形。 ロクロ回転方向

男子。

砂粒・長石

にない橙色

普通

％

‐２

７

一Ｐ

4

高台付 不形

土器

土 師 器

A(143)
B(47)

体部は内彎気味に外上方へ立 ち上

り,そ の まま日縁部 に至 る。高台

はまじ離 している。

水挽き整形。ロクロ回転方向

右。高台は貼り付け。

砂粒・雲母・石英

にない褐色

普通

％

・２
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第 4号住居跡 (第 127図 )

本跡は,調査区の西部 Bla5・ Blb5区 を中心に確認された住居跡で,第 1号住居跡の南側約

1.7mに位置している。本跡の東側は第 3号住居跡 と,南西側は第 7号住居跡 と重複 している。土

層断面を検討 した結果,本跡の南西ヨーナー部 と東部上面に当る層から山砂 を少量含んだ第 3・

7号住居跡の貼 り床が明瞭に検出された。したがって,本跡は,第 3号住居跡及び第 7号住居跡

よりも古い遺構であると推定される。

C

E26.Om

F 260m

A26.Om

B 26.Om

C 26,Om

D26.Om

0               2m

９
ト

イ"▼

いＬ

第 127図  第 4号住居跡実測図
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本跡は,南側部が耕作により撹乱を受けているため,平面形や規模等の詳細は不明である。平

面形は,調査 した部分か ら推定すると,一辺が4.10mの 方形を呈するものと思われる。主軸方向

は,N-58生 wでぁる。壁は,締まりのあるロームで,ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は,

20～ 35Cmである。壁下には,南側の撹乱部 を除いて幅 13～ 25cm,深 さ 5～ 10cmの壁溝が周回して

いる。床面は,全体的に平坦で,硬 く踏み固められている。ピットは,住居内に 5か所,住居外

の北側壁に接 して 3か所検出された。主柱穴は,やや不規則ではあるが,規模,配列か ら見て ,

Pl・ P3・ P4・ P5であると思われる。 P llま長径25cm・ 短径23cm, 深さ24cm, P3は , 長径 30cm。

短径22cm,深 さ45cm,P4は ,直径24cmの 円形を呈 し,深 さ18cm,P5は ,長径 17cm。 短径15cm,深 さ30cmの

規模 を有 している。住居外のピット3本は補助柱 として構築されたものではないか と推定され ,

住居外の南側にも同様の施設を有していた可能性が高い。カマ ドは,西側壁中央部に付設されて

お り,上部は削 り取 られているが袖部は一部が残ってお り,砂質粘上で構築されている。規模は ,

長さ92cm,幅 110cm,焚 口部幅35cmである。掘 り方は,壁 を32cm幅で,12cmほ ど外側に掘 り込んでい

る。火床は,長径49cm・ 短径36cmの楕円形 を呈 し,床面を 5 cm掘 り込んでいる。

0               10Cm

~亜ぺ 4①⑥
0,Q

第 128図  第 4号住居跡出土遺物実測図



覆土は,ロ ーム粒子 を主体に締まりのある暗褐色土が 自然堆積の状態を呈 している。

遺物は,土師式上器片151点,須恵器片14点,周 囲か らの流れ込み と思われる縄文土器片 1点が

出土 した。

第128図 1は ,東側壁際のほぼ中央部か ら南北に横位の状態で出土 したほぼ完形の支脚である。

第128図 2は ,本跡の北 コーナー部の床面に散在 していた土師式上器片 5点 を接合 したlThで,完存

率は50%である。第128図 3は ,ほ ぼ中央部の床面か ら逆位の状態で出上 した上師式上器の甕口縁

部である。第128図 4は ,北 コーナー付近の覆土から正位の状態で出上 した須恵器の蓋である。完

存率は約35%である。

本跡は,出土遺物か ら8世紀前半の奈良時代に比定される遺構であると思われる。

第 4号住居跡出土土器観察表

第 4号住居跡出土土製品解説表

版
号

図
番 器  種 法量 (Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備  考

第認8図

2

不 形 土 器

上  師 器

(134)
39

底部は九底で,体部は内脅しなが

ら大きく開いて立ち上がり,日縁

部はやや直線的に外上方に立ち上

がる。

口縁部内・外面横ナデ。底部

内面ナデ,外面手持ちヘラ削

り後ヘラナデ。

砂粒・雲母

褐灰色

普通

％

９

５０

Ｐ

器

器疵
師

甕

土

A(102)
B(63)

口縁部は外上方へ外反しながら立

ちあがる。

口縁部内・外面積ナデ。 砂粒・ 長石・石英

にぶい褐色

普通

5%
P127

4

蓋

須 恵 器

( 天丼部中位はほぼ平坦で,日縁部

は内脅しながら外下方にのびる。

外面の天丼部中位と日縁部の境に

段を有する。

水挽 き整形。外面天丼部 中位

回転ヘ ラ削 り。 ロクロ回転方

向右 。

砂粒・ 雲母・長石

灰黄色

普通

％

Ｂ

３。

Ｐ

皿 形 土 器

土 師 器

A(120)
B 13

底部 は平底で,体部 はほぼ直線的

に外上方に立 ち上が り,そ の まま

口縁部 に至 る。

水挽 き整形。底都外面 回転ヘ

ラ切 り。 ロクロ回転方向右。

砂粒・婁母・石英

灰責褐色

普通

％

弔

図版番号 名  称 台帳香号 長 さ×幅 (Cm) 子と宅蚤 (Cm) 重量 (g) 備  考

夕自128じ ]
■ 球状土錘 DP4 19.4〉く10.4 1,354.4 95%

6 球状土錘 DPl 2.1×  2.5 0.6 13.9
100夕る多>了し
一 方 穿 孔

7 球状土錘 DP2 1.9×  2.1 0.4 8.0
100多ろ
―一ヴテ箋岳子し
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第 5号住居LTI(第 129図 )

本跡は,調査区の西部 Blc7・ BlC8・ Bld8区 に確認された住居跡で,第 3号住居跡の南東4

.5m,第 8号住居跡の南側3.5mに位置している。

平面形は,長軸 6.00m。 短軸5.65mの 方形を呈 し,主軸方向は,N-31° 一Wを指 している①

壁は,締 まりのあるロームで,ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は,55～ 60cmである。壁下に

は,幅 10～ 20cm,深さ 6～ 10Cmの壁溝が検出され,カ マ ド,貯蔵穴のところを除き全周している。

床面は,ほぼ平坦で,中央部を中心に硬 く踏み固められているが,南西側壁か ら北方にカマ ドの

北東側袖部 を通るように,幅40cm程度の トレンチャーによる城乱を受けている。貯蔵穴は,カ マ

ドの反対側に位置する南東側壁ほぼ中央部に検出され,壁を幅65cmで外側に63cm掘 り込み,住居

跡床面側に27Cm掘 り込んで構築されている。平面形は,長径90Cm。 短径65Cmの不整長方形を呈 し,

深さは76Cmを 有する。底面は,ほ ぼ平坦で,南西側はほぼ垂直に立ち上が り,他はゆるやかに立

ち上がっている。貯蔵穴の前面の床は,貯蔵穴を取 りまく様に半円形を呈する幅30cm,深 さ 3～

4 cmの ゆるやかな凹状 を呈し,さ らにその後方に幅40cm,高 さ 3～ 4 cmの 周提が設置されてお り

貯蔵穴に伴 うものと思われる。貯蔵穴内の覆土は,上部～中部が暗褐色上で,ロ ーム粒子を主体

に焼土粒子・炭化粒子が微量含まれてお り締まりがある。下部は極暗褐色上で炭化粒子・炭化材

を多量含み,同様に締まっている。ピットは, 4か 所検出され,規模や配列からいずれも主注穴

と思われる。 Plは , 長径51cm・ 短径49cm, 深さ38cm, P2イよ, 長径27cm・ 短径25Cm, 深さ39cm,

P3は ,長径30Cm・ 短径29cm,深 さ60cm, P4は ,長径35cm・ 短径25Cm,深 さ45Cmの規模 を有 し

ている。カマ ドは,北西側壁中央部からやや北寄 りに付設されてお り,砂質粘土で構築されてい

る。北東側の袖部は, トレンチャーにより撹乱を受けている。規模は長さ141Cm,幅 133cm,焚口部

幅50Cmである。掘 り方は,壁 を25Cm幅 で,13Cmほ ど外側に掘 り込んでいる。火床は,長径63cmの楕

円形を呈 し,床面を 9 cm掘 り込んでいる。

覆土は,中央部が撹乱を受けている。他は自然堆積の状態を呈し,ロ ーム粒子・焼土粒子・炭

化粒子 を主体に褐色または暗褐色上で締まっている。

遺物は,上師式上器片129′ミ,須恵器片 1点 ,周 囲からの流れ込みと思われる縄文式上器片 7点が

出土 した。完形の遺物は,貯蔵穴覆土から土師式上器の婉第130図 1が正位の状態で,床面から不

第130図 2～ 3が正位の状態で,第 130図 4～ 6が覆土から横位の状態で出土 した。また,本跡の

カマ ド付近の床面から貯蔵穴 と同じく土師式土器の不第130図 7が,南西コーナー付近か ら第130

図 8がそれぞれ正位の状態で出上 した。

本跡は,出土遺物から古墳時代後期の鬼高 H式期に比定される遺構 と思われる。
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第 5号住居跡出 土土器観察表

図版
番号

器  種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・娩成 備   考

第130回

11

器

器

土

市

形

Ｒ

境

土

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部 は平底 で,体言I.lよ 内彎 しなが

ら外上方 に立 ち上が り,日 縁部は

ほぼ垂 直に立 ち上が る。体部 内面

と口縁部 内面の境に輪積痕 を有す

る。

口縁部 内・ 外面積ナデ。体部

内面ナデ,外面ヘ ラ削 り。

砂粒  雲母 。長石

明褐色

普通

100%
P12

2

器

器胸
師

不

土

Ａ

Ｂ

12 2

48
底部は丸底で,体言騨よ内彎しなが

ら大きく開いて立ち上がり, 日縁

部はわずかに内傾する。外面の日

縁部と体部の境に稜を有する。

口縁部内・外面横ナデ後横位

のヘ ラ磨 き。体部 内面放射状

ヘ ラ磨 き,外面ヘ ラ削 り後ナ

巧F。

砂粒・ ス コ リア

石 英 ・礫

橙 色

普通

100%
P13

3

器

器

土

扁

形

宮

不

土

A 140
B 56

底きⅢよ九底で,体部は内彎しなが

ら外上方に立ち上がり,日縁部は

外反気味である。外面の口縁部と

体部の境に稜を有する。

回縁部内面積ナデ後ヘ ラ磨 き,

外面積ナデ。体部 内面ヘ ラ磨

き,外面ヘ ラ削 り。

砂粒・ ス コ リア・

礫

にない赤褐色

普通

100%
P18

4

17N形 土 器

土 師 器

A  12 7

B   5 1

底部 は九底 で,体部は内聟 しなが

ら大 き く開 いて立 ち上 が り, 日縁

著Ыま直立する。外面の日縁都と体

部の境に稜を有する。

口縁部内・外面横ナデ後,横
位 のヘ ラ磨 き。体部内面ヘ ラ

磨 き,外面ヘ ラ削 り。

砂粒・ ス コ リア

石英

橙色

普通

100%
P15

5

器

器

上

下

形

Ｒ

邪

土

120
47

底部 は九底 で,体言Ⅲよ内彎 しなが

ら大 き く開いて立 ち上が り,日 縁

部 は内傾す る。外面の口縁部 と体

部 の境に稜 を有す る。

口縁部内 外面積ナデ。外面

ヘ ラ磨 き。体部 内面放射状へ

ラ磨 き,外面ヘ ラ肖」り。

砂粒・スコリア

石英・礫

にぶい橙色

普通

100,あ

P16

6

器

器疵
師

不

土

123
4 1

Ａ

Ｂ

底部 は九底 で,体部は内彎 しなが

ら大 き く開いて立 ち上が り,口 縁

部 はわずか に内傾す る。外面の 日

縁部 と体部 の境に稜 を有す る。

口縁部内 外面積ナデ後横位

のヘ ラナデ。体部内面ヘ ラ磨

き,外面ヘ ラ削 り。

砂粒・ ス コ リア

雲母

黒褐色

普通

100%
P17

7

器

器

土

市

形

富

不

土

A 137
B 54

底部 は九底 で,体部は内彎 しなが

ら大 き く開いて立 ち上が り,日 縁

部はやや 外反 している。外面の 日

縁都 と体部 の境に稜 を有す る。

口縁部内 ,外面積ナデ後横位

のヘ ラ磨 き。体部 内面ヘ ラ磨

き,外面ヘ ラ削 り。

砂粒・ ス コ リア

灰褐色

良好

％

２２

９５

Ｐ

8

器

器肌
師

不

上

12 8

5 3

底部は九底で,体部は内彎しなが

ら大きく開いて立ち上がり,日縁

部はやや外傾する。外面の日縁部

と体部の境に稜を有する。

口縁部 内・外面横ナデ後横位

のヘ ラ磨 き。体部 内面放射状

ヘ ラ磨 き,外面ヘ ラ削 り後ナ

1声。

砂粒 ・雲母

にない褐色

普通

100%
P19

9

器

器腔
師

不

上

A 126
B 51

底部 は丸底で,体部 は内彎 しなが

ら大 き く開 いて立ち上が り,日縁

部 はやや 外反 して外上方に立 ち上

が る。外面の 口縁部 と体部の境に

稜 を有す る。

口縁部内・外面横ナデ後横位

のヘラ磨き。体部内面ヘラ磨

き,外面ヘラ削り。

砂粒・スコリア

石英

にぶい褐色

普通

100%
P24

器

器

土

下

形

禽

不

土

A(144)
B  50

底音Ыま九底 で,体音Ыよ内彎 しなが

ら大 き く開 いて立 ち上が り, 口縁

部 はやや 外傾す る。外面の 口縁部

と休部 の境に稜 を有す る。

日縁部 内・外面積ナデ後横位

のヘ ラ磨 き。体部 内面ヘ ラ磨

き,外面ヘ ラ削 り後ヘ ラナデ

砂 粒・ ス コ リア

にな い褐色

普通

％

２０

５５

Ｐ

器

器疵
師

不

土

A(152)
B 45

底部は九底で,体部は内彎しなが

ら大きく開いて立ち上がり,日縁

部は外傾する。外面の日縁部と体

部の境に稜を有する。

日縁部内・外面横ナデ後横位

のヘ ラ磨 き。体部 内面ヘ ラ磨

き,外面ヘ ラ削 り。

砂粒・雲母

灰褐色

普 通

長 石 ％

２．

２０

Ｐ

器

器

上

下

形

宮

甕

土

(242)
(20 6)

胴部は九く張り,胴中位に最大径

を有する。日縁部は外反して外上

方に開く。

口縁部内 ,外面積ナデ。胴部

内面ナデ。外面ヘ ラ削 り。

砂粒 。長石 石英

灰褐色

普通

20%
P10
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版
号

図
番 器   種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

不 形 土 器

土 師 器

A(118)
B  44

底部 は九底で,体部は内彎 しなが

ら大 き ぐ開いて立 ち上が り, 口縁

部は外反気味に内傾する。外面の

日縁部と体部の境に稜を有する。

口縁部内・外面横ナデ後,横
位 のヘ ラ磨 き。体部 内面ヘ ラ

磨 き,外面ヘ ラ削 り後ナデ。

砂粒・婁母

黒褐色

普通

％

・４

６０

Ｐ

器

器殊
師

不

土

A(120)
B 42

底部は九底で,体部は内彎 しなが

ら大 き くFTBい て立 ち上が り, 日縁

部は内傾す る。外面の 口縁部 と体

部の境に稜 を有す る。

口縁部内・外面横ナデ後横位

のヘ ラ磨 き。体部 内面ヘ ラ磨

き,外面ヘ ラ削 り後ナデ。

砂 粒・スコ リア

黒褐色

普通

％

２３

４５

Ｐ

15

器

器騰
師

婉

土

A(122)
B(51)

体部は内管しながら外上方へ立ち

上がり,口縁部はわずかに外反す

る。

口縁部 内面横ナデ後ヘ ラ磨 き,

外面横ナデ。体部 内面ヘ ラ磨

き,外面ヘ ラ削 り。

砂粒・雲母・長石

にぶい赤褐色

普通

％

ｍ

２５

Ｐ

第 6号住居跡 (第 131図 )

本跡は,調査区の中央部からやや西寄 りの B2dl・ B2d2・ B2el・ B2e2区 に確認 された住

居跡で,第 5号住居跡の東側5.5m,第 9号住居跡の南側3.5mに位置し,本跡の東コーナー部は

第21号住居跡の西コーナー部 と重複 している。出土遺物等か ら検討 した結果,本跡は,古墳時代

後期の鬼高Ⅲ式期に比定される住居跡 と推定され,第21号住居跡は,出土遺物等から10世紀初頭

の平安時代中期に比定される住居跡であることが判明した。したがって,本跡は,第21号住居跡

よりも古い遺構である。本跡の南側には第 4号土坑が位置し,貯蔵穴 と重複 している。本跡は東

西方向に耕作のための トレンチャーによる糖乱を受けている。

平面形は,一辺が7.50mの方形を呈し,当遺跡の住居跡では最大の規模 を有 している。主軸方

向は,N-23° 一Wを指 している。壁は,締 まりのあるロームで,ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁高は,65～ 80omを 測る。壁下には,幅 10～ 20cm,深 さ10cmの壁溝がカマ ドのところを除き,全

周している。床面は平坦で,四方の隅を残 し硬 く踏み固められている。貯蔵穴は,カ マ ドの反対

側に位置す る南側壁ほぼ中央部に検出され,壁 を幅約180cmで ,床面の周溝か ら住居跡の外側に16

0cm掘 り込んで構築 されている。平面形は,長径 90cm・ 短径 60cmの 方形 を呈 し,深 さ
|イ

よ,64

Cmを 有 している。底面は平坦で硬 く締まり,壁はほぼ垂直に立ち上がっている。貯蔵穴の周囲の

壁下には,貯蔵穴を取 りまく様に幅 7～ 17cn,深 さ 5～ 9 Cmの 壁溝が全周し,住居跡の壁溝に継

続してお り,明 らかに貯蔵穴に伴 う周溝であると推定される。貯蔵穴の覆土は,上層はローム粒

子 を主体 に焼土粒子 ・炭化粒子を含み締まってお り,下層は焼土粒子・炭化粒子を主体にロー

ム粒子 を含み締 まっている。貯蔵穴の南側 と第 4号土坑の北側が重複 しているが,調査当初の

平面プラン確認時は第 4号土坑は,本跡の出入口部の施設であると仮定 して調査をした。しかし,

調査が進むにつれ,出入口に伴う根拠が不明確であり,出入口部施設と判断することはできなか

ったので,土坑として取り扱った。ピットは, 4か所検出され,規模や配列からいずれも主柱穴
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A26.3m

01

第131図 第 6号住居跡実測図

A'

0              2m

D'壁2“ m

E 26.lm

0               1m
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と思われる。  Pl イよ, 長径83cm・ 短径64cm, 深ゼさ73cm,  P2 1ま , 長径65cm。 短径61cm, 深さ76cm

P3は ,長径59Cm・ 短径55cm,深 さ78cm, P4は ,長径55Cm。 短径51cm,深 さ95Cmの規模 を有す

る。カマ ドは,北側壁中央部に付設されてお り,砂質粘上で構築されている。カマ ド内の一部は

トレンチャーによる撹乱を受けているが,遺存状態はほぼ良好である。規模は,長さ173cm・ 幅 13

0               2m

~264m

第132図 第 6号住居Ltt出 土土器接合関係図
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OCm,焚 口部幅45cmで 当遺跡の住居跡では最大の規模 を有するカマ ドである。掘 り方は,壁を100

cm幅で,48cmほ ど外側に掘 り込んで煙道部に至 っている。煙道部の平面形は直径16cmの 円形を呈

し,ほぼ垂直に掘 り込 まれている。内面は熱を受け,硬 くレンガ状に焼けている。火床は,長径

91cm・ 短径53cmの 楕円形 を呈し,床面を16cm掘 り込んでいる。

覆土は, トレンチャーによる撹乱部 を除き自然堆積の状態を呈し,ロ ーム粒子・焼土粒子・炭

化粒子 を含む暗褐色上で締まっている。床面に焼土や炭化物が散在 してお り,特に貯蔵穴付近に

は,多量の焼土・炭化樹が検出され,焼失家屋である可能性が強い。

遺物は,土師式土器片1622点 ,須恵器片126点 ,周 囲からの流れ込みと思われる縄文式土器片11点

が出土した。完形の遺物は,貯蔵穴覆土から上師式土器の不第133図 1・ 2が,貯蔵穴底面から第

133図 3が,そ れぞれ正位の状態で出上 した。第133図 4～ 6は ,貯蔵穴 と住居跡の境に正位の状

態で出土 した不片である。完存率は,約50%である。第133図 7は ,土 師式上器の甕胴部片でカマ

ドの南西側袖部か ら横位の状態で出上 した。これは,袖部の補強材 として使われた可能性が高い。

第133図 8は ,滑石製の紡錘車で, P3か ら北方的100cmに 位置す る覆土から横位の状態で出上 し

た。第134図22は ,床面に近い覆土第 3層 か ら出上 した鎌である。残存 した部分から付け根側 (刃

元の方)で,全体の約 3分の 1と 思われる。形状は,刃 元部は幅が広 く,刃先に伸びるにつれ狭

くなっている。厚さは全体的に平均 しているが,表・裏面に赤錆が著 しい。法量は,長 さ6.lcm。

幅3.4cm・ 厚さ1.7Cm。 重 さ15。 9gである。

本跡は,前述 した如 く,出土遺物か ら古墳時代後期の鬼高Ⅲ式期に比定される。

―
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第 134図  第 6号住居跡出土遺物実測図(2)
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第 6号住居跡出土土器観察表

器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第133図

1

器

器
土

π

形

自

不

土
A 124
B 43

底言μま九底で,体部は内彎しなが
ら大きく開いて上ち上がり,日 縁
部はほぼ直立する。外面の口縁都
と体部の境に稜を有する。

口縁部 内・ 外面横ナデ後横位
のヘ ラ磨 き。体部内面放射状
ヘ ラ磨 き,外面ヘ ラ削 り。

砂粒・雲母
にぶい橙 色

普通

％

２８

９０

Ｐ

2

器

器
土

顧

形

信

不

土

14 0

43
底部 は九底 で,体部 は内彎 しなが

ら大 き く開いて立 ち上が り,日 縁

部 はほぼ直立す る。

口縁部 内 ,外面ナデ後横位の
ヘ ラ磨 き。体部 内面放射状ヘ

ラ磨 き,外面ヘ ラ削 り。

母一
言・

色
粒
褐
通

砂
灰
普

％

３０

９５

Ｐ

3

器

器疵師
婉

土

15 0

5 2
底音隅ま丸底で,体部は内彎しなが
ら外上方に立ち上がり,日縁部は
わずかに外反する。

日縁部内面横ナデ後横位のヘ

ラ磨き,外面横ナデ。体部内
面放射状ヘラ磨き,外面ヘラ
削り後ナデ。

礫母奎
言蜘

施
詢

100%
P29

4

器

器
土

師

形

吉

邪

土

Ａ

Ｂ

11 8
44

底部は丸底で,体部は内彎しなが
ら大きく開いて立ち上がり,日縁

.

部はやや内傾する。外面の回縁部
と体部の境に稜を有する。

日縁部 内・外面横ナデ後横位
のヘ ラ磨 き。体部 内面ヘ ラ磨

き,外面ヘ ラ削 り。

礫母雲・
色

粒
褐
通

砂
里
小並
日

％

３‐

７０

Ｐ

5

器

器疵師
不

土
A(140)
B 43

底部 は丸底 で,体部 は内彎 しなが

ら大 き く開いて立 ち上が り,日 縁

部は外傾す る。 口唇部は内側 につ

まみ上 げ られてい る。外面の 口縁

部 と体部の境に稜 を有す る。

口縁部 内面横ナデ後横位 のへ

ラ磨 き,外面横ナデ。休部 内

面放射状ヘ ラ磨 き,外面ヘ ラ

肖1り 。

砂粒・礫

赤色

普通

％

３２

５０

Ｐ

6

器

器
土

師

形

冑

不

土
A(134)
B  5 2

底部は九底で,体言Ⅲよ内彎しなが
ら大きく開いて立ち上がる。口縁
普Ыよ外傾して立ち上がり長い。外
面の口縁部と体部の均こ稜を有する。

口縁部 内・外面横ナデ後横位
のヘ ラ磨 き。体部内面ヘ ラ磨

き,外面ヘ ラ削 り後ナデ。

砂粒・雲母

灰褐色

普通

％

３３

５０

Ｐ

7

器

器

土

扁

形

自

甕

土

口縁部は外反して外上方に立ち上
がる。

口縁部内・外面横ナデ。 砂粒・ 雲母・石英

長石  礫
にぶ い褐色

普通

％

２６

9

I17N

須 恵 器

A(160)
B(4.0)

底音Ыよ平底 で,体都はほぼ直線的
に外上方へ立 ち上 がる。

水挽 き整形。底部外面回転へ

ラ削 り。 ロクロ回転方向右。

母雲礫・
色出

級
魏

％

４２

Ю

Ｐ

形

器

器

杯付

　

師

台高

土

土

A(140)
B(43)

体音ЫよほIF直線的に外上方に立 ち

上がる。高台はユけ離 している。

水挽 き整形 。 砂粒・雲母

淡橙色

普通

・礫 5%
P44
内面黒色処理

器

器肌師
不

土
A(130)
B(33)

体部外面はま1離 している。体部内
面は内彎しながら大きく開いて立
ち上がり,日縁部は内傾する。外
面の口縁部と体部の境に稜を有す
る。

日縁部内・外面ナデ後積位の
ヘラ磨き。体部内面放射状へ

ラ磨き,外面はFl離 している
ため手法不明。

砂粒・雲母
明褐灰色

普通

％

３７

３０

Ｐ

器

器疵師
不

土
A(120)
B 40

底部 は九底 で,体部 は内彎 しなが

ら大 き く開いて立 ち上が り, 日縁

著Ыよ短 く直立す る。

口縁部内・外面横ナデ。体部

内面ナデ,外面ヘ ラ削 り。

砂粒・ スコ リア

雲母
にない赤褐 色

普通

％

３５

６０

Ｐ

器

器
土

市

形

ョ

不

土
A(115)
B  43

底部 は丸底 で,体部は内彎 しなが

ら大 き く開いて立 ち上が り,日縁

部はほ IF直立す る。外面の口縁部

と体部の境に稜 を有す る。

口縁部 内・外面積ナデ後横位
のヘ ラ磨 き。体部内面放射状
ヘ ラ磨 き,外面ヘ ラ削 り後ナ
lr。

砂粒・スコリア
雲母
にない褐色
普通

50%
P34
体部か ら底音ト
かけて「十」字
の刻線 を有す

器

器
土

扁

形

自

不

土

A(115)
B  40

底部は九底で,体とЫよ内彎 しなが

ら大 き く開いて立 ち上が り,日 縁

部はやや 外反 して内傾す る。外面
の 日縁部 と体部の境に稜 を有す る

口縁部 内・外面積ナデ後積位
のヘ ラ磨 き。体部内面放射状
ヘ ラ磨 き,外面ヘ ラ削 り。

砂粒・雲母
にない橙 色

普通

％

３６

４０

Ｐ

器

器疵師
邪

土

A(140)
B(40)

体部 は内彎 しなが ら大 き く開いて

立 ち上 が り, 口縁部 はやや外反 し

て外上方に立 ち上が る。外面の 日

縁部 と体部の境 に稜 を有す る。

口縁部内面積ナデ後横位のへ

ラ磨き,外面横ナデ。体部内
面放射状ヘラ磨き,外面ヘラ
肖」り。

母奎
言

粒
色
通

砂
赤
普

％

３８

２０

Ｐ

器

器
土

Ｆ

形

自

甕

土
A(175)
B(158)

胴部は長胴 を呈 し, 口縁部は外反

しなが ら外上方に立 ち上が る。

日縁部内・外面積ナデ。胴部

内面ナデ。外面上部ナデ,下
部維位のヘ ラ磨 き。

砂粒・雲母・石英・

長石・礫
にぶい橙色,普通

％

２５

２０

Ｐ

に
状

る

部

字

す

底

トコ
有
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図版
番号

器   種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 焼成 備  考

17

邪

須  恵 器

A(146)
B(41)

体部は内彎気味に外上方に立 ち上

が り, 日縁部は外傾す る。

水挽 き整形 。 礫粒
色
通

砂
灰
普

％

４‐

‐Ｏ

Ｐ

甕

須 恵 器

(126)
(20 0)

底部は平底 で,胴部はわずかに内

彎 しなが ら外上方に立 ち上が る。

底部 内面ナデ,外面は子」離 し

ているため不明。胴部内面ナ

デ,外面維位の平行 叩き。

砂粒  礫・雲母

灰色

普通

％

３９

‐Ｏ

Ｐ

第134図

19

器

器

土

而

形

會

簑

土

A(236)
B(50)

口縁部は外反 して外上方に立 ち上

が り,外面に浅い沈線が横位に巡

る。

口縁部内・外面横ナデ。 央石母

　

色

害

礫

橙

・
　
・　
い

粒

石

ぶ
通

砂
長

に
普

％

２７

甕

須 恵 器

B(42)
C(167)

底部は平底で,胴部は外傾しなが
ら立ち上がる。

底部内面ナデ,外面は剖離し
ているため不明。胴部内面ナ

デ外面最下位横位のヘラ削り。

砂粒 ・礫・雲母

灰色

普通

％

４０

21

不

須 恵 器

B(12)
C(90)

平底。 水挽 き整形 外面回転ヘ ラ削

り。 ロクロ回転方向右。

砂粒 ・雲母・礫

明褐灰色

普通

％

４３

第 6号住居跡出上土製品解説表

図版番号 名  称 台帳番号 長 さ×幅 (cm) 孔径 (cm) 重量 (g) 備  考

夕密134図
23 球状土錘 DP3 3.0× 3.3 28,1 100ワろ

一 方 穿 孔

〃 DP4 2.2X2.5 13.0 100p必
一 方 穿 孔

〃 DP5 26× 2.8 18.2 100ワろ
Fニ ヴテ多F了 し

〃 DP6 1.8× 1.8 0.35 5.2 100pち
一 方 穿 孔

第 6号住居跡出土石製品解説表

図版番号 名  称 台帳番号 長 さ×幅 (cm) 了し宿&(Cm) 重 量 (g) 備   考

第 133図
8 紡 錘 車 Q   2 4.6× 48× 1.4 39。 4 滑  石

第 7号住居跡 (第 135図 )

本跡は,調査区の西部 Bla4区 を中心に確認された住居跡で,第 1号住居跡の南側約 3mに位

置している。本跡の東コーナー部は,第 4号住居跡 と重複 している。床面を精査 した結果,第 4

号住居跡の南西部上面に山砂混 じりの本跡の貼 り床が明瞭に検出された。出土遺物からも本跡は,

第 4号住居跡よりも新 しい遺構である。

本跡は,遺存状態が悪 く,ヵ マ ドとカマ ドの付設されている北東部の壁 2分の 1及 び床の一部

を残 し,他は消滅 しており,住居跡の南側部は耕作による携乱を受けているため,規模や平面形

等の詳細は不明である。平面形は,調査 した部分から推定す ると,一辺が3.30mの方形を呈 し,

主軸方向は,N-52° 一Eを指す小形の住居跡 と思われる。残存する壁は,締 ま りのあるローム

で,ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は, 7 Cmである。床面は,やや凸凹で中央部からカマ ド



にかけて硬 く踏み固められている。ピットは, 1か所検出され,主柱穴 と思われる。規模は,直

径20cmの 円形を呈 し,深さは33cmである。カマ ドは,北東側壁のほぼ中央部 と思われる所に付設

されてお り,砂質粘上で構築されている。内側は熱を受け, レンガ状に焼けている。長さ80cn,

幅約85cm,焚 口部幅31Cmである。掘 り方は,壁 を幅約32Cmで,26Cmほ ど外側に掘 り込んでいる。火

床は,長径42Cm。 短径25cmの楕円形を呈 し,床面を13cm掘 り込んでいる。

覆土は,ロ ーム粒子 を主体に含む暗褐色上で,締まりがあり, 自然堆積 と思われる。

遺物は,土師式上器片41点,須恵器片10点が出土した。完形の遺物は無 く,第 136図 1は ,カ マ

ド内の覆土か ら正位の状態で出上した土師式土器の高台付不片,第 136図 2・ 3は 不の口縁部片

である。

本跡は,出土遺物か ら 9世紀後半の平安時代前期に比定される遺構であると推定される。

D25.am

いヽ

生260イ

ロ1  引   止
B 26.Om

0               1m
l     l

ゴ
一

C26.Om
0             2m

第135図 第 7号住居跡実測図
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Ч
7

0              10Cm

第136図 第 7号住居跡出土遺物実測図

第 7号住居跡出土土器観察表

図版
番号

器   種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 ・焼成 備   考

図３６

・

第 器

器

土

頂

形

吉

不

土

A(134)
B(40)

体部は内彎気味に立ち上がり,ロ
縁部はわずかに外反する。

水挽 き整形後内面ヘ ラ磨 き。 砂粒・雲母 ・石 英

長石

にぶい褐色

普通

％

４５

Ю

Ｐ

2

邪 形 土 器

土 師 器

A(120)
B(34)

体言Ыよ直線的に外上方に立ち上が

り, 口縁部はわずかに外反する。

水挽 き整形後内面ヘ ラ磨 き。 砂粒・雲母 ・長石

にぶい橙 色

普通

％

４６

3

不 形 土 器

土 師 器

A(154)
B(38)

体部は内彎気味に外上方に立ち上

がり, 日縁部はわずかに外反する

内面横ナデ後横位のヘラ磨き,

外面積ナデ。

砂粒・雲母・石英

スコリア

にぶい赤褐色

普通

％

‐２

4

不 形 土 器

土 師 器

A(156)
B(34)

口縁部はわずかに外反して外上方

に開く。

内面積ナデ後横位のヘラ磨き,

外面横ナデ。

砂粒・雲 母 ・石 英

にぶ い橙 色

普通

％

・２

第 8号住居跡 (第 187図 )

本跡は,調査区の西部 Blb9区 に確認された住居跡で,第 5号住居跡の北東側約3.5m,第 1号

住居跡の南東側14mに位置 し,第 3号土坑 と重複 している。

本跡は,東側部約 2分の 1が調査エ リア外になっているため,平面形・規模等詳細は不明であ

る。平面形は,調査 した部分か ら推定すると,一辺が3.60mの方形 を呈する住居跡 と思われる。

主軸方向は不明である。壁は,良 く締まったロームで,ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は10

～14cmを 測る。床面はほぼ平坦で,中央が硬 く踏み固められている。ピットは, 1か所検出され ,

規模は,長径21cm,短径19cm,深 さ20cmである。カマ ドは,エ リア外に付設されているものと思

われる。

覆土は, 自然堆積の状態を呈 し,締まりの有る黒褐色土または極暗褐色土で, ローム粒子・焼

土粒子・炭化粒子を含んでいる。住居跡の北西コーナー付近 と北東側のエ リア との境,南側のエ

／

弘
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リア との境に焼土や炭化物が散在し

ていることから,本跡は,焼央家屋

であると思われる。

遺物は,土師式土器片90点,須恵

器片 4点,周囲か らの流れ込み と思

われる縄文式上器片 2点が出上してお

り,完形の遺物は無かった。第138図

1は ,上師式土器の郭口縁部である。

第138図 2は ,土師式上器の甕口縁部

である。第138図 3は ,本跡の北西コ

ーナー付近の床面から出土した鉄製

の雁股鏃である。形状は,「 Y」 字状

を呈すると推定されるが,股を呈す

る片方の刃が欠損 している。表・裏

面に赤錆が著 しい。法量は,長 さ10.7

Cm。 中昌約5.Ocm・厚さ1.2cm・ 重さ22.6

gである。

Ｂ
一
　

Ａ
一

Ｅ
Ｎ
．０
劇

ｒヽ
Ｉ

Ⅵ

よ
二

o             2m

第 8号住居跡実測図

(2

o           10Cm

第 138図  第 8号住居跡出土遺物実測図

第187図

舟
は
Ｗ
ＩＩＩ
胤
¶
げ

A26,2m

二 2α2m       二

ぽ

ヤ

第 8号住居跡出土土器観察表

器  種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備   考

138図

1

器

器

土

碩

形

冑

郭

土

A(14.4)
B(4_5)

底部は九底で,体都は内彎しなが

ら大きく開いて立ち上がり,口縁

部はほぼ直立する。外面の日縁部

と体部の境に稜を有する。

日縁部 内・外面積ナデ。体都

内面ナデ・外面ヘ ラ削 り。

砂粒 。長石

黒色

普通

％

４８
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図版
番号

器   種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図３８

　

２

第 甕 形 土 器

土 師 器

A(140)

B(35)
口縁部は外反しながら外上方へ開

く。

口縁部内・外面積ナデ。 砂粒・雲母・石英・

長石

にない赤褐色

普通

％

４７

５

　

Ｐ

第 9号住居跡 (第139図 )

本跡は,調査区の西部 B2cl区 を中心に確認された住居跡で,第 6号住居跡の北側3.5mに 位置

している。本跡の北側部は約 2分の 1がエリア外になっているため,平面形,規模等の詳細は不

明である。また,耕作のため東西方向に トレンチャーによる撹乱を受けている。

ヤン

/´        ＼

キン゙
生 2α2m      二

B26.2m                  」圭

平面形は,調査 した部分から推定すると,

一辺が3.00mの方形を呈する住居跡である

と思われる。主軸方向は不明である。壁は,

締まりのあるロームで,ほぼ垂直に立ち上

がっている。壁高は, 8～ 12cmで ある。床

は,ほぼ平坦で,硬 く踏み固められている

が, トレンチャーによる携乱部は帯状に凹

んでいる。ピットは, 1か所検出された主

柱穴 と思われる。規模は,長径 17cm・ 短径

16cm,深 さ18cmを 有 している。カマ ドは,

エ リア外に付設されているものと思われる。

覆土は,ほ とんどが撹乱を受け,ロ ーム

粒子・焼土粒子・炭化粒子が混合 している。

遺物は,土師式上器片25点が出土 した。

完形の遺物は無かった。第140図 1は ,南東

コーナー部の覆土から正位の状態で出上 し

た土師式上器の高台付不の底部である。

本跡は,出土遺物か ら9世紀前半の平安

時代前期に比定される遺構であると堆定さ

れる。

――ヽ一――
¬」

――~τ~~…………~~一″ア
~~2m

第 139図  第 9号住居詠実測図

I

0              1ocm

◎

６
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図版
番号

器   種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

140図

1

高台付辱形

土器

土 師 器

B(19)
C(77)

高台は外下方へのびる。 水挽 き整形。高台は貼 り付け

内・外面横ナデ。

砂粒・雲母・長石

スコ リア・石英

にぶい橙色

普通

％

４９

第 9号住居跡出土土器観察表

第 9号住居跡出土土製品解説表

図版番号 名  称 台帳番号 長さ×幅 (Cm) 子しぞ登 (Cm) 重量 (3) 備  考

第 140図
2 球状土錘 DP7 1.5Xl.8 0.5 4.4

100ワち
両 方 穿 孔

第 10号住居跡 (第 141図 )

本跡は,調査区の中央部分からやや西寄 りの B2e5・ B2f4区 を中心に確認された住居跡で ,

第21号住居跡の東方 6m,第 11号住居跡の北西6.8mに 位置 している。

本跡は,耕作のため東西方向に トレンチャーによる1覚乱 を受けている。平面形は,長軸3.90m

。短軸3.60mの 方形 を呈 し,主軸方向は,N-57生 wを指 している。壁は,締まりのあるロー

ムで,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。壁高は,45～ 50Cmを 有する。床は,ほぼ平坦で,中央部か

らカマ ド付近にかけて,硬 く踏み固められているが, トレンチャーによる撹乱部は帯状に凹んで

いる。ピットは, 4か所検出され,規模や配列か らいずれ も主柱穴であると思われる。 Plは ,長

径33Cm。 短径27Cm, 深さ23cm, P21ま , 答ゴ≡3%m・ 短径27Cm, 深さ20Cm, P3 は, 長径 29Cm・ 短径

26Cm,深 さ35Cm, P4は 長径37Cm・ 短径35Cm,深 さ28cmの 規模 を有 している。カマ ドは,西側壁中

央からやや北寄 りに付設されてお り,砂質粘土で構築されているが,カマ ドの中央とた右の袖部

の外側は,縦方向に トレンチャーにより撹乱を受けているため遺存状態が悪 く,平面形,規模等

の詳細は不明である。調査 した部分から推定すると,規模は,長さ95Cm・ 幅90Cm,焚 口部幅35Cm

で,掘 り方は壁 を幅55cmで ,37Cnほ ど外側に掘 り込み,火床は,長径45Cm・ 短径25Cmの楕円形を

呈 し,床面 を 5 Cmほ ど掘 り込んでいるものと思われる。

覆土は,遺構内全体が撹乱を受け,暗褐色土で,ロ ームブロック 。ローム粒子を主体に焼土粒

子,炭化粒子が微量混入している。

遺物は,土師式上器片25点,須恵器片 2点,周 囲か らの流れ込み と思われる縄文式上器片 1点が

出上 した。完形の遺物は出上 しなかった。第142図 1は ,本跡の北コーナー部の床面か ら正位の状

態で出土 した土師式上器の不である。完存率は約65%で ある。

本跡は,出 土遺物から8世紀後半の奈良時代末期に比定 される遺構 と思われる。



D26罰 m げ
一

B263m

第141図 第10号住居跡実測図

0              10Cm

第142図 第10号住居Ltl出 土遺物実測図

E26Jm

0               1m
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第10号住居跡出土土器観察表

図版
番号

器   種 法量→ ) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調 ・焼成 備   考

第142図

1

器

器疵
師

不

土

A(134)
B 43

底部は丸底 で,体部 は内彎 しなが

ら大 き く開いて外上方に立 ち上

が り,そ の まま口縁部に至 る。

口縁部 内・外面横ナデ。体部

内面ナデ,外面ヘ ラ削 り後ナ

:倉。

砂粒  雲母・長石

橙色

普通

％

５０

６５

Ｐ

第 11号住居跡 (第 143図 )

本跡は,調査区の中央部 B2g7区 を中心に確認された住居跡で,第 12号住居跡の西方1.5m,第

10号住居跡の南東6.8mに位置し,本跡の西コーナー部 と第 5号土坑が重複 している。

本跡は,耕作のため東西方向に トレンチャーによる撹乱を受けている。平面形は,長軸3.2m・

短軸 2.95mのやや方形 を呈 し,主軸方向は,N-66生 Wを指 している。壁は,締 まりのあるロ

ームで,ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は23～ 30cmである。床は,中央からカマ ドにかけて

硬 く踏み固め られているが, トレンチャーによる撹乱部は帯状に凹んでいる。貯蔵穴は,東 コー

ナー部に検出された。平面形は,長径80cm。 短径58cmの 不整楕円形を呈 し,深 さ34cmである。底

面は平坦で,壁は,ほぼ垂直に立ち上がってお り,覆土は,上層に焼土粒子 を主体 とした極暗褐

色土,中・下層はローム粒子 を主体 とした褐色上で締まりがある。ピットは, 4か所検出され ,

規模や配列からいずれも主柱穴であると思われる。 Plは ,長径37cm・ 短径32cm,深 さ32cm,P2は ,

長径27cm。 短径21om,深 さ31cm, P3は ,長径35Cm・ 短径32Cm,深 さ23cm,P4は直径27cmの 円形を

呈し,深さ30cmの 規模である。カマ ドは,東側壁中央か らやや南寄 りに付設されてお り,砂質粘

土で構築されているが維に約 2分の 1が トレンチャーによる撹乱を受けているため遺存状態が悪

く,袖部はほとんど消滅 してお り,平面形,規模等の詳細は不明である。調査 した部分から推定

すると,規模は,長 さ80cm。 幅62cm,焚 田部幅27cmで,掘 り方は,壁 を幅60cmで,40cmほ ど外側に

掘 り込み,火床は,長径45Cm。 短径34cmの楕円形を呈 し,床面を 4 cmほ ど掘 り込んでいるものと

覆土は,遺構全体がす覚乱を受け,暗褐色上で,ロ ームブロック・ローム粒子を主体に焼土粒子

・炭化粒子が微量混入している。

遺物は,土師式上器片97点,須恵器片 9´ミが出上 した。完形の遺物は,出土 しなかった。第144

図 1は,本跡の東部コーナー付近の覆土から逆位の状態で,第 144図 2は ,床面か ら正位の状態で

出土 した土師式上器のlTh口 縁部片である。

本跡は,出土遺物から9世紀後半の平安時代の前期に比定される遺構 と思われる。
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第143図 第11号佳居Ltl実測図
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0              10cm

第144図 第11号住居跡出土遺物実測図



第 11号住居跡出土土器観察表

版
号

図
番

器   種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第■4図

1

器

器

土

扁

形

自

不

土

A(142)
B(51)

体部は内彎気味に外上方へ立 ち上

が り, 日縁部 はやや 外反す る。

水挽 き整形後内面ヘ ラ磨 き。 砂粒・長石

1こ ぶい褐色

普通

％

５‐

2

器

器

土

雨

形

告

不

土

A(152)
B(33)

体苫Ⅲよ内彎気味に外上方へ立 ち上

が り,そ の まま口縁部に至 る。

水挽 き整形後内面ヘ ラ磨 き。 砂粒・長石

にない褐色

普通

％

５２

器

器

土

Ｔ

形

自

不

土

A(104)
B(18)

体部 は内彎気味に外上方へ立 ち上

が り,そ の まま日縁部に至 る。

水挽 き整形。 砂粒・雲母・長石

石英

褐灰色

普通

％

５３

4

高台付土器

土 師 器

B(23)
C(90)

高台は外下方 にのびる。 高台部 内・外面横ナデ。 砂粒・雲母 。長石

石英

淡橙色

普通

％

５４

第 12号住居跡 (第 145図 )

本跡は,調査区の中央部 B2g8区 を中心に確認された住居跡で,第 11号住居跡の東方1.5m,第

13号住居跡の北方 3mに位置している。

本跡は,耕作のため東西方向に トレンチャーによる撹乱を受けている。平面形は,一辺が2.8m

で,南 と西の コーナーは隅丸方形状 を呈 している。主軸方向は,N-309-Wを 指す小形の

住居跡である。壁は,締 ま りああるロームで,ほ ぼ垂直に立 ち上が っている。壁高は,21

～29cmである。床はほぼ平坦 で,全体的に固 く踏み固められているが, トレンチャーによる撹

乱部は帯状に凹んでいる。ピットは, 4か所検出されたが,規模や配列からP2・ P3・ P4が 主

柱穴 と思われる。 P2は ,直径32cmの 円形を呈し,深 さ45,5cm,P3は ,長径44cm。 短径34cm,深 さ

31cm,P4は ,長径26cm・ 短径24cm,深 さ28cmの規模である。カマ ドは,北 コーナー部に付設され

ている。コーナー部にカマ ドが付設されている住居跡は,当遺跡に於いては,本跡一軒のみであ

る。カマ ドは,約 3分の 2が斜めに トレンチャーにより撹乱を受けているため遺存状態が悪 く,

袖部,天丼部は消滅 してお り,平面形,規模等の詳細は不明である。調査 した部分か ら推定する

と,規模は長さ70cm・ 幅60cm,焚 口部幅不明,掘 り方は,壁を幅45cmで,45cmほ ど外側に掘 り込

み,火床は,長径38cm。 短径29cmの楕円形を呈 し,床を 5 cmほ ど掘 り込んでいるものと思われる。

覆土は, トレンチャーによる撹乱部を除き自然堆積の状態を呈 し,褐色のローム粒子を主体に

締まりを有 している。

遺物は,土師式上器片87点 ,須恵器片 4点,周囲か らの流れ込み と思われる縄文式上器片 2

点が出上 した。完形の遺物は出上 しなかった。第146図 1・ 2は ,カ マ ド内覆土から出土した土師

式上器の不片である。第146図 3は ,北東部壁際の床面から逆位の状態で出土 した土師式上器の17h
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D261m

E26罰m

A26.2m

三         二

第145図 第12号住居跡実測図

片である。

本跡は,出土遺物から10世紀前後の平安

時代前期末か ら中期初頭に比定される遺構

と推定される。

ぼ
一

0               1m

ゞ 多 I(◎)

フ Q
0              10Cm

第 146図 第 12号住居 LIt出 土遺物実測図
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第 12号住居跡出土土器観察表

図版
番号

器   種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図∬
一　
１

第 17N形 土 器

上 師 器

A(124)
B(33)

底部 は平底で,体部 は内彎気味に

立 ち上が り,そ の まま国縁部に至

る。

水挽き整形。底部外面回転ヘ

ラ切 り。

砂粒・ ス コリア・

雲母

にな い橙色

普通

％

５５

４０

Ｐ

2

不 形 土 器

土 師 器

A(142)
B(41)

体部は内彎気味に立 ち上が り,日
縁部 はわずかに外反す る。

水挽 き整形後内面ヘ ラ磨 き。 砂粒・雲母 。長石

にぶい橙色

普通

％

５６

２０

Ｐ

3

ITN形 土 器

土 師 器

A(116)
B(36)
C(45)

底部は平底 で,体部はほぼ直線的

に外上方に立 ち上が り,そ の まま

口縁部 に至 る。

水挽 き整形後内面ヘ ラ磨 き。

ロクロ回転方向は右。底部 回

転ヘ ラ切 り。

砂粒・長石・石英・

ス コ リア

にぶい褐色

普通

％

５７

‐５

Ｐ

第 12号住居跡出土土製品解説表

図版番号 名  称 台帳番号 長さ×幅 (Cm) 孔径 (cm) 重量 (g) 備   考

夕密146膠コ
4 球状土錘 DP8 2.2× 2.5

100ワろ
一 方 穿 孔

第 13号住居跡 (第 147図 )

本跡は,調査区の中央部 B2h8・ B2h9・ B2i8・ B2i9区に確認された住居跡で,第 12号住居跡の南方

3mに位置 し,東方0.4mに は,第 14号住居跡が隣接 している。

本跡は,耕作のため東西方向に トレンチャーによる才覚乱を受けている。平面形は,長軸4.40m・

短軸4.30mで ,北東コーナー部は隅丸形をなしてお り不整方形を呈 している。主軸方向は,N一

19生 wを指 している。壁は,締まりのあるロームで,ほぼ垂直に立ち上が り,壁高は45cmである。

南側の壁は長さ330mに わたって撹乱されてお り,正確な壁の検出は不可能であったが,壁下に

はカマ ドを除き幅 5～ 20cm,深 さ 7 cmの壁溝が全周 していたのです覚乱部の壁は壁溝に沿って構築

されていたもの と推定される。床は,ほぼ平坦で全体的に硬 く踏み固められているが, トレンチ

ャーによる携乱部は帯状に凹んでいる。ピットは, 5か所検出され,規模や配列か らPl・ P3・

P4・ P5が主柱穴 と思われる。Plは ,長径 100cm・ 短径87cm,深 さ47cm,P3は ,直径70cmの円形を

呈し, 深さ46cm, P41ま ,長径70cm・ 短径66cn, 深さ47cm, P5は ,長径73cm。 短径68om, 深さ56cm

の規模である。本跡のピットは,当遺跡の遺構中,最大の規模 を有 している。カマ ドは,北側壁

中央部からやや西寄 りに付設され,砂質粘上で構築されているが維方向に約 3分の 2が トレンチ

ャーによる撹苦しを受けているため,遺存状態が悪 く,右袖部を残 しては,ほ とんどが消滅してお

り,平面形や規模等の詳細は不明である。調査 した部分から推定すると,長 さ90cm,幅 80cmを 有

するものと思われる。
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覆土は,上層部がほとんど撹乱を受けてお り,中 ・下層部は自然堆積状 を呈し,ロ ーム粒子を

主体に炭化粒子を含む黒褐色土 または暗褐色上で,締まっている。

遺物は,土師式上器片465点 ,須恵器片ユ4点が出土 した。完形の遺物第148図 1・ 2・ 3・ 4

は,カ マ ド付近の床面から正位の状態で出土 した土師式上器のサ不である。第148図 5は ,南西コー

ナー部付近の床面か ら横位の状態で出上 した土師式土器片を接合 した甕の一部である。第148図 6

は,カ マ ド付近の床面か ら正位の状態で出土 した土師式土器の刻ヽ形簑片で,70%の完存率である。

第148図 7は ,南西コーナー付近の床面から正位の状態で出土 した土師式上器の甑片である。完存

率は約50%である。

本跡は,出土遺物か ら古墳時代後期の鬼高Ⅲ式期に比定される遺構 と推定される。

第13号住居跡出土土器観察表

版
号

図
番 器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第■8図

1

杯 形 土 器

土 師 器

A 186
B 45

底部は丸底で,体苫Ыよ内管 しなが

ら大 き く開いて立 ち上が り,日縁

部 はわずかに内傾す る。外面の 回

縁部 と体部 の境に稜 を有す る。

日縁部内・ 外面横ナデ後横位

のヘ ラ磨 き。体部内面ヘ ラ磨

き,外面ヘ ラ削 り後ナデ。

母と
言・

色

粒

褐

通

砂

黒

普

95%
P62

2

不 形 土 器

土 師 器

A 120
B 42

底部 は丸底 で,体著μよ内彎 しなが

ら大 き く開いて立 ち上が り,日縁

部 は短 く直立す る。

口縁部内・外面横ナデ後横位

のヘ ラ磨 き。体部 内面ヘ ラ磨

き,外面ヘ ラ削 り後ナデ。

砂粒・雲母・石英

にオい橙色

普通

100%
P68

3

不 形 上 器

土 師 器

A  123
B 41

底部 は丸底 で,体部は内彎 しなが

ら大 き く開いて立 ち上が り,日縁

部 はわずかに内督気味に内傾 して

立 ち上が る。外面の口縁部 と体部

の境 に稜 を有す る。

日縁部内・外面横ナデ後横位

のヘラ磨き。体部内面ヘラ磨

き,外面ヘラ削り。

砂粒・雲母

にない橙色

普通

100%
P69

j・7N形 土 器

土 師 器

A 130
B 41

底部は九底 で,体部は内彎 しなが

ら大 き く開いて立 ち上が り,日縁

都 は短 く直立す る。

口縁部内・外面横ナデ後横位

のヘ ラ磨 き。体部 内面ヘ ラ磨

き,外面ヘ ラ削 り。

砂粒 ・雲母

黒褐色

普 通

97%
P70

5

甕 形 土 器

土 師 器

A 120
B(140)

胴部 は丸 く張 り,胴上位 に最大径

を有す る。 日縁部は外反 して外上

方 に開 き,端部に面 をなす。

口縁部 内・外面横ナデ。胴部

内・外面ナデ。

砂粒 。長石・石英

雲母

明褐灰色

普通

％

５９

４０

Ｐ

6

甕 形 土 器

土 師 器

A 152
B 177
C(73)

底部は平底 で,胴部はやや長胴 を

呈 し,中位が九 く張っている。 日

縁音F」 lま 外反 しなが ら外上方 に開 く。

日縁部内・外面横ナデ。胴部

内面ナデ・外面上位ナデ,下
位維位のヘ ラ磨 き。

砂粒・雲母・長石・

石 英

にぶい褐色

普通

％

５８

７５

Ｐ

7

瓶 形 土 器

土  師  器

A(235)
B(210)

胴部は内彎気味に外上方へ立 ち上

が り,口 縁部は外反 しなが ら開 き,

口縁端部 に面 をなす。底部の孔は

半円状 を呈 しているが,正円状に

抜ける もの と思われる。

日縁部内 外面横ナデ。胴部

内面ナデ ,内 面下位横位 のヘ

ラ削 り,外面維位 のヘ ラ磨 き。

粒

母

色

通

砂

雲

褐

普

長憑・石夫・ ％

６０

４５

Ｐ

8

不 形 土 器

土 師 器

A(142)
B(43)

体著Ьは内瞥しながら大きく開いて

立ち上がり,日縁部は直立する。

外面の口縁部と体部の境に稜を有

する。

口縁部 内・外面横ナデ。体部

内面ナデ・外面ヘ ラ削 り。

砂粒・長石・雲母

にぶい橙色

普通

％

６７

‐５

Ｐ
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版
号

図
番 器  種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

9

j7N形 土 器

土 師 器

A(136)
B(40)

底部 は丸底 で,体著Ыま内瞥 しなが

ら大 き く開いて立 ち上が り,日縁

部は短 く直立す る。

口縁部内・外面横ナデ。体部

内面ナデ,外面ヘ ラ削 り。

砂粒・長石

明赤褐色

普通

60%
P66

lTN形 土 器

土 師 器

A(130)
B(38)

底部は九底で,体部 は内腎 しなが

ら大 き く開いて立 ち上が り,日 縁

言Ыよ短 く直立す る。外面の体部 と

日縁部の境 に稜 を有す る。

口縁部 内・ 外面積ナデ後横位

のヘ ラ磨 き。体部内面ヘ ラ磨

き,外面ヘ ラ削 り後ナデ。

砂粒・雲母・長石

にぶい橙 色

普通

20%
P64

11

I17N形 土 器

土 師 器

A(128)
B 43

底部 は丸底 で,体部は内彎 しなが

ら大 き く開いて立 ち上が り,日縁

部は短 く直立す る。

口縁部内・外面横ナデ後横位

のヘ ラ磨 き。体部 内面ヘ ラ磨

き,外面ヘ ラ削 り後ナデ。

砂粒・雲母・長石

黒褐色

普通

70%
P63

不 形 土 器

土 師 器

A(124)
B  39

底部は九底で,体部 は内管 しなが

ら大 き く開いて立 ち上が り,口 縁

部 は外傾す る。外面の口縁部 と体

部の境 に稜 を有す る。

日縁部 内・ 外面積ナデ後横位

のヘ ラ磨 き。体部内面ヘ ラ磨

き,外面ヘ ラ削 り後ナデ。

母雲・
色

粒

褐

通

砂

黒

普

％

６５

２０

Ｐ

器

器

上

市

形

冑

壺

土

A 105
B 100
C 49

底部 は平底 で,胴音Ыよ内彎 しなが

ら外上方へ立 ち上が り,胴中位か

ら内傾する。日縁部はわずかに外

反して直芝する。外面の胴部と日

縁部の境に稜を有する。

口縁部内・外面積ナデ。胴部

内面ナデ,外面はわずかにナ

デの痕跡を有するがほとんど

が剥離している。底部外面へ

ラ削り。

砂粒・石英・長石

にない赤褐色

普通

95%
P61

図版番号 名 称 台帳番号 長さ×幅 (Cm) 孔径 (Cm) 重量 (g) 備 考

第 148図
14 球状土錘 DP9 3.4× 4.5 0.8 (39.5)

50夕必

一 方 穿 孔

球状土錘 D P10 1.7× 20 0.35 5.8
100pろ
一 方 穿 孔

第13号住居跡出土土製品解説表

第 14号住居Ltt(第 149図 )

本跡は,調査区の中央部 B2io区を中心に確認された住居跡で,第 13号住居跡が西方0.4mに 隣接

し,第 19号住居跡の北西コーナー部 と本跡の南東コーナー部が重複 している。土層や床面 を検討

した結果,本跡は,第 19号住居跡の壁を切 り込んで住居を構築 したものと思われる。したがって,

本跡は,第 19号住居跡よりも新 しい遺構である。

本跡は,耕作のため東西方向に, トレンチャーによる撹乱を受けている。平面形は,長軸4.10

m・ 短軸 3.90mのやや方形 を呈 し,主軸方向は,N-21生 Eを指 している。壁は,締 まりのあ

るロームで,ほぼ垂直に立ち上が り,壁高は,30～ 37cmである。床は,ほぼ平坦で,中央部を中

心に,ほぼ全域が硬 く踏み固められているが, トレンチャーによる枕乱部は帯状に凹んでいる。

ピッ トは 4か所検 出され,いずれ も主柱穴 と思 われる。 Plは ,直径 34cmの 円形 を呈 し,深

さ38cm, P2は ,長径 33Cm・ 短径 27Cm,深 さ38Cm, P3は , 直径 25Cmの 円形 を呈 し, 深さ48

Cm,P4は ,長径 25Cm・ 短径23Cmの ほぼ円形を呈 し,深さ20cmの規模である。カマ ドは,北側壁
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中央からやや西寄 りに付設され,砂質粘土で構築されているが,横方向に約 3分の 2が トレンチ

ャーによる撹乱を受けているため,規模や平面形の詳細は不明である。調査した部分から推定す

ると,規模は長さ90cm・ 幅80cmを 有するものと推定される。

覆土は,上層部の遺構内全体が撹乱を受けており,下層部は, 自然堆積の状態を呈 し, ローム

粒子・焼土粒子を少量含む黒褐色土で,締まりを有している。

遺物は,土師式土器片90点,須恵器片 5点,周 囲か らの流れ込み と思われる縄文式上器片19

点が出土した。完形の遺物は無 く,第 150図 1は ,カマ ド内覆土から出土した須恵器片で,扁平な

宝珠形のつまみを有する蓋である。第150図 2は ,カマ ド内覆土から出上した上師式上器のJThで
,

完存率は約70%である。第150図 3は ,ヵマ ドの直前の床面から正位の状態で出土 した土師式上

器の甑である。完存率は約50%である。

本跡は,出土遺物から8世紀初頭の奈良時代初期に比定されるものと推定される。

いロ

⑮
司 引∞

Wヤ

D26.lm げ
一

A
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B26.2m

焉
。Ｎ
ｏｌ

止

E_26.lm

B'

0              2m

4elaW
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0              10Cm

第 15号住居跡 (第151図 )

本跡は,調査区の中央部 B3iュ・ B3i2・ B3,1・ B3i2区 に確認された住居跡で,第 14号住居跡の東

方約 2m,第 16号住居跡の北西12mに位置 し,第 19号住居跡の北東コーナー部付近 と本跡の西 コ

ーナー部が重複 している。上層や床面及び出土遺物から検討 した結果,本跡は,第 19号住居跡 よ

りも新 しい遺構である。

第14号住居跡出土土器観察表

版
号

図
番 器   種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 焼成 備   考

第帝0図

1

蓋

須 志 器

A(156)
B 40

天丼部 中央に扁平な宝珠形のつ ま

みが付 く。天丼部は丸 く,日 縁部

はわずかに外反 して外下方にのび

る。 口縁 内部にか え りを有す る。

水挽 き整形で,天丼頂部は回

転ヘ ラ削 り,つ まみは横ナデ。

ロクロ回転方向は右 。

砂粒・長石・礫

灰色

普通

60%
P74

2

杯 形 土 器

土 師 器

A(143)
B 48

底部は九底で,体をЫよ内彎 しなが

ら大 き く開いて立 ち上が り,口 縁

部はほぼ直線的に外上方 に立 ち上

が る。

口縁部 内・外面横ナデ。体部

内面ヘ ラ磨 き,外面手持 ちへ

ラ削 り後ナデ。

砂粒・雲母・砂礫

スコリア

にぶい栓色

普通

70%
P73

3

器

器疵
師

甑

土

A(296)
B  267
c mo

胴部は内彎気味に外上方へ立 ち_ヒ

が り,日縁部 は外反 しなが ら開 き

端部に面 をなす。底部の孔は正 円

状に抜け る。

日縁部 内・ 外面積ナデ。胴部

内面ナデ・外面縦位のヘ ラ磨

き。

砂粒 。長石・石英

雲母 '礫

にぶい橙色

普通

40%
P72

4

簑 形 土 器

土 師 器

B(120)
C  70

底者団よ平底で,胴部は内彎 しなが

ら外上方へ立 ち上が り,胴 中位 か

ら内傾す る。

胴部 内面ナデ,外面斜位 の交

差ヘ ラ磨 き。底部外面ヘ ラ削

り。

砂粒・雲母・石英・

長石・砂礫

にぶい赤褐色

普通

20%
P71
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本跡は,耕作のため東西方向に トレンチャーによる城乱を受けている。平面形は,長軸3.72m

・短軸 3.20mの 方形 を呈 し,主軸方向は,N-56生 Eを指 している。壁は,締まりのあるロー

ムでほぼ垂直に立ち上が り,壁高は,17～ 22cmである。床は,ほぼ平坦で,中央部が硬 く踏み固

められているが, トレンチャーによる撹乱部は帯状に凹んでいる。ピットは, 6か所検出され,

規模や配列からいずれも主柱穴 と思われる。Plは,長径30cm・ 短径25om,深 さ24cm,P2は ,長径

28om・ 短径27cmの ほぼ円形を呈 し, 深さ40cm, P3は , 長径25om・ 短径23cm, 深さ31cm, P4は , 長

径35cm。 短径30cm, 深さ27cm, P51ま , 長径32cm・ 短径25cm, 深さ29cm, P6イ よ, 長径 35cm・ 短径26

cm,深 さ28cmの規模である。 P3・ P4は ,カ マ ドの反対側にあたる南西側壁際に約 1.5mの 間を保

ち構築されており,位置的に見ると出入口に伴なうものではないかと推定される。カマ ドは,北

東側壁の中央からやや南寄りに付設され,砂質粘土で構築されているが,斜めにトレンチャーに
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第1団 図 第 15号住居跡実測図
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よるオ覚乱 を受けているため,袖部や天丼部は消滅 してお り,規模や平面形の詳細は不明である。

調査 した部分から推定すると,規模は,長さ70cm。 幅55cmを 有するものと推定される。

覆土は, トレンチャーによる!党乱部 を除き, 自然堆積の状態を呈し,ロ ーム粒子を主体に含む

褐色土で締まっている。

遺物は,土師式上器片39点 ,須恵器片 3点,周 囲か らの流れ込みと思われる縄文式上器片 1

点が出土 した。完形の遺物は無 く,第152図 1・ 2は ,カ マ ド内の覆土から出土 した土師式上器の

jTh片 である。

本跡は, 9世紀後半の平安時代前期に比定される遺構であると推定される。

▼ |-4

0             10Cm

第152図 第 15号住居跡出土遣物実測図

―
―
―
―
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―
―
―
「

第15号住居跡出土土器観察表

図版
番号

器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第152図

1

不 形 土 器

上  師 器

A(136)
B(42)

底部は九底で,体部は内彎しなが

ら外上方にのび,そのまま口縁部

に至る。外面の底部と体部の境に

わずかに稜を有する。

口縁部及び体部内面積ナデ後

横位のヘラ磨き,外面横ナデ。

底部手持ちヘラ削り後ナデ。

砂粒・ 雲母・長石

にぶい橙色

普通

7%
P76

内面黒色処理

2

不 形 土 器

土  師 器

A(158)
B(42)

体部は内脅気味に外上方に立ち上

がり,そのまま口縁部へ至る。

口縁部及び体部内面積ナデ後

横位のヘラ磨き,外面横ナデ。

砂粒・雲母 。長石・

にオい褐色

普通

5%
P77

内面黒色処理

3

甕 形 土 器

土 師 器

A(104)
B(3.4)

口縁部は外反 して大 きく外上方へ

開 く。

口縁部 内・外面横ナデ。 砂粒・ 石英・ 長石

スコ リア

にぶい橙色

普通

5%
P75

4

年 形 土 器

土 師 器

B(08)
C(68)

底部 は平底 である。 回転ヘ ラ削 り。切 り離 しは不

明。

砂粒・長石

にない橙色

普通

％

７８

-202-



第 16号住居謝 (第153図 )

本跡は,調査区の東部 C3b4・ Cab5。 C3c4・ C3c5区 に確認された住居跡で,第 15号住居跡の南東 ,

11.5m,重複 している第17。 18号住居跡の西方 3mに位置 している。

本跡は,耕作のため東西方向に トレンチャーによる撹乱を受けている。平面形は,一辺が4.50

mの方形を呈し,主軸方向は,N-40生 wを指 している。壁は,締まりのあるロームで,ほ ぼ垂

直に立ち上がっている。壁高は,75～ 85cmを 測 り,75～ 85cmと ぃう壁高は,当遺跡の住居跡の中

では,第 6号住居跡 と本跡の 2軒のみである。壁下には,幅 7～ 20cm,深 さ 8 cmの壁側溝がカマ

ドを除き全周 している。床は,ほぼ平坦で,全体的に硬 く踏み固められているが, トレンチャー

による撹乱部は帯状に凹んでいる。ピットは, 4か 所検出され,規模や配列か らいずれも主柱穴

であると思われる。Plは ,直径28cmの 円形を呈 し,深さ30cn,P2は ,長径25cm。 短径23cm,深 さ

23cm,P3は ,長径32cm・ 短径29cm,深 さ41cm,P4は ,直径36cmの 円形を呈 し,深 さ23cmの規模で

ある。カマ ドは,北西の壁中央部からやや北 コーナー寄 りに付設されており,砂質粘土で構築さ

れている。内面は熱を受けレンガ状に焼けている。 トレンチャーによる杭乱部は,左側袖部の中

央 とカマ ドの右側先端部のみで,遺存状態は,ほぼ良好である。規模は,長さ114cm。 幅83cm,焚

口部幅35cmである。掘 り方は,壁 を幅30cmで ,27cmほ ど外側に掘 り込んでいる。火床は,長径77

cm。 短径30cmの楕円形を呈 し,床面を 9 cmほ ど掘 り込んでいる。

覆土は, トレンチャーによる攪乱部を除き, 自然堆積の状態を呈 し,暗褐色土または黒褐色土

でローム粒子・ロームブロックを主体に含み締まっている。

遺物は,上師式上器片 968点 ,須恵器片35点が出上 した。ほぼ完形の遺物は,第155図 1で
,

床面中央部東寄 りから正位の状態で出土した土師式上器の邦である。第155図 2は ,北コーナーの

床面か ら正位の状態で出土した土師式上器の杯である。完存率は約65%である。第155図 3は ,床

面中央部から正位の状態で出土 した土師式土器のlThである。完存率は約50%である。第155図 4は

カマ ド内より正位の状態で出土 した甕である。完存率は約75%である。

本跡は,前述 した如 く出土遺物から古墳時代後期の鬼高 H式期に比定される。
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第153図  第 16号住居跡実測図

-204-



―L26.Om

第154図 第16号住居跡出土土器接合関係図

第16号住居跡出土土器観察表

o               2m

ド
一

図版
番号

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備   考

第b5図

1

器

器腑
師

不

土

A 144
B  48

底部は丸底で,体著Ыま内彎しなが

ら大きく開いて立ち上がり,日縁

部は外反してわずかに内傾する。

外面の体都と口縁部の境に稜を有

する。

口縁部 内・外面横ナデ。体部

内面ナデ・ 外面ヘ ラ削 り後へ

ラナデ。

砂粒・雲母

灰褐色

普通

％

９７

９７

Ｐ

2

T7N形 上 器

土 師 器

A(130)
B  34

底部は扁平 な九底で,体部は内彎

しなが ら外上方へ立 ち上が り,そ
の まま口縁部に至 る。

水挽 き整形。底部外面回転へ

ラ切 り。 ロ クロ回転方向右。

砂粒・雲母・礫

にぶい橙色

普通

60%
P100

3

杯 形 土 器

上 師 器

A(122)
B(50)

底部は丸底で,体部は内彎しなが

ら大きく開いて立ち上がり,日縁

部は直立する。外面の体部と回縁

部の境に稜を有する。

口縁部内・外面横ナデ。体部

内面ナデ・外面ヘラ削り。

砂粒・_T母・ 長石

にない赤褐色

普通

60%
P102
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図版
番号

器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 色調 焼 成 備   考

4

ょ 形土 器

土 師 器

A(234)
B 196

底部は正円状 に抜け,胴部はゆる

やか に内彎 しなが ら外上方に立 ち

上が り, 日縁部は外反 して外上方

へ 開 く。

日縁部 内・ 外面積 ナデ,胴部

内面ナデ・外面縦位ヘ ラ磨 き。

底部 内面積位ヘ ラ削 り,外面

維位のヘ ラ磨 き。

砂粒・雲母 ・長石

礫

にぶい橙 色

普通

％

９４

３５

Ｐ

5

嚢 形 土 器

土 師 器

A  254
B(321)

胴部は内彎 しなが ら外上方に立ち

上が り,胴上位か ら内傾す る。 日

縁部は外反 しながら外上方に開 く。

口縁部 内・ 外面積 ナデ。胴部

内面ナデ  外面上位ナデ,下
位縦位 のヘ ラ磨 き。

砂粒・石 英・長石

におい橙 色

普通

％

８０

７０

Ｐ

6

甑 形 土 器

土 師 器

A(250)
B(125)

胴部 はわずかに内彎 しなが ら外上

方へ立 ち上が り,日 縁部は外反 し

て外上方へ開 く。

口縁部 内・ 外面横 ナデ。胴部

内・ 外面ナデ。

砂粒・ヨ母・長石

スコ リア・礫

にぶい橙 色

普通

25%
P96

7

装 形 土 器

土 師 器

A(262)
B(275)

胴部は内彎 しなが ら外上方に立ち

上が り,胴上位か ら内傾す る。 ロ

縁部は外反 しながら外上方に FT3く 。

回縁部 内・外面横ナデ。胴部

内面ナデ,外面上位 ナデ,下
位縦位 のヘ ラ磨 き。

砂粒 。長石 ・石英

褐灰色

普通

40%
P81

8

甕 形 土 器

土 師 器

A(186)
B(123)

胴部 は九 く張 り,日縁著μよ外反 し

て大 き く開 き,短い。

口縁部 内 外面横ナデ。胴部

内面ナデ・ 外面縦位 のヘ ラ磨

き。

砂粒・長石

によい橙色

普通

10%
P82

9

簑 形 土 器

土 師 器

A 245
B(241)

胴言Ыま丸 く張 り,日縁部は外反 し

なが ら外上方へ開 き,端部 に面 を

なす。

口縁部 内・ 外面積 ナデ。胴部

内面ナデ ・外面上位 ナデ,下
位縦位 のヘ ラ磨 き。

砂粒 。長τ 雲母

にぶい橙 色

普通

％

７９

３０

Ｐ

第b6図

10

不 形 土 器

土 師 器

A(150)
B  45

底部は九底で,体部は内彎しなが

ら大きく開いて立ち上がり,日縁

部は短く直立する。外面の体部と

口縁部の境にわずかに稜を有する。

口縁部 内・外面積ナデ。体部

内面ヘ ラ磨 き,外面ヘ ラ削 り

後ナデ。

砂粒・雲母

にぶい褐 色

普通

40%
P99

11

17N形 土 器

土 師 器

A(134)
B  40

底部は九底で,体著Ыよ内聟しなが

ら大きく開いて立ち上がり,日 縁

部はわずかに外傾する。外面の体

部と口縁部の境に稜を有する。

口縁部 内・ 外面積 ナデ。体部

内面ヘ ラ磨 き,外面ヘ ラ削 り

後ナデ。

砂粒・ ス コリア

雲母

にぶい赤褐色

普通

50%
P98

不 形 土 器

土 師 器

A(140)
B(50)

体言るは内彎 しなが ら大 きく開いて

外上方に立 ち上が り,日 縁著日よ外

傾す る。外面の体部 と口縁部の境

に稜 を有す る。

口縁部 内・外面横ナデ。体部

内面ナデ,外面ヘ ラ削 り後ナ

7。

砂粒・ ス コ リア

雲母

にぶ い橙 色

普通

40%
P101

13

甕 形 土 器

土 師 器

A(172)
B(190)
C(80)

底部は平底 で,胴著隅ま内彎 しなが

ら外上方 に立 ち上が り,胴上位か

ら内傾す る。 日縁著Ыま外反 して大

き く開 く。

口縁部 内・外面横ナデ。胴部

内面ナデ,外面ナデ,下位ヘ

ラ肖」り。

砂粒 ・長石・雲母

に景い黄橙色

普通

％

８６

３０

Ｐ

甕 形 土 器

土 師 器

A(130)
B(55)

口縁部は外反して外上方に開く

口縁端部に沈線を有する。

日縁部 内・外面横ナデ。 砂粒・雲母・礫

長石

にぶい褐色

普通

7%
P87

甕 形 土 器

土 師 器

B(93)
C 66

底部 は平底 で,胴部は内脅 しなが

ら外上方に立 ち上が る。

胴部及び底部 内面ナデ。胴部

外面斜位 のヘ ラ磨 き。

砂粒・礫・雲母

石英・長石

灰褐色

普通

％

８９

‐Ｏ

Ｐ

甑 形 土 器

土 師 器

A(160)
B(115)

胴都 はわずかに内彎 し,日縁部 は

外反 して外上方へ開 く。

口縁部 内・外面横ナデ。胴部

内・外面ナデ。

砂粒・長石・雲母

にない褐色

普通

7%
P95
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版
号

図
番 器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

甕 形 土 器

土 師 器

B(73)
C 78

底部は平底 で,胴部は内瞥 しなが

ら外上方へ立 ち上が る。

】Π部及び底部内面ナデ。胴部

外面斜位のヘラ磨き。

砂粒・長石

にない橙色

普通

％

９．

甕 形 土 器

土 師 器

(10 4)

82
底部 は平底 で,胴部は内彎 しなが

ら外上方に立 ち上が る。

胴部及び底部内面ナデ。胴部

外面下位横位のヘラ磨き。

砂粒・砂礫 。長石r

石英・雲母

にぶい橙色

普通

％

８８

‐５

Ｐ

甕 形 土 器

土 師 器

B(70)
C 91

底部は平底で,胴部はわずかに内

彎しながら外上方に立ち上がる。

胴部及び底部 内面ナデ。胴部

下位外面斜位 のヘ ラ磨 き。

砂粒・石英部長石・

スコリア

にぶい橙色

普通

％

８５

20

甕 形 上 器

上 師 器

(4.4)
82

底部 は平底で,胴部は内彎 しなが

ら外上方へ立 ち上が る。

胴部及び底部 内面ナデ。胴部

外面斜位 のヘ ラ磨 き。

砂粒・雲母・長石・

スコリア・礫

にない橙色

普通

％

９０

７

Ｐ

第157図

21

甕 形 上 器

土 師 器

A(224)
B(VO)

胴中位から内傾する。日縁部は外

反しながら外上方へ開く。

日縁部内・外面横ナデ。胴部

内・ 外面ナデ。

砂粒・長石・雲母

にない橙色

普通

％

８３

‐５

Ｐ

甑 形 上 器

土 師 器

(290)

(13 9)

胴部はわずかに内彎気味に外上方

に立ち上がり,日縁部は外反して

外上方へ開く。

日縁内・外面積ナデ。胴部内

・外面ナデ。

砂粒・ 長石

にぶい褐色

普通

％

９２

器

器疵
師

甑

土

Ａ

Ｂ

Ｃ

(284)

(21 0)

(13 8)

底部の孔は半円状を呈して抜けて

いるが,正円状に抜けるものと思

われる。胴部はやや内彎気味に外

上方へ泣ち上がる。

内面ナデイ・外面縦位のヘラ磨

き。

砂粒・雲母・長石・

スコリア

にない橙色

普通

％

９３

・５

Ｐ

第16号住居跡出土土製品解説表

図版番号

第 157図
24

考備

100

長さ×幅 (Cm) 孔径 (Cm) 重量 (cm)

2.6× 3.2
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第156図 第16号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第17号住居LTI(第 158図 )

本跡は,調査区の東部C3Ъ 6区 を中心に確認された住居跡で,第 16号住居跡の東方 3mに位置し,

本跡の南部 と第18号住居跡の北部 コーナー部が重複 している。出土遺物等を検討 した結果,本跡

は,古墳時代後期の鬼高H式期に比定され:第 18号住居跡は, 9世紀後半の平安時代前期に比定

される。 したがって,本跡の方が古い遺構である。

本跡は,耕作のため東西方向に トレンチャーによる杭乱を受けている。平面形は,長軸3.16m

・短軸2.75mの長方形を呈 し,主軸方向は,N-26生 wを指 している。壁は,締まりのあるロー

ムで,ほぼ垂直に立ち上が り,壁高は,25～ 32cmを 有する。床は,ほぼ平坦で,硬 く踏み固めら

れているが, トレンチャーによる撹乱部は帯状に凹んでいる。ピットは, 4か所検出されたが ,

孵 酉販可等から,Pl・ P2° P3が主柱穴 と思われる。Plは ,長径55cm・ 短径41cm,深 さ34om,P2は ,

⑭
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ド
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第158図  第 17号住居跡実測図
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長径34cm・ 短径33cm,深 さ32cn,P3は ,長径30cm・ 短径28cm,深 さ38cmの規模である。カマ ドは,

北側壁の中央部からやや東コーナー寄 りに付設され,砂質粘上で構築されているが,右側袖部 と

カマ ドの 2分の 1が, トレンチャーによる撹乱を受けているため,規模や平面形等の詳細は不明

である。調査 した部分から推定すると,規模は長さ78cm。 幅60cm,焚 口部幅25cm程度 と推定され

る。

覆土は, トレンチャーによる撹乱部を除き, 自然堆積の状態を呈し,ロ ーム粒子・ロームブロ

ックを主体に含む褐色土または暗褐色上で締まっている。

遺物は,上師式上器片26点 ,周囲か らの流れ込み と思われる縄文式上器片 2点が出土した。

完形の遺物は無 く,第150図 1は ,住居跡の西部に位置する床面から逆位の状態で出土 した土師式

上器のlTh片 である。

本跡は,前述 した如 く,出土遺物から古墳時代後期の鬼高H式期に比定される。

＼
＼
＼         | 立

ノ  | ｀  4
0              10Cm

第159図  第17号住居跡出土遺物実測図

第17号住居跡出土土器観察表

図版
番号

器  種 法量 (CIn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考

第159図

1

不 形 土 器

土 師 器

A(102)
B(38)

底部は九底 で,体部は内彎 しなが

ら大 きく開いて外上方に立 ち上が

り,そ の まま口縁部へ至 る。

水挽き整形。底部外面回転へ

ラ切 り。

砂粒 ,石英・長石

におい褐色

普通

5%
P103

2

T7h形 上 器

土 師 器

A(15.0)
B 27

体部は内瞥しながら大きく開いて

立ち上がり,日縁部は短く直立す

る。

内・外面積ナデ。 砂粒・長石

灰褐色

普通

5%
P104

3

甕 形 土 器

土 師 器

(18)
(10 2)

底部は平底 で,体部はやや 内彎気

味に外上方へ立 ち上が る。

内面ナデ。外面ヘラ削り。 砂粒・雲母・石英

長万

にない褐色

普通

5%
P105

4

高台付 jTN形

土器

土 師 器

D(92)
E(11)

高台は外下方 にのびる。 内・外面ナデ。 砂粒・長石・雲母

褐灰色

普通

％

１０
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第 18号住居跡 (第160図 )

本弥は,調査区の東部 C3c6・ C3c7区 を中心に確認された住居跡で,第 16号住居跡の東方 4m,

第22号住居跡の北西19mに位置し,第 17号住居跡の南側 と本跡の北ヨーナーが重複 している。出

土遺物等を検討 した結果,本跡は, 9世紀後半の平安時代前期に比定されるものと推定され,本

跡の方が新 しい遺構である。

本跡は,耕作のため東西方向に トレンチャーによる撹乱を受けている。平面形は,長軸 4m・

短軸 3.6mの方形 を呈 し,主軸方向は,N-34生 Eを指 している。壁は,締まりのあるローム全

ほぼ垂直に立ち上が り,壁高は,30～ 33cmで ある。床は,北西から南東にやや傾斜 し,硬 く踏み

固められているが, トレンチャーによる手覚乱部は帯状に凹んでいる。ビットは, 2か所検出され

―――――一一一―
キ_

D25.8m ざ
一

E25.3m

Ｄ
一

」|

A 260m

B26.Om

C260m

0                1m

ご
一

m

第160図 第 18号住居跡実測図

-213-



不規則ではあるが,いずれも主柱穴と思われる。Plは,直径が24cmの 円形を呈 し,深さ20cm,P2

は,直径22cmの 円形を呈 し,深さ18cmの規模である。カマ ドは,北東側壁の中央から東コーナー

寄 りに付設されているが,横方向に トレンチャーによる撹乱を受けているため,規模や平面形等

の詳細は不明である。調査 した部分から推定すると,規模は,長さ97cm。 幅75cm,焚 口部幅30cm

程度であると思われる。掘 り方は,壁幅50cmで,外側に20cm掘 り込んでいる。火床部は,不明で

⑨

あ

第161図  第 18号住居Ltl出 上遺物実測図

片である。

本跡は,前述 した如 く,出土遺物から9世紀後半の平安時代前期に比定されるものと推定され

る。

第 18号住居跡出土土製品解説表

第19号住居跡 (第162図 )

本跡は,調査区の中央 B2io・ B3il・ B2,o・ B3il区 に確認された住居跡で,第 16号住居跡の北西約

26mに位置し,第 14号・第15号住居跡とそれぞれ重複している。出土遺物等を検討した結果,本

跡は,古墳時代後期の鬼高Ⅲ式期に比定され,第 14号住居跡は奈良時代初期に比定され,第 15号

ある。

覆土は, トレンチャーによる携乱部を除

き,自 然堆積の状態を呈 し,ロ ーム粒子・

ロームブロックを主体に含む褐色土または

暗褐色土で締まりを有する。

遺物は,上師式上器片38点 ,須恵器片

6点,周囲からの流れ込み と思われる縄文

式上器片 1′ミが出上した。完形の遺物は無

く,第161図 1は ,カ マ ド付近の覆土から逆

位の状態で出土した土師式上器の高台付17X

0              10Cm

一蓋≒一

第18号住居跡出土土器観察表

版
号

図
番 器   種 法量(cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第161図

1

高台付 婉 形

土 器

土 師 器

(148)
65

Ａ

Ｂ

体部は内管 しなが ら外上方に立 ち

上が り,そ の まま日縁部に至 る。

高台は外下方へのびる。

日縁部内・外面横ナデ後横位

のヘラ磨き。体部内面ヘラ磨

き,外面ナデ。高台内・外面

横ナデ。

砂粒・雲母・長石

にない褐色

普通

15%
P108

内面黒色処理

図版番号 名  称 台帳番号 長さ×幅 (Cm) 孔径 (Cm) 重量 (g) 備  考

第 161図
2 球状土錘 D P12 1.4× 1.8 0.5

100ワろ
一 方 穿 孔
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住居跡は,平安時代前期に比定されるものである。したがつて,本跡は, 3軒のなかで最 も古い

遺構である。また本跡の東中央部は第 6号土坑 と重複 している。

本跡は,耕作のため東西に トレンチャーによる撹乱を受けている。平面形は,長軸4.60m。 短

軸425mの方形を呈 し,主軸方向は,N-2° 一Wを指 しているものと思われる壁は,締 まりのある

ロームで,外傾 して立ち上が り,壁高は,20cmを 測る。床は,壁際から中央部に向かって,なだ

らかに傾斜し,構鉢状 を呈し,硬 く踏み固め られているが, トレンチャーによる撹乱郡は帯状に

凹んでいる。当遺跡における括鉢状を呈する床面は,本跡のみである。ピットは, 6か所検出さ

れ,規模や配列等か ら主柱穴は,P2'P4・ P5・P6と 思われる。P2は ,長径25cm・ 短径20cm,深さ18cm,

一ワ

第163図 第19号住居跡出土遣物実測図
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P4は ,長径80cm・ 短径52cm, 深さ48cm, P5は ,直径25cmの 円形を呈 し, 深さ18cn, P6は ,直径27

Cnの円形 を呈 し,深 さ22cmの規模である。本跡のカマ ドは検出できなかったが,形状や方向性から

みて北西 コーナー部寄 りに付設されていたものと推定され,第 14号住居跡に切 られたもの と思わ

れる。

覆土は,撹乱部 を除き, 自然堆積の状態を呈 し, ローム粒子を主体に焼土粒子を少量含み,褐

色土または極暗褐色土で締まりを有 している。

遺物は,土師式土器片83点 ,須恵器片 9点,周 囲からの流れ込みと思われる縄文式上器片 2

点が出土 した。完形の遺物第163図 1は ,南側壁中央部か ら約40cm北方の床面か ら逆位の状態で出

第 19号住居跡出土土器観察表

図版
番号

器   種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 侑  考

第163図

1

不 形 土 器

土 師 器

A 97
B 47
C 52

底部は平底で,体部は内彎しなが

ら外上方へ立ち上がり, 日縁部は

直立する。外面の体部と口縁部の

境に稜を有する。底部は後からハ

メ込んで整形したものと考えられ,

一部高台状を呈する。

口縁部 内・外面横ナデ。体部

内・ 外面ナデ,輪積痕有 り。

底部 内面ナデ ,外面ヘ ラ削 り。

砂粒・雲母

にない橙色

普通

98%
P l13

2

J7N形 土 器

土 師 器

A(134)
B  46

底部は丸底で,体部 は内彎 しなが

ら大 きく開 いて立 ち上が り,日縁

部はわずかに内傾す る。外面の体

部 と口縁部の境に稜 を有す る。

口縁部 内・外面積ナデ。体部

内面ヘ ラ磨 き,外面ヘ ラ削 り。

砂粒 雲母

にない橙色

普通

90%
P lll

3

邪 形 土 器

土  師 器

A l1 5
B  44

底部は九底 で,体部 は内彎 しなが

ら大 きく開いて立 ち上が り,日 縁

部は内傾す る。外面の体部 と口縁

部の境に稜 を有す る。

口縁部内・外面横ナデ。体部

内面ナデ,外面ヘ ラ削 り後ナ

i「。

砂粒・スコリア

にぶい橙色

普通

97%
P l10

4

器

器疵
師

不

土

A(124)
B  46

底著Ыよ九底で,体音Ⅲま内彎 しなが

ら大 きく開いて立 ち上が り, 日縁

部は内ltRす る。外面 の体部 と口縁

部の境に稜 を有す る。

口縁部 内・ 外面横ナデ。体部

内面ナデ,外面ヘ ラ削 り。

砂粒 ・雲母 ・石英

黒褐色

普通

30%
P l14

5

不 形 土 器

土 師 器

A(124)
B 47

底部は九底 で,体部 は内彎 しなが

ら大 きく開いて立 ち上が り,日 縁

苫Fjlよ 内傾す る。外面 の体部 と口縁

部の境に稜 を有す る。

口縁部 内・外面横ナデ。体部

内面ヘ ラ磨 き,外面ヘ ラ削 り

後ナデ。

砂粒・雲母

にない橙 色

普通

30%
P l12

6

不 形 土 器

土 吉W 器

A(146)
B(55)

底部 は丸底 で,体言Ыよ内彎 しなが

ら外上方に立 ち上が り,口 縁部 は

外傾す る。外面の体部 と口縁部の

境に稜 を有す る。

口縁部内面横ナデ後横位のヘ

ラ磨き,外面横ナデ。体部内

面放射状ヘラ磨き,外面ヘラ

肖Jり 。

砂粒・ ス コ リア

明赤褐色

普通

30%
P l15

甕

須 恵 器

A(180)
B(388)

は部は丸底で,胴部は内彎しなが

ら外上方へ立ち上がり,胴上位で

内傾する。日縁部は「く」の字状

を呈し,外上方に開く。端部にお

りかえしを有する。

口縁部 内・ 外面水挽 き。体部

内面は,叩 きに よ り同心 円文

状 を,外面は縦横 に叩 きの方

向 を変 えた格子 目状 を施 して

いる。

砂粒・礫・長石

灰 白色

普通

20%
P l16

器

器疵
師

甕

土

B(216)
C 88

底部は平底で,胴部は内瞥 しなが

ら外上方に立ち上が り,胴中位か

ら内傾す る。

内・外面ナデ。 砂社 長石 ・石英

にない橙色

普通

5%
P109
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上した土師式上器の郭である。完存率は約85%である。第163図 3は ,南西部の床面から逆位の状

態で出土 した土師式上器の邦で,ほぼ完形である。第163図 4は南西部 コーナー付近の覆土か ら工

位の状態で出土 した土師式上器の杯片である。

本跡は,前述 した如 く,出土遺物から,古墳時代後期の鬼高Ⅲ式期に比定される。

第21号住居跡 (第 164図 )

本跡は,調査区の西部 B2e2・ B2o3区 を中心に確認された住居跡で,第 10号住居跡の西方 6mに位

置し,第 6号住居跡の東ヨーナー部 と本跡の西コーナー部が重複 している。遺物等を検討 した結

果,本跡は,10世紀初頭の平安時代中期に比定されるもの と推定され,第 6号住居跡よりも新 し

い遺構であるもの と思われる。

本跡は,耕作のため東西方向に トレンチャーによる撹乱 を受けている。平面形は,一辺が3.35

mの方形を呈 し,主軸方向は,N-61生 Eを指 している。壁は,締まりのあるロームで,ほぼ垂

直に立ち上がっている。壁高は,46～ 55cmで ある。床は,ほぼ平坦で,硬 く踏み固められている

が, トレンチャーによる撹乱部は,帯状に凹んでいる。ピットは 4か所検出され,不規則ではあ

るが,主柱穴は, Pl'P3° P4と 思われる。 Plは ,長径55cm・ 短径50cm,深 さ22cm, P3は ,長径

30cm・ 短径28cm,深 さ26cm, P41よ ,直径30cmの 円形を呈 し,深さ18cmである。 カマ ドは,北東の

壁中央か らやや東部コーナー寄 りに付設され,砂質粘上で構築 されているが,横方向に トレンチ

ャーによる撹音しを受けているため,袖部t,天丼部は消滅しており,規模や平面形の詳細は不明

である。調査した部分から推定すると,長 さ100cm。 幅80cm程度の規模を有するものと思われる。

掘 り方は,壁を幅60cmで,外側に22cm程度掘 り込んでいるものと推定される。

覆土は,枕舌し部を除き自然堆積の状態を呈し,ローム粒子 。ロームブロックを主体に焼土粒子

・炭化粒子を含み,暗褐色土または黒褐色上で締まっている。

遺物は,上師式上器片181点,須恵器片23点 が出土 した。完形の遺物は無 く,第 165図 1は ,

南部コーナーの床面から正位の状態で出上した土師式土器の小型甕である。完存率は,約70%で

ある。第165図 2は ,カ マ ド内の覆土から逆位の状態で出上した上師式土器の高台付杯片である。

完存率は約55%である。第165図 3は ,カ マ ド内の火床部 と思われる所から正位の状態で出土した

上師式上器の杯片である。完存率は約40%である。

本跡は,前述した如 く,出土遺物から10世紀初頭の平安時代中期に比定されるものと推定され

る。
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第165図 第21号住居跡出土遺物実測図

第21号住居跡出土土器観察表

版

号

図

番 器  種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第165図

1

嚢 形 土 器

土 師 器

A(136)
B  157
C 86

底部は平底で,胴部 はやや 内彎 し

なが ら外上方に立 ち上が り,胴 中

位か ら内傾す る。 口縁部は外反 し

て外上方へ開 き短 い。 口縁端部 に

面 をなす。

口縁部内・外面横ナデ。体部

内・外面ナデ。

砂粒・長石・雲母

にぶい赤褐色

普通

80%
P l18

2

高 台付孫 形

土器

上  師  器

A(132)
B 47
C 73

体部は内彎 しなが ら外上方へ立 ち

上が り,そ の まま口縁部に至 る。

高台は外下方に短 くのびる。

水挽き整形後内面ヘラ磨き。

高台内・外面横ナデ。

砂粒・雲母・長石

にぶい橙色

普通

40%
P l19

3

高台付孫形

土器

上 師 器

(160)

(38)
体音μま内彎気味に外上方へ立 ち上

が り,そ の まま日縁部 に至 る。高

台吉卜は劉離 している。

水挽 き整形。 砂粒・雲母・石夫・

長石

にぶい橙色

普通

30%
P120

4

器
器

土
，
師

形薙

土
(200)
(145)

胴部上位は内彎 し,日縁部は外反

して外上方に開 く。 日縁端部に面
をなす。

口縁部 内・外面積ナデ。体都

内・外面ナデ。

砂粒・雲母・長石
にぶ い橙色

普通

5%
P l17
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第21号住居 PFl出 土土製品解説表

第22号住居Ltl(第 166図 )

本跡は,調査区の東部最端の C4e2区に確認 された住居跡で,第 18号住居跡の東方19mに位

置している。本跡の北東部 と南東部は,エ リヤ外で末調査のため,規模や平面形等の詳細は不明

である。

本跡は耕作のため東西方向に トレンチャーによる撹乱を受けている。調査 された部分か ら推定

すると,平面形は,方形を呈するもの と思われる。主軸方向は不明である。壁は,締 まりのある

ロームで,ほぼ垂直に立ち上が り,壁高は,約20cmを 測る。床は,ほぼ平坦で中央力溺Ⅸ 踏み回
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第166図 第22号住居Ltl実測図

められてお り,西側 と北東部は撹乱 を受け

ている。 トレンチャーによる才覚乱部は帯状

に凹んでいる。貯蔵穴,ピ ットは検出され

なかった。

覆土は,撹乱部を除き, 自然堆積の状態

を呈 し,ローム粒子を主体に焼土粒子 。炭

化粒子 を微量含み,暗褐色土または極暗褐

0               2m

ノI

:ラ
ンカ
′
2

0              10Cm

第 167図 第22号住居跡出土遺物実測 図
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図版番号 名  称 台帳番号 長さ×幅 (cm) 孔径 (Cm) 重量 (g) 備  考

第 165図
5 球状土錘 D P13 2.1× 2.2 0.5 7.4 100ワろ
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色土で締まっている。

遺物は,土師式土器片15点 ,須恵器片 6点が出上 した。完形の遺物は無 く,第 167図 1は ,南西

部の床面から正位の状態で出上 した土師式土器の郭の口縁部片である。

本跡は,出土遺物か ら, 9世紀中葉以後の平安時代前期の遺構であると推定される。

第22号住居lMI出 土土器観察表

版

号

図

番
器   種 法量 (Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 ・焼成 備   考

第 7ヽ図
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(2)土坑

第 1号土坑 (第 168図 )

本跡は,調査区の西部 Ali5区 に確認された土坑で,第 2号土坑の北西1,9mに位置 し,第 2号

住居跡の南西部 と重複 している。平面形は,長径 87cm・ 短径66cmの楕円形を呈 し,長径方向は ,

N-76生 Eを指 している。確認面か ら底面までは32cmを 測 り,底面はほぼ平坦で硬 く締まってい

る。壁は,締まったロームでややゆるやかに外傾 して立ち上がっている。

覆土は,自 然堆積の状態を呈 し,ロ ーム粒子・ロームブロックを含む暗褐色土が主体で締 まっ

ている。

遺物は,覆土から土師武土器片が 6ッミ出土 しているが,第 2号住居跡の出土遺物 と同時期の も

のと思われ,直接本跡に伴 う遺物であるか否かは不明である。

第 2号土坑 (第 168図 )

本跡は,調査区の西部 Ali5・ Ali6区 にかけて確認された土坑で,第 1号土坑の南東1.9mに

位置 し,第 2号住居跡の南東部 と重複 している。平面形は,長径80cm。 短径75cmの 円形 を呈 し,

長径方向は, N-34Eを 指 している。深さは33cmである。底面は丸底を呈 し,硬 く締 まってい

る。壁は締まったロームで,やや内鸞 しなが ら外上方へ立ち上がっている。

覆土は, 自然堆積の状態を呈 し,ローム粒子・ロームブロックを含む褐色土及び明褐色土が主

体で締まっている。

出土遺物は無かった。
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第 3号土坑 (第 168図 )

本跡は,調査区の西部 Blb9区 に確認 された土坑で,

号住居跡の北西 コーナー部 と重複 している。平面形は ,

径方向は N-80生 Wを指 している。深さは19cmである。

硬 く締まっている。壁は,やや締まりのあるロームで,

なだらかに外傾 して立ち上がっている。

第 2号土坑の南東約15mに位置 し,第 8

長径75cm・ 短径57cmの楕円形を呈 し,長

底面は西部がやや深い丸底を呈 してお り,

南西側は急に外傾 して立ち上が り,他は

覆土は, 自然堆積の状態を呈 し,ロ ーム粒子・ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子 を含む褐

色土及び暗褐色土が主体で締まっている。

出土遺物は無かった。

第 4号土坑 (第 168図 )

本跡は,調査区の西部 B2e2・ B2f2区 にかけて確 認された上坑で,第 21号住居跡の西方 lm

に位置してお り第 6号住居跡の貯蔵穴の東部 と本跡の西部が重複 しているため,規模や平面形等

の詳細は不明である。本跡は,平面プラン確認時には,第 6号住居跡の出入田部施設の一部 と仮

定 し,調査 を進めたが,出入口に伴なう施設 とは判定できなかった。

調査 した部分か ら推定すると,平面形は,長径 120cm。 短径104cmの 不整楕円形を呈 し,長径方

向はN-76生 Eを指 しているものと思われる。深 さは45cmである。底面は九底 を呈 し東部がやや

底 く下がってお り,締まったロームである。壁は,北側が急に外傾 して立ち上が り,他は,やや

ゆるやかに外傾 して立ちあがっている。

覆土は, 自然堆積の状態を呈 し,ロ ーム粒子 を含む暗褐色土が主体で締まっている。

出土遺物は無かった。                    .

第 5号土坑 (第 168図 )

本跡は,調査区の中央部 B2g7・ B2h7区 にかけて確認された土坑で,第 12号住居跡の西方約

15mに 位置 し,第 11号住居跡の南西部 と重複 している。平面形は,長径82cm・ 短径66cmの 楕円形

を呈 し,長径方向は,N-64生 Wを指 している。深さは31cmである。底面は,ほ ぼ平坦で締 ま り

のあるロームである。壁は,外イ頃して立ち上がっている。

覆土は, 自然堆積の状態を呈 し,ロ ーム粒子・焼土粒子・炭化粒子を含む褐色土及び暗褐色土

が主体で締まっている。

出土遺物は無かった。
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第 6号土坑 (第 168図 )

本跡は,調査区の中央か らやや東寄 りの B3il区に確認 された土坑で,第 15号住居跡の南西約

lmに位置し,第 19号住居跡の東部 と重複 している。平面形は,長径72cm・ 短径70cmの ほぼ円形

を呈 し,長径方向は,N-41生 Wを指 している。深さは40cmである。底面は九底を呈 し,締 まり

を有するロームである。壁は,ほぼ垂直に立ち上がっている。

覆土は,遺構の約 2分の 1に 当たる西側が構乱を受けているが他は自然堆積の状態を呈 し,焼

土粒子・炭化粒子・ローム粒子・ロームブロックを含む黒褐色土及び極暗褐色上で締まっている。

出土遺物は無かった。
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(3)そ の他の遺物

第169図 に掲載 した土器は,当遺跡から検出された竪穴住居跡の覆土中か ら出上 したものである

が,遺構に伴 うものではな く流れ込み と考 えられることから,遺構外出土遺物 として取 り上げ,

時期ごとに分類 し一括掲載 したものである。

当遺跡か ら出土 した土器は,時代や時期か ら以下の I～Ⅷ群に分けることができる。各群 ごと

にその特徴 を述べることにする。

第 I群 縄文時代早期中葉の土器

第 I群に属する土器は 1点 出土 している。 1は第 5号住居跡の覆土から出上 したもので,三

戸式または田戸式に比定されるものと思われる。胎上に繊維を含み,器面には太めの平行する

凹線が施 されている。

第II辞 縄文時代早期後葉の上器

第H群に属する土器は 2・ 3の 2点である。 2は 第 8号住居跡, 3は 第 6号住居跡の覆土か

ら出上 したもので,いずれも茅山式に比定され,胎土に繊維 を含み,表裏に条痕文が施 されて

いる。

第Ⅲ群 縄文時代前期前葉の上器

第Ⅲ群に属する土器は 4～ 17の 14点である。いずれも黒浜式に比定されるものと思われ, 4

は第 4号住居跡, 5は 第18号住居跡, 6。 8,14は 第17号住居跡, 7・ 11,15は 第 2号住居跡

9は 第19号住居跡,10は 第10号住居跡,12は第 6号住居跡,13は 第 1号住居跡,16・ 17は 第 5

号住居跡のそれぞれ覆土から出上 したものである。

4・ 5は 回縁部片で,胎上に繊維を含み, 4は 器面に斜位の平行沈線が, 5は 半裁竹質によ

る刺突文が施されている。 6～ 17は いずれも胴部片で,一般に焼きの悪 く胎上に繊維を含んで

いる。 6～ 13。 15・ 16は地文に縄文 を施 し,14は条痕文,15は 縄文地文上に半我竹管による区

画が見 られる。17は櫛歯状工具による横位の波状沈線が施 されている。

第Ⅳ群 縄文時代前期後葉の土器

第Ⅳ群に属する土器は 1点 出上 している。18は 浮島式に比定される口縁部片で,第 13号住居

跡の覆土から出土 したものである。器面には爪形状の貝殻文が連続 して施されている。
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第 V群 縄文時代中期前葉の上器

第V群に属する土器は19。 20の 2点 出土 してお り,いずれも五領 ヶ台式に比定される。第 6

号住居跡の覆土か ら出上 したもので,19は 器面に半裁竹管による平行沈線や山形状の沈線が施

されている。20は竹管による山形状の区画内に,平行沈線が施されている。

第Ⅵ群土器 縄文時代後期前葉の上器

第Ⅵ群に属する土器は 1点 出土している。21は 第 6号住居隊の覆土から出上 したもので,称

名寺式に比定される。細い単節 LRの縄文上に,沈線による区画がなされている。垂下する貼

付隆帯の上面には,棒状工具による押圧が加 えられている。

第Ⅶ群土器 弥生時代後期の上器

第Ⅷ群に属する土器は22～ 34の 13点出土してお り,いずれも弥生時代の後期に比定されるも

のと思われる。22・ 29,30は 第 6号住居跡,23～ 28。 32・ 34は 第14号住居跡,31は 第19号住居

跡,33は 第 4号住居跡のそれぞれ覆土から出上 したものである。22は 頸部～胴部,23～ 33は 胴

部,34は 底部片である。いずれも器面には付加条の縄文が施 されている。

第Ⅷ群土器 古墳時代前期の上器

第Ⅷ群に属する土器は 1点 出土している。35は第 8号住居跡の覆土から出上 したもので,五

領期に比定される甕の口縁部片と思われる。内面には横位,外面には斜位方向の刷毛 目が見ら

れる。
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まとめ

当遺跡は,古墳時代か ら奈良・平安時代の集落跡 として発掘調査 を実施 した。調査 した結果 ,

遺構は,竪穴住居跡21軒,土坑 6基が検出された。遺物は,土師式土器が主であるが,少量の須

恵器 と土製品 。鉄製品・石製品が出上 した。また,当遺跡の遺構に直接的には伴わないが,少量

の縄文式上器片が出上 した。縄文式上器片は,当遺跡の東西に隣接する五斗落 。弁 ノ内・原ノ内

・ゴリン山・真木ノ内の各遺跡からも出上 しているが,住居跡等の遺構は確認されていないため

当遺跡はもとより,周辺遺跡 も当時の人々の生活圏であったもの と考 えられる。また,当遺跡は,

調査幅12mと いう限られた範囲であるため,集落全体について述べ ることはできないが,調査 し

た範囲内で住居跡内か ら出土 した土器を古い順に分類 し,各遺構の時期 をより明確にすることに

よって,集落の概略についてふれることにする。

(1)竪穴住居跡について

当遺跡から検出された竪穴住居跡は,古墳時代後期に比定される鬼高式期の住居跡 8軒,奈良

時代に比定される住居跡 3軒,平安時代に比定される住居跡10軒 の合計21軒である。これらの住

居跡は,出土土器か らそれぞれ何期かに細分することが可能であ り, ここでは,細分 した各期の

住居跡の形態や,そ の特徴 を概述 して行 きたい。

古墳時代後期 (鬼高式期 )

鬼高式期の竪穴住居跡は,当遺跡のほぼ全域から検出され,全体の約38%に あたる。出土土器

をもとに,こ れらを 3期に分けて説明を加えることにする。

I期 鬼高 I式期に比定 される住居跡

H期  鬼高H式期に比定される住居跡

皿期 鬼高Ⅲ式期に比定される住居跡

(無 し)

(第 5。

(第 2・

17号住居跡 )

19号住居跡 )

８

　

　

６

住居跡分布状況を見ると,H期 の住居跡は,当遺跡の北西部に第 5・ 8号住居跡の 2軒が隣接

してお り,更に24m離れた南東部にも第16。 17号住居跡の 2軒が 3m以 内に隣接 して存在する。

これらH期の住居跡は,遺跡の南東部 。北西部の 2つ に分かれてそれぞれの集落を構成 している

ものと考えられる。

Ⅲ期の住居跡は,当遺跡のほぼ中央部に第13・ 19号住居跡の 2軒が隣接 している。北西部には

第 2・ 6号住居跡が存在 してお り,Ⅲ期の住居跡は遺跡の中央部か ら北西部にかけて,点在 してい

る。前述 した如 く,調査幅が12mと 言う限られた範囲であるため,周辺のエ リア外区域にも,こ
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れらの集団に加えられる住居跡が存在するものと思われる。

平面形は,H期 の 1軒 (第 17号住居跡 )のみが長方形を呈 してお り,他はH,Ⅲ期の金ての住

居跡が方形を呈 している。規模については,H期 では,長軸が3.16～ 45mが 一般的であり,最

大の住居跡は長軸が6.Omである。Ⅲ期では,長軸が4.4m～ 52mが一般的であり,最大の住居跡

は長軸が7.5mで ある。

以上のことから,H期 よりもⅢ期の方が全体的に大形の住居跡になっている。主軸方向は,H・

Ⅲ期 ともに北西方向を指 している。貯蔵穴は,H,Ⅲ 期に 1軒ずつ,そ れぞれ南東側壁のほぼ中

央部に掘 り込まれている。壁溝は,Ⅱ 期では 2軒,Ⅲ期では 3軒検出された。カマ ドはH・ Ⅲ期

の各住居跡 とも北西側の壁に付設されている。主柱穴は,H・ Ⅲ期 とも基本的には, 4本柱で構

築されたもの と思われる。

奈良時代

奈良時代の竪穴住居跡は,当遺跡の中央部から北西部にかけて検出され,全体の14.3%に あた

る。出土土器 をもとに, これらを 3期 に分けて説明を加えることにする。

I期  8世期初頭の奈良時代前期に比定されると思われる住居跡 (第 14号住居跡 )

H期  8世期前半の奈良時代前期に比定されると思われる住居跡 (第 4号住居跡 )

Ⅲ期 8世期後半の奈良時代後期に比定されると思われる住居跡 (第 10号住居跡 )

住居の分布 を見ると, I期の住居跡は当遺跡のほぼ中央部に位置 し第19;住居跡と重複している。

H期の住居跡は北西部に位置 し第 3・ 7号住居跡 と重複 している。Ⅲ期の住居跡は中央から北西

寄 りに位置している。

I・ H期の住居跡は,他の住居跡 と重複 しているが,集落構成上における特丹Jな理由は無いも

のと思われる。Ⅲ期の住居跡を中心にすると,南東21mに 1期 の住居跡が存在 し,北西39mに H

期の住居跡が存在 してお り,住居跡の位置は,それぞれまばらである。

平面形は, I・ HoⅢ期 とも全て方形 を呈 している。規模は, Iと H期の住居跡が長軸4,10m,

Ⅲ期の住居跡は長軸3.90mを有 し,それぞれ同様の大きさである。主軸方向は,H期 とⅢ期の住

居跡は北西を指 してお り, I期の住居跡は北東を指 している。カマ ドは,H期 とⅢ期の住居跡は

北西側壁に付設 してお り, I期の住居跡は北東に付設 している。壁溝はH期の住居跡にのみ検出

された。主柱穴は,基本的には,それぞれが 4本である。補助柱穴 と思われる住居跡外柱穴がH

期の住居跡に 3本検出された。

以上のことか ら, I・ H・ Ⅲ期の住居跡は,わずかな相異は見 られるが,奈良時代の一般的な

住屋跡である。
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I期  9世紀前半に比定されると思われる住居跡

H期  9世紀中頃に比定されると思われる住居跡

Ⅲ期 9世紀後半に比定されると思われる住居跡

Ⅳ期 10世紀初頭に比定されると思われる住居跡

V期 10世紀前半に比定されると思われる住居跡

(第 9号住居跡 )

(第 22号住居跡 )

(第 1・ 7。 11・ 15。

(第 3・ 21号住居跡 )

(第 12号住居跡 )

18号住居跡 )

平安時代

平安時代の竪穴住居跡は,当遺跡全域から検出され,全体の約47.7%に あたる。出土土器 をも

とに,こ れらを 5期 に分けて説明を加 えることにする。

住居跡分布から I～ V期 の住居跡の分布状況を見ると, I期の住居跡は,当遺跡の中央部から

北西寄 りに 1軒 ,Ⅱ 期の住居跡は,最南東部に 1軒,Ⅲ期の住居跡は,北西部に 2軒が 3m以内

の距離で隣接 し,中央部にも 2軒,更に中央部から南東寄 りに 1軒存在する。Ⅳ期の住居跡は,

北西部に 1軒,中央部か ら北西寄 りに 1軒,V期 の住居跡は,中央部に 1軒存在する。

平面形は,Ш期で 2軒 (第 1・ 15号住居跡 )のみが長方形を呈 してお り,他は, I～ V期の全

ての住居跡が隅丸 も含めて方形 を呈 している。規模は,長軸3.2～ 40mで 全体的に小形の住居跡

が多く,最小の住居跡は,Ⅳ期の第 3号住居跡で長軸2.70m,次 いでV期 の第12号住居跡で,長

軸2.8mで ある。最大の住居跡は,Ⅲ期の第 8号住居跡で,長軸4.Omで ある。主軸方向は, I・

Ⅱ期は不明で,Ⅲ期の住居跡 2軒 とV期の住居跡 1軒が北西を指 してお り,他のH・ Ⅳ期の残 り

5軒は南東を指 している。カマ ドは, I・ Ⅱ期の住居跡は不明で,Ⅲ期の第 1号住居跡は北西側

の壁に付設され,V期 の第12号住居跡は北コーナー部に付設されている。Ⅲ・Ⅳ期の残 り6軒は

北東壁または東側壁に付設されている。主柱穴は,基本的には 4か所であるが,IH期の第15号住

居跡は 6か所,V期 の第12号住居跡は 3か所である。第15号住居跡は,南西壁際に 2か所規則正

しくピットを有することから,出入口部のピットとも考えられる。第12号住居跡は,北コーナー

部にカマ ドが付設されていることから,カ マ ドの付設されている北側 を除いて 3か所で構築され

たものと思われる。

以上のことか ら,集落の形態を時期毎に述べることは困難であるが住居跡の平面形は, I～ V

期 とも,殆どが方形を呈 している。規模については,全体的に小形化 している。これは,隣接す

る五斗落遺跡においても同様なことが言える。主軸方向は,北西を指す住居跡 3軒 と北東を指す

住居跡 5軒 に 2分 されてお り,北東を指す住居跡がやや分い。カマ ドは,m～ Ⅳ期にかけて北東

または東側壁に付設されている。全体的な傾向として,平安時代における一般的な住居跡である。
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m 古墳時代後期 (鬼高Ⅱ式)

m 古墳時代後期 (鬼高Ⅲ式)

奈良時代前期 (3世紀初頭)

O
ら 'オ   心  と 奈良時代前期 (8世紀前半)

大儀遺跡時期別住居跡規模・ 主軸方向(1)第 171図
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奈良時代前期(8世紀後半)

平安時代前期 (9世紀前半)

平安時代前期 (9世紀中頃)―・不明

平安時代前期 (9世紀後半)

と I I I と : 古
m 

平安時代中期 (10世紀初頭)

大住遺跡時期別住居跡規模 。主軸方向(2)

0

第172図
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平安時代中期 (10世紀前半 )

O

「
全住居跡

第173図 大儀遺跡時期別住居Ltl規模 。主軸方向(3)

表 8 古墳時代後期住居畝―覧表

住居跡
番 号

位  置 主長軸方向 平 面 形

規 模

床 面 ツ
数

ピ

ト 炉
″

覆土 出 土 遺  物 時  期 備 考

長軸 ×短軸m 壁高0け

5
BlC7・ Ca
Bld8 N-31生 W 方 形 600X565 55-60 平 避 自然

上師器129,須 恵器 ユ
縄文式上器 7

筋 H期

8 Bヽlb9 方 形 360× 360 10～ 14 平 坦 l 自然
土師器90,須恵器 4
縄文式上器 2 鯛 ■瑚

C3b4・ b5
GC4・ C5 N-40生 w 方 形 450× 450 75～ 85 平 避 カマド 自然

土師為 968

須恵器35 筋 H期

17 C3b61 N-26生 w 長 方 形 316X275 25～ 32 平 避 4 自然
土師器26
縄文式上器 2 鬼高Π武鋼

2
畑
一畑 N-47生 w 隅 丸 方 形 520× 520 20-26 平 坦 4 カマド 自然

土師器51
須恵器16 殖苛正式翔

6
B2dl・ d2
Vel e2 N-23と W 方 形 750× 750 65～ 80 平 坦 自然

土師器1622,須 恵器126
縄文式上器 11

兄高皿式翻

B2h3・ h9
磁 i3■ 0

N-19生 w 不 整 方 形 440× 430 平 坦 5 カマド 自然
土師器465
須恵器14

蜘 式期

B2,0,0
B311・ ,1

N-2と W 方 形 460× 425 傾 斜 6 自然
土師器83,須恵器 9

縄文式上器 2
殖葛Ⅱ式鶏

―-235-―



表 9 奈良時代住居跡一覧表

表10 平安時代住居跡一覧表

(2)土器について

大儘遺跡か ら出上 した土器は,殆 どが土師式上器で,次いで少量の須恵器が出土 している。ま

た,当遺跡の遺構に直接伴わないが,少量の縄文式上器片,弥生式土器片が出土している。上師

式上器は,古墳時代後期か ら奈良・平安時代の竪穴住居跡21軒から出上している。遺構に伴 う須

恵器は,古墳時代後期の鬼高式期の住居跡 と奈良時代の住居跡から出上している。住居跡内か ら

出土 した土器の器種は,土師式上器では甕形土器 。甑形土器・l宛形土器・高台付婉形土器・郭形

土器 。高台付不形土器等で,須恵器では甕・不・蓋等である。これらを従来の編年資料を参考に

しながら,五斗落遺跡に準 じて 3群に分けその器形・技法などから区分 し,概略を述べ ることに

する。

住居跡
番 号

位  置 主長軸方向 平 面 形

規    模

床 面
ピ ッ
トど駐

炉
カマド 覆土 出 土 遺 物 時  期 備    考

長軸×短軸 ml 壁高にけ

82iO N-21‐ E 方    形 410× 390 30～ 37 平坦 5 カマト 自然
縄文式上器 19
土師器90,須恵器 5

奈  良 8C初

BIa5
BIbs

N-5ぎ―W 方    形 410× 410 20^-35 平坦 カマド 自 然
土師器151,須 恵器 14

縄文式上器 1
奈  良 一Ｗ

N-5f―W 方    形 390× 360 45^-50 平坦 カマト 撹 乱
土師器25,須恵器 2

縄文式上器
奈良末 8C後半

跡
号

居住
番 位  置 主長軸方向 平 面 形

規    模

床 面
ピ ノ
ト数

炉・
カマド 覆 土 出 土 遺 物 時  期 備   考

長軸×短軸llnl 壁高に耐

82cl 方   形 300× 300 8～ 12 平週 1 土師器25 平醐 9C前半

C4e2 方   形 平 坦 力?ド 自然 上師器 15,須 恵式 6 平翻 9C中頃

1 N-2げ―Wr 隅丸長方形 380× 310 8～ 18 ′よ子ま
平坦

3 力ヽ′ド 自然 縄文式上器 4 平翻 9C後半

Bla N-5グーE 方   形 330× 330 10 凹 凸 1 カマド 自然 土師器41,須恵器10 平夕莉期 9C後半

ユユ B287 N-6S― W 方   形 320× 295 23-30 ′よtF
平坦 自然 土師器97,須恵器 9

平安前朔
から中期

9C後半

15
EX3 i l・ 12

出 il・
j2 N-5S― E 長 方 形 372× 320 17^-22 平 坦 自 然

土師器39,須恵器 3

縄文式上器 1
平安前翔 9C後半

C3c6
C3c7 N-34生 E 方    形 傾 斜 2 カマド 自然

土師器38,須恵器 6

縄文式上器 1
平安前期 9C後半

3
Bib5
BIb6

N-8げ―E I島 丸方形 270× 270 平 坦 3 自然 土師器19,須恵器 2 平安坤朗 10C初

N-61‐ E 方    形 335X335 46--55 平 埋 カマド 鉄
＾

土師器 181,須 恵器23 平安中期 10C初

12 N-3 ―ゞW 隅丸方形 230× 280 21-29 平 坦 カマド 自然
土師器87,須恵器 4

縄文式土器 2 醐
蜘

10C前半
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第
　
第
　
第

1群上器 古墳時代後期 (鬼高式期 )

2群土器 奈良時代

3群土器 平安時代

第 1群上器

第 1群土器は,古墳時代後期の鬼高式期に比定される土器群で,土師式上器が殆 どである。器

種は甕形土器・甑形土器・筑形土器・高台付不形土器・不形土器で,須恵器は少量であるが甕片

・ 不片・蓋片等が出上している。これらの土器 を器形や整形技法等から3類に分けて概略 を1説明

する。

第 1類 〔鬼高 I式期に比定される土器群〕(該 当する土器無 し)

第 2類 〔鬼高 I正 式期に比定される土器群〕

本類は,第 5。 16号住居跡から出上した土器 をもって構成 した。器種 としては,土師式上器の

甕形土器 。甑形土器 。筑形土器・邪形土器がある。

甕形土器 (第 174図 1・ 2・ 3)は ,全体的に胴部がやや長胴を呈し,わずかに内彎 しなが ら立

ち上が り,口 縁部はゆるやかに外反 して開いている。整形技法は,口 縁内・外面は横ナデ整形で ,

胴部内面はナデ,外面上位はナデ,外面下位は維位のヘラ磨 きが施されている。

甑形土器 (第 174図 4・ 5)は ,底部は正円状に抜け,胴部はわずかに内彎 しなが ら外上方に

立ち上が り,日 縁部は外反して開いている。整形技法は,口縁部内 。外面は横ナデ整形で,胴部

内面はナデてお り,外面は縦位のヘ ラ磨 きが施 されている。

婉形土器 (第 174図 6)は ,底部は平底で,体部は内彎 しながら外上方に立 ち上がっている。

口縁部はほぼ垂直に立ち上がっている。整形技法は口縁部の内・外面は横ナデ整形で,体部内面

はナデ,外面はヘラ削 りで整形されている。

写形土器 (第 174図 7～ 16)は ,殆 どが底部 は丸底で,体部は内彎 しながら大 きく開いて立ち

上がっている。外面の体部 と口縁部の境に明瞭な稜 を有事る。整形技法は,口 縁部は,内傾・外

傾・直立するの 3種類が見られる。口縁部の内・外面は横ナデ整形後,横位のヘ ラ磨 きが施 され

ている。体部内面はヘラ磨 き,外面はヘ ラ削 り,あ るいはヘラ削 り後ヘラナデが施されている。

第 3類 〔鬼高Ⅲ式期に比定される土器群〕

本類は,第 6・ 13・ 19号住居跡か ら出上 した土器 をもって構成した。器種 としては,須恵器の

甕 と土師式上器の甕形土器,甑形土器・婉形土器・不形土器がある。

土師式上器の甕 (第 175図 1・ 2・ 3。 4)では,底部は平底を呈 し,胴部は全体的にやや長胴
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を呈 している。口縁部は外反 しながら外上方に立ち上がっている。整形技法は,口縁部の内・外

面は横ナデ整形で,胴部内面はナデ,外面中位か ら維位のヘ ラ磨 きが施されている。

須恵器の甕 (第 175図 5)は ,底部は丸底を呈 してお り,胴部は内彎 しながら立ち上が り,胴部

上位で内傾 し, 口縁部は「 く」の字状を呈 し外上方に開いている。日縁端部に折 り返 しを有する。

整形技法は, 口縁部内・外面は横ナデ整形で,胴部内面に同心円文の叩きを有 している。胴部外

面は,縦・横に叩きの方向を変え,格子 目状 を施 している。

甑形土器 (第 175図 6)は ,底部は正円状に抜け,胴部は内彎気味に外上方へ立ち上がっている。

口縁部は外反 しながら開き,口縁端部に面をなす。整形技法は,日 縁部の内・外面は横ナデ整形

で,胴部内面はナデ,外面は縦位のヘラ磨 きが施されている。

境形土器 (第 175図 7)は ,底部は丸底を呈 してお り,体部は内彎 しながら外上方へ立ち上がっ

ている。口縁部はわずかに外反 している。整形技法は, 口縁部の内 。外面は横ナデ後横位のヘ ラ

磨 きが施 されている。体部内面は放射状ヘラ磨 きが施 されている。外面はヘラ削 り後ヘ ラナデ整

形を施 している。

不形土器 (第 175図 8～ 20)は ,底部は全て丸底 を呈 している。体部は内彎 しながら大 きく開い

て立ち上が り, 口縁部は短 く直立するものが多く見 られる。整形技法は,口縁部の内・外面は横

ナデ後横位のヘ ラ磨 きが施されている。体部内面は全てヘ ラ磨 きが施されている。休部外面はヘ

ラ削 り, または,ヘラ削 り後ヘラナデ整形を施 している。

以上が第 1群土器の概略であるが, 2類 と3類の上器 を比較すると,甕形土器は全体的に長胴

を呈 してお り,整形技法は,胴部外面に縦位のヘラ磨 きを施 している。不形土器では須恵器模倣

辱が見られ, 2類 では,体部外面 と口縁部の境に明瞭な稜 を有 し,口縁部の幅が広い。 3類では,

稜の無いもの と,わずかに有するが前者ほどに明瞭ではな く,日 縁部の幅 も狭いものが多い。底

部は2・ 3類ともに丸底である。整形技法については両者の差は殆 ど見 られない。
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第 2群土器

第 2群土器は,奈良時代に比定される土器群である。出土量は非常に少な く,器種は土師式土

器の甕形土器,甑形土器,郭形土器及び須恵器の蓋である。これらの土器を器形や整形技法から

3類に分けて概略を説明する。

第 1類 〔奈良時代初頭に比定される土器群〕

本類は,第 14号住居跡か ら出土 した土器をもって構成した。

器種 としては,土師式上器の甕形土器,甑形土器,不形土器及び須恵器の蓋である。

甕形土器 (第 176図 1)は ,底部は平底 を呈 してお り,胴部は内攣 しながら外上方へ立ち上が り,

胴中位から内傾 している。整形技法は,胴部内面はナデ,外面は斜位交差ヘラ磨 きが施 されてい

る。

甑形土器 (第 176図 2)は ,底部は正円状に抜け,胴部は内鸞気味に外上方へ立ち上がっている。

口縁部は外反しながら開き, 日縁端部に面をなしている。整形技法は,日縁部の内 。外面が横ナ

デ整形で,体部内面はナデ,外面は縦位のヘラ磨 きが施されている。

郭形土器 (第 176図 3)は ,底部は九底を呈 してお り,体部は内彎 しながら大きく開いて立ち上

がっている。口縁部はほぼ直線的に外上方へ立ち上がっている。整形技法は,口縁部内・外面が

横ナデ整形で,体部内面はヘラ磨 きが施され,外面は手持ちヘラ削 り後ナデている。全体的に薄

手である。

須恵器の蓋 (第 176図 4)は ,天丼部中央に扁平な宝珠形のつまみがつき,天丼部は九 く,口 縁

部はわずかに外反して,外下方にのびている。口縁内部にはかえりを有 している。整形技法は,

水挽き整形で,頂部は回転ヘラ削 りが施されている。つまみは横ナデ整形である。

第 2類 〔奈良時代前期に比定される土器群〕

本類は,第 4号住居跡から出土 した土器をもって構成した。

器種は土師式土器の甕形土器,不形土器及び須恵器の蓋である。

甕形土器 (第 176図 1)は ,国 縁部は外反しながら外上方へ開いている。整形技法は,口 縁内・

外面は横ナデ整形である。

lTh形土器 (第 176図 2)は ,底部は九底を呈 してお り,休部は内彎 しながら大きく開いて立ち上

がっている。口縁部はやや直線的に外上方へ立ち上がっている。整形技法は,口 縁部の内・外面

は横ナデ整形で,体部内面はナデてお り,外面はヘラ削 り後ナデている。

蓋 (第 176図 3)は ,天丼部はほぼ平坦で, 口縁部は内彎 しながら外下方にのびている。外面の

天丼部中位 と口縁部の境に段 を有する。整形技法は水挽き整形で,天丼中位は回転ヘラ削 りが施

されている。



第 3類 〔奈良時代後期に比定される土器群〕

本跡は,第 10号住居跡から出上した土器で構成した。

器種は,土師式上器の不形土器である。

郭形土器 (第 176図 1)1ま ,底部は九底を呈しており,体部は内彎 しながら大きく開いて外上方

に立ち上がり,そ のまま口縁部に至っている。整形技法は, 口縁部の内・外面は横ナデ整形で,

体部内面はナデ,外面はヘラ削 り後ナデをしている。

以上が第 2群土器の概略であるが, 1～ 3類 ともに出土土器が希少なため,土器編年は不形土

器,甕形土器を中心 とした。整形技法については 1～ 3類 とも殆ど同様であり,ITh形土器では全

休的に器厚が薄い。

第 2群 1類

第 2群 2類

第176図 第 2群 1類・ 2類・

和 ペ
3

第 2群 3類
0            10Cm

７
Ц
【

3類遺物実測図
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第 3群土器

第 3群土器は,平安時代に比定される土器群である。出上土器は非常に希少である。器種は土

師式上器の甕形土器,筑形土器,高台付筑形土器,邪形土器,高台付不形土器である。これらの

土器を器形や整形技法から5類に分けて概略を説明する。

第 1類 〔平安時代前期前半に比定される土器群〕

本類は,第 9号住居跡から出土した土器群で構成した。

器種は,土師式土器の高台付不形土器 (第 177図 1)の底部片で,高 台は外下方へ短 くのびてい

る。整形技法は水挽き整形で,高台は貼り付けている。高台の内 。外面は横ナデ整形をしている。

第 2類 〔平安時代前期中頃に比定される土器群〕

本類は,第 22号住居跡から出土した土器群で構成した。

器種は,土師式土器の郭片 (第 177図 1・ 2)で ,体部は内彎 しながら大きく開いて立ち上が り,

口縁部は外傾するものと,直線的に外上方へ立ち上がっているものがある。整形技法は,内・外

面積ナデ整形をしている。

第 3類 〔平安時代前期後半に比定される土器群〕

本類は,第 1・ 7。 11。 15。 18号住居跡から出土した土器によって構成した。

器種は,土師式土器の甕形土器口縁部片,高台付郭形土器片,jTN形 土器片である。

甕形土器の口縁部は,外反しながら短か く立ち上がっており, 口縁端部に面をなし,口唇部は

外上方へつまみあげられているもの (第 177図 1・ 2)と ,口 縁部は外反して大きく外上方へ開い

ているもの (第 177図 3)と がある。整形技法は,日縁内・外面横ナデ整形をしている。

高台付婉形土器 (第 177図 4)は ,体部は内彎気味に外上方へ立ち上がり,そ のまま口縁部に至

っている。高台部は外下方へのびている。整形技法は,口縁部内・外面横ナデ整形後横位のヘラ

磨 きが施されている。体部内面は黒色処理をしている。外面はナデている。高台は貼 り付けで,

内・外面横ナデ整形をしている。

高台付不形土器 (第 177図 5)は ,体部は内彎気味に外上方へ立ち上がり, 口縁部はわずかに外

反している。(高台部欠損 )。 整形技法は,水挽き整形で内面は黒色処理をしている。

写形土器は,次の 4種類の形態が見られる。①体部は内鸞気味に外上方へ立ち上が り,口 縁部

はやや外反するもの (第 177図 6・ 7・ 11)。 ②そのまま口縁部に至るもの (第 177図 8・ 9。 10)。

③休部は直線的に外上方へ立ち上がり,口 縁部はわずかに外反するもの(第 177図 12・ 13)。④体部

は内彎 しながら大きく開いて立ち上がり,日 縁部は外傾 して短いもの(第 177図 14)。 整形技法は,

内・外面水挽き整形のものと口縁部内・外面横ナデ後横位ヘラ磨 きが施されているものがある。

休部は内面に黒色処理が施されているものもある。
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第 4類 〔平安時代中期初頭に比定される土器群〕

本類は,第 3・ 21号住居跡か ら出上 した土器によって構成 した。

器種は,土師式土器の甕形土器,高台付 l宛形土器,高台付郭形土器,郭形土器である。

甕形土器 (第 177図 1・ 2)は ,底部は平底で,胴部はやや内鸞 しなが ら外上方へ立ち上が り,

胴中位か ら内傾する。口縁部は外反しながら外上方へ開き短い。口縁端部に面をなす。整形技法

は,口 縁部内 。外面横ナデ整形で,体部内 。外面はナデている。

高台付琉形土器 (第 177図 3)は ,体部は内彎 しながら外上方へ立ち上が り, 口縁部はわずかに

外反している。高台は外下方へ「ハ」の字状に長 くのびている。整形技法は,水挽 き整形後,内

面をヘラで磨いている。高台は貼 り付けで,内 。外面横ナデしている。

高台付不形土器は,体部は内彎 しなが ら外上方へ立ち上が り,そ のまま口縁部に至るもの (第

177図 4・ 5)と ,体部は内彎気味に外上方へ立ち上が り口縁部はわずかに外反するもの(第 177図

6)と がある。高台部は外下方へ短 くのびている。整形技法は,水挽 き整形で,内面は黒色処理

をしているものもある。高台部は貼 り付けで,内・外面横ナデ整形 をしているもの と,手」離して

いるものがある。

lTh形土器は,体部は内彎気味に外上方へ立ち上がるもの (第 177図 8)と ,内鸞しながら大きく

開いて外上方へ立ち上がるもの (第 177図 7)がある。口縁部はわずかに外反している。整形技法

は,水挽 き整形で,内面は横位のヘラ磨 きをしてあるものもある。

第 5類 〔平安時代中期前半に比定する土器〕

本類は,第 12号住居跡か ら出上 した土器で構成した。

器種は,土師式上器の不形上器で,底部は平底で,体部はほぼ直線的に外上方へ立ち上が り,

そのまま口縁部に至っているもの (第 177図 3)と ,体部は内彎気味に外上方へ立ち上が り,そ の

まま口縁部に至っているもの (第 177図 2)と ,口 縁部はわずかに外反するもの (第 177図 1)の 3

種類がある。整形技法は,水挽き整形である。

以上が第 3群土器の概略であるが,本群では,甕形上器を除き整形技法は水挽き整形が主であ

る。また,高台付筑形土器や高台付邪形土器は,内面黒色処理が施 されているものが多い。出土

土器は,実測図を見てもわか るように,殆 どが耕作のための トレンチャーにより破片 と化 したも

のであるため,詳細については説明が加 えられない点もある。しか し,基本的には,西方約70m

に隣接する五斗落遺跡 と,器形や整形技法等は同様である。同一台地であ り隣接する遺跡である

ため,出土土器はもとより集落 としても関連するものと思われる。

以上当遺跡における古墳時代後期,奈良 。平安時代に比定される出土土器の概略である。これ

らの土器の器種別出土量を見ると,第 11表の様な結果 となる。
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時 期
‐

甕 曽氏 士宛 高台付 l宛 不 高台付イ 皿 蓋 計

Ｉ
　
群

H類 古墳時代後期 鬼高Ⅱ式期 5 1 23 1 45

Ⅲ類 古墳時代後期 鬼高Ⅲ式期 1 2
27
(3)

1 44

群

I類 奈良時代前期 8世 紀初頭 2 1 4

H類 奈良時代前期  8世紀前半 1 1 1

Ⅲ類 奈良時代前期  8世紀後半 1 1

Ⅲ
　

　

群

I類 平安時代前期 9世紀前半 1 1

H類 平安時代前期 9世紀中頃 2

Ⅲ類 平安時代前期 9世紀後半 4 1 1 2

Ⅳ類 平安時代中期 10世紀初頭 1 3 2 8

V類 平安時代中期 10世紀前半

合 計 34 5 1 7 2

第 11表 時期別出土土器一覧表 (形土器省略)… …・ ( )中 は須恵器

※完形の上器のみでなく,破片も器形の窺えるものは 1個体 とした。

I群土器出土率 (古墳時代 ) H群土器出土率 (奈良時代 ) HI群土器出土率 (平安時代 )

第11表時期別出土土器一覧表から器種別に出土量を見ると, I～ ⅡI群 を通して不形土器が一番

多く,次いで甕形土器が出土している。したがって甕形土器や邪形土器は,当時の日常生活の中

でいかに使用度が大きかったかが窺える。なお,当遺跡の時期判断は,出土量の多い,不形土器,

甕形土器をもって,ほぼ基準とし構成した。しかし,こ れらの上器群は 1軒の住居跡から出上し

たものであり,個々の上器によっては時期が前後する場合もあり得る。また,こ の上器分類は,

当遺跡における分類の結果であり,必ずしも他の遺跡に及ぶものではない。

甕 33.5% 17H 33.5%
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第 3節 弁ノ内遺跡

1 遺跡の概観

当遺跡は,茨城県土浦市大字手野町字長堀4575ほ かに所在し,調査面積は946∬ である。現況は

南側か ら北側に向かって,やや傾斜を呈する畑であるが,遺跡のほぼ中央北側の一部が支谷へ続

く急傾斜 を呈し,篠及び雑木林である。当遺跡の西方約110mに 大儘遺跡が所在 し,谷津を挟ん

で東方約200mに 原 ノ内遺跡が所在する。発掘調査の結果,検出された遺構は,弥生時代の竪穴

住居跡 1軒,平安時代の竪穴住居跡 2軒 ,土坑 1基である。出土 した遺物は,土師式土器及び弥生

式上器片である。

2 遺構 と遺物

(1)竪穴住居跡

第 1号住居跡 (第 178図 )

本跡は,調査区の最西端部 Ali5・ Ali6° Al,5° Al,6区に確認 された住居跡で,第 2号

住居跡の北西約16mに位置している。

平面形は,長軸37m・ 短軸3.Omの長方形 を呈 し,主軸方向は,N-64生 Eを指 している。

壁は,締まりのあるロームで,やや外傾 して立ち上がり,壁高は,25～ 30cmである。床面は,

西コーナー付近 とやや中央部にi覚乱を受けているが,ほぼ平坦で,カ マ ドからピットの内側の区

域が硬 く踏み固められている。ピットは, 5か所検出され,やや不規則ではあるが規模や配列か

らPl ・ P2 ・ P4が主柱穴と考えられる。 PIは , 長径25Cm・ 短径22Cm, 深さ16Cn, P2は ,直径33

Cmの 円形を呈 し,深さ22cm,P4は ,長径32cm・ 短径27Cm,深 さ30cmの規模である。カマ ドは,東側

壁ほぼ中央部に付設されてお り,砂質粘上で構築されている。内面は熱を受けてレンガ状に焼け

ている。袖部は,左右 とも約 3分の 2が消滅している。規模は,長 さ95Cm。 幅75Cmを 測 り,焚口

部は消滅 しているため不明である。掘 り方は,壁 を幅50Cmで,外側に40cm掘 り込んでいる。火床

は,長径50Cm。 短径25cmの楕円形を呈し,床面を 7 Cm掘 り込んでいる。

覆土は,1党乱部を除き自然堆積の状態を呈 し,ロ ーム粒子を主体に焼土粒子を含む暗褐色上で,

締まっている。

遺物は,土師式上器片103点,須恵器片31点,周囲からの流れ込みと思われる縄文式上器片 2

点が出上 した。完形の遺物は無 く,第 179図 1は ,南郡コーナー付近の壁際の床面か ら逆位の状態

で出上した土師式上器の不である。完存率は約85%である。第179図 2は ,カ マ ド内か ら出土 した

土師式上器の小型の不である。第179図 3は ,カ マ ドの袖部の中に立てた状態で出土した土師式上

器の甕片である①袖部の補強材 として使われたものと思われる。

本跡は,出土遺物か ら11世紀末の平安時代後期に比定される遺構 と推定される。
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第178図 1第 1号住居跡実測図

第 1号住居跡出土土器観察表

図版
番号

器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備   考

第179図

1

器

器胸
師

不

土

Ａ

Ｂ

Ｃ 際
底部 は平底 で,体部は内青 しなが

ら外上方へ立 ち上が り,日 縁部は

わずかに外反す る。

水挽 き整形。底部外面 回転糸

切 り。 ロクロ回転方向右。

砂粒・雲母・礫
スコリア

にぶい褐色

普通

％

９

９０

Ｐ

器

器

上

下

形

冑

不

土

:脱
底部は平底で,体部はやや 内彎気

味に外上方へ立 ち上がる。

水挽き整形。底部の切離しは

不明。ロクロ回転方向右。

砂粒・雲母・スコ

リア

にない褐色

普通

％

‐３

９８

Ｐ

器

器疵
師

甕

上

Ａ

Ｂ

(195)
(跡 0)

胴部は長胴を呈し,やや内彎しな

がら立ち上がり,胴中位から内傾

する。口縁部は「く」の字状に外

上方に開き,日唇部はやや外上方

につまみ上げられている。

口縁部内・外面積ナデ。体部

内面ナデ。外面上位ナデ。下

位ヘ ラ削 り。

砂粒・礫・雲母

長石

にない橙色

普通

％

１

Ю

Ｐ
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図版
番号

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

4

高台付 不形

土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｄ

15 8

66

70

体音Ыま内彎しながら外上方へ立ち

上がり,高台は「ハ」の字状に外

下方へのびる。

水挽き整形。高台貼り付け。

高台内・外面横ナデ。ロクロ

回転方向右。

砂粒・ 雲母 。長看

にない褐 色

普通

97%
P6
内面黒色処理

5

郭 形 土 器

土  師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

(170)
51
68

底部は平底で,体部は内彎しなが

ら外上方へ立ち上がり,日縁部は

わずかに外反する。

水挽き整形。底部外面回転糸

切り。ロクロ回転方向右。

砂粒・雲母・石英

にない褐色

普通

％

Ю

４０

Ｐ

6

高台付不形

土器

土 師 器

(102)
20
59

底部 は平底 で,体部 は内彎気味に

外上方へ立 ち上が る。底部 は一度

回転糸切 りで切 り離 した後高台 を

貝占り付 1)て い る。

水挽き整形,高台底部外面回

転糸切り。ロクロ回転方向右

砂粒・雲母・石英

にぶい褐色

普通

％

■

４０

Ｐ

7

器

器疵
師

邪

土

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底で,体部は内彎気味に

外上方へ立ち上がる。

水挽 き整形。底部外面 回転へ

ラ切 り。 ロクロ回転方向右。

砂粒・長石・石英・

雲母・礫

にぶい橙色

普通

％

‐２

４０

Ｐ

【 _| 0             10cm

第179図  第 1号住居 LTl出 土遣物実測図
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第 2号住居LIl(第 180図 )

本跡は,調査区の西部 Blb9・ Blbo区 を中心に確認された住居跡で,第 1号住居跡の南東約

16m,第 3号住居跡の北西約52.5mに位置 している。本跡は,北西部・北東部 。南東部に撹乱を

受けている。

平面形は,長軸3.2m。 短軸2.75mの長方形を呈 してお り,比較的小形の住居跡である。主軸

方向は,N-49生 Eを指 しているものと思われる。壁は,締まりのあるロームで,やや外傾 して

立ち上が り,壁高は,10～ 20cmである。床面は,住居跡の約 2分の 1が撹乱を受けてお り,北西

部・北東部・南東部はやや凹んでお り,南西部は,硬 く踏み固められ,やや高 くなっている。南

西の壁際には,幅 7～ 15Cm,深 さ 5 Cm。 長さ1,75mの溝を有 している。ピットは,床面が撹乱さ

れているため検出困難であったが 1か所検出され,主柱穴 と思われる。規模は,直径 20cmの円形

を呈 し,深さは20Cmを 有している。カマ ドは形状や方向から見て撹乱部の北東壁に付設 されてい

たものと思われるが,消滅している。

覆土は,撹乱部 を除き自然堆積の状態を呈 し,ロ ーム粒子を主体に含む暗褐色上で,締まりを

有している。

遺物は,上師式上器片28点 ,須恵器片15点,周 囲か らの流れ込みと思われる縄文式上器片 1

点が出上した。完形の遺物第181図 1は ,南西部の覆土から正位の状態で出土 した土師式土器の

不である。第181図 2は ,南 コーナー付近 の覆土か ら正位の状態で出上 した上師器の器の不であ

る。完存率は95%である。第181図 3は ,南西部の覆土か ら逆位の状態で出上した土師式上器の小
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型甕片である。

本跡は,出土遺物か ら 9世紀末の平安時代前期に比定される遺構であると推定される。

0              10Cm

第181図 第 2号住居跡出土遺物実測図

第 2号住居跡出土土器観察表

第 3号住居跡 (第 182図 )

本跡は,調査区の最東端部 B3h2・ B3h3・ B3i3区 を中心 に確認された住居跡で,第 2号住

居跡の南東約52.5mに位置している。

本跡の東部は,調査エ リア外のため規模や平面形等の詳細は不明である。調査 した部分か ら推

定すると,平面形は,長軸不明・短軸 7m, ピットの配列や炉の位置から見て,更に東方に延び

る隅丸長方形を呈する比較的大形の住居跡であると思われる。主軸方向は,N-57生 wを指 して

いる。壁は,締 まりのあるロームで,ほぼ垂直に立ち上が り,壁高は,35～ 55cmである。床は ,

フ

、

＝

鯵
一

図版
番号

器   種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第181図

1

高台付邪形

土器

土  師 器

Ａ

Ｂ

Ｄ

15 0

59
84

体部は内管しながら外上方へ立ち

上がり,高台は外下方へのびる。

水挽き整形。高台貼り付け。

高台内・外面横ナデ。ロクロ

回転方向右。

砂粒・ 雲母

にない赤褐色

普通

97%
P7
内面 黒色処理

2

高台付 lTN形

土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｄ

148
63
75

体部は内彎しながら外上方へ立ち

上がり,日縁部はわずかに外反す

る。高台は外下方へのびる。

水挽 き整形 。高台貼 り付け。

高台内・外面横ナデ。 ロクロ

回転方向右。

砂粒・礫・雲母・

長石

にない橙色

普通

98%
P8
内面黒色処理

3

器

器疵
師

甕

土

A(130)
B(67)

口縁部は外反して外上方に開き,

口唇部は外上方につまみ上げられ
,

おりかえしを有する。内面の口縁

都と胴部の境に輪積痕を有する。

口縁部 内・外面横ナデ。胴部

内・外面ナデ。

砂粒・雲母・礫

にぶい赤褐色

普通

％

２

‐Ｏ

Ｐ

4

器

器

土

雨

形

自

不

土

B(30)
C t60

底部 は平底で,体言Ыま内彎 しなが

ら外上方へ立 ち上が っている。

水挽 き整形。内面ヘ ラ磨 き。

底部外面回転ヘ ラ削 り。ロク

ロ回転方向右。

砂粒 ・雲母・ ス コ

リア

橙 色

普通

％

‐４

３０

Ｐ
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凹凸が無 くなだらかで,中央に向かってゆるやかに傾斜 してお り,鍋底状 を呈 している。床面は,

やや軟弱である。ピットは, 4本検出され規模や配列 等か ら主柱穴は,Pl'P4と 思われる。 Pl

は,長径59Cm・ 短径53Cm,深 さ550m,P4は ,長径 54cm・ 短径50Cm,深 さ35Cmの規模である。その

他の主柱穴は,東側のエ リア外に有するものと思われる。炉跡は,住居跡のほぼ中央部 と思われ

る位置に検出され,長径76cm。 短径41cmの 不整楕円形 を呈 している。炉床は,床を長径76cm・ 短

径41cmの楕円形に 7 Cmほ ど掘 り込み,焼けてブロック状 を呈 してお り暗赤褐色の焼土粒子が主体に

堆積 している。

③ 司

A'

二 240m    二

〇               lm

い。い。（。

く

A'

Ｅ
。
ゅ
Ｎ
封
引
ＩA 2mm

B 250m

第182図 第 3号住居跡実測図
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覆土は,中央よりやや南西部 と南東部端に撹乱 を受けているが,そ の他は, 自然堆積の状態 を

呈 し基本的には 2層 に大別 され,上層は,黒褐色土,下層は,極暗褐色上で共にローム粒子 を含

み締まっている。

遺物は,比較的少量ではあるが,弥生式土器片46点 ,土師式上器片 5点,須恵器片 2点が出土

した。完形の遺物は無 く,第 183図 1は ,住居跡の南西部 の床面から正位の状態で出上 した弥生

式上器の甕胴部片である。第183図 2は ,北西部 の床面か ら正位の状態で出土 した1擬似木葉痕 を

有する弥生式上器のこの底部である。

本跡は,出土遺物か ら弥生時代後期前半に比定される住居跡 と推定 される。

0             10Cm

第 3号住居跡出土土器観察表

版
号

図
番 器   種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第 1

1

甕 形 土 器

弥生式土器

B (243) 胴著FSlま わずかに内彎気味に外上方

に立ち上がる。

胴部 内面ナデ。外面付加条縄

】電 。

砂粒 ・礫・雲母・

長石

にない橙色

普通

％

３

2

甕 形 土 器

弥生式上器

B(30)
C 82

底部は平底で,胴部 は外傾 しなが

ら外上方へ立 ち上が る。

底部内面ナデ。外面擬似木業

痕。胴部下端外面付加条縄文 I

砂粒・長石・雲母

にぶい橙色

普通

％

５

3

甕 形 土 器

弥生式上器

B(52) 胴上位から口頸部にかけて,わず

かに外反する。

日頸及 び胴上位 内面ナデ。 日

頸外面横 ナデ。胴部外面付加

条縄文。

砂粒・長石・雲母・

石英・ ス コ リア

橙色

普通

％

４
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(21 土坑

第 1号上坑 (第184図 )

本跡は,調査区の西部 Blas区 に確認された土坊で,

第 1号住居跡の南東約9.8n,第 2号住居跡の北西約 5.5

mに位置している.。 平面形は,長径157CIn・ 短径73cmの不

整楕円形を呈し,長径方向はN-39生 Eを指している。

深さは20cmで,底面は平坦でやや硬 く締まっている。壁

は締まったロームで,外傾 して立ち上がっている。

覆土は,自然堆積の状態を呈し,ロ ーム粒子を多量に

含む褐色土で締まっている。

本跡に伴なう出土遺物は無く,時期等については不明

である。

引∞引

al     al

A      …止

―
SKl

o             2m

第184図 第 1号土坑実測図
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3 まとめ

当遺跡は,古墳時代から奈良・平安時代の集落跡 として発掘調査 を実施 したが,調査 した結果

遺構の分布状態は薄 く,検出した遺構は堅穴住居跡 3軒,時期不明の上坑 1基のみである。また,

調査面積 も946m2と い う小範囲であるため,集落全体 を述べることはできないが,調査 した範囲

内で住居跡内から出上 した遺物を古い順に分類 し,各遺構の時期をより明確にしたい。なお,当

遺跡の遺構に直接的には伴わないが,極少量の縄文式上器片が出上 しているが,東西に隣接する

五斗落 。大儘・ゴリン山 。原ノ内・真木ノ内の各遺跡からも縄文式上器片が出上 していることか

ら,当時の人々の生活圏であったものと考えられる。

(1)竪穴住居btlに ついて

当遺跡の堅穴住居跡を区分すると,弥生時代後期前半に比定されるもの 1軒,平安時代に比定

されるもの 2軒である。平安時代については 2期 に分けて概略を述べることにする。

弥生時代

弥生時代後期前半に比定される住居跡は,当遺跡の東部最端の B3h2区 を中心に 1軒検出され

た。弥生時代後期前半に比定される住居跡 (第 3号住居跡 )

平面形は,隅丸長方形を呈するが,特にコーナー部がゆるやかな隅丸形 を呈することと,な だ

らかに傾斜 した床面は当遺跡の住居跡に於いては類例がない。出土土器は,こ の時期に見られる

弥生式上器片が主である。

平安時代

平安時代に比定される住居跡は,当遺跡の西部 Ali5区 とB lb9区 を中心に 2軒検出された。

これらの住居跡を出土遺物から下記の 2期に分けて説明をくわえる。

I期  9世紀末の平安時代前期に比定されると思われる住居跡 (第 2号住居跡 )

H期 11世紀末の平安時代後期に比定されると思われる住居跡 (第 1号住居跡 )

I期 の住居跡は,第 10図の住居跡分布図を見ると当遺跡の西部に位置し,16m西方の西部最端

にはH期の住居跡が位置している。 I・ Ⅱ期 を比較すると,平面形・規模 。主軸方向等は,ほぼ

同様の形態を呈 してお り,出土遺物からは時期差が認められるが, I期・H期 とも平安時代の一

般的な住居跡 と考えられる。
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表12 住居跡一覧表

跡
号

居住
番 位  置 主 (長 )軸

方  向
平 面 形

規    模

床 面
ツ
数

ピ
ト

炉・
カマト 覆土 出 土 遺 物 時 期 備  考

長軸×短蟹 nl 壁高やけ

3 N-5″―W 隅九長方形 一 × 70 35^-55 傾 斜 4 炉 映
〔

土師式上器片 5,須恵器片 2

弥生式上器片46
弥生鞍蜘 前 半

2 N-49生 E 長 方 形 32× 275 10^-20 傾 斜 l (カマド) 自然
土師式上器片28,須恵器片15

縄文式上器片 1
鞍 嗣 9C

1
Al,い ,0

N-64生 E 長 方 形 37× 30 25--30 平坦 自然
土師式土器片103,須 恵器片31

縄文式上器片 2
醐

F12(鋼
S11

住居 Ltt主 (長 )軸方向

(2)土器について

第 1・ 2号住居跡か ら出上 した土器は,大部分が上師式土器で,須恵器は破片のみである。

第 3号住居跡からは,弥生式上器が主で土師式土器は数片である。

遺跡全体では,弥生式上器は甕形土器接合片 3点であるが,平安時代に比定される土師式上器

は,郭形土器が一番多く55%,大いで高台付不形土器27%,甕形土器18%の順になっている。土

器の分類にあたっては,従来の編年資料を参考にしながら五斗落 。大儘遺跡に順 じて各住居跡か

ら出土した土器を中心に,そ の形態・技法などから弥生式土器・土師式上器 (平安時代前期・後

期 )に 区分 して概略を述べることにする。

出土遺物数

第 1号住居跡………甕形土器 1・ 高台付不形土器 1・ 不形土器 5

第 2号住居跡………甕形土器 1・ 高台付不形土器 2・ lTh形土器 1

第 3号住居跡………甕形土器 3 平安時代遺物出土率
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弥生式上器

(甕形土器 )

胴部は,わずかに内彎気味に立ち上が り,内面はナデてお り,外面は付加条縄文が施され

ている。底部は平底で,擬以木葉痕が施されている。

(甕形土器 )

前期  回縁部は外反して外上方に開いている。日唇部は外上方につまみ上げられ,折 り返

しを有する。口縁部は内・外面 とも横ナデ整形をしている。胴部は内・外面 ともナデ

ている。

後期  胴部は長胴を呈してお り,やや内彎 しながら立ち上がっている。口縁部は「 く」の

字状に外上方に開き,日唇部はやや上方につまみ上げられている。口縁部は内・外面

とも横ナデ整形をしている。胴部は内・外面 ともナデているが胴部外面下位はヘラ削

りが施 されている。

(高台付 jTh形土器 )

前期  体部は内鸞 しながら外上方へ立ち上がっている。口縁部はわずかに外反している。

高台は外下方にのび端部に面をなしている。水挽き整形で,体部内面黒色処理をして

いる。

後期  体部は内彎 しながら外上方へ立ち上が り,そ のまま口縁部に至っている。高台端部

は九い。水挽き整形で,体部内面黒色処理 をしている。

(不形土器 )

前期  底部は平底で,体部は内鸞 しながら外上方へ立ち上がっている。水挽き整形で内面

をヘラで磨いている。

後期  底部は平底で,体部は内鸞 しながら外上方へ立ち上が り,口縁部はわずかに外反す

るものもある。水挽き整形で,底部の切 り離 しは,回転ヘ ラ切 りと回転糸切 りの 2種

類が見られる。
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第 4節 原 ノ内遺跡

1 遺跡の概観

当遺跡は,茨城県土浦市大字手野町字原 ノ内3391ほ かに所在 し,調査面積は442H12で ある。現況

は,南側か ら北側に向かってやや傾斜 を呈する山林である。当遺跡の西方約 200mに 谷津を挟ん

で弁ノ内遺跡が所在 し,東方約450mに 谷津 を挟んでゴリン山遺跡が所在する。発掘調査の結果検

出 した遺構は,屋 外炉 2基,出上 した遺物は縄文式上器片 5点 のみである。なお,地元の

古老の話に よると, 当遺跡は昔罪人の処刑場であったと言い伝 えられてお り,エ リア外の南方

約15mの ところには石造の阿弥陀如来像があるが,こ の事に関する文献資料は現時 ミ́では発見さ

れていない。

2 遺構 と遺物

(1)屋外炉

第 1号外炉 (第 185図 )

本跡は,調査区の東部第 2ト レンチの西方に当たる A2g3・ A2h3区 にかけて確認 された屋外

炉で,第 2号屋外炉の北西約 8mに 位置 している。確認した焼上の範囲は,長径約 130cm・ 短径約

80cmの不整楕円形を呈 している。

炉の平面形は,長径96cm。 短径47cmの 不整惰円形を呈 し,長径方向は,N-45生 wを 指 してい

る。炉床は,1lcmほ どの浅い掘 り込みを有 し,熱を受けて赤化 している。壁は,悟鉢状 を呈 し,

ゆるやかに立ち上が り,熱を受けてレンガ状に硬 く焼けている。特に西側 2分の 1がよく焼けて

いる。

覆土は自然堆積の状態を呈 し, 3層 に分けられる。第 1・ 3層は,明褐色上でローム粒子を主

体に焼土粒子 を含み,締まっている。第 2層は,暗赤褐色上で焼土粒子を多量に含み,締まって

いる。炉の周囲は,ロ ームが締まってお り,南東側がやや高 くなっている。

本跡からの出土遺物は無かった。

第 2号屋外炉 (第 185図 )

本跡は,調査区の東部第 3ト レンチの東方に当たるA2i5区 に確 認された屋外炉で,第 1号屋

外炉の南東約 8mに位置 している。確認した焼上の範囲は,長径約 130cm。 短径約90cmの 不整楕円

形を呈 している。

炉の平面形は,長径 108cm・ 短径62cmの不整楕円形を呈 し,長径方向は,N-48生 wを 指 してい

る。炉床は,12cmほ どの浅い掘 り込みで熱を受けて焼土ブロック化 している。壁は括鉢状を呈 し,

ゆるやかに立ち上が り,熱を受けてレンガ状に硬 く焼けている。特に炉底面は硬 く焼けている。
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覆土は,自 然堆積の状態を呈し, 4層に分けられる。第 1,3層 は,暗赤褐色上で,焼土粒子

を主体にローム粒子を含み,締まっている。第 2層 は,赤褐色土でローム粒子を主休に焼土小ブ

ロックを含み,締まっている。第 4層 は,明褐色上で焼土粒子を少量含み,締まっている。

本跡からの出土遺物は無かった。

。       2        1m

第185図 屋外炉実測図

(2)その他の遣物 (第 186図 )

第186図 1～ 4は ,当 遺跡の トレンチ発掘の際に出上 した縄文時代早期の田戸下層式に比定され

る土器片である。 1は調査区の南西部に位置する Alg7区 の覆土か ら正位の状態で出土 した口縁

部片で,横位の平行沈線文下部 に弧状 を呈す る刺突文が組み合 わされている。胎土は,砂

粒・雲母・石英粒 を含み,色調は,に ない赤褐色である。 2は 調査 区の南西部 Alf8の覆土

か ら正位の状態で出上 した胴部片で,横位 の平行沈線文間に半裁竹管に よる刺突文が横一

列に施 されている。胎土,色調は 1に 同 じである。 3は 調査区の西部 Alg9区の覆土か ら正

位の状態で出土 した胴部 片で,横位の平行沈線文 と凹線文が組み合わされている。胎土は 1と

同じで,砂粒・雲母・石英を含み,色調は橙色である。 4は調査区の西部 Alf8区の覆土か ら横

位の状態で出上した胴部片で,横位の平行沈線文 と維位の凹線が組み合わされ,更に,平行沈線

文の下位 と縦位の凹線の左上位にえぐり込むような弧状の刺突文が加 えられている。胎土は,砂

粒・雲母・石英粒 を含み,色調は橙色である。 5は 縄文時代中期後半の加 曽利 E式に比定される

土器の口辺部片である。文様帯 を隆帯 と沈線によって区画 し,区画内に無節縄文 rが斜位に施 さ

れている。胎土は,砂粒・雲母・石英粒 を含み,色調は,にない赤褐色である。

⇔
一
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第 186図 遺跡出土遣物拓影図

まとめ

当遺跡は,縄文時代早・前期の遺物包含地 として発掘調査を実施 したが,調査の結果,遺構 ,

遺構,遺物は極めて薄 く,遺構は,屋外炉 2基 を検出したのみである。遺物は,縄文時代早期の

田戸下層式に比定される土器片 4点 と縄文時代中期後半の加曽利 E式に比定される土器片 1点が

出土した。これらの遺物は,直接 2基の屋外炉からの出上ではなかったが,出土遺物は,こ れら

数片の土器にす ぎなかったので,屋外炉の時期は,縄文時代早期に比定 されるか と思われる。

当遺跡からは,住居跡等の遺構は検出できなかったが, 2基の屋外炉や数′ミの縄文式上器片が

出土したこと,ま た,当遺跡の東西に隣接する五斗落 。大儘・弁 ノ内・ゴリン山 。真木ノ内の各

遺跡からも同時期の縄文式土器片が出上 していることから,当時の人々の生活圏であったものと考

えられる。遺跡の詳細については,調査面積が442m2と いう小範囲でもあり,遺跡全体を述べる事

ができないため,今後の周辺遺跡の調査結果を待ちたい。
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第 5節 ゴリン山遺跡

1 遺跡の概観

当遺跡は,茨城県土浦市大字手野町字谷川3,793の 3ほかに所在 し,調査面積は774m2である。

現況は,遺跡の南根1か ら北側にかけてやや傾斜を呈 した山林である。遺跡の地形は北側の谷津

から西側に, さらに南側へ と支谷が入 り込み,小規模な舌状台地状を呈 している。遺跡の西方約

450mに 谷津を挟んで原ノ内遺跡が所在 し,東方170mに真木ノ内遺跡が所在する。遺構は,中世

の焙烙 を伴 う土坑が 1基検出されたのみである。遺物は,縄文時代草創期から後期に比定される

土器片が,遺跡の南東部を中心に出土 した。

2 遺構 と遺物

▲223m   二

0               2m

第187図 第 1号土坑実測図

第 1号土坑出土上器観察表

(1)土坑

第 1号土坑 (第 187図 )

本跡は,調査区のほぼ中央部 B2c6区 に確認された土坑で

ある。

平面形は,長径83cm・ 短径77cmの 円形を呈 し,長径方向は

N-45生 Wを指 している。遺構確認面か ら坑底までの深さは,

24cmほ どで,壁は,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。底面は,

平坦で,硬 く締まっている。

覆土は,ロ ーム粒子・山砂 を極少量含む褐色土主体に,壁

際には,山砂 を多量含む明褐色土が自然堆積 している。

遺物は,焙烙 (第 188図 1・ 2)が,一括投棄された状態で

底面直上から出上している。

本跡は,出土遺物から中世に比定されるものと思われる。

版
号

囲
番 器   種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図８８

‐

第 烙

器師

焙

土

底部は平らで, 日縁部はほぼ直立

する。内耳は2か所残っている力ヽ

配ア1か ら1か所欠損していると思

われる。

口縁部 内・外面積ナデ,体部

外面ナデ。体部内面横ナデ。

砂粒・婁母

浅黄橙 色

普通

75%
Pl
口縁部に 2イ固
の補修孔有り。

2

烙

器師

賠

土

42 0

6 5

体部は内彎気味に大 き く開いて立

ち上が り, 日縁部はほぼ直立する。

口縁部 内・外面横ナデ,体部

外面ナデ,体部 内面横ナデ。

砂粒 ・雲母

淡橙色

普通

％

２

７０

Ｐ
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方     を

第188図 第 1号土坑出土遺物実測図

(2)そ の他の遺物

遺構外からは,縄文式上器片374点,石器 7点が出上している。縄文式土器片はいずれ も破片で,

摩耗 しているものが多く器形をうかがえるものはない。拓本が可能なものだけを掲載 し, 5群に

分類 して説明を加え,石器については実測可能な 7″ミを掲載 した。

●縄文式上器

第 1群土器 〔縄文時代草創期に比定される土器群〕 (第 189図 )

1～ 7は無文の上器片で,胎土に繊維は含まれない。 1～ 4は 口縁部片である。 1は薄手で,

口唇部が丸い。内・外面に横ナデが施されている。 2も 薄手で,小形土器の口縁部片と思われ,

内 。外面ナデである。 3・ 4は 口唇部が内そぎ状を呈し,内・外面ナデである。 5～ 7はやや厚

手の胴部片で, 5は内 。外面ナデ, 6・ 7は 外面維位のナデ,内面ナデである。

8～ 12は 夏島式に比定される土器片で,撚糸文が施されている。

第 2群土器 〔縄文時代早期に比定される土器群〕 (第 189図 )

13～ 20は 三戸式に比定される土器片である。13は 口縁部片で,多条沈線が 2段に施され, その

間には刺突文が充損されている。14～ 20は胴部片である。14。 15は横位の多条沈線文間に刺突文

が充損 されている。16は斜格子目文が,17・ 18は 斜位の沈線文が施されている。19は 太い沈線が

横位に施されている。20は 2条の沈線間にキザ ミロを施 し,梯子状の文様を呈している。

21・ 22は 田戸上層式に比定される胴部片である。21は貝殻腹縁文が縦位に施されている。22は

刺突文の施された 2条の沈線文と貝殻腹縁文が組み合わされている。

23は 田戸下層式に比定される胴部片で,沈線文が縦位・斜位に施されている。

24～ 27は 茅山式に比定される胴部片で,いずれも胎土に繊維を含み条痕文が施されている。

28・ 29は早期末に比定される胴部片で,胎上に繊維が含まれている。28は 短い縄文原休が押圧

され,29は絡条休圧痕文が施されている。
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第 3群土器 〔縄文時代前期に比定される土器群〕 (第 189。 190図 )

30～ 37は 黒浜式に比定される土器片で,いずれも胎土に繊維を含んでいる。30。 31は 口縁部片

で,単節縄文LRが施されている。32～ 37は胴部片で,32は 爪形文が横位に,33～ 37は 縄文が施

されている。

38～ 52は 浮島式に比定される土器片である。38は 国縁部片で,沈線による弧状文が施されてい

る。39・ 40は胴部片で,39は 多条沈線が波状に,40は 沈線が横位に施されている。41は 国縁部片

で,爪形文が横位に施されている。42～ 52は 胴部片である。42は 爪形文が横位に施され,その直

下に斜位の沈線文が施されている。43は変形爪形文が施されている。44は輪積みした後,指で縦

位にナデている。45～ 51は 貝殻腹縁文が施されている。52は三角刺突文が施されている。

53は 興津式に比定される胴部片で,貝殻腹縁文が施されている。

54・ 55は諸磯式に比定される胴部片である。54は 弧状に爪形文が施され,55は キザ ミロを付し

た隆帯が文様を区画している。

第 4群土器 〔縄文時代中期に比定される土器群〕 (第 190図 )

56～ 58は 下小野式に比定される土器片である。56・ 57は 折 り返し口縁を呈している。56に は縄

文が施され,57の 口唇部にはキザ ミロが付されている。58は胴部片で,縄文が可Σ状に施されてい

る。

59～ 61は 五領ケ台式に比定される土器片である。59・ 60は 口縁部片で,59は 口唇部に縄文が施

され, 口縁部外面には押引文,三叉文,渦巻文などが描かれ,内面には 1条の沈線が巡る。60は

沈線による渦巻文などが描かれている。61は胴部片で,沈線による弧状区画文内に半我竹管文が

施されている。

62～ 66は加曽利E式に比定される土器片で,いずれも胴部片である。62は縄文地文上に懸垂文

が垂下している。63・ 64は 沈線により区画文が描かれ,区画内には63が単節縄文 LRを ,64は 単

節縄文RLがそれぞれ施されている。65・ 66は条線文が縦位に施されている。

第 5群土器 〔縄文時代後期に比定される土器群〕 (第 190図 )

67～ 69は 堀之内式に比定される胴部片である。67・ 68は縄文地文上に沈線による区画文が描か

れ,69は 沈線による曲線文が描かれている。
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第189図 グリッ ト出土遺物拓影図(1)
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期 日 58

第190図 グリッド出土遺物拓影図(2)
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石器実測図第191図
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表13 石器一覧表

図版番号 名  称 台帳番号 出土地点
大きさ (Cm

重量(g) 石   質
長 さ 。幅・厚 さ

1 磨   石 Q   l B2h9 (8.4)× 4.9× 4.5 (302) 石 英 斑 岩

″ Q   5 表  採 9.3× 8.6× 4.3 502 流 紋 岩

3 Q  6 B2iO (8.4)× (4.6)× 3.4 (129) 安 山 岩

4 Q  7 C3a2 (6.3)× (2.5)× 2.9 (39) 安 山 岩

5 Q  4 B2bュ (7.0)X(4.4)X3.5 (125) 流 紋 岩

6 〃 Q   3 C3b2 8,0)く 5.7〉(4,1 264 流 紋 岩

7 〃 Q   2 C3b3 7.6× 6.0× 4.4 281 アプライ ト

3 まとめ

当遺跡は全面表土除去 し,遺構確認をした結果,土坑 1基が調査区のほぼ中央部 B2c6区か ら

検出された。遺物は土坑内底面から焙烙 2点が投棄 された状態で出上 している。また,遺構確認

作業中に調査区の南東部, B2区 (第 192図 )を中心に縄文式土器片374点 , 石器10点が出土して

いる。

縄文式上器片は,縄文時代草創期から後期の堀之内式に比定されるもので,細片や摩耗 してい

るものが大半である。当遺跡は,当遺跡の東側170mに所在する真木ノ内遺跡同様,往時の人々の

生活圏の一部であったと思われる。

第 1号土坑は,当遺跡唯―の遺構で,底面から出土 した焙烙から中世に比定されるものと思わ

れるが,性格については不明である。
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第 6節 真木ノ内遺跡

1 遺跡の概観

当遺跡は,茨城県土浦市大字手野町字真木ノ内3,876ほ かに所在 し,調査面積は548∬ である。

現況は,ほぼ平担な山林である。当遺跡は 6遺跡の中で最東部に位置し,遺跡の西方約170mに

ゴリン山遺跡が所在する。発掘調査の結果,検出された遺構は,古墳時代の竪穴住居跡 1軒,溝

1条である。出上 した遺物は縄文式上器片数点・土師式上器・内耳土器片である。

2 遺構 と遺物

(1)竪穴住居跡

第 1号住居跡 (第 194図 )

本跡は,調査区の東部 B2e6・ B2e7区に確認された住居跡で,本跡の南部は調査エ リア外のた

め,規模や平面形の詳細は不明である。本跡は北 コーナー部 を中心に調査 した。調査 した部分か

ら推定すると,平面形は,方形または長方形を呈するものと思われる。主軸方向は不明である。

壁は,締まりのあるロームで,やや外傾 して立ち上がっている。壁高は,60～ 65cmを 測る。床は ,

平坦で軟弱である。ピットは, 3か所検出され,いずれも主柱穴 と思われる。 Plは,直径29cmの

いロ

A 26.Om パ

E
0
0
N

。
と

|

第 193図  第 1号住居跡実測図



円形を呈 し,深さ22cm,P2は ,直径25cmの 円形を呈し,深さ24cm, P3は ,長径 32cm・ 短径 19Cm,

深さ32cmの 規模である。炉は,未調査区に存在するものと思われる。

覆土は, 自然堆積の状態を呈 し,ロ ーム粒子 。ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子を含む黒

色土または黒褐色土が主体で締まっている。

遺物は,調査 した小範囲にしては,夕量に出上し,土師式上器片は41点 で,そ の他は殆 どが復

元可能な土師式上器である。完形及びほぼ完形の遺物は,甕 3個・壺 1個 。オ 4個 。高不 4個で

ある。北コーナーから約1.7m西方の床面からは,オの口縁部を取 り除いた(第 195図 1)部分 を下向

きにし,3方から姑を取 りまく様に支脚(第 195図 2。 3・ 実測4ヽ 刺のもの 1個 )3T固が立位の状態で出土した。第

195図 5は , コーナー付近の床面か ら斜位の状態で出上 した甕である。第196図 6は ,北コーナー

から約20m南方のほぼ床面から斜位の状態で出土したこである。第196図 7・ 8・ 9は ,北 コー

ナーか ら約3.Omの 東壁際の床面か ら横位の状態で出土 した高不である。第196図 10は ,コ ーナー

付近の床面か ら横位の状態で出土した姑である。

本跡は,出土遺物から古墳時代 中期の和泉式期の遺構 と推定される。

第 1号住居跡出土土器観察表

図版
番号

器  種 法 量 (Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第195図

1

器

器騰
師

姑

土

B(90)
C 46

底部 は平底 で,胴著Ыよ扁平な球形

を呈す る。 日縁部は欠損 している

胴部内面ナデ,外面ヘ ラ削 り

後ヘ ラ磨 き。

砂粒・雲母・礫

にない橙色

普通

90%
P16

4

甕 形 土 器

土 師 器

A  17 9

B 219
C 47

底部 は平底 で,胴部は丸 く張 り,

口縁部は直線的に外上方へ立 ち上

が る。外面の体部 と口縁部の境に

輪積痕が見 られ る。

口縁部内 ,外面横ナデ。体部

内面ナデ,外面ヘ ラ削 り。

砂粒・長石・雲母

明赤褐色

普通

100%

P4

5

壺 形 土 器

土 師 器

A 188
B 251
C 70

底部は突出 した平底で,胴部は球

形 を呈す る。 日縁部は外反 しなが

ら外上方へ開 く。

口縁部内面積ナデ後ヘ ラ磨 き,

外面横ナデ。胴部 内面ナデ。

外面上位ナデ 。中 下位ヘ ラ

削 り。頸部に輪積痕有 り。

砂粒・長石・雲母

にぶ い桂色

普通

100%

P3

第196図

6

高杯形土器

土 師 器

A 188
B  15 0

D 145

体部は内彎気味に外上方に立 ち上

が り,そ の まま日縁部 に至 る。体

部外面下位にわずかに稜 を有す る

脚部はラ /パ状 を呈 し,邪部 と裾

部の接点に継 ぎ目を有す る。裾端

部 はわずかにせ り上が っている。

全体的に薄手であ る。

口縁部 内・外面積ナデ。体部

内面ヘ ラ磨 き,外面ヘ ラナデ

脚部内面ナデ,外面縦位のへ

ラナデ。裾部内面横ナデ,外
面横ナデ後縦位のヘ ラナデ。

砂粒・石英・長石

橙色

普通

％

６

９５

Ｐ

7

高年形土器

土 師 器

A 190
B 145
D 145

体部は,ほ ぼ直線的に外上方 に立

ち上が り,そ の まま口縁部に至 る

体部外面下位 に脚部 との継ぎ目を

有す る。脚部はラッパ状 を呈す る

全体 的に薄手である。

口縁部 内・外面横ナデ。体部

内面ナデ,外面ヘ ラナデ。脚

部維位のヘ ラナデ。裾部内面

積ナデ,外面横ナデ後維位 の

ヘ ラナデ。

粒

色

通

砂

橙

普

・石 英  長石 90%
P7
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図jII

番号
器   種 法量(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調・ 焼成 備  考

8

高郵形 土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｄ

19 8

15 2

(150)

体部は内彎気味に大 き く開 き,そ
の まま口縁部に至 る。脚部はラ ッ
パ状に開 き,不部 と裾部の接点に

継 ぎ目を有す る。全体的に薄手 で

ある。

口縁部 内・ 外面横ナデ。体部

内面ナえ 外面ヘ ラナデ。脚

部内面ナデ,外面紐位 のヘ ラ

ナデ。裾部 内面積ナ デ,外面

横ナデ後横位 のヘ ラナデ。

砂粒 石 英 長石

明赤褐色

普通

％

８

８０

Ｐ

9

器

器

上

下

形

吉

財

土

Ａ

Ｂ

Ｃ

116
13 5

38

底言阿よ平底で中央部がやや凹み,

胴都は扁平な球形を呈し,日緑部
は内脅気味に外上方に長く立ち上
がる。

口縁 内・外面横ナデ。体部内

面ナデ,外面上位ナデ,中・

下位ヘ ラ削 り。底部ヘ ラ削 り

砂粒 長石・雲母

にぶい橙色

普通

％

‐３

９５

Ｐ

齢

器

形

師

不一局

土

Ａ

Ｂ

Ｄ

19 2

15 4

15 3

体部 は内彎気味に広が り,そ の ま

ま日縁部に至 る。体部外面下位に

稜 を有す る。脚著F」 vよ ラ ッパ状 を呈

し,ITN部 と裾部の接点に継 ぎ目を

有する。裾端部 はせ り上 っている

全体 的に薄手である。

口縁部内 ,外面積ナデ。体部

内面ナデ,外面ヘ ラナ デ。裾

部内面横ナデ。脚部・裾部外面

横ナデ後縦位 のヘ ラナデ。

砂粒・長石・石英

明赤褐色

普通

％

５

９５

Ｐ

高 r7h形土器

土 師 器

A(137)
B(60)

体部はほぼ直線的に外上方に開き,

日縁部はわずかに外反する。脚部
は欠損している。

口縁部 内面横ナデ後横位 のヘ

ラ磨 き,外耐 デ後紐位 のヘ

ラ磨 き,体部内面ヘ ラ磨 き,外面
ヘ ラ削 り後縦位 のヘ ラ磨 き。

母と
イ

石長斑
髄
調

％

１０

３０

Ｐ

高 不形 土器

土 師 器

A 195
B(70)

体部はほぼ直線的に外上方に立 ち

上が り, 日縁部 は外反す る。体部

外面下位 に脚部 と体部の継 ぎ目が

見 られ る。脚部 は欠損 している。

口縁部 内面横ナデ後横位 のヘ

ラ磨 き,外面積ナデ。体部 内

面ヘ ラ磨 き,外面ヘ ラナデ。

粒
色

通

砂
赤
普

・雲母 。長石 ％

９

５０

Ｐ

器

器舛
師

オ

土

B(85)
C 35

底部は平底 で,胴部は扁平 な球形

を呈 し,口縁言Ыま直線的に外上 方

に立 ち上が っている。

日縁部 内・外面積ナデ。胴部

内面ナデ,外面ヘ ラ削 り後ナ

T。

粒

色

通

砂

橙
普

・長石・雲母 ％

・５

８５

Ｐ

14

器

器

土

覇

形

宮

射

土

A l1 2
B 104
C 38

底著Ыよ平底 全  中央部がやや凹み
I

胴苫Ыよ扁平 な球形 を呈す る。 日縁

部 は外傾 して外上方に立 ち上が り,

中位 に稜 を有 し,稜 を境にやや 内

側へ直線的に立 ち上が る。

口縁部内面横ナデ,外面上位

機ナデ,下位縦位 のナデ。胴

部内面ナデ。外面ヘ ラ削 り。

砂粒 ・長石・雲母・

な英

にない褐色

普通

％

‐４

９８

Ｐ

第拇7図

15

器

器殊
師

甕

上

Ａ

Ｂ

Ｃ

19 7

24 4

55

底部は中央部 をヘ ラで削 られ,浅
く凹んでいる。胴部 は九 く張 り,

胴 中位 に最大径 を有す る。 日縁部

は「 くJの字状 に外上方へ開 く。

口縁部内・外面横ナデ。体都

内面ナデ。外面上位 ナデ・下

位不 定方向のヘ ラ肖」り。底部
ヘ ラ削 り。

砂粒 ・長石・雲母・

礫

にない橙色

普通

90%
Pl

器

器恥
師

褻

土

A(186)
B 259
C(46)

底部は平底で,胴部は九 く張 り,

胴 中位 に最大径 を有す る。日縁部

は外反 しなが ら外上方へ開 く。

口縁部 内・外面積ナデ。胴部

内面ナデ。外面上位ナデ  中

・下位不整方向のヘ ラ削 り。

砂粒 長石・雲母

赤褐色

普通   
イ

％

２

６５

Ｐ

第 1号住居 Ltl出 土土製品解説表

図版番号 名 称 台帳番号 出土地フ点 長さ×幅 (Cm) 孔径 (cm) 重量 (g) 備 考

第194図 支 脚 DP-18 SI-1 (16.0)× 9.0 (1200.0) 60%上位

〃 DP-19 〃 (900.0) 50%上位
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o               10Cm

第194図 第1号住居跡出土遺物実測図(1)
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0             10Cm

―-275-

第195図 第 1号住居跡出土遣物実測図(2)



0             10Cm

第196図 第 1号住居跡出土遺物実測図(3)
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(2)溝

第 1号溝 (第 199図 )

本跡は,調査区の最西端部 Alj6・ Bla6・ Bla7・ Blb7区 にかけて検 出された溝で,本跡の南側 と

西側は調査エ リア外 となっているため,規模や性格等の詳細は不明である。主軸方向は,N-2°

一Wか らN-39生 wを指 してお り,南から北西の方向にカーブして延びている。検出された溝の

長さは,約 1lmでぁる。南側か ら北方に向かって2.5mま では,上幅約1.5～ 2.9m・ 下幅約0.8m,

確認面か ら底面 までの深 さは0.5mで ある。西側の壁は,な だらかな傾斜で,東側の壁は,急

に落ち込んで,断面形は「ヽ、デ」状を呈 している。更に北西に向かって池状 に広が り上 幅約

4.3m・ 下幅約2.4m,深 さは0.65mで,両壁 ともほぼ同様な傾斜で落 ち込 んでいる。断面形は

「
―

」状 を呈 している。北西端は,上幅約2.lm・ 下幅約0.5m,深さ0.69mを 有 し,南側 壁

はなだらかに傾斜 し,北側壁は急に落ち込んで「_」 状 を呈 している。南端 と北西端のレベ

ル差は約 19clnで,北西端が低い。

覆土は, 自然堆積の状態を呈 し,炭化粒子・焼土粒子・ローム粒子 を含み,黒褐色土,暗褐色

0               10Cm

第197図 第 1号溝出土遺物実測図
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第 198図  第 1号溝実測図
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土,極暗褐色上で締まっている。

遺物は,土師式上器片 14´ミ,須恵器片 4,点,内耳土器の底部片 (第 198図 1),胴部片(第 198図

2)が遺構全域の覆土から出土 した。

本跡は,内耳土器片が覆土から多量に出土 している事から,内耳土器前後に位置する時期の遺

構であると思われるが,明確ではない。内耳土器は,14世紀後半から15世紀の室町時代後期に比

定される。溝の性格等については,調査 した部分 もわずかであるので不明である。

第 1号溝出上土器観察表

0              1ocm

図版
番号

器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第η8図

1

内耳形土器 Ａ

Ｂ

(294)
(150)

体部は,内彎気味に外上方に立 ち

上が り,日縁部は内彎気味に直立

す る。 日縁端部に面 をなす。内面

の 口縁部に内耳が 1か 所付 されて

いる。頸部内面に幅の広 い浅 い凹

帯が見 られ る。

内・外面積ナデ。 砂粒・長石・雲母

黒色

普通

7%
P19
外面鍋墨付着

2

内耳形土器 B(66)
C 168

底部は平底で,胴部は外上方に立

ち上がる。

内面ナデ。体部外面横ナデ。

底部静止ヘラ削り。

砂粒・長石・雲母

灰褐色

普通

5%
P20
内耳底部片

3

内耳形土器 A(354)
B(144)

体著Ыま,ほぼ直線的に外上方に立

ち上が り,日 縁部は内彎気味に直

立す る。 口縁端部は面 をな し,外
側にやや傾斜する。頸部内面に幅

の広い浅い凹昔が見られる。

内・外面横ナデ。 砂粒・雲母・長石

灰褐 色

普通

35%
P18
外面鍋塁付着

4

器

器

土

師

形

肖

不

土

A(110)
B 50
C 60

底部は平底 で,体部は内彎気味に

外上方に立 ち上が り, 日縁部 はわ

ずかに外反す る。

水挽 き整形。底部 回転糸切 り。

ロクロ回転方向右。

砂粒・雲母・石英

におい橙 色

普通

％

・７

３０

Ｐ

第 199図  グリッ ト出土遣物実測図

-279-



グリッ ド出土土器観察表

図版
番号

器   種 法量(cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

図００

１

第 高杯形上器

土 ET器

B(125)
D(140)

脚部 は大めで短 く,裾部 は屈曲 し

て外下方 にのび る。不部 は欠損 し

ている。

脚部 内面ナデ,外面組位のへ

ラナデ。裾部内・外面横ナ兄

砂粒・雲母・長石

にな い橙 色

普通

％

Ｈ

‐Ｏ

Ｐ

2

高
j7N形 土器

土 師 器

B(80)
D(148)

脚部 は大め で短 く,裾部 は外下方

に大 き く開 き,端部 は丸 くお さめ

てい る。不部 は欠損 している。

脚部 内面横位のナデ,外面縦

位のナデ。裾部内面横ナデ ,

外面積ナデ後縦位のナデ。

砂粒・石英・長石

にぶ い橙 色

普通

％

‐２

3

尖 底 土 器

縄文式上器

B(95) 底部から胴部へ内瞥気味に外上方

に立ち上がる。

内面ナデ。外面縦位の貝殻 条

痕文。

砂粒・雲母・長石

にぶ い橙 色

普通

％

２．

4

尖 底 土 器

縄文式上器

B(56) 底部内面は九味をおび,外面は鋭

く尖る。

内・ 外面ナデ。 砂粒・字母・長石

にな い橙 色

普通

％

２２

(9 その他の遺物

第201図 に掲載 した土器は,当遺跡か ら出上 した縄文式土器片の拓影図である。古墳時代中期の

住居跡の覆土に流れ込んだものや グリッ ド出上の土器を一括 し,時期 ごとに分類 し掲載 した。

第 I群 縄文時代早期の上器

第 1群に属する土器は 1～ 14の 14点が出上 している。 1・ 7は 日縁部,他は胴部片である。

1～ 3は器面を沈線によって区画 し,区画内は貝殻腹縁文が充填されている。 4～ 6は 太目の

平行沈線, 7～ 10は細 目の沈線が施 されている。11は 条痕文,12は 刺突文が施 されている。13・

14は 無文土器である。

第H群 縄文時代前期の土器

第Ⅱ群に属する土器は15～ 20の 6点が出土 している。15・ 18は 口縁部,他は胴部片である。

15・ 16は 無文,17は 貝殻腹縁文である。18は 口縁部に押圧が加えられ,器面には平行沈線が施

されている。19は平行沈線が格子状に施され,20は貝殻条痕文が見 られる。

第Ш群 縄文時代中期の上器

第Ⅲ群に属する土器は21の 1点が出上 しているにすぎない。21は 胴部片で,単節 LRの横位

回転縄文が施されている。



盤脱

隠騨〃
II

電 駆 鰹 騨

Ⅷ 75お

第200図 遺構外出土遺物拓影図
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3 まとめ

当遺跡は,縄文時代早 。前期の遺物包含地として発掘調査を実施したが,調査の結果,遺構・

遺物の分布状態は薄 く,遺跡の調査面積 も548m2と いう小範囲でもあるため,集落やその他につい

て遺跡全体を述べることはできないので,調査した範囲内で述べることにする。

遺構は,古墳時代中期の和泉式期に比定される竪穴仁居跡が 1軒 と,溝が 1条検出されたのみ

である。遺構に伴う遺物は,第 1号住居跡から土師式上器が出土した。器種は甕形土器 3点,壷

形土器 1点,鮒形土器 4点,高不形土器 8点,邪形土器 1点,支脚 3点である。第 1号溝からは,

14世紀後半から15世紀にかけての内耳土器片が36点 出上したが,調査範囲が短 く,両端 ともエリ

ア外に伸びていることから性格等については,不明である。なお,出土土器の器形や整形技法に

ついては,出土遺物一覧表を参照されたい。

その他の遺物として,遺跡全体の覆土から縄文時代早 。前 。中期の上器片23点が出上した。こ

れらの上器片を分類すると,早期では,日戸下層式に比定される土器片 6点,三戸式尖底土器片

2点,沈線文を施している土器片 3点,条痕文を施している土器片 1点,無文土器片 2点,刺突

文を施している土器片 1点の小計15点。前期では,無文土器片 2点,貝殻文を施 している土器片

1点,前期後半に比定される土器片 4点の小計 7点,中期の上器片は 1点のみである。割合にす

ると,早期の上器片は全体の65.2%,前期の土器は30.4%,中期の上器は4.4%である。

当遺跡は,古墳時代後期の集落ではあるが,詳細については,今後の周辺遺跡の調査結果を待

ちたい。
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章 む す び

土浦市手野町の台地上に,「 県西用水事業」の送水管が埋設されることにな り,埋設事業地内の

分布調査の結果,五斗落遺跡ほか 5遺跡が確認された。そのため, 6遺跡の送水管埋設部分につ

いて,昭和61年 4月 1日 から同年 10月 31日 にかけて発掘調査を実抱 した。本書は,そ の調査結果

をまとめたものであるが,幅 12mと ぃう限られた範囲の線状の調査であるため,遺跡の性格が僅

かに把握できた程度のものである。遺構・遺物及び地形的にみると, 6遺跡は谷津を挟んで, 2

つの台地に分けられる。北西側台地に五斗落遺跡,大儘遺跡,弁 ノ内遺跡が,南東側台地に原ノ

内遺跡,ゴ リン山遺跡,真木ノ内遺跡が所在 している。北西側台地上には,弥生時代,古墳時代

奈良・平安時代の住居跡が多数発見され,台地全体が大きな一つの遺跡のような観す らみ うけら

れる。 3遺跡について概覧すると,五斗落遺跡,大儘遺跡,弁ノ内遺跡にかけて奈良 。平安時代

の住居跡が,五斗落遺跡,大儘遺跡にかけて古墳時代の住居跡が多数検出され,そ の集落の中心

は大儘遺跡から西側ではないか と考えられる。弁ノ内遺跡からは, 1軒ではあるが弥生時代後期

前半の住居跡が検出されたことは注目される。南東側の原ノ内遺跡,ゴリン山遺跡,真木ノ内遺

跡の所在する台地は,北西側台地に比べ遺構 。遺物 とも希薄である。ゴリン山遺跡,真木ノ内遺

跡を中心に縄文時代草創期から後期の土器片が比較的多数出上 し,原 ノ内遺跡からは,屋外炉 2

基が検出されたことも注目されるところである。また,真木ノ内遺跡か らは,古墳時代中期の住

居跡 1軒と,溝 1条が検出され,溝の覆土か ら室町時代に比定される内耳式土器が出上し,南東

側台地では他の 2遺跡 とは異なった状況を呈 している。

以上のように,今回の 6遺跡の調査は,いずれの遺跡においても送水管埋設部分の調査のため

集落の形態や変遷は殆 どとらえることはできなかったが,手野台地の遺跡の分布や,そ の遺跡の

性格については貴重な資料が得 られたものと思われる。周辺遺跡 との関連 と相 まって,本報告書

が手野台地の考古学生の資料 として活用いただければと願っている。

なお,本調査の結果をまとめるにあたり,関係各位の御指導や御協力があったことに対 して,文

末ではあるが,心から感謝の意を表 したい。
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